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「……はぁはぁ」

　互たがいの息いき遣づかいを響ひびかせ、黒くろ峰みね勇ゆう也やと蒼あお宮みや藍あい葉はは背中を合わせて戦場に立っていた。

　視界には数え切れないほどの異い形ぎようの化け物──魔ま族ぞく。その全すべてが瞳ひとみをギラつかせて殺意を剝むき出しにし、勇也たちの集中が切れるのを待ち望んでいる。

　魔族から注意を逸そらすことなく、勇也が視線を横に動かすと、網もう膜まくに刻み込まれたのは燃え盛さかる水みず神がみ島じまの街並みだった。一目でわかるほど酷ひどい惨さん状じよう。多くの建物は瓦が解かいし、所々黒い染しみ──人間の血がこびりついている。

　神かみ代しろ夕ゆう日ひという少女が死んでから、一ヶ月が経過していた。

　それ以来、水神島の戦力は大きく低下していた。

　それほどまでに、近この衛え兵の隊長だったあの少女の存在は大きなものだったのだ。そのせいで、水神島は魔族に攻せめ込まれる度たびに悲鳴をあげていた。最高ランクの守護者が一人いなければ、この島の戦力は都市一つさえ守ることができなかった。

「……先せん輩ぱい。いったい何回、魔族を仕留め損そこねれば気が済むんですか？」

　勇也と背中を合わせたまま、藍葉は疲つかれ切った表情で言った。

　透すき通るような蒼あお髪がみを持つ少女だった。思わず視線が惹ひきつけられる赤い瞳。黙だまっていれば儚はかなげな印象さえ与あたえるが、現在は苛いら立だたしげな表情を浮うかべているせいで、本来の気の強い性格がありありと表れていた。

「出動する前に打ち合わせしましたよね。先輩が剣けんで近接戦せん闘とうをして、藍葉が後ろから銃じゆうでフォローするって。それとも、もう忘れちゃったんですか？」

「そのフォローが全然できてないから、仕留め損ねるんだろうが。お前、何回僕の身体からだを掠かすめて撃うった？　それこそ最初に打ち合わせしただろ。お前はまだ銃の扱あつかいが完かん璧ぺきじゃないんだから、僕から距きよ離りが遠い敵を撃つって」

「当たってないから別にいいじゃないですか。それに、そのおかげで先輩の背後に迫せまってた魔族を倒たおせたんですよ？　藍葉に感謝しても、文句言われる筋合いはないんですけど」

「ああ、それはありがとよ。だけど、そのせいで僕は常に背中を気にして戦わなきゃいけなくなった。いつ味方に背中を撃たれるかわからないからな、前回みたいに」

　勇也が嫌いや味みったらしく言うと、藍葉はふんっと鼻を鳴らして顔をそむけた。

　夕日が亡なくなってから、二人はずっとこんな調子だった。

　訓練通りに動けず、連れん携けいもままならない。

　夕日がいたからこそ全て成り立っていたのだと気づいたのは、つい最近のことだ。彼女という絶対強者がいたからこそ、勇也たちは余よ裕ゆうを持って動くことができていた。化物兵器である〈星せい霊れい機装〉を扱うことができていた。今まで上う手まく戦えていたのは、何も自分たちに天てん賦ぷの才があったからではない。そんな当たり前のことに気づいたのは、奇くしくも夕日がいなくなっていたからだった。

　だが、それでも、それは勇也と藍葉が戦場から逃にげていい理由にはならない。

　何な故ぜなら、人々は二人に期待しているからだ。

　神代夕日の代わりとなり、水神島の最高戦力となることを。

　前線で戦い続ける人々の希望となることを。

　だから、二人は歩みを止めることは許されない。

　戦うことに関して天賦の才がなかったとしても、戦うことに恐きよう怖ふを感じていたとしても。

　黒峰勇也と蒼宮藍葉という少年少女こそが、世界を救うと運命付けられた〈救世主〉なのだから。

「……先輩」

「……なんだよ、蒼宮？」

「先輩は死なないでくださいね」

　そっ、と。

　ほとんど消えるような声で、藍葉がこちらを向くことなく呟つぶやいた。

「先輩がいなくなったら、文句をぶつける相手がいなくなりますから」

「僕はお前のサンドバッグじゃねぇよ。そんなにストレス解消がしたかったら、お前の母親にでも愚ぐ痴ちってろ」

　言い放って、勇也は星霊機装である黒剣を固く握にぎる。

　そして、前を向いたまま。

「ただ、お前の泣き言ならいくらでも聞いてやるよ。お前の弱った姿は見み物ものだからな。だから、それまでお前も死ぬな」

　そう言って、勇也は唇くちびるの端はしを持ち上げる。

　藍葉も背後で微かすかに笑っていた。

　直後。二人は全く同じタイミングで地を蹴けり、魔族の集団へと向かって行く。




　そうして一年後。

　勇也と藍葉は魔王を討とう伐ばつして世界を救い、双騎士パラデインと呼ばれるようになった。

　それは世界最強の称しよう号ごうであり、平和の象しよう徴ちようであることを表す名だった。

　それから、二十五年以上の月日が流れ──




「死ね！　藍葉の身体にいきなり触さわるとか、ぶっ殺されたいんですか！」

「うるせえ、そんなこと言ってる場合じゃないだろ！　状じよう況きようを考えろ、状況を！　お前こそぶっ殺されたいのか！」

　戦場のど真ん中──犯罪者たちに占せん拠きよされた旅客船の食堂で。

　勇也と藍葉は背中合わせで縛しばられた状態で、喧けん嘩かをしていた。

　視界には、三十人もの武装した犯罪者たち。そのほとんどが強こわ面もてであり、勇也たちを視線だけで殺さんとばかりに睨にらんできている。正直、今すぐにでも、任務を放ほう棄きして帰りたい気分だった。

　そう、任務。

　勇也と藍葉がこんなことになっているのは、任務のせいだった。

　魔王を倒して一ヶ月後。二人は二十五年後の未来に残り続けて、近衛兵たちの仕事を手伝っていた。その最中、ある犯罪組織の一味が水神島に侵しん入にゆうしたという報告を受けて、勇也と藍葉はそいつらを街中で追っていたのだ。

　だが、その途と中ちゆうでヘマをしてしまったことで、追つい跡せき者である自分たちの存在が相手にバレて抵てい抗こうされてしまったのだ。それに加え、勇也たちが失敗したタイミングも場所も悪かった。犯罪者たちにちょうど港に泊とまったばかりの旅客船を占拠された挙句、二人は人ひと質じちにされてしまったのだった。

　旅客船の食堂には、乗客が集められており、勇也と藍葉と同じように背中をくっつけて身動きができないように縛られていた。恐おそらく、ここにいる大半は旅行中で水神島を観光しにきたのだろう。

「先輩、いったい何回ミスすれば気が済むんですか！」

　縛られて床ゆかに座ったまま、藍葉が苛立たしげに言った。

「出動する前に打ち合わせしましたよね！　敵と遭そう遇ぐうしたときには、藍葉と手を繫つないでいちゃいちゃするって！　なのに、何でいきなり、む、胸を触ろうとしてくるんですか！」

「だって、そっちの方が恋愛磁場ラブパワーが溜たまりやすそうだろうが！　それなのにいきなり殴なぐりやがって！　そのせいで犯罪者どもに捕つかまっちまっただろうが！」

「犯罪者に捕まってなかったら、藍葉が先輩を捕まえて牢ろう獄ごくにブチこんでますよ！　どう考えても、そもそもの原因は突とつ然ぜんセクハラしてくる先輩ですよね！　べ、別に嫌いやってわけじゃありませんけど……と、時と場所ぐらい選んでください！」

「はぁ？　時と場所は選んでるだろ？　戦うときにいちゃいちゃしないで、何い時ついちゃいちゃするんだよ。常識で考えろよ、お前」

「いや、先輩こそ常識で考えてくださいっ。普ふ通つう、戦うときにいちゃいちゃするわけないじゃないですか！　たった一ヶ月でどれだけ毒されてるんですか！」

「っていうか、そもそも最近のお前変だぞ？　前回の魔王戦のときから、なんか僕とあんまりいちゃいちゃしようとしないし。お前、任務に対してやる気ないのか？」

「う、うるさい！　あ、藍葉にだって色々あるんです！　だ、だいたい、恋愛磁場が溜まりやすいって、先輩は藍葉のこといったい何だと思ってるんですか！」

「おい、うるせえぞ！　お前ら、自分たちが人質ってことわかってんだろうな！」

　カチャッ。犯罪者のリーダーらしき人物が恋愛銃ラブ・ガンの銃じゆう口こうを突つきつけてきた。

　藍葉との口論で気づかなかったが、さっきよりも犯罪者たちが殺気立っていた。特にリーダーの男なんて額に青筋を浮かべている。

「お前ら、そんなに喧嘩をしたいなら俺が手伝ってやろうか！　いいんだな、最愛の恋こい人びとが傷ついても！」

「別にいいですよ、先輩みたいな馬ば鹿かは一回頭でも撃たれないと反省しませんから」

「ふざけんな、お前こそ一回撃って貰もらった方がいいんじゃないのか。まともに物事を考えられるようになるかもしれないぞ」

「おい、お前ら！　こっちは冗じよう談だんじゃないんだぞ！　本物の銃なんだぞ！　ふざけたこと言ってると、本当に恋人の額に風穴空けるぞ！」

「「ぜひお願いします！」」

「ぜひお願いしますじゃねぇんだよ、お前ら！　マジでぶっ殺すぞ！」

　異口同音に告げる勇也と藍葉に、犯罪者のリーダーが叫さけんだ。

「ああ、くそっ！　俺たちの仕事はブツをこの都市に運ぶだけじゃなかったのかよ！　なんでこんなことになるんだ！　なんで、こんな頭のおかしい奴やつらの相手をしなきゃいけないんだよ！」

「おい、犯罪者に言われてんぞ、蒼宮」

「何言ってんですか、先輩のことですよ」

「お前ら二人のことだよ！　頼たのむから大人しくしててくれよ！　俺たちの目的はあんたら人質と引き換かえに、この島から出ることなんだ。あんたらも五体満足でお家に帰りたいなら、近衛兵との交こう渉しようが終わるまでそこで黙っててくれ！」

　どうやら、犯罪者どもはここを穏おん便びんに済ませてさっさと逃とう亡ぼうしたいらしい。

　恐らく、人質の安全を交こう換かん条件として逃亡させるように交渉するつもりなのだろう。

　ということは、人質である自分たちには価値があるというわけで、それを逆手に取ることもできるのだろう。

　だが、一線を越こえてしまえば本当に撃たれてしまうかもしれない。これ以上、神経を逆さか撫なですることは得策ではないはずだった。もう手て遅おくれかもしれないが。

　犯罪者のリーダーが指の爪つめを嚙かみながらボヤく。

「くそっ、いつになったら近衛兵は来るんだよ。俺たちがこの船を占拠して三十分経たったんだぞ。そろそろ駆かけつけてもいいだろうが」

　犯罪者のリーダーが旅客船の外に視線を移したのに合わせて、勇也も食堂の窓から外を窺うかがう。

　犯罪者たちが旅客船に立て籠こもっているという情報が既すでに流れているからだろうか。港にはぽっかりとした空間がつくられ、普ふ段だんは喧けん騒そうに包まれているこの場所もすっかり静まり返ってしまっている。

　と。

　犯罪者のリーダーの声が聞こえたかのように、数台の車両がタイヤの擦さつ過か音とともに港に滑すべり込んできた。

　王室の紋もん章しようが小さく刻まれた車両から降りてきたのは、一人の女性だった。

　明るい茶色の長ちよう髪はつ。モデルのような完璧なプロポーション。魅み力りよく的な働くお姉さんといった感じのその姿は、まさしく近この衛え兵隊長・柊ひいらぎ華か恋れんだった。

　犯罪者に旅客船が占拠されたという通報を受けて、駆けつけてきたのだろう。

　華恋は拡声器を使って、港から呼びかけてくる。

《私は近衛兵隊長・柊華恋よ！　あなたたち、馬鹿な真ま似ねはやめて投降しなさい！　故郷のお母さんが泣いてるわよ！》

「へへっ、やっと来やがったか、近衛兵さんよ。だが、投降するわけにはいかねぇな。俺たちは臭くさい飯は勘かん弁べんなんだ。おい、お前ら人質が見えるか！」

　犯罪者のリーダーが仲間に命じて勇也と藍葉を拘こう束そくしたまま引きずると、旅客船の外周にある廊ろう下かに無理矢理立たせた。

　二人の頭に銃口を突きつけて、犯罪者のリーダーの男は嗤わらう。

「こいつらと船の中の人質を無傷で返して欲しかったら、一時間以内にこの船を動かせる奴を連れてきな！　もちろん、その後に俺たちを追うのは無しだぜ！　それが俺たちからの条件だ！」

《くっ！　人質を使って脅おどすなんて、あなた恥はずかしくないの！　……って、ちょっと待って。あの犯罪者ちょっとイイ男じゃない？》

　華恋は犯罪者のリーダーからの交渉内容に歯は嚙がみするが、その容姿に気づくと、そんな声を漏もらした。

　……まさか、あいつ。

　勇也が嫌な予感を覚えていると、華恋は拡声器を通して言う。

《わかったわ。あなたたちの言う通り、一時間以内にその船を動かせる者を用意するわ！　もちろん追跡もしない！　その代わりに、私からも条件を追加させなさい！》

「ああ、いいぜ！　言ってみろ！」

《あなたのメルアドと電話番号を教えなさい！　それと私もあなたたちについていくわ！》

「お前は犯罪者相手に何言ってんだ！」

　予想外の、ある意味では予想通りの要求に、勇也は全力で突っ込んだ。

　犯罪者のリーダーは怒いかりを露あらわにして叫び返す。

「馬鹿にしてんのか、お前は！　そんなことをしたら俺たちが捕まるじゃねぇーか！　そんな要求吞のめるわけがねぇだろ！」

《わかった、なら譲じよう歩ほする！　メルアドと電話番号はいいから、私を連れていきなさい！》

「こっちはお前がいらないって言ってんだよ！」

《お願い！　お願いだから私を攫さらって！　もういい加減、年ねん齢れい的に男を捕まえなきゃ駄だ目めなの！　母さんの小言が日増しに強くなっていくの！》

「意味わかんねぇこと、ぐちゃぐちゃ言ってんじゃねぇ！　そんなに男が欲ほしけりゃ、趣しゆ味みの良い大だい富ふ豪ごうのところにお前を売り飛ばしてやろうか！」

《ぜひお願いします！》

「ぜひお願いしますじゃねぇっ！　どうなってんだ、この国は！　頭のおかしいやつしかいねぇのか！」

　理解不能な光景を見たかのように、犯罪者のリーダーが頭を抱かかえる。

　だが、狂くるったように嗤うと吹ふっ切れたのか、リーダーの男はぐりぐりと銃口を勇也の頭に押しつける。

「おい、近衛兵さんよぉ！　俺たちのことを舐なめるのもいい加減にしろよ！　お前の条件は吞めねぇが、こっちの要求はきっちりと吞んでもらおうか！」

《あっそ。なら、こっちもあなたたちの条件は吞めないわね。──だって、もう人質は返して貰ったし》

「………………はっ？」

　華恋の宣言に、犯罪者のリーダーは呆ぼう然ぜんと声を漏らす。

　その後に何かに気づいて、ギギギと錆さびついた機械のように背後を振ふり向く。それにつられるようにして、勇也と藍葉も首を動かすと息を吞んだ。

　縛しばられていたはずの旅客船の食堂の人質。

　そんな人々は、裏手からいつの間にか潜せん入にゆうしていた近衛兵によって解放されていた。

　一方で、人質を見張っていたはずの他の犯罪者どもは全員縛られ返されている。

《はっ、私が本気でそんな話をしてると思ったの？　そんなわけないでしょう。ただ近衛兵が潜入する時間を稼かせぐために言ってただけ。あなたに断られて悔くやしいとか全然思ってないから。本当に全然思ってないんだからねっ！》

「いや滅め茶ちや苦く茶ちや思ってるじゃないですか、華恋さん……」

「くそッ、なんで、なんでこうも裏目に出るんだよッ！　ま、まあいい！　それでも、こいつらはまだ人質のままなんだからなッ！　おい、お前ら！　この二人を返して欲しけりゃ大人しく──」

《大だい丈じよう夫ぶよ！　一いつ般ぱん市民は避ひ難なんさせたし、あの二人の悪運ならそう簡単に死にはしないわ！　皆みんな、一いつ斉せいに撃うちなさい！》

「お願いだから話を聞いて！」

　犯罪者のリーダーが懇こん願がんするが、その願いが聞き届けられるよりも早く、華恋の号令によって、近衛兵たちが一斉に掃そう射しやした。

　弾だん丸がんの嵐あらしが旅客船に吹き荒あれ、窓ガラスや椅い子すや机を穴だらけにしていく。

　当然ながら、犯罪者のリーダーの側そばにいる勇也と藍葉もタダでは済まなかった。顔の横を恋愛磁場の弾丸が駆け抜ぬけると爆ばく発はつし、爆風が全身を叩たたく。勇也が床ゆかに転がって顔を上げたときには、藍葉と一いつ緒しよに縛られていた縄なわは千ち切ぎれていた。

　床に伏ふせて壁かべを盾たてにしたまま、犯罪者のリーダーが声を張り上げる。

「おい、お前ら近衛兵の仲間じゃねーのかよ！　なんで、あいつら躊躇ためらいなく撃ってきてんだ！」

「うるせぇ、知るか！　それについては僕たちの方が戸と惑まどってるんだよ！」

「ちくしょう！　もう嫌いやだ！　もう、こんな頭のおかしいところには一秒ですらいたくねぇ！」

　そう叫ぶや否いなや、犯罪者のリーダーは近衛兵の包ほう囲い網もうへと特とつ攻こうを仕し掛かけた。

　無茶苦茶に銃じゆうを撃って隙すき間まをつくる。犯罪者のリーダーは脇わき目めも振らずに走り抜けてそこを突とつ破ぱすると、人質の一人であった黒くろ髪かみの少女を押し飛ばして、旅客船の甲かん板ぱんへと駆け出した。

「おい、大丈夫か！」

　勇也が慌あわてて助け起こすと、黒髪の少女は顔を上げて無言でこくんと頷うなずいた。

　遅おくれて、藍葉が身体からだに巻きついていた縄を取りながらやってくる。それを視し認にんすると互たがいに顔を見合わせ、二人は甲板へと向かった。

　だけれど、甲板に辿たどり着いたときには、犯罪者のリーダーは救きゆう命めい艇ていで大海うな原ばらへと逃とう走そうしているところだった。船外機が駆く動どうして、みるみるうちに姿が小さくなっていく。もしかして、あの救命艇で隣りん国ごくまで逃にげるつもりなのだろうか。

　勇也はホルスターから恋愛銃を取り出しながら、藍葉に向かって両りよう腕うでを広げる。

「おい、蒼宮！　おっぱいが駄目なら、ハグだ！　恋愛銃であいつを撃つぞ！」

「え、は、ハグですか？　きゅ、急にそんなこと言われても……」

「何を躊躇ってるんだ！　迷ってる場合じゃないだろ！　早くしなきゃあいつが逃げていくだろうが！」

　必死に説得しようとするものの、藍葉はもにょもにょと唇くちびるを動かすだけで中々行動に移さなかった。そうしている間にも、犯罪者のリーダーを乗せた救命艇はどんどんと前に進んでいる。あと数秒もすれば、射程距きよ離りの外へと逃げられてしまうのは明白だった。

　と、そのとき。




「あ、あの……も、もし、良かったら、わ、私を使ってください……っ！」




　不意に響ひびくか細い声。

　あまりにも戦場においては場ば違ちがいで、されど異様に通る声に、勇也どころか、藍葉もぎょっとしていた。

　その声は、先さき程ほど助け起こした黒髪の少女のものだった。意を決して喋しやべりかけたかのように、腕うではぷるぷると震ふるえ、瞳ひとみは「とんでもないことを言ってしまった」という後こう悔かいの色で僅わずかに染められている。細い腕に両側から挟はさまれた豊かな双そう丘きゆうは、強調するように柔やわらかそうに形を変え──

　というか、ちょっと待て。

　私を使ってください、とはいったいどういう意味だ？

　その言葉の真意を測りかねて勇也が硬こう直ちよくしていると、黒髪の少女は上うわ目め遣づかいに顔を覗のぞき込んできた。

　瞳には後悔の色はなく、代わりに宿るは確かな強さを持つ意志の光。

　それを認めた瞬しゆん間かん、黒髪の少女は勇也の胸に飛び込んできて。




「恋愛磁場が必要なんですよね。そ、それなら、私を使ってください……っ！」




　ちゅっ──と、頰ほおに柔らかい何かが押しつけられる。

　それが唇であると理解した瞬間、勇也は一気に顔を赤面させた。

　視線を落とすと、勇也の胸むな元もとには黒髪の少女が顔を埋うずめていた。改めてよく見ると、言葉を失うほど可愛かわいらしい相そう貌ぼうだった。艶つややかな漆しつ黒こくの長ちよう髪はつも、病弱そうな白い肌はだも、押しつけられている柔らかな双丘も、自分の「理想」が変わってしまいそうなほど素す晴ばらしかった。恥ずかしいのか黒髪の少女は耳の先まで真っ赤にして、今も腕の中でぷるぷると震えている。その様子は保護欲を搔かき立てられ、守りたいと無条件に思わされてしまう。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して、電信音が響く。




【恋愛磁場装そう塡てん率：48％】




　ゴウッ！

　恋愛銃から一条の閃せん光こうが撃ち出されると、見事に救命艇を撃ち抜いた。

　みるみるうちに減速していき、救命艇はやがて止まる。そこに華恋たち近衛兵が別の船で取り囲んで、犯罪者のリーダーは逮たい捕ほされた。

　だが、視界の端はしでそんな捕とり物劇が行われている一方で、勇也の注目はそれには向けられていなかった。隣となりで藍葉が言葉にならない声を発してぱくぱくと口を動かしていたが、それも意識の埒らち外がいだった。

　勇也の視線は、目の前の黒髪の少女に釘くぎ付づけにされていた。

　黒髪の少女は勇也の胸から顔を上げると、頰を熟うれたりんご色に染める。

　それから髪かみを搔きあげ、少女は照れたようにぎこちなく笑う。

「あの……わ、私、し、白しら石いし夜や宵よいって言います……は、初めてだし、普ふ段だんはこんなこと、ぜ、全然ないんですけど」




「──私、あなたに一ひと目め惚ぼれしちゃった……みたいです」




　恋こいはいつだって唐とう突とつだ。

　勇也が今まで生きてきた十七年間。世界を救って双騎士パラデインと呼ばれるようになってから、言い寄られたことは実は何度もあった。だけれど、恐おそらくそれは勇也の名声を求めてのことだ。現に、世界を救う前は一度たりとも、そんなことはなかった。

　だけれど、今日ついに。

　自分のことなんて何にも知らないであろう、大和やまと撫子なでしこを思わせる黒髪美少女に。

　──初めて、黒峰勇也は一目惚れされた。







[image: 【第一章】　恋はいつだって唐突に]




「私、黒髪美少女ってこの世で最も信用できない存在だと思うのよね」

　唐突に。

　本当に唐突に、華か恋れんがコンピュータで作業をしながらそんなことを言い始めた。

　水みず神がみ島じまの中央に屹きつ立りつする王城。

　その一室である近衛兵隊長に与あたえられた私室──華恋の仕事場だった。

　王室の紋もん章しようが刺し繡しゆうされた絨じゆう毯たんの上には、幾いくつもの書しよ籍せきがぞんざいに置かれている。それこそ足の踏ふみ場がほとんどない程度には。しかも、その書籍は仕事に関連するものではなく、『男を落とすための千の方法』、『いちゃいちゃ必勝読本』、『彼氏いない歴＝年ねん齢れいの女性のための攻せめる婚こん活かつ』などという完全に私的なものばかりだった。

　藍あい葉はが何気なく『素す直なおになれない後こう輩はい女子へと捧ささげる先輩男子攻こう略りやく法』をソファに寝ね転ころがって読んでいると、華恋がモニタから視線を上げることなく喋り始める。

「特に『私、遊んでません！』みたいな雰ふん囲い気きを出してる女は要注意ね。だって、美少女よ美少女。どう考えても、今までモテまくってるに決まってるじゃない。なのに、清せい楚そなイメージを出すために黒髪なんかにして。それが受けが良いってわかってるから、やってんのよ。なのに、引っかかる男って本当に多いわよね。そんな女なんて裏でヤりまくってるか、性格がヤバい奴やつしかいないのに。むしろちょっと髪を染めてるぐらいが、意外と当たりだったりするのよ。私みたいに。私みたいにね」

「華恋さん、黒髪美少女に親でも殺されたんですか」

　偏へん見けんもいいところだった。

　謎なぞの憎ぞう悪おによる見当違いの論理に藍葉が呆あきれていると、華恋はキーボードを叩きながら。

「親は殺されてないけど、狙ねらってる男を横から取られたことは何度もあるわ。あいつら本当に性根が腐くさってるわよね。『友達から聞いたんだけどー』とか言いながら、男にあることないこと、私の悪口を言ったりするのよ。信じられる？」

「華恋さん、苦労してるんですね……」

「まあ、95％は本当のことなんだけどね」

「いや、それ悪口っていうかただの事実じゃないですか！」

「お返しに心が病やむほど嫌がらせしてやったわ」

「性根が腐ってるの、完全に華恋さんの方ですよね！」

「女は……っていうか、人間は誰だれしも腐ってる一面は持ってるものよ。綺き麗れいなだけの人間なんていない。当然、あの黒くろ髪かみ美少女ちゃんもね」

　話が戻もどってきて、藍葉は思わず口をへの字にした。

　そう。藍葉が華恋の仕事場にやってきていたのは、その黒髪美少女について相談したいからだった。

　旅客船が占せん拠きよされた際に、人質となっていた乗客の一人。その後、勇ゆう也やといちゃいちゃして一目惚れ宣言をした少女。それだけなら、藍葉もあまり危機感を覚えなかっただろうが、問題は彼女が新しく王城で働くことになった職員でもあるということだった。

「まさか、あの黒髪美少女ちゃん……夜や宵よいちゃん、だっけ。今日から王城に勤務する天あま音ね様直属の教師役だったなんて。こんな偶ぐう然ぜん、あるものなのね」

　仕事場の窓から王城の庭を見下ろす華恋に、藍葉もつられるように視線を動かす。

　広々とした王城の庭──空中庭園のようなバルコニーでは、天音と夜宵が鬼おにごっこをしていた。いや、鬼ごっこというよりは、天音が王城から抜ぬけ出そうとしているところを咎とがめられたのだろうか。天音はあっさり捕つかまると、夜宵に引きずられて室内へと連れていかれる。

　何な故ぜ、夜宵が天音の教師役として王城に来ることになったのか。

　何でも、以前の天音の教育役がとんでもないゴミクズだったらしい。教育と称しようして、その教師は天音に対男性用の格かく闘とう術を教えていたばかりか、卑ひ猥わいな言葉や偏見まみれの知識を植えつけていたのだ。その代わりで、若わか竹たけに新しく呼ばれたのが夜宵のようだった。

　以前のゴミクズ教師こと、柊ひいらぎ華恋はモニタを眺ながめながら感かん嘆たんの声を漏もらす。

「しかも、夜宵ちゃんの経歴凄すごいわよ。まだ十六歳なのに飛び級で超ちよう一いち流りゆう大学を卒業してるし、多少なら戦せん闘とうの心得もあるみたい。当然、恋れん愛あい方面もかなり優ゆう秀しゆうね。恋愛係数は高数値だし、恋愛階級ラブランクなんてＳよ？　Ｓランクなんて世界に何人いると思ってるの？　恋愛至上都市であるはずの水神島でさえ、たった二人しかいないのに」

「恋愛階級がＳってことは、白しら石いしさんって既すでに恋こい人びとがいるんですか？」

　恋愛階級とは、あるカップルがどれだけ恋愛磁場ラブパワーの発生に貢こう献けんしているかを表す等級のはずである。ということは、夜宵には既に恋人がいるはずなのだが。

　しかし、華恋は首を振ふって否定の意を示した。

「いや、そうとも限らないのよ。確かに恋愛階級はカップルが恋愛磁場を発生させることで上がっていくものだけど、例えば、そのカップルが別れちゃった場合なんかでも、ある一定期間なら恋愛階級が維い持じされたりするし」

「維持、ですか？」

「そう。まあ、一定期間を超こえてもいちゃいちゃしていないと、今度は維持できずに下がっていくんだけどね。でも、別れてから別の人とカップルになって、いちゃいちゃすればまた恋愛階級は上がっていくわ。そのときには世界恋愛統制機構が管理するデータベースには違ちがうカップルとして登録されているわけだけど」

「……なんか、それ監かん視しされてるみたいで嫌いやですね」

「まあ、世界恋愛統制機構が所有するシステムは、恋愛磁場に関するあらゆる事こと柄がらを監視してるというか、管理しているもの。誰がどこでどんなプレイで一発やってるか……までは把は握あくしていないでしょうけど、少なくとも誰がどれだけの恋愛磁場を発生させたかは認にん識しきしてるでしょうし。藍葉ちゃんも持ってるこの腕うで輪わでね」

　華恋が自分の手首につけた白銀の腕輪を突つついてみせる。

「これは近衛兵に支給された特別品だけど、システムに登録されているカップルは似たようなモノを全員持っているわ。私も詳くわしくは知らないけど、人間が恋愛感情を抱いだいたときに発する波動は人によって決まっているらしくって。それで誰と誰がいちゃいちゃしてるって認識するんだって」

「プライバシーもへったくれもありませんね……」

「私が子供の時の話だけど、恋愛至上都市設立当初はそれで結構揉もめたみたいね。でも、結局、得だからって理由で徐じよ々じよにその声も小さくなっていったらしいけど。恋愛磁場を発生させると、税金がとっても安くなるしね。そんな経けい緯いがあって、世間の認識も『パーソナルデータを収集されても、管理がちゃんとしてればいい』ってなったみたい。それでも、それが受け入れられない人たちは恋愛至上都市とは無む縁えんの国に住んでるらしいわ」

「へぇー、そんな国もあるんですね」

　てっきり世界中が恋愛脳に陥おちいっているのかと思ったが、そうでもないらしい。

　華恋は壁かべに貼はってある海だらけの世界地図を見ながら。

「そもそも、数で言えば恋愛至上都市である方が少ないわよ。ほとんどの国は恋愛磁場自体は利用してるけど、いちゃいちゃさせるように設計されていないし。とっても少ないけど、恋愛磁場すら利用しない国もあるもの──って、話が脱だつ線せんしたわね。とにかく、夜宵ちゃんにも恋人がいない可能性があるってこと。別れてるかもしれないからね」

　話を強ごう引いんに軌き道どう修正して、華恋はそう結論づけた。

「それで、藍葉ちゃんはどうするつもりなの？　夜宵ちゃんっていう恋のライバルが出てきたわけだけど」

　どこか楽しそうに言ってくる華恋に、藍葉はふいっと視線を逸そらす。

「ど、どうもしませんよ。別に藍葉、先輩のこと……す、好きでも何でもありませんし。勝手にやってればいいんじゃないんですか」

「ああ、もうそういう態度はいいから。もう、そういうのいらないから」

「そういうのいらないって、どういうことですか!?」

「藍葉ちゃんが黒くろ峰みねくんのことを好きなことぐらい、わかってるって言ってんのよ。あ、言っておくけど、誰かから聞いたわけじゃないから。こんなわかりやすいの、誰だって見てたらわかるわよ」

「ち、ちなみに、どれぐらいの方がわかってるんでしょうか……？」

　流石さすがにその言葉は聞き逃のがすことができず、藍葉が恐おそる恐る訊たずねると、華恋は指折り数えることなく即そく答とうする。

「うーん、ちゃんと数えたことはないけど、二人のやり取り見てる人は全員気づいてるんじゃない？」

「ぜ、全員ですか!?」

「まあ、藍葉ちゃん、皆みんなの前でキスしてるしね。それに『惚ほれてください』とまで言ってんのよ？　あれで気づかない人はいないでしょうよ」

「っ～～～～～～」

　羞しゆう恥ちに悶もだえて、藍葉はソファの上でごろんごろんと転がった。

　道理で最近、近衛兵たちの視線が妙みように温かいと思っていた。てっきり双騎士であるという情報がどこからか流れて、憧あこがれの眼まな差ざしを向けられているのだと考えていたのだ。

「で、最近、黒峰くんとはどうなの？　当然進展はあるんでしょう？」

　にまにまと、華恋がゴシップ好きのオバさんみたいな顔をする。

　しかし、藍葉はその質問には答えなかった。

　ふいーっと、視線を動かして明後日あさつての方を向く。

「……え、噓うそでしょ。キスして、あんなことまで言って、進展なしとか流石に噓でしょ？　だってどう考えても、黒峰くんに好意は伝わったじゃない。何かしらのアクションはあったんでしょう？」

「…………」

「……もしかして、あの後、藍葉ちゃん『あのキスと告白は恋愛磁場を上げるためで、必要だったからやった』とか言ってないわよね？」

「まさか見てたんですか!?」

「本当に言ったの!?」

　藍葉がガバッとソファから顔を上げると、華恋はそれ以上の驚おどろきとともに声を発した。

　どうやら、ハッタリだったらしい。

　何だか責められている気分になってしまい、藍葉はそっぽを向いて唇くちびるを尖とがらせる。

「道理で、なんか二人ともよそよそしいわけね。以前にも増して、いちゃいちゃしなくなったし」

「だ、だって、今いま更さら言えるわけないじゃないですか。もう何年、先せん輩ぱいと一いつ緒しよにいると思ってるんですか。それに、キス……しちゃってからは、前までどんな顔をしてたとか……どうしてたかもわかんなくなっちゃったし」

「なに、らしくないこと言ってんのよ。そんなこと言ってると、夜宵ちゃんに黒峰くん取られちゃうわよ」

「うぐっ」

　想像していた最悪の展開を指し摘てきされ、藍葉は胸を押さえてソファに倒たおれこんだ。

　今まで、藍葉は夕ゆう日ひに対しては敵対心を燃やして戦ってきた。

　取られまいとしたし、勇也の隣となりは自分のものであると主張してきた。

　だが、それは、相手が完かん璧ぺきに近いあの神かみ代しろ夕日だからということが大きい。積極的に行かなければ、そもそも勝負にならないと踏ふんでいたからだ。

　それに対して、夜宵は可愛かわいらしくて清せい楚そでお淑しとやかそうで──何というか、とても「女の子」っぽい。それは性格の悪い自分が持っていない、素す敵てきなもので。同時に自分の性格の悪さを自覚させられるもので。それが、藍葉を弱気にさせている原因でもあった。

「……まあ、あんまり気にしなくてもいいと思うけどね。これから距きよ離りを縮める機会はいくらでもあるだろうし」

「？」

　藍葉が首をかしげると、華恋はひらひらと手を振って補足する。

「ここ最近忙いそがしかったから、藍葉ちゃんは知らなかったかもしれないけど、今日から〈恋愛祭〉っていうお祭りが始まるのよ。多分、藍葉ちゃんたちは参加させられるから、そこで距離を縮められるんじゃない？」




　　　　　　　◇




「恋愛祭？」

「ああ、そうだ」

　水神ランド敷しき地ち内。

　瓦が礫れきだらけの舗ほ道どうを歩きながら、勇也は隣の男へと視線を放った。

　名前は金こん剛ごう若竹。金色の獅し子しのような印象を抱かせる、この水神島の王様だった。ここ数年の潜せん伏ぷく生活のおかげだろうか。老いても尚なお、服の下に隠かくされている強きよう靭じんな肉体は二十代のそれとあまり変化はない。

　勇也は若竹と一緒に、水神ランド跡あと地ちを訪おとずれていた。

　先月、魔ま王おうと戦ったとき以来である。水神ランドの象しよう徴ちようである水晶宮殿クリスタルパレスは最後に上空から落下したせいか粉ふん砕さいされ、その瓦礫がかなり広こう範はん囲いに散らばっている。先月の事件以降閉へい鎖さされてしまったせいで、現在の水神ランドは広大な敷地を持つにもかかわらず人ひと気けが全くなかった。

　突とつ風ぷうが砂さ塵じんを巻き上げ、側そばを通り過ぎていく。

　つられるようにして背後を振り向くと、勇也の視界に映ったのは都市全体が遊園地となったかのような街並みだった。

　二ヶ月前。

　正確には、二十五年前。

　勇也たちは復活する魔王の討とう伐ばつ任務により、この未来にやってきたのだが、水神島は恋愛磁場という新たなエネルギーを収集するための都市──恋愛至上都市に変へん貌ぼうしていたのだ。

　恋愛至上都市では、いちゃいちゃすることが何においても優先される。

　いちゃいちゃによって恋愛磁場が生まれるからだ。

　そのため、この都市国家には遊園地を始めとしたデートスポットがあちこちに設置されており、都市自体がいちゃちゃさせるような仕組みを有していた。

　恋れん愛あい祭とやらも、そんな仕組みの一つなのだろう。

　勇也がそう見当をつけていると、若竹は案の定予測通りの説明を始める。

「今日からその祭りがこの水神島で始まるのだ。元々、恋愛祭は恋愛至上都市がつくられたことを祝うだけの祭りだったんだが──最近では、盛り上げるために内容を大おお幅はばに変えたのだ。具体的には、各国のカップルが〈世界最高のカップル〉の座を争って戦う『いちゃいちゃ競技』を三日間かけて行い、最終日の夜は『舞ぶ踏とう会』で締しめるというように」

「……相変わらず馬ば鹿かなことやってんな、この時代は」

「だが、その実益は馬鹿にはできない。まず自国のカップルに優勝して欲しいと会場に応おう援えんしにくる人々が大勢いるため、恋愛祭の主しゆ催さい地となった国の経済効果は計り知れない。それから、多くのカップルがいちゃいちゃし、それを見たカップルが負けじといちゃいちゃするという〈いちゃいちゃサイクル〉が発生しやすいため、恋愛磁場の供給量も非常に大きなものだ。これ以外にも様々な利益があるが、この二つだけでも十分開催する価値はあるな」

「へぇー、ちゃんと考えてやってるわけか。見み世せ物ものになるカップルはちょっと可哀かわい想そうな気もするけど」

　要するに、これはスポーツ大会を行うようなものなのだろう。

　各国の人々が世界的に有名なスポーツ競技で争い、勝敗を決める。人々はその様子を観戦し、自国のチームを応援して盛り上がるのだ。

　ただ、この場合はスポーツがいちゃいちゃ競技へ、チームがカップルに変わっているという違ちがいはあるが。

　だからこそ、観戦されるカップルは可哀想と思ったのだが──改めて考えると、案外そうでもないかもしれなかった。

　この時代には、他人に自分たちの愛を見せつけたい欲求を持つ人々が多いからだ。

　そうでなければ、深夜の公園に足を踏み入れたときに気き不ま味ずい思いをすることはもっと少ないはずである。

　勇也がそんな分ぶん析せきを脳内でしていると、若竹はどこか呆あきれたように言う。

「何を他ひ人と事ごとのように言ってるんだ、勇也？　お前は藍葉と恋愛祭に参加するんだぞ？」

「は、はぁ!?　僕と蒼あお宮みやが恋愛祭に？　冗じよう談だんだろ？　なんで、そんなことしなきゃいけないんだよ？」

「それが最近の恋愛祭では水神島の成績が悪くてな……今後、この都市を盛り上げていくためにも何としてでも優勝したいのだ。期待してるぞ、エース」

　若竹が肩かたに手をのせてくるが、勇也は手でそれを弾はじき返した。

「誰だれがエースだ、誰が。忘れたのか、僕たちの恋愛階級のこと。Ｅランクだぞ？　もっと相応ふさわしいやつがいるだろうが」

「お前こそ忘れたのか？　お前たちは数値上、相あい性しようは最高なんだ。潜せん在ざい能力だけならば他のカップルに劣おとることはない。それにお前にもメリットはあるんだぞ？　いちゃいちゃ競技で上位にランクインしたカップルには豪ごう華かな報ほう酬しゆうがあるからな」

「豪華な報酬？」

　胡う散さん臭くさそうに見つめると、若竹が首を前に倒して肯こう定ていの意を示す。

「ああ。先さき程ほども言ったように、一位には〈世界最高のカップル〉という名めい誉よある称しよう号ごうが与あたえられるが、それ以外の順位でも色々と貰もらえる。その中でも、お前たちにとって重要なのは高ランクの恋愛階級だな」

　恋愛階級は高いほど、電子コンテンツへのアクセス権や税金の割引など様々な恩おん恵けいが得られるようになるが、近この衛え兵などの特定の職業にとってはそれ以外の意味も有する。

　なにせ、恋愛磁場専用の武装──攻撃アサルトプログラムが利用できるようになるのだ。

　かつて、勇也たちを双騎士パラデインたらしめた世界最高の武具である星せい霊れい機装はこの時代では使えない。そのため、二人には強力な攻撃プログラムが必要であり、高位の恋愛階級が必要であるわけだった。

「恋愛階級は優勝せずとも、競技に参加していちゃいちゃすれば一つぐらいは上がるだろう。世界恋愛統制機構が運営に絡からんでいるおかげで、ポイント倍率もかなり良いからな」

　若竹の言葉通りなら、かなり美お味いしい話ではあった。

　先月の魔王戦以後、勇也と藍葉はいちゃいちゃ訓練をしていたものの、藍葉がよそよそしいせいで恋愛階級は一いつ切さい上がってなかった。

　恋愛階級が上がらなければ、強い武装を扱あつかうことはできない。

　だとすれば、参加することには十分意義があると言えた。

「まあ、武装だけでいうならば、恋れん火か機装と特とく殊しゆ攻撃プログラムがあるが──あれは例外措そ置ちだ。本来なら、お前たちの恋愛階級であの攻撃プログラムを使うのは非常に危険だったのだ。世界恋愛統制機構も普ふ通つうなら認にん可かしないだろうが──魔王が復活する可能性があるということで、特別に攻撃プログラム【双騎士パラデイン】を使わせてもらったにすぎない。それは、お前にも説明しただろう」

「ああ。まあ、欲を言うなら魔王戦の前に教えてもらいたかったんだけどな」

「緊きん急きゆう事態だったうえに、あれしか打破の方法がなかったのだから仕方がないだろう。お前たちなら確実に使えると信じていたしな。だが、世界恋愛統制機構はそうは思っていない。次にまた認可が下りるとは限らないだろう」

　そこで一度台詞せりふを切って、若竹は再び説明を始める。

「それに、恋火機装の方は先月の一件で修理中だ。専門家に依い頼らいしているんだが、不思議そうに言ってたぞ。まるで、内側から破は壊かいされたようにおかしな壊こわれ方をしていたとな。まあ、恐おそらくは魔王相手にあれだけ酷こく使ししたせいだろうが──そのせいでお前たちには強力な武装がない。これからのことを考えると、常時的に使える武装を持っておいても損はないだろう」

「……それはわかってるけど」

「嫌いやなのか？」

「ああ、嫌だね。何かの事件が関かかわってるならまだしも、今回はただのお祭りだろ？　別に参加しなくてもいいじゃねーか」

　靴くつ先さきに視線を落として、勇也はぶっきらぼうな口調で言った。

　そんな拒きよ否ひの意志を見せる行こう為いに、若竹は微かすかに眉まゆをひそめた後、得心がいったのか手を打つ。

「勇也。もしかしてお前、まだ藍葉と微び妙みようなままなのか？」

「っ」

　図星。

　声を発さずとも、それが答えだと表情で告げる勇也に、若竹は嘆たん息そくする。

「……やはりな。だから最近、お前らの仲がぎくしゃくしているわけだ。報告にも上がっているぞ、いちゃいちゃを避さけていて恋愛磁場が安定しないと」

「う、うるせえ。それは僕のせいじゃない。あいつが僕を避けているからだろ」

「私に言わせれば、どっちもどっちだがな。で、勇也。最近、藍葉とはどうなんだ？　何か変化はあったか？」

「変化？　そんなもん、あるわけないだろ。いつも通りだよ、いつも通り」

「キスまでしたのにか？」

　ぐっ、と。

　一番気にかかっている部分を突つかれて、勇也は言葉に詰つまった。

　やや問い詰めるような目を向けてくる若竹に、頭を搔かきながらそっぽを向く。

「……変化がないのは本当だよ。マジでいつも通りだ。気持ち悪いぐらいに、あのときのことはお互たがい口に出さないからな」

　まるで暗あん黙もくの了りよう解かいのように。あるいはそんな出来事なんてなかったように、勇也と藍葉は「キス」をしたときのことを話題に出すことはなかった。

　結局、藍葉と「キス」のときのことを話したのはたった一度だけだ。

「……あいつが何を考えてるか、僕には全然わかんねーんだよ。そりゃ僕だってキスまでされれば、色々と考えないわけないだろ。あいつが僕に好意を寄せてるとか……どうだとかな。でも、あいつは『あのキスと告白は恋愛磁場を上げるためで、必要だったからやった』って言ったんだぞ？」

「それをお前は信じたと」

「それ以外にどうしろって言うんだよ」

　勇也が憮ぶ然ぜんとした表情を浮うかべると、若竹は呆れたように息を吐はき出す。

「……まあ、今はそれでいいかもな。だが、いずれは答えを出すんだぞ。そして、その答えを出したときには必ず言葉にすることだ。伝えたいときには手て遅おくれ、というのは案外と多いものだからな。これは年長者からのアドバイスだ」

　ぽん、と。若竹に子供のように頭を叩たたかれる。

　勇也は嫌そうに手を振ふり払はらって。

「……年長者って、お前、僕と大して変わらないだろうが」

「お前が未来に来るまではな。だが、嬉うれしいことに今は私の方が二十五歳は優に上だ」

　若竹は口角を上げるが、その笑えみは言葉と裏腹にどこか寂さびしそうだった。

「それと、年長者からもう一つアドバイスというか忠告だ。お前、白石夜宵から告白をされたらしいな」

「……まあ、されたな。返答はまだしてないけど」

　告白されたときのことを思い出して、勇也は躊躇ためらいがちに同意した。

　夜宵の一ひと目め惚ぼれ宣言による告白には、最初とても驚おどろいたし色々と疑った。少なくとも美人局つつもたせの類たぐいを邪じや推すいするほどには。いくら一目惚れといっても唐とう突とつすぎるからだ。

　だが、ここは恋愛至上都市。恋愛が推すい奨しようされる国なのだ。

　とすれば、あそこまで極きよく端たんな一目惚れが起こってもおかしくない。はずだ。

　華恋に聞いたときも「別に一目惚れ自体は全然不思議じゃないわよ」と言っていたので間ま違ちがいはないだろう。

　そんなことを思い出していると、若竹は妙みように真しん剣けんに勇也の肩に手を置く。

「まあ、返答に関しては熟じゆつ考こうすべきことだが……頼たのむから、下手な返答をして刺さされるなよ。私は身内から加害者と被ひ害がい者しやを出したくない」

「はっ？　刺される？　ははっ、何を言ってんだ。そんなことあるわけないだろ」

　変な心配をしてくる若竹を見て、勇也は一いつ笑しようする。

　だが、それに反して、若竹はくすりとも笑わなかった。真剣な面おも持もちのままだ。

　……え、マジなの？　マジで刺される可能性があるの？

「ちょ、ちょっと待て！　それ本当なのか!?　冗談じゃないのか!?」

「さて、そろそろ本題に移ろうか」

「無視するなよ！　教えろ、いや教えてください！　僕は誰に刺されそうなんだ!?」

「そのぐらい自分でわからなくては、私が教えてもどちらにせよ刺されるぞ──と、一ひと先まずそれは置いておいて本題だ」

　そう言って、若竹はようやく足を止める。

　水神ランドの中心。かつては水神ランドの目玉アトラクションである水晶宮殿があった場所だった。現在はその城じよう壁へきが散乱していたが、若竹の目の前だけは違った。地下へと続く階段が闇やみの向こうに伸のびている。

「……地下室、か？」

「その通りだ。どうやら、水みず神がみ周防すおうは地下室でもコソコソと何かを企たくらんでいたらしい。この一ヶ月の調査でそれがわかったのだ。そして、その内容はお前に関かかわる可能性が高い」

「僕に？」

「正確には、お前と夕日だがな。そして更さらに言うなら、私たちの目的とも関連しているかもしれない。お前たちが魔ま王おうを倒たおしたにもかかわらず、過去に帰らずにこの時代にいる理由とも」

「つまり、こういうことか」

　今までのやり取りを頭の端はしっこに追いやって、勇也は真ま面じ目めな口調で言う。

「ここに、恋れん愛あい終末戦争に関する情報があるかもしれないんだな」







「一ヶ月前、お前たちは魔王である神代夕日を倒した。だが、それで全すべて終わったわけではない。それが私たちの結論だったな」

　カツカツ、と。

　小気味好く足音をたてながら、勇也と若竹は地下室へと続く階段を下りていく。

「理由は、水神周防が漏もらした言葉──恋愛終末戦争とやらが今後起こるかもしれないからだ。水神周防がこれ以上口を割らないせいでその中身は類推するしかないが、かつて地上にあった神話の語ご彙いである〈神々の運命〉に響ひびきが似ていることから、ロクでもないことであるのは間違いないだろう」

「ああ。だから、僕たちはまだ一連の騒そう動どうが終わってないと判断して、過去に帰らずに相変わらずこの時代に残ってるわけだ。……まあ、理由はそれだけじゃないけどな」

　勇也が隣となりの王様を睨にらみつけると、若竹は大おお仰ぎように肩かたを竦すくめる。

「なんだ、まだ気にしているのか。私が過去に帰る手段を用意してなかったことを」

「当たり前だろ、こっちはそれをアテにしてたんだぞ。なのに、お前が用意してなかったからいつまで経たっても帰れないままだろうが」

「恋愛終末戦争とやらを終わらせたら、出来る限り早く用意してやるさ。……どうやら着いたようだな」

　若竹が地下室の明かりを点つける。

　瞳ひとみの許容量を超こえた光量に、勇也は反射的に目を細める。やがて徐じよ々じよに目が慣れてくるとゆっくりと瞼まぶたを開きながら、地下室を眺ながめる。

　地下室はかつて水晶宮殿にあった魔族の研究所とほとんど様相を変えていなかった。緑色の液体が注がれた大きなビーカーに、魔族の資料やポスター。壁かべに沿って並べられた机の上には多くのコンピュータが置かれている。ただ違うところがあるとすれば、この地下室には子供部屋が幾いくつか設置されていることぐらいだ。

　まるで、どこかの孤こ児じ院いんであるかのように。

「その顔は気づいたようだな」

「……ああ、ここは僕と夕日がいた孤児院そのものだ。設備とかは新しくなっているかもしれないけど、紛まぎれもなくあの〈神しん前ぜん塾じゆく〉だ」

　吐き捨すてるように言って、勇也は思い返す。

　神前塾。それが勇也と夕日がいた施し設せつの名前だった。

　孤児院ではあったものの、勉強を教えていたため、その施設は周辺の住民からは〈塾〉と呼ばれていた。

　そうしていつしか、孤児院自体も神前塾という名前を名乗り始めたのだ。

　幼少期。勇也と夕日はその神前塾で魔族化の実験を受けていた。

　そこでの凄せい絶ぜつな体験は忘れようもない。多くの子供が廃はい棄きされ、ある事故によって勇也と夕日以外は全員亡なくなってしまった。それ以降、神前塾という組織は秘ひ匿とくにされて何もかも終わったはずだった。

　だというのに、

「……なんで、こんなところにあの組織があるんだ。有り得ない、あれはもう何年も前に終わっていたはずだろ」

「だが、恐らく真実だ。今まで、私はどうやって水神周防が魔族研究を行っていたのか気になっていた。なにせ、一から始めるにはあまりにも時間がかかるからな。しかし、どうやらこれが答えのようだ。水神周防は神前塾と関わりがあり、その研究データをひっそりと手に入れていたのだ」

　若竹は机の上に広げられた書類を手に取り、それを見せてくる。

　その中には、よくわからない数式や構造モデルの他に「神代夕日」という名前が記されていた。そして、その書類の表題には『恋愛終末戦争計画』という文字。

　勇也がハッと顔を上げると、若竹は小さく頷うなずく。

「私はこの数年間各地を巡めぐり、水神周防以外にも魔族研究をしている組織が──いや、より正確に言うならば、水神周防に魔族研究のデータを提供している組織があることを噂うわさで聞いていた。ここの情報と合わせるならば、その組織は存在すると断定しても間違いではないだろう。そして、多分、その組織は水神周防から既すでに見返りとして神代夕日の魔族因子を貰もらっている。魔族研究は魔族因子がなければ始まらないからな」

　魔族因子。魔族を魔族たらしめ、人間をも魔族に変える特とく殊しゆ細さい胞ぼう。

　勇也もかつての実験で体たい軀くに埋うめ込まれ、夕日はそれによって最終的に魔王へと変へん貌ぼうしてしまった忌いまわしき細胞である。

「神代夕日の魔族因子は魔王を生み出した特別製だ。魔族のあらゆる種の情報を持つ、その頂点である魔王。その魔族因子を埋め込まれれば人間はあらゆる魔族へと変貌する可能性がある。その価値は他の魔族因子の比ではない。……まあ、それでも、今はまだ魔族になるだけだからマシと言えるがな」

「ああ、魔族の固有能力まで使えたら最悪だからな」

　そういった意味では、前回の魔王戦は非常に幸運だった。

　魔王が魔族全体の能力である〈結けつ晶しよう化〉しか使用しなかったからだ。これで本来の魔王固有の能力まで使われたら、とても倒せなかったに違いない。他の上位個体も同じようだったことから、水神周防の研究の限界はそこまでだったのだろう。

　もっとも、それでも十分すぎるぐらい脅きよう威いなのだが。

「だが、その組織の研究がそこまでしか進んでいないとは限らない。もし、魔族各おの々おのの固有能力すら使えるようになっているなら非常に厄やつ介かいだ。そして、まとめると──その組織は神前塾と関連があり、恋愛終末戦争とやらを計画している可能性が大いにある」

　神前塾。恋愛終末戦争。

　過去と未来が交こう錯さくし、その全ぜん貌ぼうの一いつ端たんが目の前に現れたような気がした。

　薄うす暗ぐらい地下室の中、若竹は勇也を真正面から見み据すえて告げる。

「勇也。もしかすると、お前の過去との因いん縁ねんはまだ終わってないかもしれないぞ」




　　　　　　　◇




「はい。じゃあ、天音様お勉強を始めましょう。まずは、教科書の双騎士パラデイン伝説のページからです。天音様、一行目から音読してください──」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　王城。天音の自室。

　同世代の女の子と比べると味気ない部屋だった。部屋の色は全体的に白と黒のみで構成されており、調度品もシンプルなものばかりだ。ぬいぐるみの類たぐいなど十歳の女の子に相応ふさわしいものも当然あるが、部屋には圧あつ倒とう的に書しよ籍せきが多かった。

　そんな部屋の中で、白石夜宵は教師として早さつ速そく授業を始めようとしていた。

　夜宵が身に纏まとっているのは近この衛え兵の制服である。それをキッチリと着込んでおり、服装の乱れなどは微み塵じんもなかった。

　天音は慌あわてて授業を止めようと、手をわたわたと動かす。

「じゅ、授業はまだ早いと思いますわ。ほら、夜宵さんがこの街に馴な染じんでからでも遅おそくないかと。こ、これから長いお付き合いになるのですし。父様もそのようなことを言っていましたわ」

「若竹様が、ですか？　そ、それなら、そうですね。授業は止やめましょうか」

　……後で、父様を説得しなければいけなくなってしまった。

　思わずついてしまった噓うそに内心で呻うめくと、天音は夜宵が持っている書籍が気になって視線をやる。

「でも、なんで双騎士伝説なのですか？　それは初等部低学年用のお話ですよ？」

　双騎士伝説。

　言わずもがな、あの二人を題材としたお話である。といっても、物語の内容自体はかなり脚きやく色しよくされている。なにせ、あの二人がラブラブカップルであり、愛の力で魔王を倒すというストーリーなのだから。

　双騎士。彼らは平和の象しよう徴ちようであり、この時代では恋愛の象徴なのだ。

　なんでも、世界中の誰だれもが知っている名前であり、二十五年前に消えてしまった伝説的な人物だったため、教材として使いやすい存在であったらしい。

　結果、二人はラブラブカップルという設定になり、子供たちを恋愛へと積極的にさせる教育の道具として利用されているのだった。そのせいか物語の双騎士はバカップルと世間的には呼ばれることになり、一部の書籍では題名すら双騎士バカツプル伝説になっているものすらあるほどだ。……もっとも、それは勇也の指示でカップルへと直されたのだが。

　しかし、物語の効果は絶大で、今日から始まる恋愛祭の世界最高のカップルの称しよう号ごうは〈双騎士パラデイン〉であるほどだ。今も昔も世界中にその名は知れ渡わたっているのである。

　かくいう天音もつい最近までは双騎士伝説はお気に入りのお話だった。……が、本人たちを見て何とも言えない気持ちになったのも事実だった。

　そういう経けい緯いもあって訊たずねると、夜宵はにこっとキラキラとした笑えみを浮うかべる。

「双騎士伝説は、私が世界で一番好きなお話なんですっ。だから、最初の授業はこれから始めようと思いましてっ。学べることもとっても多いですし」

「そ、そうですわね……」

　あの二人が聞いたらどんな反応をするだろうか。そんなことを想像して、天音は苦笑した。これはまだ夜宵に真実は教えない方がいいだろう。

　夜宵は考え込むように顎あごに手を当てる。

「それではどうしましょう？　街に馴染むと言われても、若竹様から天音様はあまり外に出さないように忠告されてますし……」

「わたくしのことは気にせず、夜宵さんは城下町を散歩してきていいですわよ？」

「その間に、また抜ぬけ出す気ではありませんよね？」

「ぎくっ」

　夜宵がにこやかに問いかけてきて、天音は思わず身体からだを強こわ張ばらせて声を漏らした。

「もう、若竹様から注意されているんですよ。天音様は勝手に抜け出す癖くせがあるから、しっかりと見張っていてくれって。天音様はこの国の王女なんですから、その自覚を持ってください。外には危険人物もいっぱいいるんですよ？」

「わ、わかってます。冗じよう談だんですわ。外に抜け出そうなんて思ってません。だから、夜宵さんは外を自由に出歩いていいですよ？　わたくし、恋れん愛あい祭の露ろ店てんで売ってるチョコバナナっていうものも食べてみたいですし。夜宵さんついでに買ってきてもらえませんか？」

「そ、そういうことなら……」

　躊躇ためらいがちに承しよう諾だくすると、夜宵はお使いのために外へと出て行く。

　それを見送ると、天音はほっと息を吐はき出して自室のベッドの上に寝ね転ころがった。

　若竹が水神島に戻もどってきて以来、天音への監かん視しや拘こう束そくも強まるばかりだった。

　それは今まで子供のもとから離はなれていた負い目からか。あるいは純じゆん粋すいに心配だからか。夜宵を教師役として雇やとったのも、そういう経緯があるのだろう。

　しかし、それは好こう奇き心しん旺おう盛せいでとにかく動きたい天音にとっては迷めい惑わくでしかない。

　束つかの間の一人の時間を堪たん能のうするように、天音は目を瞑つぶってベッドの上でゴロゴロとし始めた。




　　　　　　　◇




「くそっ。もう夕方なのに何でこんな暑いんだよ……」

　斜しや陽ようの光が都市に降り注がれ、街中に張り巡らされた幅はば広びろの水路が煌きらめいている。

　陽光をたっぷり織り込んだ風によって木の葉が舞まい、水面みなもに螺ら旋せんの軌き道どうを描えがいて落ちていく。その側そばにある木造りのベンチでは、男女カップルが靴くつ先さきを触ふれ合わせながら談だん笑しようしている。

　水神ランド跡あと地ちで若竹と別れた後、勇也は水路沿いに舗ほ装そうされた小道を歩いていた。

　そこはお花見やバーベキューなどでよく賑にぎわっている森林公園の道であり、両りよう端はしにはカラフルに彩いろどられている花か壇だんが置かれている。だが、勇也はその花々が本物ではないことを知っていた。

　機械花フラワー。見た目は普ふ通つうの花そのものだが、その周辺で発生した恋愛感情による擬ぎ似じ磁場を利用して、恋愛磁場へと変へん換かんする花──ざっくりと言うならば、屋外の恋愛磁場を吸収する造花である。

　カップルが発生させる恋愛磁場を余すことなく収集するため、水神島の至るところにあるらしく、王城の空中庭園や花畑にある花もそれに当たるらしかった。今まで普通の花と勘かん違ちがいして素す通どおりしていたが、華恋たちからこの一ヶ月の間に教えてもらって初めて知ったのだった。

　機械花はその根で複雑に繫つながっており、地中でネットワークを築いているらしい。それによって、水神島のあらゆる場所に恋愛磁場を供給しているそうだった。

　森林公園を通り過ぎると、勇也は活気溢あふれる大通りに出る。

　夕暮れ時だというのに、大通りは人々で溢れていた。

　明日が恋愛祭だからだろうか。道を挟はさみ込むように露店が数キロに亘わたって建ち並び、カップルたちがいつもより公衆の面前でいちゃいちゃしている。外国人客も多いのか、水神島では見慣れない組み合わせのカップルもいっぱい観光しており、人ひと混ごみを形成していた。

「あ、あの……先せん輩ぱいのフランクフルト食べてもいいですか？」

「ああ、いいよ。ほら口を開けて、あーん」

　勇也が歩いていると、視界に仲なか睦むつまじげな若いカップルが入ってきた。

　ちらっと耳に入ってきた話から察するに、先輩と後輩という関係らしい。

　……いつか、僕にもあんな相手ができるのだろうか。

　ふと、そんなことを考えてみるが全く想像できない。

　例えば、夕日ならどうだろうか。仲睦まじく散策する様子は容易に考えられる。だけれど、それはどちらかといえば姉弟きようだいのようなもので。恋こい人びとのそれとはどこか程ほど遠とおかった。

　おおよそ、黒峰勇也という少年の青春は「戦い」に捧ささげられているといっても過言ではない。星せい霊れい機装に選ばれた頃ころは中等部の生徒であり、それからはずっと戦場で過ごしてきたからだ。

　だから、勇也には普通の恋愛というものが頭の中でいまいち描けないのだ。

　いちゃいちゃしろという命令も、仕事だからやっているに過ぎない。

　むしろ仕事だからこそ、どれだけ馬ば鹿からしくても、どれだけ文句を垂れても、最終的にはやっているのだろう。

　その行こう為いが戦せん闘とうに必要であるから。

　──だからだろうか、勇也は藍葉との間に恋愛磁場が発生することが理解できない。

　若竹の説明によると、恋愛磁場を発生させるためには双そう方ほう向こうから想おもい合わなければいけないらしい。つまり、恋愛磁場を発生させようと思うなら、勇也から藍葉へ恋愛感情を向けていなければならないのだ。

　そんな感情があるかと言われれば、わからないというのが本音だった。

　そして、藍葉からも恋愛感情が向けられているかと言われれば、そっちの方がもっとわからなかった。

　恋愛磁場の数字だけ見れば、藍葉からも恋愛感情は向けられているのだろう。

　しかし、勇也は馬鹿正直にそれを信じることができない。

　勇也からすれば、恋愛磁場とは「言われた通りにいちゃいちゃしてみたら、何な故ぜか発生したもの」ぐらいの認にん識しきなのだ。その原因は互たがいに恋愛感情を向けているからであると説明されても、無条件に納なつ得とくするのは難しい。

　結局。

　最終的には、彼女からの好意の存在の有無など、勇也が信じるか否いなかなのだろう。

　好きだと言葉で伝えられても、それが真意であるかわからないように。

「……あー、やっぱわかんね……」

　頭がパンクしそうになって、勇也が空を仰あおいでボヤいたそのとき。

「あでっ！　す、すみません！　……って、あれ、勇也さん？」

　勇也の胸部にぶつかってきたのは、大和やまと撫子なでしこを思わせる黒くろ髪かみ少女──白石夜宵だった。

　どうやら、夜宵は人混みに揉もみくちゃにされていたらしい。

　髪かみ型がたもやや崩くずれているし、制服も少し乱れている。

　勇也の視線でそんな己おのれの姿に気づくと、夜宵は手で髪を撫なでつけ慌てて襟えりを正した。

「すみません。私、天音様のご命令でお店を探してたら前方不注意になっちゃってて……でも、勇也さんにお会いできて良かったですっ」

　夜宵の純じゆん粋すい無む垢くな瞳ひとみと柔やわらかな微び笑しように、勇也は照れ臭くさくなって視線をやや逸そらす。

「まあ、ぶつかったことは気にするな。それよりも、白石はいったい何のお店を──」

　鋭するどい視線。

　勇也が再び向き直るとそこには、むぅと頰ほおを膨ふくらませた夜宵の姿があった。

　じとーっとした目とともに、夜宵が言ってくる。

「あの、勇也さん」

「な、なんでしょうか？」

「私、告白しましたよね？　返事は後でいいって、私が言いましたけど……でも、白石なんて他た人にん行ぎよう儀ぎはちょっと寂さびしいです……あ、もちろん、お嫌いやでしたらすぐにおっしゃってくださいっ。夜宵って呼んで欲しいですけど、我が慢まんしますからっ。ウザいとか、ご迷惑だった場合も同様です。すぐに視界から消えて、お城でもなるべく会わないように行動しますのでっ」

　わたわたと手を振ふりながら言ってくる夜宵に、勇也は苦笑する。

「いや、そんなこと思うことはないから大だい丈じよう夫ぶだ。あー、じゃあ……夜宵」

「はいっ」

　名前を呼ばれるのが嬉うれしくて堪たまらないように、夜宵が眩まぶしい笑え顔がおを向けてきた。

　それを真正面から直視することができず、勇也はちょっと顔を背そむけて言い直す。

「えーっと……それで、夜宵は天音のために何の店を探してたんだ？　何か買ってくるように頼たのまれたのか？」

「はい、実はチョコバナナを」

　何を頼んでいるんだ、あいつは。

　勇也が心中で呆あきれていると、夜宵はきょろきょろと辺りを窺うかがいながら。

「でも、まだお店が見つけられてなくて……天音様は露店に売ってるはずとおっしゃっていたんですけど」

「あー、それならここに来るまでに見つけたぞ」

「本当ですか!?　それってどっちの方向……いや、案内してもらってもいいですか？　私まだこの街にあんまり慣れてなくって」

「まあ、夜宵はまだ来たばかりだからな。じゃあ、すぐそこだし案内するよ」

「はい、お願いします」

　ぺこりと頭を下げる夜宵。

　それには気にするなと伝えるように手を振って、勇也は来た道を戻って歩き出す。

　すると、夜宵は恋人のように勇也の腕うでに自分のそれを絡からめて密着させてきた。あまりにも自然な動作に虚きよを突つかれてしまい、言葉を発するタイミングを見失う。やがて数メートルも歩くと今いま更さら注意するわけにもいかず、勇也は夜宵との腕組みを見過ごすことにした。

　……それにしても、その、なんか腕に柔らかいものが当たってる。

　ドキドキしながらも、何となく原因を目視するのに憚はばかられていると、勇也たちは程なくして目的の露店に辿たどり着いた。

　露店ではちょうどキャンペーンをしていた。

　側に立てかけられた幟のぼりにデカデカと書かれた文字を読むに、店主の前でいちゃいちゃすると商品の割引が行われるらしい。

「あの、勇也さんこれやりませんか？　割引になるみたいですし」

　くいくいと服の袖そでを引っ張って、夜宵がこちらを窺ってきた。

「……実は、私、今カードと小こ銭ぜにしか持ってなくて。ここカードは使えなさそうですし、手持ちの小銭はチョコバナナが割引されてちょうど買える額しかなくって」

「あー、それなら、僕が払はらってもいい……って、あれ？」

　勇也は制服のポケットに手を突っ込むが、そこには財さい布ふがなかった。

　どうやら、自室に忘れてきてしまったらしい。勇也がどうするか悩なやんでいると、夜宵はおずおずと切り出してくる。

「……あの、勇也さん。もしかして、私といちゃいちゃするのは嫌ですか？」

「え、いや、そういうわけじゃないんだ。ただ別に付き合ってるわけでもないのに、いちゃいちゃするのはいいのかなって思ってさ……」

　藍葉とは「任務だから」の一言で片付けられるが、夜宵はそうではない。

　任務いちゃいちゃとプライベートいちゃいちゃでは、心理的ハードルが違ちがうのだ。

　勇也が言い淀よどんでいると、夜宵は不思議そうに小首をかしげる。

「え、いいんじゃないでしょうか？　どうして駄だ目めなんでしょうか？」

　……流石さすが、恋愛磁場で成り立っている世界である。初う心ぶそうな夜宵ですら、こういう認識らしい。

　当然のように言われると、悩んでいる方がおかしい気がするのも不思議なものだ。

「……わかった、いいぜ。どっちしろ、買って帰るにはそれが手っ取り早いっぽいしな」

「本当ですか？　良かったですっ。では、勇也さん早さつ速そくいちゃいちゃしましょう」

　店主に声をかけると、夜宵はこちらに向き直って己おのれの腹部に両腕を回した。

　むにゅっ。下から押し上げられて、柔らかな二つの膨らみが強調される。

　次いで、上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んできて。

「あの……勇也さん、いいですよ？」

　……え、それって触さわっていいってこと？　おっぱいに？

　視線で問いかけるが、夜宵は拒きよ絶ぜつせずに熱っぽい視線で見つめてくる。

　それでも、おいそれと触ることなどできるわけがない。

　しかし、夜宵だけではなく、店主にも早くしろと視線で訴えられると、勇也はいつでも退ひける心構えで恐る恐る手を伸のばして。

　ふにゅっ。手の平が服の上からおっぱいに触れた。

「ん」

　夜宵が鼻にかかった甘い声を吐と息いきとともに漏もらすが、勇也は全神経を手の平に集中させていたせいで聞こえなかった。

　一度しか触っていないのでわからないが、もしかすると藍葉のそれよりも大きいかもしれない。指が沈しずみ込み、勇也はゆったりとした手つきで無意識のうちに揉んでしまう。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が響ひびく。




【恋愛磁場装そう塡てん率：55％】




「おおー、二人ともいいよ。ちゃんとできたから、割引してあげよう」

　店主がそう声をかけて夜宵にチョコバナナを手て渡わたすが、勇也はその高い数値に驚おどろいていた。ここまでの数値は最近の藍葉とのいちゃいちゃ訓練では出せていなかったからだ。

　夜宵を見下ろすと、彼女も恥はずかしかったのか耳を真っ赤にしながらも微笑む。

　そのとき。

　勇也が依い然ぜんとして夜宵の胸を触っている状態で。

「公衆の面前で、何で女の子の胸を触ってるんですか、先輩♪」

　とても甘い、されど、底冷えするような声が響いてきた。




　　　　　　　◇




　時間を遡さかのぼること、数十分前。

　藍葉は城下町に繰くり出して、勇也を探していた。

　恋愛祭に参加するかどうか話し合うためである。華恋の説明によると、藍葉たちは恋愛階級のために参加は推すい奨しようだったらしいが……正直、あまり乗り気ではなかった。

　ただでさえ、藍葉と勇也は微び妙みような状じよう況きようなのだ。

　だというのに、多くの人の目がある前でいちゃいちゃなんて出来るわけがない。

　恋愛祭の前日であるためか、城下町の通りは人々で溢あふれていた。

　カフェ街の喫きつ茶さ店てんも全すべて満席であり、テイクアウトしているカップルも多い。藍葉はぶつかって邪じや魔ましないように注意しながら、視線だけで勇也を探していく。

　と。

　ある露ろ店てんの前で勇也を見つけて、藍葉は無意識のうちに顔を綻ほころばせた。

　もぅ、まったく先せん輩ぱいは手間をかけさせるんですから。そんな台詞せりふを言おうと脳内で反はん芻すうしながら、藍葉は小走りに駆かけ寄っていく。

　だが、勇也の隣となりにいる人物を視認すると、藍葉の足は次し第だいに減速していった。

　何故なら、その人物とはあの白石夜宵だったからである。

　……え、何であの二人が一いつ緒しよに？　もしかして自分の知らないところで約束していた？

　嫌な考えが脳内に駆け巡めぐり、藍葉の笑みがゆっくりと強こわ張ばっていく。

　そんな予感を裏付けるかのように、勇也は夜宵に接近していくと──おっぱいを揉みしだき始めた。

　ブチリ。

　頭の中で神経が千ち切ぎれた音がして、藍葉は頰をひくひくと動かす。

　ちょっと待て。

　出会って間もない女の子に何をさせているんだ、あの先輩は。

　節操がない変態糞くそ野や郎ろうとは以前から思っていたが、まさかここまでとは。

　ふつふつと怒いかりが胸の奥から湧わき、みしみしと力強く拳こぶしを握にぎる。

　気が付いたときには満面の笑みを浮うかべたまま、藍葉は話しかけていた。

「公衆の面前で、何で女の子の胸を触ってるんですか、先輩♪」

　恋こい人びとに声をかけるように甘く、されど、圧あつ倒とう的な憤ふん怒ぬを秘ひめた声。

　そんな声音に身の危険を感じ取ったのか、勇也は戦せん慄りつしたように身体からだを震ふるわせ、バッとこちらを振り向く。

「よ、よう、蒼宮。こんなところでどうしたんだ？」

「いや、それ藍葉の台詞なんですけど。先輩、何で女の子の胸を触ってるんですか？」

　藍葉が目を細めて人差し指を持ち上げると、勇也は未いまだにおっぱいに触ふれている手へと視線を戻もどして。

　むにゅっ。

　理性とは切り離はなされているのか、勇也の手が再びおっぱいを揉もんだ。

　ゴスッ！

　藍葉の鉄てつ拳けんが勇也の鳩みぞ尾おちを捉えた。

　地面の上をのたうち回る勇也を見下ろしながら、藍葉は地面に唾だ棄きする。

「ちょっと近この衛え兵に連れん絡らくしますね、変態を一名捕つかまえたって。先輩はこれから長い付き合いになる臭くさい飯のことでも考えていてください」

「ま、待て待て待て！　これは違うんだよ！　お前は勘かん違ちがいしてる！　夜宵がおっぱいを触っていいって言ったんだ！」

「裁判でもその言葉が信じてもらえるといいですね、先輩」

「いや本当なんだよ！　なあ、夜宵！」

　勇也が助けを求めるように横を向くと、夜宵はこくこくと首を縦に振る。

「ゆ、勇也さんの仰おつしやる通りですっ。私が触ってもいいって言った……あれ、触っていいとは言ってないかも」

「夜宵さん!?」

　ハシゴを外されて、勇也が悲鳴じみた叫さけび声を発した。

「す、すみません、勇也さん。私、触っていいとはちゃんと言ってなくて……ど、どうしましょう。な、何て言えばいいでしょうか？」
















「じゃ、じゃあ、夜宵は触っていいって視線で言っていたことにしてくれ！」

「被ひ害がい者しやに証言を強制するなんて最っ低ですね、先輩」

「合ってるけど違うからな、蒼宮!?」

　勇也がしがみついてくるが、藍葉はその手を振ふり払った。

　ちゃんと考えれば誤解であることはわかったはずだが、心を埋うめ尽つくすムカムカのせいで脳内が沸ふつ騰とうして冷静にはなれなかった。

　藍葉の冷れい酷こくな態度に、夜宵が庇かばうように間に入ってくる。

「あ、あの、話を聞いてくださいっ。本当に勇也さんは悪くないんですっ。……た、確かにちょっと目が怖こわかったり、予想以上に胸を揉まれたりしましたけどっ」

「先輩、処しよ刑けいは銃じゆう殺さつと刺し殺さつどっちがいいですか？」

「え、僕、おっぱい揉んだだけで殺されんの!?」

「で、でも、そもそも、いちゃいちゃして欲しいって言ったのは私なんですっ。私、勇也さんに触られても全然嫌いやじゃなかったですし。だから、それ以上、勇也さんを責めてあげないでくださいっ」

「ふーん、本当ですか？　先輩が揉ませろって言ったんじゃないんですか？」

「おい、お前。僕をいったいどんな人間だと思っているだ……」

「勇也さんはそんなこと言いませんっ。とっても優やさしくて、チョコバナナのお店まで案内してくれましたし……というか、さっきから酷ひどいことばっかり言ってますけど、蒼宮さんって勇也さんの何なんですか？」

　夜宵が可愛かわいらしく頰ほおを膨ふくらませて憤ふん慨がいする。

　思わぬ方向からの反はん撃げきに、藍葉はしどろもどろになりながら。

「あ、藍葉ですか？　藍葉は先輩の……同どう僚りよう？　ですけど」

「要するに、お仕事関係の方なんですよね？　なら、私が勇也さんに本当に胸を揉まれていても、そんなに酷い言葉をぶつける必要ないんじゃないんですか？」

「そ、それは……」

　藍葉はたじろいで後あと退ずさりをする。

　夜宵の言う通りだった。勇也がどこで何をやっていても、藍葉に責める資格はない。

　だって、勇也は藍葉の恋人というわけではないのだから。

　そんな当たり前の事実に、ずきりと心が痛む。

　藍葉の唇くちびるが何か紡つむごうと動かされるが、口から漏れたのは言い訳めいた言葉だった。

「……それは、藍葉には先輩が変なことをしないか見張る役目があるっていうか。同僚の先輩が性犯罪で捕まったりしても困りますし。と、というか、あなたこそいったい先輩の何なんですか？」

「わ、私ですか？　私は、その……ゆ、勇也さんに片かた想おもいをしている女の子ですっ。恋愛祭が終わってお仕事に慣れた頃ころに、勇也さんにお返事を貰もらうつもりなんですっ」

　ぎゅっと、夜宵が勇也の片かた腕うでに自分の身体を寄せる。

　それにより瑞みず々みずしい肢し体たいが押しつけられ、勇也は一いつ瞬しゆんだけ顔を赤面させる。

　純じゆん粋すい無む垢くな恋愛感情による重いカウンターに呻うめきそうになるが、こんなところで負けるわけにはいかない。

　対たい抗こうするように勇也の反対側の腕に抱だきついて、藍葉は嘲ちよう笑しようする。

「はっ、こんな先輩のどこがいいんですか？　言っておきますけど、この先輩、巨きよ乳にゆうばっか追い求める変態糞野郎ですよ？」

「い、いや、もうちょっと色々追い求めてるだろ？　そりゃ嫌きらいじゃないけどさ……」

「勇也さんはとっても優しい人ですっ。そ、それに……勇也さんが胸が大きい方ばかり好む変態ゴミ虫糞野郎だとしても関係ありませんっ！」

「蒼宮、そこまで言ってなくね!?」

「私だって、む、胸は大きい方ですから！」

　夜宵が勇也へと胸を押しつけたことによって、服の上からでもわかる膨らみが柔やわらかそうに形を変える。

　……今まであまり気にしていなかったが、ぶっちゃけ大きさは藍葉よりも上だ。しかも、この判断も服の上からなので実際はもっと大きい可能性もある。

「そ、そういうわけで、あなたにとやかく言われる謂いわれはありませんっ。私と勇也さんの時間を邪魔しないでくださいっ」

「そ、そういうわけにもいきませんし！　先輩とはこれから恋れん愛あい祭に参加することについて話し合わなきゃいけませんから！　ねっ、先輩！」

　藍葉が目配せして合わせるように伝えるが、勇也は「……そんな予定あったっけ？」と不思議そうに首を捻ひねる。

　──ちっ、使えないやつめ。

　藍葉が口の中で舌打ちしていると、夜宵が泣きそうな目で勇也を見る。

「ほ、本当なんですか、勇也さん？　蒼宮さんと本当に恋愛祭に参加されるんですか？」

「いや、確かにそういう話は別方向からあったけど、こいつとは別に──」

「し・ま・し・た！　先輩は藍葉と恋愛祭に参加するんです！　そういうわけで、あなたはさっさと帰ってください」

　悪役令れい嬢じようのように、しっしっと手を振る藍葉。

　自分が嫌な奴やつになっているのは自覚していたが、つまらない対抗心のせいで最も早はや己おのれの意志では止めることができなかった。

　顔を俯うつむかせながら肩かたをわなわなと震わせると、夜宵はぽつりと声を漏もらす。

「……私、あなたが勇也さんのパートナーに相応ふさわしいとは思えません」

「え？」

「勇也さんのことを貶けなすような方が、パートナーに相応しいとは思えませんっ。私の方があなたよりパートナーに相応しいですっ」

　叫んで、夜宵がキッと睨にらんでくる。

　そこにはもう気が弱そうな少女はいなかった。足は震え、手て汗あせもびっしょりと搔かいていたが、気き丈じような態度で藍葉に鋭するどい視線を向けていた。

「私、蒼宮さんに勝負を申し込みますっ。勇也さんを懸かけて、私と恋愛祭で勝負してくださいっ」

「「はぁ？」」

　予想もしなかった夜宵の宣言に、藍葉と勇也は同時に素すっ頓とん狂きような声をあげた。

「な、なんで、藍葉がそんなことしなきゃいけないんですか？　そんな勝負を受ける理由なんて──」

「逃にげるんですか？」

「はっ？」

　夜宵の挑ちよう発はつ的な言葉に、藍葉は苛いら立だちを隠かくせない低い声を発した。

「いやいや、何言ってんですか？　誰だれが逃げるって？」

「もちろん、蒼宮さんですけど。私に負けるのがわかってるから怖いんですよね、蒼宮さんは」

「はぁぁぁぁぁっ？　そんなわけないじゃないですか！　あなたなんて、藍葉が秒で倒たおしてやりますよ！」

「じゃあ、私との勝負も受けられますよね？」

「いいですよ、やってやろうじゃないですか！　先せん輩ぱいを賭けて！」

「僕の意思は！」

　二人に挟はさまれるようにして勇也が叫ぶが、そんなことは誰も聞いちゃいなかった。

　むむむむむっと顔を合わせて互たがいに睨みつけると、藍葉と夜宵は鼻を鳴らして一いつ緒しよに顔を背そむける。

　そうした後に、藍葉は首を搔っ切る動作をやってのけて叫ぶ。

「別に先輩とかどうでもいいですけど──恋愛祭で先輩を賭けて、あなたと勝負してあげますよ！」







[image: 【第二章】　恋愛祭]




「……それで、こうなったと」

　王城。若わか竹たけの執しつ務む室。

　書しよ斎さいの如ごとく書しよ籍せきの詰つまった棚たなが並べられた部屋の中で、若竹と天あま音ねを交え、勇ゆう也やはソファに座ってこれまでの経けい緯いを喋しやべる。それを聞き終えると、若竹が呆あきれたように見てきた。

　勇也を挟み込む状態で、ソファには藍あい葉はと夜や宵よいが座っていた。

　勇也の両りよう腕うでは彼女たちに取られており、藍葉と夜宵はむむむっと睨み合っている。そんな風に両側から鋭い視線に晒さらされているせいで、勇也の居い心ごこ地ちはとても悪かった。

　あの後、勇也たちは王城に戻もどってきていた。

　理由は単純。この馬ば鹿かな勝負を、若竹に止めてもらおうと考えたからである。

　藍葉と夜宵によって、あの場で決められた勝負内容とは「最終日の舞ぶ踏とう会で勇也と踊おどる権利を賭けて、恋愛祭のいちゃいちゃ競技で争う」というものだった。

　何でも、恋愛祭の舞踏会で一緒に踊った者は永遠に添そい遂とげられるという噂うわさがあるらしい。実際、恋愛至上都市ができて二十年も経たっていないので永遠に添い遂げた者はいないはずなのだが、そういう話が女性陣じんの中では流れているらしかった。

　裏を返せば、舞踏会で踊れなかった者は勇也とカップルになれないということ。

　要するに、勇也とカップルになる権利を賭けているわけだが──ここまで来ると、自分が景品のようにも感じられて悲しくなってくる。

「おい、勇也。ちょっとこっちに来い」

　若竹に手招きされると、勇也は二人の手をやんわりと外してそちらに向かう。

　藍葉と夜宵にまで声が届きにくい範はん囲いまで行くと、若竹が様子を窺うかがうように視線を放ってきた。

「……で、どうするつもりだ、勇也？」

「どうするって言われても……夜宵はともかくとして、蒼あお宮みやはそもそも何考えてるかわかんねーし。っていうか、こんな勝負しても問題はないのか？」

「お前を賭けて勝負する問題、という意味か？　それなら全くないわけではないが、大だい丈じよう夫ぶだろう。確かに、お前と藍葉はベストカップリングだ。これの解消は危あやういが、そもそも理想値をお前たちは一回も出せていないだろう」

「対して、勇也さんと夜宵さんの恋愛磁場ラブパワーは最高出力値は特別高いわけではないものの、平均値は今のお二人よりも圧あつ倒とう的に高いですわ」

　そこで口を挟んできたのは、天音だった。

　こっそりと近づいて話を聞いていたらしい。天音はチョコバナナを美お味いしそうに食べながら、チョコで汚よごれた唇を動かす。

「恋愛磁場の発生という観点だけでみれば、一長一短はありますが大差があるわけではありません。カップルを一時的に解消して試ためすというのも、面おも白しろいかもしれませんわよ？」

「……まあ、確かにそうかもな」

　恋愛磁場を発生させるという観点のみを考こう慮りよするのであれば、それは正しいだろう。

　いくら高こう威い力りよくとはいえ突とつ発ぱつ的にしか使用できない武装と中威力でも安定的に使用できる武装とを比べれば、どちらが優ゆう秀しゆうであるかなんて言うまでもない。

　そういう意味では、カップル解消は合理的であるとも言えた。

「っ」

　ソファでは、藍葉がびくっと身体からだを震ふるわせていた。僅わずかに目を見開いて、藍葉がこちらを不安げに見つめてくる。もしかして聞こえたのだろうか。

　勇也は何か言おうとするが、若竹がそれよりも早く天音へと声をかける。

「こら、天音。お前は自分の部屋に戻ってなさい。私が戻ってきたからには、こういったことに極力関かかわらせないと言っただろう。それに学校の宿題があったはずでは？」

「むぅ……」

　若竹に指し摘てきされて、天音は不満げに唸うなった。

　若竹にハンカチで唇のチョコを拭ぬぐってもらうと背中を押されて、天音は執務室から出て行く。

　その背中を見ながら、若竹は何事もなかったかのように再び喋り始める。

「それに、あの二人は舞踏会の権利を争っているだけだ。カップルを今後組むなとの意味合いにも取れるが、明確にそうとも言っていない。恐おそらく、あの二人は『自分が相手より勇也に相応しい』ということを証明したいだけなのだろう」

「……何が言いたいんだよ？」

　言葉の真意が読めず眉まゆをひそめると、若竹はにやりと笑う。

「なに、ハーレムをつくるのもアリではないかと思っただけだ。恋愛至上都市では一夫多妻が法律で許されているからな」

「はぁ、ハーレム!?　なに、お前馬鹿なこと言ってんだよ！」

「馬鹿なことではないぞ。複数の人間に恋愛感情を向けることが可能であるならば、ハーレムは恋愛磁場を生み出すには効率的なシステムだからな。実際、ハーレムを推すい奨しようしている恋愛至上都市もあるし、ハーレムにより高ランクの恋愛階級ラブランクを手にしたカップルもいるぐらいだぞ」

「いやハーレムなカップルって何だよ！　矛む盾じゆんしてんじゃねーか、それ！」

「このハーレム理論を応用した存在としては、他には『アイドル』、『オタサーの姫ひめ』などが挙げられるな」

「一緒の枠わくなの!?　この時代じゃ、ハーレムとオタサーの姫が一いつ緒しよなの!?」

「ある意味ではな。アイドルはファンに対してほんの僅かでも恋愛感情を向けることができ、ファンがそれに応こたえるほどの恋愛感情を向けていれば、あとは人数の暴力によって大量の恋愛磁場を生み出すことができる。もっとも、複数の人間に恋愛感情を向けるというのは至難の業わざだ。出来たとしても、一人に対して恋愛感情を向ける方が効率的なことが多い。そういう背景が、ハーレムやアイドルが大量に存在しない理由だな」

「……僕なら出来るとでも言いたいのかよ？」

　怪け訝げんな眼まな差ざしを向けると、若竹はゆったりと首を横に振ふる。

「そうではない。そういう選せん択たく肢しもあるということだ。どちらかを選ばないという選択肢もな」

「そうかよ。まあ、僕はハーレムなんて作る気サラサラないけどな」

「そうか？　いいと思うぞ、黒くろ峰みねハーレム」

「やめてくんない、そういうこと言うの……っていうか、ちょっと気になったんだが、あいつら恋れん愛あい祭で勝負って言ってるけど、そんなことできるのか？」

　恋愛祭のいちゃいちゃ競技とは、カップルによって行われるものだと聞いた。

　だとすれば、藍葉と夜宵が勝負するのは難しいのではないか。そういう視点から何とか勝負を無くすことを考えたが、若竹によってあっさりとその希望は失ってしまう。

「可能だ。恋愛祭の競技には『チェンジシステム』が導入されているからな」

「チェンジシステム？」

「ああ、競技の途と中ちゆうで恋こい人びとを交こう換かんすることができるんだ。もっとも、これの基本的な対象はハレームだがな。ハーレムの構成員が多い場合、競技ごとで変えても全員がいちゃいちゃできない。ハーレム専用競技もあることにはあるが、それも人数制限がある。それで運営に文句が出て、競技の最中でも恋人が変えられるように、チェンジシステムが導入されたのだ」

「なるほどな」

　確かにそんな制度があるなら、恋愛祭で勝負も可能なのだろう。

　腑ふに落ちたように言葉を紡つむぐと、若竹がこちらを窺ってくる。

「それでもう一度訊たずねるが、どうするつもりだ、勇也？」

「どうもこうもあるか。あんな馬鹿な勝負、止めさせるに決まって──」

「まあ、聞いておいてあれだが、結論から言うと止めるのは難しいかもしれないぞ」

「はっ？」

　若竹に突とつ如じよとんでもないことを言われて、勇也は硬こう直ちよくした。

「……どういう意味だ？」

「私は天音の教師役として、あるいは天音が城を度たび々たび抜ぬけ出すのを止めるためにお目付役として白しら石いし夜宵を雇やとったが──当然、下手な人物は雇わない。能力などはもちろん、家いえ柄がらもある程度は吟ぎん味みしたつもりだ」

「家、柄？」

「ああ、白石家は恋愛磁場が普ふ及きゆうしてから急激にのし上がってきた家系の一つでな。現当主は世界恋愛統制機構の幹部クラスでもある。つまり、私のような各都市国家を治める一族や上流階級の人間からすれば、知らない者はいないといったような人物だ。その白石家の現当主は一人ひとり娘むすめを徹てつ底てい的に教育し、エリートに育て上げたらしい。もちろん、恋愛方面もな。ただ、ここで一つ妙みような噂がある」

「……妙な噂？」

　藍葉と口くち喧げん嘩かをしている夜宵を一いち瞥べつしながら、勇也はおうむ返しに訊ねた。

「ああ。恋愛階級がＳでありながらも、男の影かげが一いつ切さいないのだ。不気味なほどに、それこそ付き合っていた男はその生きた痕こん跡せきから丸ごと消されたようにな」

「ちょ、ちょっと待て、それって……」

「下手に勝負を断ったら消される可能性があるかもしれないということだ。可愛かわいい娘の告白を拒きよ絶ぜつした男。白石家の当主にとって男を消すにはそれだけで十分かもしれないぞ」

「いや、それ勝負を受けて断った場合も同じだよな!?」

「まあ、そうは言っても根も葉もない噂だ。そんなことは起こらないだろう……たぶん」

「なんで最後に自信なさそうに言うんだよ！　そんなヤバい奴やつ雇やとうなよ！」

「私もこんなことになるとは思っていなかったし、そもそも根こん拠きよのない噂で人を判断したりしない。それ以外の条件が他の追つい随ずいを許さないぐらい良かったしな」

「うっ……」

　言葉を詰つまらせて、勇也は息を吞のんだ。

　いったい、どうすればいいのだろうか。

　やや顔を俯うつむかせて苦く悩のうしていると、不意に若竹の言葉が脳のう裏りで蘇よみがえる。

　……まあ、今はそれでいいかもな。だが、いずれは答えを出すんだぞ。

　そう。そうだった。

　答えはいずれ出さなければならない。藍葉が自分のことをどう思っているかという答えではなく、自分がどうしたいのかという答えを。

　胸に渦うず巻まくこのモヤモヤした感情は特別なものなのか、それとも誰だれに対しても抱いだくものなのかという答えを。

　夜宵に対しての返答を手に入れるためにも、その答えは出す必要がある。

　だとすれば、この恋愛祭の勝負はいい機会かもしれなかった。

「決めたよ、若竹」

　覚かく悟ごを決めた光を瞳ひとみに宿して、勇也は顔を上げる。

「しょうがないから、あいつらの勝負を認めてやるよ。そもそも、あの二人を止める気力は僕にはないしな」
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「ったく、いちゃいちゃなんて糞くそ食くらえ！」

　城下町。エリアを一つ潰つぶしてつくられたカフェ街。

　太陽が地平線の向こうに消えていっているせいか、眩まぶしい人工的な光がカフェ街を包み始める。またこの時間帯になるとカフェからバーへと変わる店てん舗ぽが多く、中でも異い彩さいを放っていたのは、いちゃいちゃバーだった。今日の夜から開かい催さいされる恋愛祭のテレビ中ちゆう継けいを行い、それを応おう援えんするカップルが集つどうバーである。

　そんな恋愛祭の開始を数時間後に控ひかえ、準備に勤いそしんでいる街中で。

　夢ゆめ月づきアリスは、周囲の浮うかれたカップルを見て毒づいていた。

　一いつ瞬しゆん、性別を迷ってしまうほどの中性的な少女だった。

　月光を束ねて編んだかのような銀色の長ちよう髪はつ。胸部はなだらかで、そもそもあるかどうかすら怪あやしい。普ふ段だんは漆しつ黒こくを基調とした服装を好んでいたが、今はレースがたっぷりあしらわれたミニスカートのメイド服に身を包んでいた。瞳はオッドアイであり左右の色は異なっていたが、その双そう眸ぼうにはどちらにもカップルへの憎ぞう悪おが明めい瞭りように宿っている。

「あまり大声で叫さけばないでください、アリス様。周囲のカップルに見られております」

　アリスの隣となりで、そう進言したのは同じくメイド服を纏まとう黒くろ髪かみの美女だった。

　名前は、白しら鷺さぎ雪ゆき姫ひめ。

　二次元嫁よめの騎き士し団、という組織の副長である。

　年ねん齢れいは二十代前半程度だろうか。髪とは対照的に、肌はだは雪のように白くきめ細かい。

　あまり感情が顔に出ないせいか、あるいは切れ長の瞳のせいか、全身から近寄りがたい雰ふん囲い気きを醸かもし出しており、どこか抜ばつ刀とう状態の剣けん士しのようにも思えてしまう。

　実際、この女性もメイド服（こちらはアリスと違ちがってロングスカート）を着ており、多くの男性の視線を惹ひき寄せているものの、誰も声をかけてくることはなかった。

　アリスはつまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせる。

「わかってるよ、雪姫。オレたちは二次元嫁の騎士団──二次元作品を集めるテロリストだ。余計なことをして、注目を集めるなって言いたいんだろ」

「その通りです。流石さすがです、アリス様。頭を撫なでて褒ほめて差し上げましょう」

「あー、やめろ！　オレを子供扱あつかいするな！　っていうか、そもそもこのメイド服はお前の罰ばつなんだぞ、雪姫！　なのに、なんでオレまでしなきゃいけないんだよ！」

　先月、雪姫は二次元嫁の騎士団の団員を勝手に引き連れて、魔ま王おうを復活させんと企たくらむ水みず神がみ周防すおうに協力を申し出たのだ。

　そのせいで、アリスは数人の団員を魔族にされてしまい病院送りにされてしまった。

　元々、雪姫は団員の命まで懸かけるつもりはなかったのだろうし、直接的にはそこに関かん与よはしていない。結果論とはいえ、誰も死んではない。それでも、雪姫にはこの事態を招いたという重い責任がある。それ故ゆえに組織の中でも、雪姫に罰を与あたえなければならないという風潮が生まれ、会議により罰が決定されたのだ。

　ここまではいい。

　ここまでは、アリスも納なつ得とくしていたのだ。

　だが、その罰の内容が「恋愛祭の間、メイド服を私服とすること」であり、何な故ぜか「同じ期間、アリスも一いつ緒しよにメイド服を着ること」という条件が加わると話は変わる。

　これを決めた団員（恐おそろしいことに、全団員の99％がこれに同意）によると、雪姫の離り反はんはアリスのせいでもあるのだという。何でも、団長であるアリスの管理不足であるらしい。

　そう主張する団員たちに呆あつ気けなく説得され、アリスと雪姫はメイド服を着て数日間過ごすことになったのだった。

　ちなみに、今日は朝から撮さつ影えい会が行われていた。

　団員たちから様々なポーズを指定され、雪姫と一緒にいっぱい撮影されていたのだ。

　現在は、ちょうどそれから逃にげてきたところだった。

　……それにしても、あいつら最初から撮影会が目的じゃないだろうな。

　かつてないほど連れん携けいしていた部下たちの挙動を思い返して、アリスは内心で呻うめいた。

　というか、そもそも、アリスが少女であることは団員にはバレてないはずである。

　あいつら、男の子にメイド服を着させる趣しゆ味みでもあるのだろうか。

「ところで、アリス様」

　団員たちの思わぬ趣味に戦せん慄りつしていると、雪姫がアリスに声をかけてきた。

「ん？　なんだ、雪姫？」

「いえ、ちょっと疑問に思ったのですが……どうして、我々は水みず神がみ島じまから撤てつ退たいしないのでしょうか？　恋愛祭は我々の団員にとってもトラウマになっている者も多いというのに」

「あー、そういえば言ってなかったっけ。まあ、隠かくすことでもないから言うけど──王城に借りがあるからだ」

「借り、ですか？」

「ああ。先月、豪ごう華か客船でオレたちのほとんどが捕つかまっただろ？　そのときにコレクションをかなり奪うばわれたんだ。これを取り返さなきゃ、ここは立ち去れないだろ」

「それはその通りですが……勝算はあるのですか？　敵はあの魔王を倒たおしたんですよ？」

　恐る恐る聞き返してくる雪姫に、アリスは両手を重ねて後頭部を支えながら答える。

「まあ、あると言えばある。ちょっと話は変わるけど、近この衛え兵たちを無力化しようとする場合、雪姫はどうすればいいと思う？」

「無力化ですか？　それならば、いちゃいちゃさせないのが最善手かと。恋愛磁場の発生さえ防いでしまえば、近衛兵は敵ではありません」

「確かに、それも一つの手かな。でも、それよりも成功すれば大だい打だ撃げきになる方法がある。それは、この恋愛至上都市のシステム自体を掌しよう握あくすることだ」

「システム、ですか？」

　雪姫が小首をかしげると、アリスは頷うなずきながら目的地だった茶屋に入っていった。

　席に案内されると、メニューから抹まつ茶ちやパフェを頼たのむ。

　店員がやってきて二人の前にお茶とパフェが置かれると、アリスは話を再開する。

「そう、システムだ。皆みんなが馬ば鹿かみたいに信用し、信しん仰こうしているこの世界の神様。だけど、実際のところは、恋愛係数を叩たたき出し、攻撃プログラムを制せい御ぎよし、恋愛階級を管理し、大量のパーソナルデータの学習による統計処理なんかで最適に近いカップルマッチングを行っているだけの機械ポンコツ。ここまで言えば、雪姫も何のこと言ってるかわかるだろ？」

「……もしかして〈神託機巧マスターシステム〉と〈巫覡機巧スレーブシステム〉のことでしょうか？」

「そう、正解だ。世界恋愛統制機構が所有する世界最高の計算処理能力と知能を持ち、恋愛磁場を制御する〈神託機巧マスターシステム〉。そして、その下位システムであり、各恋愛至上都市に置かれていると言われる〈巫覡機巧スレーブシステム〉。これを押さえれば近衛兵は何もできなくなるし──恋愛至上都市は機能しなくなるだろうよ」

「……まさか、コレクション奪だつ還かんのためにそれを掌握するのですか？」

「いや、それは無理だよ」

「はい？」

　あっけらかんと言いながらお茶を飲むアリスに、雪姫はわけがわからないというように眉み間けんに皺しわを寄せる。

「だから、成功すればって言っただろ。そもそも、システムを奪うには幾いくつか無理難題がある。その一、そもそも巫覡機巧スレーブシステムの場所がわからない」

「……場所がわからないのですか？」

「少なくとも公表はされていない。なにせ、恋愛至上都市の生命線だからな。そして無理難題その二、超ちよう高度なセキュリティが施ほどこされている」

「……途と端たんに曖あい昧まいになりましたね」

「仕方がないだろ。その辺の情報は手に入りにくいんだから。もっとも、その周辺を全部爆ばく破はして恋愛磁場の供給でも止めれば関係ないけどな。どんなセキュリティも恋愛磁場を止めればただの飾かざりなんだから」

「要するに不可能に近いということですね。場所を特定し、巫覡機巧スレーブシステムが設置されている建物の詳しよう細さい図でも持っていて、かつ警備を潜くぐり抜ぬけなければいけないのですから……それで結局、勝算とは何なのですか？　これを可能にする手段でもあるんでしょうか？」

「ああ、それ？　それは全然関係ないよ。恋愛祭のせいで近衛兵は忙いそがしそうにしてるだろうし、いくらでも隙すきはあるだろうってこと」

　アリスが口の中にスプーンを突つっ込こんだまま、ピコピコしていると、雪姫が目を半分こにして。

「……では、先さき程ほどまでの話はいったい何だったのですか？」

「んー、ただの雑談かな。まあ、コレクションの方は、王城のセキュリティシステムを数分騙だますプログラムでもつくっちゃえば大だい丈じよう夫ぶでしょ。二次元作品の保管倉庫に巫覡機巧スレーブシステムほどのセキュリティはないだろうし……それにしても、運び屋はいつ来るのかなぁ」

「運び屋、ですか？」

　アリスがきょろきょろとしていると、雪姫が初耳だったのか聞き返してくる。

「うん、そのためにここに来たんだ。運び屋には特別につくらせていたアイテムを運んできてもらう予定だったんだけど。どうかしたのかな」

「ちなみに、どのようなアイテムを運ばせるつもりだったんですか？」

「恋愛銃ラブ・ガンの一部だけを破は壊かいする道具だよ。ほら、近衛兵たちが持っている恋愛銃ってユーザー認にん証しようしてそれ以外の奴やつは使えないようになってるだろ？　その認証機構を騙して、オレたちでも使えるように試作品としてつくらせたんだ。これさえあれば、近衛兵の銃じゆうを奪えばいつでも使えるようになるからな」

「……すみません、アリス様。ちょうど団員から連れん絡らくが。その運び屋は旅客船で近衛兵たちに捕まってしまったようです」

「はぁ!?　また、あいつらかよ！」

　携けい帯たい端たん末まつの画面の文面を読み上げる雪姫に、アリスは叫んで。

　──と。

　カップルが通りを占しめている中、近衛兵たちが忙せわしなく動き回っているのを、アリスは視界の端はしで捉とらえた。まるで顔も知らない誰だれかを探しているように。

「……アリス様。もしかして早速、私たちのことがバレて探しているのでは」

　雪姫も近衛兵に気づいたらしく対面の席で警けい戒かいし、囁ささやきかけてくる。

　だが、アリスは抹茶パフェにスプーンを突っ込みながら興味なさそうに言う。

「大丈夫、大丈夫。多分、オレたちのことがバレたわけではないと思うよ。もし、運び屋が洗いざらい喋しやべったなら真まっ直すぐにここに来るはずだし。近衛兵たちが警戒して探してるのは、もっと別のテロリストだと思うぜ。なにせ、恋愛祭名物だからな」

「別の、ですか？」

　アリスは頷く。

「ああ。〈カップル殺し〉だ」




　　　　　　　◇




《これより第15回恋愛祭を開かい催さいするとともに──》

　空気中に散布された霧きりのスクリーンに、若竹が壇だん上じようで喋っている開会式の光景が映し出される。会場のキャパシティの問題により、開会式に参加できなかった者のためにあちこちに作り出しているのだ。

　城下町。恋愛祭の開始に合わせて歩行者天国となった大通りを、勇也と藍葉は競技会場に向かって歩いていた。夜宵は何やら準備があるらしく、後から来るらしい。

　太陽はとっくに沈しずみ、頭上には星々が微かすかに煌きらめく暗くら闇やみが広がっている。

　けれども、この街を照らし続ける人工的な光は夜を感じさせないほどギラギラと光り輝かがやいていた。寂せき寥りようを抱いだかせる星々の綺き麗れいな光に比べれば、汚きたならしく、風ふ情ぜいはないが、賑にぎやかで、どこか温かさを与える光だ。

　大通りは、祭りの名に相応ふさわしく活気に溢あふれていた。

　まず、至るところにいるカップルの服装が普ふ段だんと違ちがう。祭りの雰ふん囲い気きに当てられたかのように、いつもより大だい胆たんな格好の者が多かった。もっとも、メイド服、チャイナ服、セーラー服、燕えん尾び服ふくなど、ほとんどコスプレに近かったけれども。

　また、それに合わせるように、水神島の大半を占める遊園地のキャストたちも華か美びな衣い装しようを纏まとい、道路のあちこちで大道芸などの出し物をしている。

《……そちらは楽しそうで良いですわね》

　携帯端末から、恨うらめしそうな天音の声が聞こえてきた。

　恋愛祭は各国からの人々の出入りが多くなり、トラブルも増えてしまう。

　そのため、王女である天音は王城から勝手に出ることを禁じられていた。

　どうやら、若竹の命であるらしい。もっとも、若竹はこれに限らずに天音の王城に置いておきたい節があるようだった。夜宵という教師役兼けんお目付役を雇やとったのは、そういう考えもあるのだろう。

　まあ、むしろ、天音はこれまでが外出しすぎだったのだが。

　以前のように抜け出そうとしても、監かん視し体制の強化が厳しく行われているため、それも叶かなわないらしい。

　天音はそれを不満に思っているらしく、その代わりとして勇也たちが携帯端末で恋愛祭の風景を見せているわけだった。

　勇也が応じる。

「しょうがないだろ、天音。一応、お前は王族なんだから。そもそも、前みたいに抜け出せてた方がおかしいんだよ」

《むぅ……でも、せっかくのお祭りなのですよ？　なのに、こうしてお二人の携けい帯たいから見ているだけだなんて》

「つまらないかもしれませんけど、これで我が慢まんしてください天音様……それにしても、いったい幾つのカップルがいるんですか？　まさか、世界中のカップルがいるわけじゃないですよね？」

　ちょうど胸の位置に携帯端末を掲かかげて風景を届けながらも、藍葉は既すでに人ひと混ごみに疲つかれてしまったようだった。うんざりといった様子で声を漏もらす。

　十メートル近くは幅はばがある道路が、大勢のカップルで溢れていた。

　腕うでを組みながら歩いているせいで無む駄だに横幅を取っているようだ。それにより歩行者天国だというのに渋じゆう滞たいができてしまい、カップルの流れが滞とどこおっているようだった。

　藍葉が呆あきれながらカップルを眺ながめていると、天音がその疑問に答える。

《全てとは言いませんが、かなり多くのカップルは集まっていると思いますわよ。恋愛祭は恋愛階級が上がりやすいので、何としてでも出たいという方も多いそうですし》

「ふーん。それなら、普段いちゃいちゃに消極的な奴も参加してそうだな……代わりに、あぶれた奴は結構惨みじめな思いをしそうだけど」

《惨めな気分になるだけなら良いのですが……そもそも恋愛祭に参加しないと、社会不適合者と見なされ、周囲から白い目で見られることもあるそうですわ。今回は水神島で開催されているので、この都市の方々はあぶれないように必死のようですわね》

「なんか聞いた話によると、当日にあぶれないために恋こい人びと候補を事前に何人も押さえておく方もいるみたいですよ。でも、実際には何人もの人といちゃいちゃするのは難しいから、最終的には何人かは捨てられちゃうみたいです」

《当日までにカップルを作れなかった人は、そういう方々をターゲットとして声をかけにいくみたいですわ。たとえるならば、ライブのチケットのようなものです。ライブのチケットを事前に幾つも押さえていたものの諸事情により余ってしまった方を狙ねらって、当日にライブの会場で声をかけるようなものですわ》

　何とも嫌いやなたとえ方をするものだった。

　恋人はチケットとは違うというのに。

　それにしても、ライブのことなど箱入り娘むすめのくせによく知っているものである。

「……まあ、でも、あぶれるやつなんてそうそういないだろ。ほら、今だって、こんなに人がいるのに、そんなやつは一人も見ないし。こんな状じよう況きようであぶれるやつは、そもそも参加する気がないやつに決まって──」

　そんなことを言いながら歩いていると、勇也たちは噴ふん水すいが中央に鎮ちん座ざする広場に出る。

　そこでは、多くのカップルがベンチに座って談だん笑しようしていた。

　だが、何よりも目立っていたのは彼らではない。噴水のそばで、長方形の段ボールを掲げていた女性だった。

　その女性は、どこぞの近衛兵隊長──柊ひいらぎ華か恋れんのような容よう貌ぼうで。

　その段ボールには黒い文字で大きくこう書いてあった。




【余っている彼氏、高額で買い取ります】




「……先せん輩ぱい、先輩。なんか凄すごく見たことがある人がいるんですけど。凄く華恋さんみたいな人がいるんですけど」

「気のせいだ、蒼宮。こんなところに柊がいるわけないだろ。あれは柊に似てるだけで全くの別人だ。現実を見ろよ」

「いや、先輩が現実を見てください。目の前の光景を受け入れてあげてくださいよ」

　段ボールを掲げた華恋から目を逸そらすと、藍葉が服の袖そでを引っ張ってきた。

　勇也は肩かたを竦すくめて。

「いやいや、仮に本人だったとしても、見ないふりをしてやるのが優やさしさってもんだろうが。だって、想像してみろよ。知り合いに恋人をお金で買おうとしている姿を見られたときの気持ちを。もう自殺もんだよな」

「あの、先輩。なんか華恋さん涙なみだ目めになってるんですけど。唇くちびる嚙かんで耐たえながら、今にも自殺しそうな顔をしてるんですけど。これ、聞こえてるんじゃないんですか？」

「気のせいだろ。だいたい聞こえていたとしても、あの柊だぞ？　近衛兵の新人に躊躇ためらいなく手を出したり、犯罪者に出会いを求めるような変態だぞ？　知り合いに噂うわさされてても興奮して、それを力に変えてるだろうさ」

「そう言われればそうですね。なんか声をかけて欲しそうにチラチラ見られてる気もしますけど、気のせいですよね。だって、あの華恋さんですもん」

「そうそう。じゃあ、蒼宮そろそろ行くか」

「そうですね、先輩」

「ちょっと待ちなさいよっ!!」

　勇也と藍葉がこの場から立ち去ろうとするが、華恋がちょうどそのタイミングで声をかけてきた。

　初めて存在に気づいたかのように、勇也は驚きよう愕がくの表情を張りつける。

「おっ。柊、いたのか？　こんなところでどうしたんだ？」

「いたのか？　──じゃないわよ！　さっきから全部聞こえてるんだけど！　あんたたちわかってて言ってたわよね!?」

「いやいや、全然わからなかったぜ。たった今、気づいたもの。なあ、蒼宮？」

「はい、先輩。華恋さん、背景に溶とけ込んでて全然わかりませんでしたよ？」

「溶け込めるわけないでしょう！　だって、周りはカップルしかいないのよ！　そんなところで一人で段ボール掲げていたら、嫌いやでも目立つわよ！」

　段ボールを地面に叩たたきつけて、華恋が叫さけんだ。

　携帯端末の向こうから、天音が不思議そうに訊たずねる。

《あれ、華恋さんそんなところで何をしているのですか？　華恋さん、確か近この衛え兵の仕事がありましたよね？》

「あ、天音様!?　えーっと、こ、これはなんというか、仕事の途と中ちゆうでちょっと休きゆう憩けいしてたというか」

「休憩っていうか、ただサボって男漁あさりにきただけだろ」

　勇也が指し摘てきするが、華恋は明後日あさつての方向に視線をやるだけで答えない。天音の手前だからか肯こう定ていするわけにもいかないらしい。

　勇也はあることが気になり、周囲を見み渡わたしながら疑問を口にする。

「ところで、隊長自らが街に出て近衛兵の仕事ってことは何かあったのか？」

「まあね。一応、警けい戒かいしとけって程度だけど」

　その言葉は助け舟ぶねだったのか、華恋は直すぐに飛びついてきた。

「恋れん愛あい祭には必ず現れるっていうテロリスト……っていうか、奴やつがいるのよ。系統的には、二次元嫁よめの騎き士し団に近いわね。目的はよくわからないけど、やっていることが凄く迷めい惑わくな奴らよ」

「迷惑って何をやってるんだよ？」

「カップルを別れさせるの」

　華恋の返答は簡潔だった。

「通つう称しよう〈カップル殺し〉。誰だれが言い始めたかは知らないけど、狙ったカップルは絶対に別れさせるらしいわ。今のご時世、カップルは資源でもあり国の財産でもあるの。それを片っ端ぱしから別れさせてくるんだから、そりゃ各国から警戒されるってわけ」

「カップルを別れさせるって……いったい、どんなことをしてるんだ？」

「さあ？　各国が血ち眼まなこになって特定しようとしてるけど、何もわからないの。わかってるのは、カップル関係を破は壊かいされた人たちは再起不能になり、二度と恋愛磁場を生み出せない身体からだになるってことだけ」

「二度とって、本当に何をしてるんだよ……」

「もしかして、あの女がそうなんじゃないんですか？」

　そこで口を挟はさんできたのは、藍葉だった。

　名前こそ出さなかったが、「あの女」が誰を指しているかは明白だった。

　けれども、天音が携けい帯たい端たん末まつの向こう側で苦笑まじりに否定する。

《藍葉さんがそう思いたいのもわかりますが、その可能性は低いですわ。何な故ぜなら、カップル殺しは、たった三日間の恋愛祭で平均二百近くのカップルを破局に追い込んでいるのです。単純計算でおよそ二十分に一組ですわ。だとすれば、勇也さんと藍葉さんがまだ破局に追い込まれていないことが謎なぞですもの》

「そ、それは……」

　何とか反論しようとするが、藍葉の口からまともな意見が出てくることはない。

　というか、二十分に一組のカップルを別れさせるって。心底、その手しゆ腕わんが気になってしまうところである。もし、色いろ仕じ掛かけでもしているなら凄すさまじいテクの使い手だ。

　と。

「だーれだ♪　……でしょうか？」

　不意に、勇也の目元が覆おおわれて視界が真っ暗になった。

　柔やわらかい何かが背中に押しつけられ、勇也の身体がびくっと跳はねる。

「ちょ、ちょっと何してるんですか！　先輩から離はなれてください、白石さん！」

　藍葉が犯人の名前を口にすると、視界に恋愛祭の風景が再び戻もどってきて、背中に触ふれていた柔らかい感かん触しよくも消え去る。

　勇也が振ふり向くと、犯人──夜宵が頰ほおを赤らめて恥はずかしそうに口元を覆っていた。

「勇也さんを驚おどろかせようと慣れないことをしてみたんですけど……もぅ、どうして邪じや魔まするんですか？」

「そ、そりゃ邪魔しますよ。不ふ審しん者が先輩にくっついてたんですから」

「そう言いながら、どうして私のことを羨うらやましそうに見てるんですか？」

「み・て・ま・せ・んっ！　変なこと言わないでください、ふんっ」

「ところで、皆みなさんは何を話されていたんですか？」

　藍葉から視線を離して、夜宵が小首を傾かしげて訊ねてくる。

　だが、まさか夜宵への失礼な憶おく測そくについて話していたとは流石さすがに言えない。

　一同に微び妙みような空気が流れる。そんな雰ふん囲い気きに耐えられなくなったのか、華恋はぎこちない笑えみをつくると携帯端末を取り出しながら。

「あ、あはは、大したことじゃないわよ、夜宵ちゃん。気にしないで。──あっ、彼氏から連れん絡らくが来てる。ちょっと向こうで話をしてくるから、じゃあね！」

「すぐにバレる噓うそを言うな！　さっきまでお前、彼氏を金で買おうとしてただろうが！」

《あっ、わたくしもですわ。最近ネットで知り合った方から『ぐふふ、そろそろ天音ちゃんの裸はだかが見たいんだけど』と連絡が。ちょっと話をしますので、さようならですわ》

「なに、お前はとんでもない奴と連絡を取ってるんだよ！　わかってるだろうけど、駄だ目めだからな！　見せちゃ駄目だからな！」

　勇也が叫ぶも、華恋が視界から消え、携帯端末の通話が切れてしまう。

　二人のおかしな行動に、夜宵は不思議そうな表情をつくって。

「えーっと、よくわかりませんけど……先に競技会場に行きます？」

　それには、勇也と藍葉は同意するしかなかった。







　勇也、藍葉、夜宵が歩くこと数分。

　三人が辿たどり着いたのは、第一いちゃいちゃ競技の会場である商店街だった。

　主に飲食店が細い道の両側に並んでおり、年中いつでも食べ歩きが出来るようになっている。水神島でも庶しよ民みん的なデートスポットだった。

　恋愛祭のいちゃいちゃ競技は一日に一種目のみ参加できるらしいが──競技自体は水神島のあちこちで同時に開かい催さいされているようだった。

　例えば、大きな水路ではボート勝負をやったり、大通りでは二に人にん三さん脚きやくを行ったりといった具合に。そうして会場を分散することで、同時に多くのカップルが参加できるようになっているらしい。

　その中の競技をたった一つ選んで、参加するというルールだった。

　しかし、競技によって、得点できるポイント数が異なり──最終的に総ポイント数で争う恋愛祭では、効率良く稼かせげる競技を上う手まく回るのが勝利の秘ひ訣けつとなっているそうだ。

　ここ、商店街は本日のポイント倍率が最も高い競技が行われる会場だった。

　そのせいか、カップルの数も桁けた違ちがいに多い。狭せまい会場にすし詰づめになっており、隣となりの藍葉と夜宵とは常に身体のどこかが触れている。藍葉と夜宵はそれぞれ情報を仕入れて、ポイント倍率が高いここを最初の勝負の場所と決めたらしかった。

《では、お集まりの皆みな様さま！　本競技については、私、赤あか城ぎが説明させていただきます！》

　会場では、アナウンサーらしき美人のお姉さんが胸むな元もとが大きく開かれたバニーガール姿で競技の説明をしていた。

　だが、あまりにも過激な格好のせいで競技内容が頭に入ってこない。

　勇也は聞き漏もらすことがないように──断じてじっくりと観察するわけではなく──バニーガールをじーっと注視する。

　すると、藍葉が隣で不思議そうに首を傾げて。

「……あの。どうしたんですか、先せん輩ぱい？」

「…………」

「おーい。急に固まっちゃってどうしたんですか、先輩？」

「…………」

「もう、先輩！　先輩ってば！」

「お、おおっ。どうしたんだ、蒼宮？」

「どうした、じゃないですよ。先輩が急に硬こう直ちよくするから何だろうと思って……って、ああそういうことですか」

　勇也の視線に沿って顔を動かしたのか、バニーガールのお姉さんを見ると、藍葉は腑ふに落ちたような声を漏らした。

「何でこんなときに、先輩は別の人に惹ひかれてるんですか？　最低なんですけど」

「勇也さん、酷ひどいです。私が隣にいるのに、別の方を見るなんて。そんなにバニーガールが好きなんですか？」

「ち、違うぞ！　ただ説明を聞いてただけだって！　本当だからなっ！」

「「ふーん」」

　藍葉と夜宵がシンクロして、ジト目を向けてくる。

　全く信用されていなかった。いったいどんなイメージを持たれているのだろうか。

　勇也が落ち込んでいると、バニーガールのお姉さんによってその間にも競技内容が説明されていく。

　それによると、第一いちゃいちゃ競技の内容とは、

「……デート勝負、ですよね」

　唾つばを飲み込んだように喉のどを動かし、藍葉が表情を強こわ張ばらせた。

　それから判断するに、競技内容に不安を感じているらしい。

　それをいち早く察してか、夜宵はからかうような笑みをつくる。

「あれ、蒼宮さんどうしたんですか？　もしかしてデートされたことがないんですか？」

「は、はぁ!?　そんなわけありませんし！　藍葉、デートとか腐くさるほどやったことありますから。ねぇ、先輩？」

「いや、僕に聞かれても知らねぇよ。お前のデート事情なんて」

　すげなく言い放つと、藍葉は何故か不満げに見つめてきた。

　……どうしたのだろうか。何か変なことを言っただろうか。

「ふんっ、別にいいです。今までのをそう思ってたのは、藍葉だけってとっくにわかってましたし」

「お前、何言ってんだ……？」

「べっつにー、先輩にはそういうの期待してないからいいですよーっと」

　勇也が眉まゆをひそめて訊たずねるが、藍葉は唇くちびるを尖とがらせるだけで答えようともしなかった。

「というか、そういう夜宵さんはどうなんですか？　何回ぐらいデートしたことあるんですか？」

「わ、私ですか？　じ、実は、私も数はそんなに多くなくって……」

「も、ってなんですか。も、って。藍葉は腐るほどやったって言ってるじゃないですか」

「せ、千回ぐらいでしょうか……」

「千……っ！」

　あまりの膨ぼう大だいな数に、藍葉だけではなく、勇也も驚いた。

　流石、恋愛階級・Ｓランク。その経験値は伊だ達てではないらしい。

　戦せん慄りつしながら、藍葉が畏い怖ふをこめた視線で夜宵を見る。

「流石、清せい楚そ系ビッチ。踏ふんでる場数が桁違いですね。──ちなみにさっきのは噓で、藍葉は十回もないですけど」

「誰だれが清楚系ビッチですか！　っていうか、ズルいですよ！　蒼宮さんがいっぱいあるって言ったから噓ついたのに！　じょ、冗じよう談だんですよ！　勇也さん誤解しないでくださいね！」

「いやいや、偽いつわらなくてもいいんですよ。別に、藍葉はそういうのに偏へん見けんを持っていたりしませんから。……それで、そのうちホテルには何回行ったんですか？」

「思いっきり偏見を持っているじゃないですか！　ほ、ホテルなんて一回も行ったことありませんよ！　本当ですよ!?」

　夜宵が涙なみだ目めで必死に否定するが、藍葉は取り合わない。

　思わず殴なぐりたくなるような顔で「えー、本当ですかー？」と言っているだけだ。

　その姿はどこか戯たわむれあっているようにも思える。喧けん嘩かするほど仲が良いというが、案外とその言葉は正しいのかもしれない。

　ポカポカと喧嘩をしている二人から目を離すと、勇也は周囲を見回す。

　商店街には競技開始時刻に合わせて、カップルが更さらに増え始めていた。だが、そのうちの幾いくつかのカップルは異質な空気を醸かもし出していた。

　この感覚は──知っている。

　圧あつ倒とう的な強者を前にしたときの、あの肌はだがひりつくようなオーラだ。

　藍葉もそれを感じ取ったのか、一転して真しん剣けんな表情をつくる。

「その様子だと、先輩も感じ取ったんですね」

「ああ、これだけピリピリした空気を発せられていたら嫌いやでもわかるよ。懐なつかしいな、このクラスの人間がこの場にいるなんて」

「え？　もしかして、お二人とも感覚だけで察知したんですか？　す、凄すごいですっ。目視に頼たよってしまった私はまだまだ未熟ですね……」

　勇也と藍葉がごくりと喉を震ふるわせると、夜宵が驚きよう愕がくしたのか手を口元に当てた。

　そういえば、夜宵にも戦せん闘とうの心得はあるらしいという話は聞いたことがあった。目視も加えたとはいえ、察知できるということは護身術ぐらいはできるのだろう。

「まあ、ここまで空気が研とぎ澄すまされてればな。僕たちは散々稽けい古こしてもらってきたから、感じ慣れてるんだよ。この武術の達人クラスが発する圧倒的な──」

「いちゃいちゃオーラ、ですよね」

「そんなオーラ知らないけど!?」

　聞いたこともない新たな概がい念ねんに、勇也は全力で叫さけんだ。

　疑ぎ問もん符ふを頭の上に浮うかべるように、夜宵がきょとんとする。

「え、違うんですか？　てっきり、勇也さんたちは選ばれし恋れん愛あい強者だけが発現できると言われる『いちゃいちゃオーラ』を感じ取ったのかと」

「藍葉たち、そんな病気みたいなオーラ感じ取れませんよ！」

「っていうか、夜宵、そのオーラを目視で判断できるの!?　ある意味、凄くね!?」

「ちょっとした特技みたいなものです。私、カップルを見るだけで、どれぐらい仲が良いとかそういうのがわかるんです」

　にこっと微笑ほほえんで、夜宵は周囲のいちゃいちゃしているカップルを観察し始める。

「す、凄いですね。ここに集まっているカップルの多くが世界的に有名な方々ばかりで、いちゃいちゃオーラが辺りに溢あふれています。特に四組のカップルは優勝候補とすら言われてるだけあって凄いです。ほら、あの端はしっこに座っている女性カップルですけど」

　言いながら、夜宵がすっと指を持ち上げる。

「確か、彼女たちは恋愛階級・Ｓランク──カップル名〈リリィガーデン〉の百ゆ合りカップルです。彼女たちが所属する恋愛至上都市は女性だらけの都市国家で、男性が入国するには一苦労だとか。ちなみに双ふた子ごの姉妹しまいで、恋愛力はおよそ十三万ですね」

「なんか、また聞いたこともない新しい概念が！」

「あそこで手を繫つないでいる男女カップルは、恋愛階級・Ｓランク──カップル名〈先生君主〉の女教師と男子生徒のカップルです。彼女たちの恋愛至上都市は教師と生徒しかいない学園都市で、それ以外の方が入国するには一苦労だとか。恋愛力はおよそ十万ですね」

「それ、ほとんどの人間が入国できないじゃねーか！」

「あの多くの女性をはべらせているカップルは、恋愛階級・Ｓランク──カップル名〈ハーレム王〉の男女カップルですね。彼らが所属する恋愛至上都市では、ハーレムをつくることを推すい奨しようしているんだとか。恋愛力はおよそ五十三万です」

「恋愛力高すぎるだろ!?　ハーレムだから？　ハーレムだからか!?」

「最後にベンチで膝ひざ枕まくらをしているカップルは、恋愛階級・Ｓランク──カップル名〈幼女聖母バツク・トウ・ザ・マザー〉の男性と幼女のカップルですね。彼らが所属する恋愛至上都市は成人男性と幼女が八割を占しめており、その国で生まれた男性は幼女以外を好きになることはないとか。恋愛力は二十万です」

「幼女以外を好きになることはないって、それ最も早はや呪のろいじゃねーか!?」

「先輩、先輩。あのカップル、前のアミューズメントパークの潜せん入にゆう捜そう査さのときにいた人たちじゃないですか？」

「どっかで見たことあると思ったら、あいつらかよ！」

　よくよく見返せば、男性と幼女のカップルは先月のトリプルデートで一いつ緒しよになった犯罪カップルだった。

　世間は狭せまいというが、ここまでとは流石さすがに思わなかった。

　額を袖そでで拭ぬぐって、夜宵が緊きん張ちようした面おも持もちで言う。

「ここまでの面子メンツが集まるなんて、流石恋愛祭ですね……」

「ほとんど変人しかいなかったような気がするけどな」

　Ｓランクカップルを眺ながめながら、勇也は呆あきれて言って。

　そうしている間に、競技開始を告げる鐘かねの音が鳴り始めた。







《それでは競技開始です！》

　壇だん上じようのバニーガールによりスピーカーを通して競技の開始が宣告される。

　藍葉と夜宵の二人は戯れあいを止やめて、勇也のそばで周囲のカップルの様子を窺うかがっていた。だが、周囲のカップルも同じようなもので中々動こうとはしない。

　それもそうだろう。審しん査さ基準も明確ではない中で、下手に動いてしまえば低い点数がつけられてしまうのだから。

「せ、先せん輩ぱい、どうしましょうか？」

「この感じだと、迂う闊かつには動けないだろ。取り敢あえず、他のカップルがどう動くか様子を見てから決めようぜ」

　藍葉の囁ささやきに、勇也がそう応じた矢先。

　すっと、一組のカップルが動き始めた。カップル名は確か──

《最初に動いたのは、Ｓランクの〈リリィガーデン〉だ！　さあ、我々にどんなデートを見せてくれるんだ！》

　バニーガールの女性アナウンサーの声で、百合カップルへと周囲の視線が集まる。

　だが、それを気にした様子もなく、百合カップルは商店街のお店を物色していく。やがて百合カップルはホットドッグを販はん売ばいしている店の前で立ち止まると、妹の方が姉を見上げる。

「お姉ちゃん、私お腹なか空すいたかも。ホットドッグが食べたい！」

「それなら頼たのみましょうか。みーちゃんはどのホットドッグにする？」

　そんなことを言いながら、百合カップルはメニューから注文してホットドッグを食べ始めた。だが、妹は味の違う姉のホットドッグも気になったらしい。姉のホットドッグを物欲ほしそうに見つめて、妹は上うわ目め遣づかいを向ける。

「ねえ、お姉ちゃん。私、お姉ちゃんのホットドッグが欲しい！　ちょっとだけでいいから。ね？」

「もうしょうがないですね、みーちゃんは。でも、ちょっとこれ、お姉ちゃんが口をつけちゃってるけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「そんなの気にしないもん。はい、あーん」

　妹が口を小さく開けると、姉は嬉うれしそうにホットドッグを差し出した。

　妹は顔を綻ほころばせて、パクッとかぶりつく。

　だが、勢いよく顔を寄せたせいで妹の鼻先にはケチャップがついてしまっていた。服の袖で拭おうとする妹を、百合カップルの姉は慌あわてて制す。

「あらあら駄だ目めですよ、みーちゃん。それだと服が汚よごれてしまいますよ」

「え、でも、それならどうやって取ればいいの？　私、ハンカチ今日忘れてきちゃったし……」

「それならこう取ればいいんです」

　にっこりと微笑んで言うや否いなや、姉は妹に顔を寄せて。

　ペロリ。舌で鼻についたケチャップを舐なめとった。

「っ」

　突とつ然ぜんの姉の行動に、妹は顔を赤面させる。

　そんな初う心ぶな反応に、姉は年上特有の余よ裕ゆうを醸し出して囁く。

「ほら、これでケチャップ取れましたよね、みーちゃん」

　ピピッ。

　恋愛磁場の発生を読み取ったのか、電子音が響ひびく。




【恋愛磁場装塡率：92％】




《決まったああああああっ！　これは初しよっ端ぱなから高数値だ！》

　女性アナウンサーが興奮したように叫び、この競技を観戦している商店街の周囲にいる人々から歓かん喜きの声があがる。

　それにしても、最初から90％オーバーとは。

　世界最高に近いカップルというのは、この程度簡単にやってしまうらしい。

《審査員からは『尊い』『これちゅき』など、言語機能を喪そう失しつした高評価コメントが続々と届いております！　これは早さつ速そく決まってしまったか!?》

「いや、審査員のコメント適当すぎるだろ！」

《おーっと！　そうしている間に他のカップルも動き出したぞ！》

　アナウンサーの言葉通り、百合カップルのいちゃいちゃに触しよく発はつされてか、多くのカップルが商店街を歩き回り始めた。途と端たんに、商店街の通りがいちゃいちゃするカップルで溢れてしまう。

　一方でモニタリングできているのか気になるが、それは問題ないらしい。

　どこかに監かん視しカメラを大量に設置しているのか、商店街のカップルを窺う限りでは正確に判定されているようだ。

「じゃあ、僕たちもそろそろ行くか。けど、どっちから──」

「藍葉が先せん攻こうです。良いですよね、白石さん？」

　事前に話し合っていたのだろうか。

　藍葉が確かく認にんを取ると、夜宵は余裕のある笑みとともに頷うなずいた。

「でも、蒼宮さん時間は十分だけですよ？　それを超こえたらチェンジシステムを使いますから」

「わかってますよ。じゃあ行きますよ、先輩！」

　時間が惜おしいと思ったのか、藍葉は勇也の腕うでを引っ張って商店街へと連れていく。

　だが、いったいどんなデートをするつもりなのだろうか。

　何な故ぜか、藍葉と夜宵の勝負というようになっているが──そもそも、これは審査員に自分たちのいちゃいちゃを見せつける勝負なのだ。

　となれば、どんなデートを見せるのかを先に決める必要があるのだ。

　藍葉も同様の思考に至ったのか、こちらに視線を向けてくる。

「……先輩、どうします？　さっきのを見ていると、食べ歩きをするのが良さそうですけど。この商店街、飲食店多いですし」

「そうだな。後は、今までのいちゃいちゃ訓練とかを参考にするとか？　取り敢えず、前回のいちゃいちゃって何だっけ？」

「えーと、前回は──」

　藍葉が思い出そうとこめかみを押さえるのに合わせて、勇也も記き憶おくを探さぐる。

　最近は、藍葉とちゃんといちゃいちゃできていないので恐おそらく先月のことになるのだろう。もしかして魔ま王おう戦が最後かもしれない。

　そうなると、直近にあったいちゃいちゃは。

　──なら、藍葉にさっさと惚ほれてください、ばか。

「……あー」

　小こっ恥ぱずかしい感情に支配されて、勇也は呻うめきにも似た声を漏もらした。

　隣となりでは、藍葉がふいっと顔を背そむけて明後日あさつての方向を見ていた。形のいい耳は端はしっこまで真っ赤に染まり、頰ほおも同じ色に変わっている。

「と、とにかく、蒼宮行こうか。時間切れになるかもしれないし」

「そ、そうですね。せ、先輩は何を食べたいですか？」

　これ以上は追求しない。そんな暗あん黙もくの了りよう解かいを示し合わせて作ったかのように、勇也と藍葉は互たがいにそのことを詮せん索さくすることなく歩み始める。

　こうやって、藍葉と一緒に歩くのはとても久しぶりだった。

　藍葉とは任務では行動することは多いが、プライベートはほとんど共有していない。

　休日に何をやっているかなんてことは、互いに知らないのだ。

　以前、二人っきりで食べ歩きしたのも、過去の世界で別の国に任務で赴おもむいたときだったと思う。そのときは確か、任務の時間が余ってお土産みやげを探していたのだった。

「先輩、あれなんてどうですか？」

　商店街の入り口から数十メートルほど歩いた地点。

　藍葉がそこで指を向けたのは、ソフトクリームを売っているお店だった。

　勇也は躊躇ためらいがちに頷く。

「ああ、別にいいけど──」

「わかってますよ。抹まつ茶ちや味だけは止めろって言いたいんですよね。先輩、何故か抹茶味が苦手でしたから」

「うるせー、わかってるならいいんだよ」

　しっしっと手を振ふると、藍葉は一ひと頻しきり馬ば鹿かにしたように笑って、ソフトクリーム屋へと駆かけ出していく。

　だが、戻もどってきた藍葉の手には、ソフトクリームが一つしか握にぎられていなかった。

　勇也は不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「なんで一つなんだ？　新手の嫌いやがらせか？」

「い、いや、そうじゃなくて、最後の一つだったんです……こんなにいっぱい人が来るって想定してなかったみたいで」

　藍葉がカップルだらけの商店街を見回す。

　なるほど。他にも多くのカップルが買いに向かった結果、商品がなくなってしまったらしい。だけれど、ないものは仕方がない。勇也はひらひらと手を振る。

「じゃあ、僕はいいよ。お前、甘いものが好きだっただろ。お前が食べた方がいいさ」

「そ、そういうわけにもいきませんし。これはいちゃいちゃ競技なんですよ、藍葉が一人で食べたら絶対に減点ですよ」

「じゃあ、どうしろって言うんだよ？」

　藍葉の推測は正しいのだろうが、現にソフトクリームは一つしかないのだ。

　すると、藍葉は何かを覚かく悟ごしたような光を瞳ひとみに宿すと、こちらを上目遣いに見やる。

「そ、その……先輩さえ良かったらですけど、藍葉と一いつ緒しよに食べませんか？」

「は、はぁ!?　蒼宮と一緒のソフトクリームを!?」

「そ、そんなに大きな声出さないでください！　あ、藍葉だって恥はずかしいんですから。そ、それでどうしますか？　藍葉と一緒は嫌ですか？」

「いや、嫌っていうか、何ていうか……」

　そんな恋こい人びとみたいな真ま似ね、恥ずかしくてできない。

　そう言いたいものの、藍葉の勇気を振り絞しぼったような顔を見れば、口の中で言葉が消えてしまう。

　結局、勇也の唇くちびるから発せられたのは同意の言葉だった。

「わ、わかったよ。いいぜ、やってやろうじゃねーか」

「じゃ、じゃあ、先輩は反対側から食べてもらっていいですか？」

「お、おう、任せろ」

　声を上うわ擦ずらせながらも頷くと、勇也は藍葉とのタイミングを見計らってソフトクリームに口をつけはじめた。

　とろけるような甘みが口の中に広がる。

　幸い、最後の一個は抹茶味ではなくバニラ味だったらしい。勇也は無意識のうちに頰を緩ゆるめる。だけれど、味をきちんと感じられていたのはそこまでだった。

　至って明快な論理。藍葉の顔が予想よりも近くにあったからだ。

「「────」」

　勇也と藍葉はソフトクリームを挟はさんで目を合わせてしまい、息を吞のんで硬こう直ちよくする。

　しかし、もう乗りかかった船だった。

　二人はなるべく互いを意識しないように舌を伸のばして舐めとる……が、意識しないわけにはいかなかった。ソフトクリームの中で舌が触ふれないか気にしてしまい、中々食べられない。藍葉は唇が触れないようにするためか、顔を熟うれたトマトのような色にして、綺き麗れいで小さな舌を精せい一いつ杯ぱい伸ばしていた。時折、舌が柔やわらかい何かに触れてしまい、二人はビクッと身体からだを震ふるわせる。

　ソフトクリームを半分ほど食べ終わったときには、二人は肩かたで息をしておりフルマラソンを全力疾しつ走そうしたかのように疲つかれていた。

　恋愛磁場自体も何回か発生が確認されており、得点もかなり高いはずだった。

　と、

「ふふっ、先せん輩ぱい、鼻にソフトクリームがついてますよ」

「えっ？」

　藍葉に携けい帯たい端たん末まつの画面を向けられてそちらに視線をやると、確かに鼻には白いクリームが付着していた。

　お礼を言って、勇也は制服の袖そでで拭ぬぐおうとする。

　だけれども、藍葉はそれを押し留とどめて嗜たしなめるように言ってくる。

「もう、先輩駄だ目めですよ。そんなことをしたら服が汚よごれちゃうじゃないですか」

「でも、僕、今日ハンカチ忘れちゃって持ってないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。それなら、藍葉が持って──」

　言いかけて。ふと何かを思いついたように、藍葉が固まった。

　怪け訝げんそうな表情をつくり、勇也は訊たずねる。

「……どうしたんだ、蒼宮？」

「い、いえ、何でもありません。あ、藍葉が拭ふいてあげますから、先輩は目を瞑つぶっていてください」

「え、なんで目を瞑る必要が──」

「瞑っていてくださいっ」

　妙みように真しん剣けん味みを帯びた声をぶつけられて、勇也は疑問を覚えながらも渋しぶ々しぶ目を閉じる。

　しかし、この流れはどこかで見なかっただろうか？

　百合カップルがデートをしていたときも、確かこんな感じでケチャップが鼻についてしまっていて。それで、姉が舌でそれを舐なめとって──

　思考がそこまで至った瞬しゆん間かん、勇也は無意識のうちに瞼まぶたを開いていた。

「っ」

　藍葉の顔は予想以上に近くにあり、触れる寸前まで小さな舌を近づけていた。

　羞しゆう恥ちにか、かぁぁぁぁと爆ばく発はつさせたかのように顔色を変えている。藍葉は勇也が目を閉じていないことに気づいたが、舌を引っ込めることはなかった。湿しめった感覚が鼻先に触れて、キスでもされそうなほど互いの顔が近づいて。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が響──




「そこまでですよ、蒼宮さん！　チェンジです！」

「えっ？　ちょ、ちょっと待ってっ！　い、今、せっかく勇気だしたのに！　え、つ、連れていかないでくださいっ！」




　チェンジシステムを要よう請せいするコール。

　瞬間、黒服の男たちが藍葉の両りよう脇わきから現れて引きずっていく。藍葉がこちらに手を伸ばして喚わめくが、抵てい抗こうできずに連れていかれる。

　代わりに現れたのは、満面の笑えみを浮うかべた夜宵だった。

　あまりにタイミングの良い出現に、勇也は思わず訊ねてしまう。

「夜宵、お前もしかして今のタイミング……」

「ちゃんと十分でしたよ？　ちょっぴり誤差はあるかもしれませんけど」

　にこりと笑って、夜宵は唇に人差し指を添そえる。

　裏表のない実直な少女だと思っていたが、案外としたたかだったらしい。

「じゃあ、勇也さん行きましょう？　……あ、でも、まだソフトクリーム残ってますね」

　夜宵が手を引いて走り出そうとするが、勇也の手に残されたソフトクリームに気づいて足を止めた。

　先さき程ほどの藍葉とのデートで購こう入にゆうしたものだったが、まだ食べ切れていなかったのだ。

　夜宵はふとそれを真しん剣けんに見つめると、何かを思いついたかのようにハッと顔を上げる。

「勇也さん。そのソフトクリーム、私が食べさせてあげますね」

「いや、いいって大丈夫だから──」

「……そんな悲しいこと言わないでください。それとも、私に食べさせて貰もらうのは嫌ですか？」

　夜宵が捨てられた子犬のような目を向けてくるが、そんな風に言われたら断れるわけがない。

　勇也が白旗を上げてソフトクリームを渡わたすと、夜宵は顔を綻ほころばせて。

「はい。勇也さん、あーん♪　──って、あ、こぼしちゃいました」

　後半はやや棒読みで言った直後、夜宵の手からソフトクリームが滑すべり落ちて胸むな元もとに落ちた。瑞みず々みずしい肌はだに白いクリームがべっとりと付着し、それは谷間へと流れていく。

「あっ、よ、汚れちゃいましたね。勇也さん、何か拭くものはありませんか？」

　夜宵が指ですくい取って口に咥くわえるが、それだけでは当然全すべては拭き取れなかった。

　だが、藍葉のときに言ったように、拭けるような布は持っていなくて。

「悪い。僕、今日はたまたまそういうの持ってなくて──」

「じゃ、じゃあ、その……ゆ、勇也さんが直接舐め取ってくれませんか？」

「は、はぁ!?」

　夜宵が頰を赤らめて口にした言葉に、勇也は驚きよう愕がくの声を発した。

　だけれど、冗じよう談だんではないらしい。服をはだけて胸元を大きく露ろ出しゆつすると、夜宵は顔を背そむけながら胸を差し出してくる。

「で、でも、舐め取れって言われても……」

「ほ、ほら早くしてくださいっ。どんどんと谷間の奥に流れていっちゃいますからっ。それとも、勇也さんは私の身体なんて──」

「わ、わかったよ。舐めるから。だから、そんな目は向けないでくれっ」

　再び縋すがりつくような視線をされて、観念すると、勇也は夜宵の胸元へと顔を近づけた。

　甘い匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　だが、藍葉がお菓か子しのような甘い匂いだとすれば、夜宵のは何かを狂くるわせるような甘い蜜みつだった。頭に靄もやがかかったようになって思考力を奪うばわれ、勇也はゆったりと舌で舐めとっていく。

「んっ……いいですよ、勇也さん。上手です、いっぱい舐めとってくださいね」

　クラクラと頭が揺ゆさぶられる。陶とう酔すい感とそれに抗あらがうような頭痛。何かがおかしい。直感でそう思ってしまっても、夜宵に優やさしく頭を撫なでられればその思考も吹ふき飛んだ。

　夜宵の言葉に誘ゆう導どうされるように、勇也は舌でクリームを食べていく。

　気がつくと、夜宵は最初よりももっと肌を露出していた。キャミソールに隠かくれて黒のブラの端はしがちらりと見える。勇也は流れ落ちていくクリームを追って、舌でぷるりとした胸の表面を滑らせていって。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が響ひびく。




【恋愛磁場装そう塡てん率：60％】




　またもや、藍葉とは比べるまでもない高数値。

　白銀の腕うで輪わに表示されたその数字に、勇也は驚愕して目を見開いて。

　しかし、夜宵の猛もう攻こうはそこで終わらなかった。

「ゆ、勇也さん動かないでくださいね。顔についたクリームを取ってあげますから」

　優しい手つきで勇也の顔を持ち上げると、夜宵は頰ほおを染めながらもゆっくりと顔を近づけてくる。そのクリームはどうやら唇の端についているようだった。藍葉と同じようにそのクリームを舐め取ろうと、夜宵も艶つややかな唇から舌をちょろっと出して。

「ちぇ、チェンジです、白石さん！　それ以上は駄だ目め！　ストッッップ！」

　叫さけびながら、割り込んできたのは今度は藍葉の方だった。

　藍葉は黒服の男たちを躱かわして来たらしい。背後から男たちに追われながらも大きく跳ちよう躍やくすると、勇也と夜宵の間に割り込もうとしてくる。

　だが、その寸前、黒服の男たちが跳躍する藍葉の靴くつの片方を何とか摑つかんだ。

　藍葉はバランスを崩くずすと、靴がすっぽ抜ぬけて空中で一回転する。その足の踵かかとが吸い寄せられるかのように、勇也の頭部へと迫せまっていって──

「あ」

　ゴスッ！　藍葉が間の抜けた声を発した瞬間、その踵が勇也の頭部に炸さく裂れつした。

　何でこんなことに──と思いながら、勇也は頭をぐらりと揺さぶられて。

　直後、目の前が暗くら闇やみに塗ぬり潰つぶされた。




　　　　　　　◇




「…………」

　額に何か柔らかい感かん触しよくがする。

　勇也が意識を覚かく醒せいさせてゆっくりと瞼を開くと、藍葉の顔がびっくりするぐらい近くにあった。

　互たがいの視線が交こう錯さくする。

　刹せつ那な、藍葉はばびゅーんと音が出そうなほど早く顔を遠ざけた。

　次いで、何な故ぜか勇也の額を服の袖で念入りにゴシゴシと拭ってくる。

「……どうしたんだ、お前？　僕の額に何か付いてたのか？」

「そ、そうですね！　ちょっと汚れていたっていうか、湿っちゃっていたので拭いてあげてるんです！」

「はぁ？　まあ、それはありがとよ」

　いまいち要領を得ないまま、勇也は取り敢あえず感謝を口にした。

　そこでようやく首を動かして、勇也は藍葉に膝ひざ枕まくらされていることに気づいた。

　どこかの公園のベンチのようだった。競技会場の近くなのだろうか。どこからか喧やかましい歓かん声せいが響いてくる一方で、公園は静せい寂じやくに満ちていた。上空は真っ暗で、その中心で青白い月が皓こう々こうと光り輝かがやいている。

　どうして、こんなことになっているのか。思い返そうとするが、夜宵との第一競技の途と中ちゆうから何故か記き憶おくが曖あい昧まいになっていた。

「……いったい何があったんだっけ？　なんか妙に頭が痛いし。なあ、蒼宮。なんで、僕がこんなことになっているか知ってるか？」
















「え、な、なんで、こんなことになってるかですか？　そ、それはですね……そう！　あれです、先せん輩ぱい！　第一競技の間に、先輩が白石さんの胸に興奮しすぎて鼻血をどばーっと出しながら倒たおれてしまったんですっ。もう凄すごく大変だったんですから、後処理をするの」

「そ、そうか、そんなことがあったのか。……蒼宮に蹴けられる夢を見たから、てっきり僕はまたお前のせいで意識を失ったのかと思ったんだけど」

「そ、そんなわけないじゃないですかっ。しっかりしてください、先輩っ。白石さんの胸のせいで、まだ頭が狂ったままなんじゃないですかっ」

「いや、胸にそんな効力ないだろ」

　冷静に突つっ込こんで慌あわてて、勇也は起き上がろうとする……が、数センチばかり頭を上げるのが限界だった。意識を失う前によっぽど手痛い一いち撃げきでも食らったかのようだ。

　藍葉が労いたわるように声をかけてくる。

「別に、すぐに起き上がろうとしなくてもいいですよ。少しだけなら、先輩に藍葉の膝を貸してあげますから」

「……ごめん、悪いな」

「気にしないでください。元はといえば、藍葉のせい……じゃなくて、あれだけ盛せい大だいに倒れたら辛つらいでしょうし。それに、その……先輩にはいつも迷めい惑わくばっかりかけてますから」

「どうしたんだ、お前？　なんか妙に優しくないか？」

　非常に珍めずらしい藍葉のしおらしい態度に、勇也は眉まゆをひそめる。

　すると、藍葉はむぅと唇くちびるを尖とがらせて勇也の頰をぐりぐりと指で押してきた。

「べっつにー、優しくなんかありませんし。いつも通りですよ、いつも通り。ただ……白石さんみたいに、藍葉は先輩を喜ばせたりできませんから。あんなに恋愛磁場を平均的に発生させることもできませんし」

「蒼、宮……？」

「藍葉、先輩のことは世界で一番わかっていたつもりだったんですけどね……まさか、あそこまで先輩が胸に弱いとは」

「ひっ！」

　慈じ愛あいに満ちた表情から一転。

　般はん若にやのように恐おそろしい相そう貌ぼうになった藍葉を見て、勇也は息を吞のんだ。

　ぐいぐいと、藍葉が容よう赦しやなく勇也の頰を抓つねってくる。

「そんなに大きい胸がいいんですか。そんなに胸を舐なめたかったんですか、この変っ態」

「痛いいふぁいいふぁい！　ち、違ちがうんだよ、あれは！　なんか甘い匂いのせいで、あんまり頭が回らなくなっちゃって」

「はっ？　匂いまで嗅かいだんですか、先輩？」

「これは言い逃のがれできねぇな！」

　藍葉の鋭するどい視線に負けて、勇也は自らの非を認めた。

　藍葉は苛いら立だたしげに、犬を乱暴に愛めでるが如ごとく勇也の髪かみをぐちゃぐちゃにし始める。

「ふんっ。言っときますけど、それ、出るところに出たら普ふ通つうにアウトですからね」

「わ、わかってるよ。……で、でも、あれ、あっちからやっていいって──」

「はっ？　何か言いました？」

「何でもありません、蒼宮様」

「本当にわかってるんですか、先輩は？　全然、学習していない気がするんですけど」

「面めん目ぼくございません、蒼宮様」

「それに、別に、あ、藍葉だって言ってくれればあれぐらい……」

「え、おっぱい触さわらせてくれんの!?」

「何でそういうときだけ察しがいいんですか！」

　カッと目を見開いた勇也に、藍葉が全力で叫んだ。

「この変っ態が！　触らせてあげるわけがないじゃないですか、ばか！　本当にそういうときだけ察しが良くなるとか、意味わかんないですけど！　このっ、このっ、このっ！」

「痛い、痛いから！　頼たのむから殴なぐるなって！　悪かったって、冗談だから！　なっ？」

「はっ、冗談なんですか？　藍葉のは触りたくないんですか？」

「僕にどう答えろと！　何言っても怒おこられるじゃねーか！」

「冗談ですよ、ばーか」

　さらりと言って、藍葉は勇也の額にデコピンをした。

「でも、先輩って変なことはちゃんと察するのに──大事なことは全然察してくれませんよね？　何が駄目なんですか？　頭ですか、耳ですか？　ちゃんと聞き取れてないんですか？　耳なら、藍葉が耳かきしてあげましょうか？」

「悪かったよ、それは……」

「本当に悪いと思ってるんですか？」

「ああ、思ってる」

「本当の本当ですか？」

「ああ、本当の本当だ」

　勇也が至し極ごく真ま面じ目めな表情で繰くり返すと、藍葉はふーんと疑わしげに見つめてきた。

　バニーガールの時と同じく、全くというほど信用されていない。

　照明灯がこの公園に少ないせいか、頭上の月が雲に隠れると辺りが真っ暗になった。藍葉の表情が影かげのせいで読み取れなくなってしまう。

　勇也が太ふと腿ももに頭を預けて公園を眺ながめていると、藍葉も同様に見ながら。

「ねぇ、先輩」

「なんだよ、蒼宮」

「いえ、呼んでみただけです。何でもありません」

「なんだよ、それ……」

「ねぇ、先輩」

「今度はなんだよ、蒼宮？」

　嫌いやがらせのように呼んでくる相方から視線を外して応じると、藍葉は呟つぶやくように。




「先輩、藍葉は……先輩のバディとしてそばにいてもいいんですか？」




「…………え？」

　呆ぼう然ぜんと声を漏もらすと、勇也は慌てて視線を戻もどした。

　だが、そこにはいつも通りの表情の藍葉しかいなかった。

　まるで幻げん聴ちようだったかのように。藍葉は小首をかしげて不思議そうにこちらを見てくる。

「どうかしたんですか、先輩？」

「い、いや、何でもない……」

　まさか本当に聞き間ま違ちがいだったのだろうか。答えが出せずに思い悩なやんでいると、本当にそう思えてきてしまって。勇也はそれについて言げん及きゆうすることはできなかった。

「じゃあ、そろそろ白石さんを探しに行きましょうか」

　それから、しばらく経たった後。うーんと背せ伸のびをしながら、藍葉が言った。

「先輩も回復したでしょうし。というか、どこまで行ったんでしょうね、あの人は」

「……そういえばそうだったな。夜宵はどこに行ったんだ？」

　夜宵、と口にしたときに、藍葉の顔が一いつ瞬しゆん歪ゆがんだような気がしたが、勇也が瞬まばたきした後にはその表情は消えていた。

　藍葉は答える。

「まあ、大したことじゃないんですけどね。先輩が飲む用の水を買いに行ったんです」




　　　　　　　◇




　白石夜宵は上じよう機き嫌げんで薄うす暗ぐらい通りを歩いていた。

　もう深夜といっても差し支つかえない時間帯である。そのせいか競技も終しゆう了りようしており、人ひと気けも少なくなっていた。数百メートル歩いていても、誰だれ一人として擦すれ違うことはない。

　手には水が入ったペットボトルが握にぎられていた。勇也のために遠くの自じ動どう販はん売ばい機きまで行って買ってきたのだった。もっとも、勇也と藍葉がいる公園のそばにもあったのだが、土と地ち勘かんのない夜宵は見つけられずに長い時間彷徨さまよってしまったわけだった。

　夜宵は公園へと急ぐために、ショートカットできそうな路地裏を直感で選んで進んで。

　──が、それははっきり言って、愚ぐ案あんだった。

　何故なら、路地裏には見るからに不良と思わしき男たちが数人いたからである。

　慌てて引き返すとするも遅おそい。夜宵の美び貌ぼうに気づいたのか、不良たちによって数秒もしないうちに取り囲まれてしまった。

　しかも、その男たちはお酒を飲んで酔よっているらしかった。

　臭くさい息を吐はき出しながら、不良たちは見るからに正常な思考ができてない様子で話しかけてくる。

「よう？　どうしたの、君？　迷まい子ご？」

「俺たちが家まで送っていってあげようかー？」

「す、すみません、先を急ぎますので」

　ぺこりと頭を下げると、夜宵は駆かけ足でその場から走り出した。

　正直、あまり好きな部類の男たちではなかった。面めん倒どうごとを起こさないようにと、夜宵は足早にそこから去ろうとする。

　だが、男たちがそうはさせなかった。

　痛みを感じるほど強く腕うでを摑つかんで、男たちは夜宵を引き止めた。

「や、やめてくださいっ！　こ、近この衛え兵を呼びますよ！」

「そんなこと言わないでさ、もうちょっと俺たちと話そうぜ。近くに俺の部屋があるからそこに行こうぜ。なあ、それぐらいならいいだろ？」

　語気が強まり、男たちの顔が近づいてくる。

　夜宵の細い腕から生み出される力では、男たちを振ふり払はらえない。それに加えて、相手が数人というのが駄だ目めだった。退路を断たたれてしまい、夜宵は窮きゆう地ちに立たされてしまう。

　そうして、男の腕が夜宵の服へと伸のびてきて──。




　　　　　　　◇




　じじっと音を立てて、夜道を照らす照明灯が点てん滅めつしてその光を弱める。

　明かりが心もとない路地裏を、勇也は藍葉と一いつ緒しよに歩いていた。

　だけれど、互たがいに一言も発することはなかった。なにか見えない壁かべでも出来てしまったかのように。普ふ段だんから勇也と藍葉は会話が常に途と切ぎれないほど喋しやべるわけではなく沈ちん黙もくもそれなりにあったはずだが、今だけは何な故ぜかその沈黙が痛かった。

　もちろん互いに話を振れば応じるのだが、どこかそれはいつもと違ってぎこちない。

　──と。

　前方から、酔よっ払ぱらいの不良っぽい男たち三人組が歩いてきた。

　足元が覚おぼ束つかないほど、すっかりできあがってしまっている。千鳥足で三人が三人ともを支え合いながら、狭せまい通りを歩いていた。

　勇也たちはその者たちにぶつからないように注意しながら、横を通り過ぎようとして。

「……？」

　擦れ違う寸前。その男たちの瞳ひとみを視界の端はしで捉とらえて、勇也は眉まゆをひそめた。

　その瞳に生気がなかったからだ。しかし、次の瞬間には瞳は元に戻っており、男たちは特に異変を見せることなく去っていく。

　もしかしたら、お酒を飲みすぎて意識が朦もう朧ろうとしているのかもしれなかった。

「あ、勇也さん。もう大だい丈じよう夫ぶになったんですね」

　不良たちが出てきた闇やみの向こうから、今度は夜宵がパタパタと現れた。

　その瞳に妖あやしい光が過よぎるが、それもほんの僅わずかな時間だけだった。夜宵の手には水が入ったペットボトル。それを買うために、わざわざ遠くまで行ってくれたらしい。

「はいっ。勇也さんどうぞ。一応、これを飲んでくださいね」

「ありがとな、夜宵」

　ペットボトルを受け取ると、勇也はふと背後が気になって振り返るが、そこには不良たちの姿はなかった。

「じゃあ、もう夜も遅いしそろそろ帰ろうか」

　その宣言に二人が頷うなずくと、勇也たちは帰路を辿たどる。

　数分経たった頃ころには、不良たちのことなど頭からすっかり忘れてしまっていた。







[image: 【第三章】　恋愛スクランブル]




　恋れん愛あい祭・二日目。

　朝の日光に照らされ、街中に水路が張り巡めぐらされた水の都・水みず神がみ島じまがキラキラと輝かがやいている。早朝から観光をしている外国人客も多いのか、城下町は人々で賑にぎわっており、人通りも徐じよ々じよに増え始めている。

　そんな中、勇ゆう也やは制服ではなく私服を着てカフェ街に向かって歩いていた。

　普段はトレーニングをしている時間帯だったが、今日だけは別だった。朝から待ち合わせをしている人物がいるからだ。

「あ、勇也さん！　こっちです！」

　勇也がカフェ街に足を踏ふみ入れると、大和やまと撫子なでしこな黒くろ髪かみ少女──夜や宵よいがオープンテラスとなっているカフェの一席から手を振っていた。

　夜宵の格好も近衛兵の制服ではなく、清せい楚そな印象を与あたえる白のワンピースだった。腕からは同色の小さな鞄かばんが下げられ、首元には黒の宝石が装そう飾しよくされたペンダントがかけられている。

　子犬のように駆け寄ってくると、夜宵は嬉うれしそうに笑えみを浮うかべる。

「勇也さん、おはようございます。今日は街の案内、よろしくお願いしますねっ」

「ああ。よろしく、夜宵。……でも、本当に僕なんかでいいのか？　僕だって、まだ何と言うか……この島に来たばかりで、あんまり慣れてるわけじゃないんだけど」

「私は勇也さんがいいんです。……それともご迷めい惑わくですか？」

「うっ」

　夜宵の潤うるんだ瞳。勇也はその目がどうにも苦手だった。

　何というか捨てられた子犬のように見つめられてしまうと、断りづらくなってしまうのだ。存外、自分は押しに弱いのかもしれなかった。

「め、迷惑ってことはないけどさ。というより、夜宵、お前仕事は大丈夫なのか？　あんまり天あま音ねと一緒にいないみたいだけど」

「それは、若わか竹たけ様が先に水神島に慣れた方がいいって言ってくださったんです。だから、恋愛祭の期間はまずはこの島のお勉強が最初ですね。だから、勇也さん、今日はお願いします」

「まあ、そういうことなら……」

　ぎこちなく頷いて、勇也は夜宵とともにカフェ街を歩いていく。

　どうして、こんなことになっているのか。

　それは昨日帰宅した後に、夜宵から「街の案内をして欲しい」という連れん絡らくがあったからだった。勇也のスケジュールとしては午後からは第二競技があったものの、午前中は時間が空いていたので了りよう承しようしたのだが──

「……んっ？」

　背後からの視線。

　ほとんど確信めいた直感で気づいて振り向く──が、予想に反して、勇也の背後には誰もいなかった。ただ顔も知らない人々が歩いているだけである。

　……誰かに見られてた？

　殺意こそなかったものの、背中に突つき刺ささるその視線はとても鋭するどいものだった。それこそ圧あつ倒とう的な実力者と対たい峙じしているときのような。もしかして、華か恋れんが言っていた〈カップル殺し〉という奴やつだろうか。

「……あの、勇也さん？」

　無意識のうちに、怖こわい表情でもつくっていたのだろうか。

　どこか怯おびえながらも声をかけてくる夜宵に、勇也は頑がん張ばって柔にゆう和わな笑みを向ける。

「いや、大丈夫。気のせいだったみたいだから。じゃあ、行こうぜ」

　何でもないと言うように手を振って、勇也は再び歩き出す。

　夜宵はその姿にほっと息を吐き出すと、慌あわてて後をついてきた。




　　　　　　　◇




　──危っっっな！　もうちょっとで見つかるところだった！

　先さき程ほど、勇也が視線を向けた場所のすぐそばにあるカフェの壁。

　そこにひっそりと息を潜ひそめながら隠かくれていたのは、変装をした藍あい葉はだった。

　普段はあまり被かぶらない帽ぼう子しに、部屋で書類などを読むときしか使わない眼鏡。それらを駆く使しして完かん璧ぺきに変装しているつもりだったが、視線までは誤ご魔ま化かせなかったらしい。勇也の危機察知能力は味方であると頼たのもしいが、敵側に回るととても厄やつ介かいな代しろ物ものである。

　何故、藍葉が変装して尾び行こうしているかというと──早朝、最近王城から割り当てられた寮りようの自室のカーテンを開けると、勇也が寮の敷しき地ちから出て行くのが見えたからだった。

　普段はこの時間帯はトレーニングをしているというのに、私服で外出するなんて怪あやしさ満点である。

　何かあるに違ちがいないし、何ならあの少女が関かかわっていてもおかしくない。

　そう女の直感で察知した藍葉は急いで着き替がえて、現在、城下町にいるわけだった。

　案の定、勇也と夜宵はいちゃいちゃしながら歩いている。

　これをデートと言わず、何と言うのだろうか。……藍葉だって、まだ勇也としたことがないのに。

　いや、藍葉からすればデートは何回もしたことがある。任務の最中に時間が空いて、二人きりで出かけるなんてことはよくあったものだった。勇也はそれをデート換かん算さんしていないようだったが。

　もちろん、いちゃいちゃ競技でデートはしたが──あれは競技だ。断じて、通常のデートとは違う。あんなのは、いちゃいちゃ訓練と何も変わらなかった。

「……むぅ」

　不満げに唸うなりつつも二人の背中を見つめると、思い出すのはあの天音の言葉だった。

　──カップルを一時的に解消して試ためすというのも、面おも白しろいかもしれませんわよ？

　天音の口調は冗じよう談だんのようだったけれど、勇也はそれを確かに可能性の一つとして捉えていたのだ。噓うそだ、そんなわけがない。勇也を信じたい気持ちが強かったが、こうして夜宵と二人きりでいる光景を見せつけられれば揺ゆらぐのも当然だった。

　……まさか、先せん輩ぱい、本当に藍葉とカップルの解消を……？

　藍葉が内心で不ふ穏おんな疑念に囚とらわれていると、不意に視界の端にある女性の姿が映った。

　明るい茶ちや髪ぱつの、モデル体型のような近衛兵隊長──柊ひいらぎ華恋である。

　華恋は一回りも幼い少年に声をかけてフラれている最中だった。

　最後に「先っぽ、先っぽだけでいいから……っ！」と言って縋すがりついていたようにも思えたが、きっと気のせいだろう。

　藍葉が呆あきれながら道みち端ばたに崩くずれ落ちている華恋へと近づくと、華恋は顔を上げて不思議そうに見てくる。

「あれ、藍葉ちゃんおはよう。こんなところでどうしたの？」

「いや、それ藍葉の台詞せりふなんですけど。華恋さんこそ、こんなところで何をしてるんですか？」

「見りゃわかるでしょ、極ごく秘ひ調査よ」

「どの辺がですか!?　どう見てもタダの逆ナンだったじゃないですか！」

「そりゃ外から見てればそうだったかもね。でも、極秘調査だもの。それっぽく調査をするわけにはいかないし、しょうがないから逆ナンっぽくやってただけ。私の趣しゆ味みとかそういうのじゃないから。逆ナンが一番合理的だったってだけで」

「そ、そうなんですね。藍葉がわからなかっただけで、華恋さんちゃんと調査をしてたんですね……ところで具体的には、どうやって調査をしてるんですか？」

「そりゃ極秘にホテルに連れて行って、あんな方法やこんな方法で聞き出すに決まってるじゃない」

「どこを極秘にしてるんですか！」

　想定の斜ななめ上の手段に、藍葉は全力で叫さけんだ。

「え、藍葉ちゃんは任務中に秘密にしないでホテルに行ける派？　その派は閥ばつも否定しないけど、お姉さん的には隠した方がいいと思うわよ。一応、任務なんだし」

「一応、任務ならそもそもホテルに行かないでください！　というか、藍葉はそんな派閥入ってませんし！」

「ところで、藍葉ちゃんはどうしてこんなところにいるの？」

　華恋が話を切り替かえるように訊たずねてくると、藍葉は視界から消えかかっている勇也と夜宵の背中を指差す。

　それだけで察したらしい。

　華恋は納なつ得とくしたような声を漏もらすと、ニヤッと笑って二人の背中を見つめる。

「なるほど、これは面白そうね。藍葉ちゃん、私もついていくわ」

「えっ、華恋さんもですか？」

「何よ、その不満そうな声。まあ、こういうのは本来どちらかに肩かた入いれするべきではないんだけどね。私的には夜宵ちゃんよりも、藍葉ちゃんを応おう援えんしたいの。なんか藍葉ちゃんを見ていると、私の青春時代を見ているようで放ほうっておけないのよね……」

「え、マジですか。それじゃあ、藍葉コールド負け確定じゃないですか」

「誰だれの人生がコールド負けよ。私の試合はまだ終わってないわよ、ただ大量得点されてるだけで。ここから逆転サヨナラ満まん塁るいホームラン打って、素す敵てきな恋こい人びとを捕つかまえるんだから」

「四点で足りるといいですね」

「じゃあ、二回打つわ」

　それは一回、別れているんじゃないんだろうか。

「とにかく、ちょっとぐらい手伝わせなさい。私は藍葉ちゃんの味方なんだから」

「華恋さん……」

「大だい丈じよう夫ぶ。ここで弱味を握にぎって勇也くんからいつか男を紹しよう介かいして貰もらおうだなんて、これっぽっちも思ってないわ」

「華恋さん……」

　ある意味ではいつも通りの華恋を、藍葉は目を半分にして見た。

「じゃあ、行きましょうか。安心しなさい、あなたにはこの尾行のプロ・柊華恋がついてるんだから勝利は約束されたようなものよ。男の情報を徹てつ底てい的に洗い出すために尾行を続けたこと五年、近衛兵に厄介になったこと二十回、裁判所に警告されたこと三回の、この柊華恋がね」

「もう不安しかないんですけど！」




　　　　　　　◇




　水神島のあちこちを巡めぐること数時間。

　一通り案内し終わって、勇也と夜宵は最初のカフェ街に戻もどってきていた。

　隣となりを歩きながら、夜宵がにこにこと満面の笑みを浮かべる。

「ありがとうございます、勇也さん。とっても楽しかったです。特に、ショッピングモールの下着コーナーで慌てふためく勇也さんは、ふふっ、とっても可愛かわいかったですよ？」

「心臓に悪いから止めてくれよ、あんなことは。……まあ、でも、楽しんでもらえたなら良かったよ」

　ショッピングモールでの出来事を思い返しながら、勇也は疲つかれ切った様子で言った。

　夜宵が興味を持っているというレストランで昼食を取ろうと、二人はカフェ街の奥へと進んでいく。

　──と。

　ある店てん舗ぽの前で、夜宵が不意に足を止めた。

　それは、カフェとアクセサリー屋が共同でやっているお店だった。このカフェ街ではそのような形態は珍めずらしくない。本とカフェ、動物とカフェ、小物とカフェなど様々な種類の組み合わせのお店があるのだ。

　夜宵の視線の先にはショーケースがあり、そこには多種多様のアクセサリーが陳ちん列れつされていた。気に入ったものでもあったのだろうか、と眺ながめていると、夜宵は視線を離はなしてこちらを向いた。

「すみません、勇也さん。さあ、行きましょう？」

「見なくてもいいのか？　別にちょっと立ち寄るぐらいならいいけど」

「そこまで気になるものじゃありませんから、大丈夫です。ただこれによく似たアクセサリーだなと思って」

　そう言いながら、夜宵が首元を触さわって取り出したのは黒の宝石で装そう飾しよくされたペンダントだった。所々に小さな傷があることから、恐おそらくかなりの年月使っているのだろう。

「へぇー。綺き麗れいだな、それ。夜宵に合ってるな」

「そ、そうですか。ありがとうございます。でも、実はこれ、随ずい分ぶん前に初はつ恋こいの人に貰ったものなんです」

「初恋の人？」

「はい、初等部の頃ころに付き合っていた……とは言い難にくいんですけど、仲が良かった男の子から貰ったもので。高いものではないんですけど、頑張ってお小こ遣づかいを貯ためて買ってくれたみたいで。だから、なんか妙みように捨てづらくて今でも時々使ってるんです」

「そっか、だからそんなに使い込まれた感じになっているんだな。多分、その人は喜ぶと思うぜ」

「そう、でしょうか」

「ああ、当たり前だろ。こんなに大切に扱あつかってもらって嫌いやがるやつはいねーよ。最近はその人に会ったりしないのか？」

「ええ、随分前にいなくなってしまったので」

「え、いなく──」

　しまった。無神経なことを言ってしまった。勇也が口をパクパクさせて己おのれの思し慮りよのなさを悔くやんでいると、夜宵は微笑ほほえんで手を小さく振ふる。

「気にしないでください。ずっと前のことですから。それよりも、す、すみません。勇也さんと一いつ緒しよにいるのに、初恋のことなんて話しちゃって」

「……それは別にいいんじゃないのか？」

　夜宵が僅わずかに頭を下げると、勇也は不思議そうに小首を傾かしげた。

「初恋なんて誰にでもあるものだしさ。そういう経験を積んで今の夜宵になってるんだから、別に話を聞きたくなかったりだとかそういうのはないよ」

「……勇也さんは優やさしいんですね」

　ポツリと、夜宵は消え入るような声で呟つぶやいた。

　ただその表情は嬉うれしそうというよりは、どちらかと言えば悲しそうで。

「でも、勇也さんは同じぐらい残ざん酷こくなんですね。たぶん、無自覚なんでしょうけど」

「……どういう意味だ？」

「例えば蒼あお宮みやさんが同じことを言ったら、勇也さんはどう思いますか？」

「えっ？」

　唐とう突とつに藍葉の名前を出されて、勇也は困こん惑わくした。

　藍葉の初恋相手。それを考えると、何な故ぜか心の中がモヤッとした。知りたいとも思ったし、同時に知りたくないとも思ってしまった。

　その表情から内心を見み透すかしたように、夜宵は薄うすい笑えみをつくる。

「そういうことです。これ以上は塩を送りたくないので、説明しませんけど。忘れてくださって結構ですよ。──さあ着きました、勇也さん」

　夜宵はにこっと笑って手を引くと、お洒落しやれなレストランへと連れていく。

　勇也が追つい随ずいして中に入っていくと、店内は幾いくつもの仕切りで分けられていた。このお店は全席カップルシートのみで完全個室になっているらしい。

　お店に入り案内された席は、Ｌ字型のソファが置いてある席であり、勇也と夜宵が腰こしを落ち着けると、肩かたが触ふれ合う程度には互たがいの距きよ離りが近かった。

「あの、勇也さんは何にします？」

　隣に座って、夜宵が微び笑しようとともにメニューを渡わたしてくる。

　メニューを受け取る際に、互いの指が触れてドキッとしてしまう。ちらっと隣を見ると、夜宵も照れ臭くさそうに笑いかけてきた。

　勇也はハンバーガーを、夜宵は抹まつ茶ちやアイスが添そえられたフレンチトーストを頼たのむ。

　店員さんがそれらを届けて去っていくと、夜宵は器用にフレンチトーストを一口サイズに切り、抹茶アイスをのっけてこちらに差し出してきた。

「はい、勇也さん。あ、あーんっ」

「え？　いや、でも……」

「私のあーんは嫌ですか……？」

「それズルくないか？　いい加減、わざとやってるってわかるからな」

　ここまで何度もやられていると流石さすがにわかる。

　勇也が指し摘てきすると、夜宵は捨てられた子犬のような顔をやめた。

「あと数回はこれで行けるかなと思っていたんですけど、残念です……」

「夜宵って意外と小こ狡ずるいよな」

「それだけ、勇也さんといちゃいちゃしたいってことなんですっ。それで勇也さん、私のあーんは嫌ですか？」

　今度は普ふ通つうに訊ねてくるが、声の裏には妙な圧力があった。

「嫌じゃないです」

「じゃあ、別に大丈夫ですよね。はい、あーん」

　夜宵が微笑とともに、抹茶アイスがのっけられたフレンチトーストを差し出してくる。

　──わかってますよ。抹茶味だけは止やめろって言いたいんですよね。先せん輩ぱい、何故か抹茶味が苦手でしたから。

　そこで何故か藍葉の言葉を思い出したが、それが脳のう裏りを占しめたのは一いつ瞬しゆんだった。

　夜宵の圧力に押されて、勇也は抹茶アイスごとフレンチトーストを食べる。

　……そのときに隣の個室でガタガタと音がしたが、何かあったのだろうか。

「どうですか、勇也さん？」

「どうって言われても……普通に美お味いしいと思うかな」

「それなら良かったです」

　そう、にこっと満面の笑みを向けられれば悪い気がするはずもない。

　それから食べ終わると、二人の前に食後のコーヒーが運ばれてくる。

　夜宵は早さつ速そくそれに手をつけるかと思いきや、鞄かばんをごそごそと漁あさって小さなポーチを取り出した。そこから何錠じようかの薬を手にすると、持参していた水とともに吞のみ込む。

「……何かの病気なのか？」

　薬が気になって思わず訊たずねるが、夜宵は胸の前で小さく手を振るだけだった。

「い、いえ、あんまり大したことではないんですけど……ちょっと、定期的に飲まなきゃいけないお薬があって」

「そうなのか、大変そうだな……」

　持病みたいなものだろうか。そう勝手に解かい釈しやくして、勇也は夜宵の体調を慮おもんぱかるような表情をつくった。

　夜宵が薬を飲み終わるのを確かく認にんすると、勇也はカップに触れながら口を開く。

「そういや、夜宵。この街を見回ってみてどうだった？　やっていけそうか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶそうですっ。皆みなさん優しそうですし。何よりも、この島はあの双騎士パラデインがいた場所ですから。私、実は双騎士の大ファンなんですっ」

「ごほごほっ！」

　勇也がちょうどコーヒーに口をつけようとしたタイミングで、聞き慣れ過ぎた語句が聞こえてきて盛せい大だいに咽むせた。コーヒーがズボンに零こぼれてしまい、黒い染しみをつくる。それを見やって、夜宵は目を丸くした。

「だ、大丈夫ですか、勇也さん？　火傷やけどとかしてませんかっ？」

「ちょっと温度が下がってたから、それは大丈夫だけど……まあ、この汚よごれも家に帰って洗せん濯たくすれば取れるだろ」

「だ、駄だ目めですよっ。放ほうっておいたら後で取りにくくなりますからっ。ちょっと待ってください、私がウェットティッシュで拭ふいてあげますねっ」

「や、本当に大丈夫だって。最近は良い漂ひよう白はく剤ざいだってあるし──」

「ちょっと邪じや魔ましないでください、勇也さんっ。集中してますのでっ」

　なんで、僕が怒おこられてるんだろうか。

　そんなことを胸中で思っている横で、夜宵は勇也の太ふと腿ももの間でシミ抜ぬき作業に精を出し始めた。夜宵は太腿に白く細い指をさわさわと這はわせながら、真しん剣けんな表情でウェットティッシュでコーヒーの水分を必死に取っている。

　……正直、夜宵の端たん整せいな顔が勇也の股また座ぐらに近づけられているせいで変な気分になりそうだった。時折、温かい息が吹ふきかかるので尚なお更さらである。

　頭から煩ぼん悩のうを追い出すために、勇也は頭上を仰あおぎながら夜宵へと声をかける。

「……なあ、夜宵。なんで双騎士のファンなんだ？　あいつら正直ロクでもない奴やつらだと思うけど」

「むっ。いくら勇也さんでも双騎士を馬ば鹿かにするのは許しませんよ。一度、双騎士伝説というお話を読んでみてください。二人の甘い恋こい模様がたっぷりと書かれていて、勇也さんも好きになると思いますよ？」

「そ、そうか。じゃあ、気が向いたら読んでみるよ……」

「はい、ぜひっ。私、あの二人のような恋れん愛あいが理想なんです。物語なんですけど、あの二人の恋は本物って感じがしますから……現実の恋と違ちがって」

「夜宵？」

　いつの間にか、夜宵の手は止まっていた。

　不ふ穏おんな空気を感じて思わず声を発すると、夜宵はハッとしたように顔を持ち上げて。

「す、すみません、すぐに拭きますね……ところで、どうして勇也さんは上を向いてるのでしょうか？」

「い、いや、何でもない。気にしなくていいから──」

「そうですか？　あ、もしかして……」

　何かに気づいたように、夜宵の視線が先さき程ほどまで近くを触さわっていた股座に注がれた。

　直後、夜宵は悪戯いたずらっ子のような笑みを小さくつくる。

　すると、今度は意図的に勇也の太腿に大だい胆たんな手つきで触れてきながら、僅かに照れたような表情で話しかけてくる。

「ほ、本当に気にしなくていいんですか？　勇也さんの、この、足の付け根あたりが何かおかしなことになってる気もしますけど……私、太腿を触って拭いていただけですよ？　なのに、勇也さんは何を考えているんですか？」

「何も！　何も考えてないから！　だから、その太腿の手は止めて！　ねっ！」

「本当ですか？　私、勇也さんが望むことなら何でもしますよ？　……もちろん、勇也さんが自分の口でお願いしてくれたら、ですけど」

　勇也の太腿に臀でん部ぶをのせて、夜宵が擦すり寄ってくる。

　興が乗ってきたのか、普ふ段だんからはあまり想像できない大胆な行動だった。白魚のような指で顎あごを撫なでて唇くちびるに触れてくる。瞳ひとみは妖あやしく輝かがやき、キスするほど顔を近づけてくる。それによって、夜宵の胸が勇也の胸むな板いたで柔やわらかそうに形を変えた。

「や、夜宵？　いったいどうしたんだ？　なんか変だぞ？」

「そうですか？　変なのは勇也さんの方だと思いますけど、びくびくと身体からだを震ふるわせますし。そんなにくすぐったいですか、私の手」

「そ、そうじゃなくて──」

「それとも何かお願いしたいことがあるなら、勇也さんのお口でちゃんとおっしゃってください。ほら、何かあるんじゃないんですか？」

　夜宵は陶とう酔すい感を与あたえる蜂はち蜜みつのように甘くとろけた声で囁ささやきかけてくる。首元から僅かに輝く黒い宝石のペンダントが零れ落ちる。

　だが、その一方で襲おそってきたのは強きよう烈れつな頭痛だった。

　まるで、何かに抗あらがうようにズキズキと痛みが頭の中に広がる。第一競技と同じように何かおかしいと本能が脳のう裏りで囁きかけて。

　と、瞬間。

　ドタバタドンッッ！

　盛大な音とともに、二人の女性が個室スペースに雪な崩だれ込んできた。

　状じよう況きようから判断するに、扉とびらに張りついてこちらの光景を覗のぞいていたが──体重をかけすぎたせいで扉が開いてしまって、部屋に転がり込むことになってしまったらしかった。しかも、その女性二人はよく見知った人物だった。

「蒼宮と柊……？　いったい、どうしたんだ？」

　夜宵と密着した状態で、勇也は驚きよう愕がくの声を発する。

　藍葉はガバッと起き上がると、涙なみだ目めでグズッと鼻を鳴らして。

「先輩なんて──先輩なんて、夜宵さんと一生爛ただれた生活を送っていればいいじゃないですか、ばか！　藍葉知ってるんですからね！　最近、先輩の携けい帯たい端たん末まつに黒くろ髪かみ美少女の画像フォルダができたことぐらい！」

「ちょ、ちょっと待て！　お前、何で知ってんの!?　じゃなくて違うからな！　おい、誤解したまま走っていくな！　本当にあのフォルダは違うからな！」

「最っ低ね、黒くろ峰みねくん」

「おい、柊も何でそんな視線を向けてくるんだよ！　本当にあれは違うから！　ちょっとあれがあれしてあれしてるけど、そういうのじゃないから！」

　勇也は叫さけぶが、二人には届かなかった。

　突とつ入にゆうしてきたときと同じぐらい唐とう突とつに、二人は個室スペースから消えていく。

　そうして遅おくれて気づく。あの陶酔感や頭痛はなくなっていた。目の前の夜宵からも妖よう艶えんな雰ふん囲い気きは消えて元に戻もどっている。

　おずおずと、夜宵は訊ねてくる。

「……携帯端末に黒髪美少女の画像フォルダがあるんですか？」

「…………それについては触ふれないでください」

　勇也は泣きそうな声で言った。
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　──先輩の、ばか。

　もう何度繰くり返しただろうか、その言葉を。

　勇也と夜宵がいちゃいちゃしている姿に耐たえきれなくなって、藍葉はレストランから逃にげていくところだった。華恋と尾び行こうをするのは良かったが、二人がデートしている姿を観察するのは身が千ち切ぎれそうな思いだった。

　二人がレストランの個室に入ってからは、それは益ます々ます酷ひどくなった。

　隣となりの個室に潜せん入にゆうできたが、聞こえてくるのは嫌いやな言葉ばかりで。僅わずかな隙すき間まから見えたのは、勇也が自分以外といちゃいちゃする姿で。挙句の果てに、互たがいに身体を押し付けあって。それを直視することができず、藍葉は華恋を置いて街中を走っていた。

　やがて疲つかれてしまい、ゆっくり減速すると立ち止まる。

　街中に張り巡めぐらされた水路の水面みなもには、自分の不細工な顔が映っていた。とてもじゃないが他人に見せられるものではない。服の袖そでで顔を拭ぬぐって顔を上げる。

　惨みじめだと、藍葉は思った。

　今まで大好きだった先せん輩ぱいを追いかけて。その隣は自分のものだと主張し続けて頑がん張ばってきて。なのに、今は最近出会ったばかりの少女にその席を取られようとしている。

　数時間後には、二つ目のいちゃいちゃ競技が控ひかえていた。

　だけれど、このままではとても参加できる状態ではなかった。藍葉は俯うつむきながらゆったりと歩く。こうして停てい滞たいすることで、次のいちゃいちゃ競技の開始時間も遅れて欲しいと願うように。

　顔を上げると、藍葉はいつの間にか病院の敷しき地ち内に入り込んでいた。

　白はく亜あの建物の前に色いろ鮮あざやかな芝しば生ふが広がっている。藍葉は目的もなくふらふらと歩くと、ベンチを見つけて座り込んで呆ぼう然ぜんと景色を眺ながめる。

　と。

「あれ、蒼宮様じゃありませんか？」

　そう声をかけられて視線を持ち上げると、前方にいたのはほんわかとした雰囲気を持つ女性近この衛え兵──花はな百ゆ合りゆりだった。未来に来たときから度たび々たびお世話になっている女性近衛兵であり、暴走する華恋の手た綱づな役でもある人物である。

　花百合は病院の車くるま椅い子すを静かに押していた。

　そして、それに乗っていたのは──

「夕ゆう日ひ、さん……」

　掠かすれた声で、藍葉は車椅子に腰こし掛かける少女へと囁きかけた。

　一週間に一度程度はお見み舞まいに行っているが、太陽の下で見る彼女は痛々しかった。以前に比べれば腕うでは瘦やせ細り、肌はだの病的なまでの白さが際きわ立だつ。夕日の目の焦しよう点てんは合っておらず、ぼんやりと宙を眺めていた。

　そういえば、花百合は夕日の世話役にも任命されていたのだった。

　何となく走ってやってきたここも改めて見てみると、先月の魔ま王おう戦以降、夕日が入院している病院でもあった。

　かつて完かん璧ぺきであり憧あこがれた少女を見て、藍葉は唇を嚙かむ。

「……夕日さんはもう大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「はい、身体は大丈夫みたいですよ。専門の先生によると、魔族化の影えい響きようはもうほとんどないらしいです。それでも、摩ま耗もうした意識が復活するにはもう少し時間がかかるみたいですが。この方は最後まで戦っていたようですから」

　慈いつくしむように、花百合は夕焼けの色の長ちよう髪はつを撫でた。

「あるいはまだ戦っているのかもしれません。今でも力が抑おさえきれなくなるときが時々あるようですから。先生も『もしかしたら、普段はこの子が頑張って力を制せい御ぎよしているのかもしれない』とおっしゃっていましたよ」

「制御、ですか」

　驚愕して目を見開きつつ、藍葉は車椅子の少女へと視線を移した。

　まさか、本当にこの女性はまだ戦っているのだろうか。

　弱まったとはいえ、恐おそらく完全に魔王の力が失われたわけではない。だとすれば、それが発現しないように無意識下で抑え込んでいたとしても不思議ではなかった。

「はっ。なんですか、それ……」

　笑いながら、藍葉は残ざん骸がいだと勘かん違ちがいしていた女性を見下ろした。

　しぶとい。あまりにもしぶとい。普ふ通つうなら死んで終わりでもおかしくないのに。諦あきらめてもおかしくないのに。勝てるかどうかわからない勝負に無様に挑いどむ姿は──まるで、誰だれかのようではないか。

「……蒼宮様、大丈夫ですか？」

　藍葉の異変を感じ取ったのか、花百合が怖こわ々ごわと訊たずねてくる。

　けれど、その一方で、藍葉の気持ちは晴れやかになっていた。

　戦え。彼女にそう背中を押されている気がした。

　ああ、そうだ。ちょっと可愛かわいいだけの少女が勇也とちょっといちゃいちゃしていた程度で、何を落ち込んでいたのだろう。

　性格が優やさしくて「女の子」っぽい？　自分の性格の悪さを自覚させられる？　はっ、それがどうした。最初から、自分の性格が悪いことなんて知っているじゃないか。他人の幸せを蹴けり飛ばしてでも、自分が幸せになろうとする。他人が狙ねらっていようが、それよりも早く自分に必ず惚ほれさせる。それこそが、蒼宮藍葉じゃないのか。

「……ありがとうございます」

　意識があったら絶対に言わない感謝を囁いて、藍葉は花百合にぺこりと頭を下げて駆かけ出した。

　力強く拳こぶしを握にぎって、いちゃいちゃ競技が開かい催さいされる会場に向かう。

　不安がないわけではないが、逃げるという選せん択たく肢しはもう頭の中から失われていた。

　あの少女に勝つ。

　頭の中にはそれだけしかなかった。

　しかし、いったいどうすればあの黒髪少女に勝つことができるだろうか。

　恐らく、いつも通りでは駄だ目めだろう。もっと、こう普段とは違ちがった一面を見せる必要があるに違いない。勇也が思わず視線を向けてくれるような──視線が惹ひきつけられるようなことをするべきである。

　藍葉はかつてない速度で思考を巡らせながら、街を走り抜ぬける。

　その最中で──

「……コスプレ店？」

　藍葉は最善の一手に相応ふさわしいお店を見つけた。
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　夜宵と別れた後、黒峰勇也は街中を歩きながら真しん剣けんな表情をつくった。

　胸中には、不安が渦うず巻まいていた。

　第一競技と先さき程ほどのレストランで覚えた彼女への違い和わ感。彼女と一いつ緒しよにいるときの、あの陶とう酔すい感とそれに抗あらがうような頭痛。喉のどに魚の骨が引っかかった程度のちぐはぐな感覚。どうにもそれが気になってしまい、勇也は携帯端末を起動した。

「ああ、若竹か」

　お目当ての人物と通話が繫つながると、勇也は念のための手を打つ。

　彼女を信じたい。そんな溢あふれる気持ちとほんの僅かな疑念をこめて。

「夜宵に関して少し頼たのみたいことがあるんだけど」
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「えっ、ついにカップル殺しの被ひ害がい者が見つかった？」

　城下町の大通り。一メートル手前は歩行者天国となっている道で路ろ駐ちゆうした車両に体重を預けながら、柊ひいらぎ華か恋れんは携けい帯たい端たん末まつで連れん絡らくを取っていた。

　相手は、街中を見回っている近衛兵である。

　現在、近衛兵は大きく分けて三つの部隊に分かれていた。

　一つは、恋れん愛あい祭におけるトラブルがないか市中を見回る部隊。もう一つは、王城を警備する部隊。もう一つは、若わか竹たけが命じた極ごく秘ひ任務──カップル殺しに関する調査を行っている部隊だった。

　もっとも規模が桁けた違ちがいに大きいだけで、カップル殺しはカップルを別れさせるだけの迷めい惑わく者である。そのため、近衛兵の中でも割さかれている人数は非常に少なかった。

　しかし、この恋愛祭において、カップル殺しの動向は不自然なほど感じられない。

　例年、必ずと言っていいほど現れてはカップルの絆きずなを破は壊かいしていくというのに。今回の恋愛祭ではその尻尾しつぽすら出さないのだ。それが余計に不気味で。だからこそ、若竹から極秘任務が出されているのだった。

　そして、今日、その被害者が初めて現れたのだ。

　携帯端末の向こうにいる近衛兵に、華恋は問う。

「教えて。いったい、どんなカップルが被害にあったの？」

《それが隊長、不良っぽい男三人組なんです。カップルというよりは、ハーレムなんですかね……取り敢あえず、恋愛磁場ラブパワーが全く発生できない状態まで追い込まれているようです》

「……男三人組？　いったいどういうこと？　いや、そういうのを否定するわけじゃないけど。というより、カップル殺しは何がしたいの？」

　意図が読めず、華恋は眉まゆをひそめた。

　勝手な憶おく測そくだが、カップル殺しはラブラブなカップルを妬ねたましく思っているから別れさせているのだと思っていた。ということは、男三人組に嫉しつ妬と？　否定はしないが、考え難にくいのも確かだった。

　一通り報告を聞き終わっても、華恋は頭を悩なやませる。

　だが、それはカップル殺しの動機だけではなかった。もっと重要な問題が華恋の前に立ちはだかっていたからだ。

　華恋は辺りを見回しながら呟つぶやく。

「……いったい、天あま音ね様はどこに行ったのよ」
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「……ふぅ、流石さすがにもう撒まけましたわよね」

　城下町の大通り。奇くしくも、華恋とは反対側の歩道。

　人ひと混ごみに紛まぎれながら顔を隠かくすように覆おおっていたフードを取ると、この水みず神がみ島じまの王女様──金こん剛ごう天音は自由を味わうかのように、大きく伸のびをした。

　恋愛祭を直接見たいがために、王城から抜け出してきたのだ。

　そのため、天音の周囲にはいつも警護してくれている護衛がいない。最後まで天音を追いかけていた護衛の一人も、つい先程アクションスターばりの果か敢かんな行こう為いをすることによって、街中に放り出してきたばかりだった。

　普ふ段だんはドレスを着ているが、今は動きやすい服装の上からパーカーを羽織っている。まさか、自分がこの国の王女だと気づく者は誰もいないだろう。

　機き嫌げんよく鼻歌を奏でながら、天音は人々で賑にぎわう通りを歩いていく。

　ああ、自由とは何と素す晴ばらしいものなのだろうか。

　元々、天音は自由気ままにあちこちを歩き回るのが好きだったのだが──若竹の帰き還かんによってそれもできなくなってしまったのだ。

　何でも、街中には危険人物がいる可能性があるかららしい。

　例えば、二次元嫁よめの騎き士し団のような。

　天音も直接彼らに会ったことはないのだが、その存在は流石に知っている。先月、魔ま王おう復活に関かかわっていた組織。そして、恋愛至上都市では禁書扱あつかいされている一部の二次元作品を蒐しゆう集しゆうしているテロリストだ。

　天音の印象は、彼ら──いや、藍あい葉はの報告からだと彼女らだったか──は、どちらかと言えば無害に近い。好こう奇き心しんの塊かたまりである天音からすれば、王城に囚とらわれる間に一度は出会っておくべきだったと後こう悔かいしているぐらいだ。

　だが、若竹から禁止されているのは勝手な外出だけではない。

　若竹が帰ってくる前に仕事としてやっていた、国政や近衛兵たちが担当する事件の調査からも外されてしまったのだ。

　まるで、普通の子供として振ふる舞まえと言われているかのように。

　現に、近衛兵たちはカップル殺しについて調査しているらしいが──それらに関する情報は一いつ切さい手に入れられていない。若竹が天音を事件から遠ざけるように命じているからだ。

　だが、天音にとって普通の学園生活なんて退たい屈くつ極きわまるものだ。

　そういう不満が積もりに積もった結果、外出禁止令を破って、天音は城下町に独断で遊びに来ているわけだった。

　城下町の所々では、既すでに三つ目のいちゃいちゃ競技の準備が開始されていた。

　確か、三つ目のいちゃいちゃ競技の一つは、カップルによる障害物競走だったはずである。スタートは港から始まり、都市の中心にある王城の正門をゴールとして目指していくのだ。だが、障害物はハードルなどではなく多た岐きにわたり──例えば、危険のない範はん囲いで恋愛銃ラブ・ガンを使用してロボットを倒たおすというギミックもあったはずである。

　大方、それの準備を事前にしているのだろう。

　人混みで視線の盾たてをつくりながらも、天音は横目で見て通り過ぎていく。

　それから歩くこと数分。

　様々な露ろ店てんが出店されている通りを見つけて、天音は目を輝かがやかせた。

　本の中の知識ではあるが、何というかとても「祭り」っぽい。食べ物を扱っているお店から、恋愛祭に一見関係なさそうな金魚掬すくいみたいなお店まで多種多様である。

　天音はパタパタと駆かけていき、恋愛祭の出店を堪たん能のうしようとする。

　だが、パーカーのポケットに手を突つっ込こんだところで、天音は自分がお金を持ってくることを忘れたことに気づいた。

「……何をやっているんでしょう、わたくし」

　最後の最後に大ポカしてしまったことにショックを受けると、天音は項うな垂だれながらとぼとぼと歩いて。

「おい、お嬢じようちゃん。もしかして金がないのか？」

　肩かたを叩たたかれ、振り向く。

　そこにいたのは、銀ぎん髪ぱつの中性的な少年だった。いや少女だろうか。恋愛祭ということで気分が高まりコスプレをしているカップルは多かったが──その中でも、この少女は異い彩さいを放っていた。

　その銀髪少女は下着が見えそうなほどのミニスカートのメイド服を着ており、胸下は大だい胆たんに開けられている。ちなみに、少年とも疑っているのは胸の存在が全く確かく認にんできないからである。明らかに年上なのに、下手すると自分よりも小さいかもしれない。頭にはどこかの出店で手に入れたのか、猫ねこのお面がつけられている。他にも戦利品っぽい品物があちこちにつけられ、何とも派手な様相となっていた。

　銀髪少女は小こ銭ぜに入れを振りながら、言う。

「もし良かったら、オレが何か買ってやろうか」
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　時間を遡さかのぼること数十分前。

　メイド服の銀髪少女──夢ゆめ月づきアリスはつまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせ、水神島の街中を歩いていた。

　二次元嫁の騎士団内部で、王城からの二次元作品奪だつ還かん作戦を立案していたのだが──作戦は準備段階に入り、アリスは何もやることがなくなってしまったのだ。

　特に今回は、王城のシステムを十分近く騙だますプログラムが必要となり、アリスにはプログラミングできるほどの知識はなかった。

　そういうわけで、アリスは団員の肩かた越ごしにモニタをうろちょろと見ていたのだが、どうやらそのせいで集中できなくなったらしく、団員たちから「アリス様は恋愛祭の出店でも見てきてはいかがですか？」と言われてしまったのだ。

　要するに「お前は邪じや魔まだからどっか行け」という遠回しのお荷物発言である。

「……オレ、リーダーなのに。あいつらオレのこと馬ば鹿かにしやがって、くそっ」

　だが、あの場において、アリスが何の役にも立たないのは事実だった。

　団員たちの中には二次元作品の電子コンテンツに違い法ほうアクセスをして、社会から追い出された者も多い。

　要するに、違法アクセスができる程度には情報や機械系に造ぞう詣けいが深いのだ。

　アリスはそういった者たちに目をつけて組織の一員としていったため、アリス程度の知識では太た刀ち打うちできないのは当たり前だった。

　しかし、リーダーである自分が蔑ないがしろにされるというのは面おも白しろくない。

　そんな鬱うつ憤ぷんを晴らすように、アリスは露店で散財する。

　そうして数十分が経過したところで、アリスはお店の前でうろうろする黄こ金がね色の髪かみの幼女を見つけた。

　それだけでもう琴きん線せんに触ふれたが、その幼女の相そう貌ぼうは驚おどろくほど可愛かわいいかった。

　少なくとも、自分の妹にして連れて帰りたいと思うぐらいには。

「おい、お嬢ちゃん。もしかして金がないのか？」

　気がついた時には、アリスは幼女の肩を叩いていた。

　小銭入れを振ってお金を持っていることを示しながら、アリスは言う。

「もし、良かったら、オレが何か買ってやろうか？」

「え、でも、そんなの悪いですし……」

「いいって、いいって。オレと少しだけ時間を潰つぶしてくれれば、それでいいから」

　やや強ごう引いんに幼女の手を引っ張って、アリスは露店を回っていく。

　無む垢くな幼女を騙して連れ回している気分にもなったが、まあ、それはそれである。

　ちゃんと報ほう酬しゆうも払はらうのだ。さして問題はないだろう。

「ところでお嬢ちゃん。何で一人でこんなところにいるんだ？　親とははぐれたのか？」

　こんな可愛い女の子が一人で歩いていたら、危険極まりないに決まっている。どこかの変態なテロリストがいつ襲おそいかかってくるとも知れないのだ。それを案じて保護者のことを訊たずねるが、幼女は僅わずかにむっとした表情をつくった。

「お嬢ちゃんじゃありませんわ。わたくしは、金剛……金こん野の天音ですっ。親とははぐれたわけじゃなくて……その、一人で遊んでいるように言われたんですわ」

「あー、天音ちゃんもそうなのか。実はオレもなんだよなー」

「あなたはお名前を何と言うのですか？」

「ん、オレ？　オレは……そうだな、アリスでいいよ。本当は夢ゆめ野のアリスっていうんだけどな。特別に、アリスって呼んでもいいぜ」

　まさか、この幼女から近衛兵に繫つながるわけはないだろうが、アリスは取り敢えず偽ぎ名めいを名乗っておく。

　もっとも、相手が幼女だからか凄すごく適当な偽名ではあったけれども。

「はい。ではそうお呼びいたしますわ、アリスさん……と、あれは何でしょうか？」

　初めて見たのか、天音があるお店の前で一層と瞳ひとみをキラキラと輝かせた。

　射的屋である。そこは玩具おもちやの銃じゆうにコルクの弾だん丸がんを詰つめて撃うつ形式のお店だった。棚たなには赤い布が敷しかれており、その上には色んな景品がのっている。

　天音の気持ちを察して、アリスは提案する。

「天音ちゃん、やってみるか？　オレが教えてやるからさ」

「……いいんですの？　で、では、お願いしますわ」

　天音が嬉うれしそうに微笑ほほえんで、ぺこりと頭を下げる。

　それだけで提案した価値があったが、アリスはにやけそうになる顔を必死に引き締しめながら、射的の説明を始めた。

　次いで説明を終えると、アリスは店主にお金を払って、天音に玩具の銃を持たせる。

「じゃあ、今、説明したみたいにやってみな。別に外してもいいからさ」

「わ、わかりましたわっ」

　気合十分という様子で頷うなずいて、天音は玩具の銃を構えて撃つ。

　けれど、初めてで緊きん張ちようしているせいか、景品には中々当たらなかった。

　天音が悲しそうにしているのを見て、アリスは苦く笑しようする。

「それじゃ駄だ目めだよ、天音ちゃん。もっとちゃんと狙ねらわないと」

「で、でも、わたくしだけじゃ上う手まく狙えなくて……そ、そうだ。アリスさん、わたくしを支えながら教えていただけませんか？」

「えっ、さ、支えながら？」

　支えながらというと、曲がりなりにも、天音に──スーパー可愛い幼女に触れてしまうということである。果たして、そんな素す晴ばらしいことが許されるのだろうか。美人局つつもたせの類たぐいすら邪じや推すいして辺りを見回すが、アリスの視界にはそれっぽい人は映らない。

　……え、いいの？　本当に触さわっていいの？

　アリスが内心で迷っていると、天音が視線で早くするように促うながしてくる。

　それに押されると、アリスは天音の後ろからおっかなびっくりハグするように覆おおい被かぶさって──あまりの幸せに昇しよう天てんしかけた。

　天音はとても小こ柄がらで、力強く抱だき締めると骨が折れそうなほど華きや奢しやだった。アリスが天音の手を支えながら銃を構えると、黄金色の髪からふんわりと心ここ地ちよいお日様の匂においがして陶とう酔すいしてしまう。慌あわてて首を振って邪よこしまな気持ちを追い出すが、心臓は早はや鐘がねを打ち、全く落ち着かなかった。

　アリスはガチガチに緊張しながら訊ねる。

「あ、天音ちゃんはどれが欲ほしいんだ？」

「あのキーホルダーですわ」

　天音が指差したのは、二つセットになったキーホルダーだった。それも可愛いんだか不細工だかわからないキャラクター付きのものである。

　しかし、天音が欲しいと言ったのだ。アリスとしてはそれが何であろうと、天音の要望であれば全力で取りに行くつもりだった。

　アリスと天音は一いつ緒しよに息を潜ひそめて、狙いをつける。

　そうして、

「や、やりましたわ！」

　乾かわいた音とともに、コルクの弾丸が見事にヒットしてキーホールダーが倒れた。

　店主から賞賛の声とともに景品を貰もらうと、天音はキーホルダーを一つとって渡わたしてくる。

「はい、これはアリスさんのものですわ」

「え、いいのか？　これ、天音ちゃんが欲しかったのじゃ……」

「元々はアリスさんのお金ですし、わたくしは一つで十分ですわ。それに、ほら、アリスさんとお揃そろいのものが欲しかったんです」

　にぱっと、天音が満面の笑みを浮うかべる。

　そんな可愛らしい彼女の姿に、アリスは不覚にもドキッとさせられて。

「う、うんっ。これ大切にするなっ」

　ぎゅっ、と。世界で一番の宝物のように、胸の前でしっかりと抱き締めた。







　それから何十分遊んだだろうか──

　天音が興味を向けたものを一通り回り終えると、アリスたちは通りに置かれていた机の一つを陣じん取どって向かい合って座る。

　天音は目をキラキラと輝かがやかせながら、露ろ店てんの食べ物の味を堪能していた。

　正直そこまで美お味いしいわけではないが、雰ふん囲い気きがスパイスになっているのだろう。

　その笑顔だけで、こっちがお腹なかいっぱいになり、更さらにお金を追加で払わなきゃいけない気持ちにさせられる。

「ところで、アリスさんも一人で遊んでいるように言われたのですか？」

　先さき程ほどの話を思い出したのだろうか。

　天音が話を振ふってくると、アリスは同意する。

「まあな。オレの場合は親ではなく……会社？　のメンバーにだけどな。オレに出来ることがなくなっちゃって。それで邪魔だから、外で遊んでろって言われたんだ」

「会社？　凄くお若く見えるのに、もう会社に入ってるのですか？」

「ちなみにただの一社員じゃないぜ。オレが社長みたいなもんだからな……ま、まあ、小さなベンチャー企き業ぎようだし。あんまり大したことないけどな」

　慌てて補足して大事にしないように振る舞まうが、天音はぶんぶんと首を横に振った。

「いいえ、とっても凄いと思いますわ！　普ふ通つうの人に出来ることではありませんもの！」

「そ、そうか？　へへ、そう言われるとやっぱ嬉しいな」

「ちなみに、その会社ではどんなことをされているのですか？」

「ど、どんなこと……？　そ、そうだな、色々とやってるけど、主には……そう、貿易とかだな。各国で仕入れた品を別の国で売ったりしてるんだ。後は人材派は遣けんサービスとかやってるぜ。エンジニアとか傭よう兵へい的なのを各国に貸し出したりしてな」

「へぇー、とても需じゆ要ようのありそうなことをされているのですね。尊敬してしまいますわ」

「そ、そうか？　でも、まあ……色々とあるから良いことばかりでもないんだけどな。何かといちゃもんをつけて、商売を邪魔してくる奴やつもいるしな」

　脳内で近この衛え兵たちのことを考えながらポツリと呟つぶやくと、天音は気き遣づかうような視線をこちらに向けてくる。

「……そうなのですか。世の中、酷ひどい方もいらっしゃるのですね」

「ああ。オレたちはただ世界に夢を届けたいだけなのに、それを良しとしない奴らがいるんだ。まあ、その分仕返ししてるけどな」

「その意気ですわ。そういう奴らには罰ばつを与あたえなきゃ、何がダメなんて理解しないのですから。……わたくしも同じような経験があるのでわかりますわ」

「え、天音ちゃんもオレと同じように会社を持っているのか？」

　思わぬ共通点を見つけて意気込んで訊ねると、天音は躊躇ためらいがちに頷く。

「ええ、ちょっと違ちがいますけど、似たようなものですわ。わたくしの場合、父様が立ち上げた企業を……受け継ついだって感じですわね」

「へぇー、そうなのか。具体的にはどんなことをしてるんだ？」

「そうですわね、わたくしのところも色々とやっているのですけど……しいて言えば、世界を救うお仕事でしょうか。大勢の困っている人のために色々とサービスなどを提供するのですわ」

「ははっ、大きく出たな。世界を救う仕事か」

「ほ、本当ですわよっ」

　抗こう議ぎするように頰ほおを膨ふくらませる天音。そんな姿もとっても可愛かわいい。

　怒おこられているのだろうが、それよりも先に口元がにやけてしまう。

「……でも、やっぱり邪じや魔ましてくる人もいっぱいいて。中々、上う手まくいかないことも多いですわ。大たい抵てい、そういう方は意味がわからないことを言ってきますし」

「やっぱ、そういう奴には一度ガツンとやってやんなきゃ駄目だと思うぜ。言葉でわかりあえないなら、とことん戦うしかないだろ」

「ガツンと、ですか。わかりました、次にその方たちに出会ったときには全力で叩たたき潰したいと思いますわ」

「ああ、その意気だ。オレもあいつらに会ったら、次こそはぶっ飛ばさないとだな」

「でも、これだけ似た境きよう遇ぐうだと、案外、わたくしたちどこかで一緒に仕事をしているかもしれませんわね」

「ははっ、そうだな。何だか初めて会った気がしないし。どっかで縁えんがあるのかもな」

　そう言って、アリスと天音は笑い声をあげる。

　だが、天音との談笑をいつまでも楽しんでいるわけにはいかなかった。

　そろそろ団員たちのために差し入れでも渡さないといけないだろうし、あまり長いこと外にいると心配をかけてしまうだろう。

　中身の少なくなった小銭入れを机の上に置いて、アリスは立ち上がる。

「じゃあ天音ちゃん、またな。お金はここに置いておくから、まだお店を回るなら使ってもいいぜ」

「そ、そんなの悪いですわ。お金も必ず返します。もし、良かったら連れん絡らく先を教えていただけませんか？　後日、お金をお渡しに行きますので」

「あー、それならここに電話してくれ。そうしたらまたこの辺でご飯でも食べようぜ」

　内心では、やったまた可愛い幼女に会えるぜーと歓かん喜きしていたが、それはおくびにも出すことない。

　いつも念のために持っている偽ぎ装そう用の名めい刺しの裏に、アリスは連絡先を書いて渡す。

「まあ、それ以外のときにも連絡してきていいぜ。この国にいつまでいるかわかんないけど、エンジニアから傭兵までいつでも人材を派遣できるからさ。そのときには世界は救えないけど──天音ちゃん一人ぐらいなら救ってやるよ」




　　　　　　　◇




「……蒼あお宮みやと夜や宵よいのやつ、中々来ないな」

　第二競技開始、二十分前。

　競技会場であるアリーナの中で、勇ゆう也やは腕うで時ど計けいを見ながら呟いた。

　競技開始が近いせいか、アリーナにはカップルたちが続々と集まり始めていた。

　いや、カップルというよりはハーレムだろうか。大きな団体が幾いくつも現れ、それほどカップル数が多いわけではないのにアリーナは人々で溢あふれかえっていた。

　藍葉と夜宵との待ち合わせ時間はとうに過ぎていた。

　競技開始の数十分前には集まっているはずだったが、どれだけ待てど、藍葉たちは一向に現れない。

　藍葉に関しては、心当たりは……あるといえばあった。

　もちろん、夜宵とレストランにいるときに藍葉が侵しん入にゆうしてきたことである。

　あのとき、藍葉は滅めつ多たに見せない涙なみだ目めで。珍めずらしく、普通の女の子のように取り乱していたことを覚えている。

「……やっぱ、あいつ怒ってたよな」

　藍葉の様子を思い出して、勇也がポツリと呟いたそのとき。

「先せん輩ぱい、遅おくれてごめんなさい！」

　背後からの声。

　聞き覚えのある相棒少女の声に、勇也はホッと安あん堵どの息を吐はき出した。

　開始十分前ではあったが、無事に間に合ったようだ。あと数分経たっても来なかったら連絡しようと思っていたので、ちょうど良いタイミングだった。

「すみません。ちょっと、コスプレ──じゃなくて、お店で色々と準備していたら遅おそくなっちゃいました。……というか、あれ？　先輩、いったいどうしたんですか？　ホッとしたような顔をしてますけど」

「ああ、いや、何でもない。ちょっと安心したってだけだから」

　パタパタと駆かけ寄ってくる足音に合わせて、勇也は背後を振り向いて。

　そうして、藍葉の姿を見る。




　何な故ぜか、バニーガールのコスチュームを着た藍葉の姿を。




「いや、お前がいったいどうしたんだよ！」

　本来であれば、土下座をして靴くつを舐なめることと天てん秤びんにかけられても絶対にしないであろう変態的な服装。それを平然と着ている藍葉に対して、勇也は全力で叫さけんだ。

　けれども、藍葉はバニーガール姿で不思議そうに見てくる。

「先輩、どうしたんですか？　突とつ然ぜん、そんな大声を上げたりなんかして」

「い、いや、そりゃ大声上げるだろ。えっ？　どうしたんだ、お前？　車に轢ひかれて頭でも打ったのか？」

「あ、もしかしてこれのことですか？　やっぱり挑ちよう戦せんしすぎましたかね。藍葉もやりすぎかなとは思ったんですけど」

「そ、そうだよ。急に変わったら驚おどろくだろうが。いったい、お前に何があったん──」

「やっぱり切りすぎましたかね、藍葉の前まえ髪がみ」

「そっちじゃねぇ！」

　前髪を気にするように触さわる藍葉に、勇也は突つっ込こんだ。

「お前の前髪なんて言われてもわかんねーよ！　そっちじゃない！　もっと劇的に変化したところがあるだろうが！　服だよ、服！」

「ああ、これのことですか。もぅ、先輩。ちゃんと言ってくれなきゃわかりませんよ」

「だとしたら、お前の頭も劇的に変化してるな。悪い方向に」

「冗じよう談だんですよ、冗談」

　藍葉がひらひらと手を振りながら言うが、混乱しないわけがない。

　よくよく見れば、藍葉の格好はかなりきわどいものだった。

　何故かピンッと立っている二つの黒い耳。制服以上に大だい胆たんに開かれた胸むな元もと。少しでも揺ゆれれば下着が見えてしまいそうなミニスカート。全体的に肌はだ色いろが多く、まともな神経の持ち主であれば、まず外で着られるはずのない服装だった。

　本当に、突然どうしたのだろうか。車に轢かれた程度じゃ説明がつかない。まだ、人格を丸ごと入れ替かえられたと言われた方が信じることができた。

　理解不能な現象に慄おののいていると、藍葉が胸を強調するように両りよう腕うでで挟はさみながら上うわ目め遣づかいに聞いてくる。

「それよりも、先輩。藍葉の姿を見て、他に何か言うことがありませんか？」




　　　　　　　◇




　──ううっー。これ、すっごい恥はずかしいっ！

　藍葉はわざと胸を強調するようなポーズを取りながら、胸中では羞しゆう恥ちに悶もだえていた。

　このバニーガールの衣い装しようこそが、藍葉なりの逆転の一手だった。

　色々と考えてみたが、勇也の視線を惹ひきつけるならこれが一番だった。第一競技の反応から察するに、これが最も効果的であると結論づけたのだ。それに加えて、この衣装が最も胸を露ろ出しゆつしているのも決め手だった。

　しかし、勇也はあまりの変へん貌ぼうぶりに困こん惑わくしているらしい。

　藍葉が上目遣いに質問すると、勇也は直視できないのか視線を逸そらして言ってくる。

「え……い、今のお前の姿を見て言いたいこと？」

「はい、先輩。今の藍葉に思うことがあったら、遠えん慮りよせずに言ってください」

「取り敢あえず病院に行ってきたらどうだ？」

「ぶち殺されたいんですか」

　藍葉は真顔で言い放った。

「そ、そういうのじゃなくて……もっと、こう、か、感想的なものないんですか？」

「か、感想？　そんなこと言われても……ま、まあ、いいんじゃないか」

「いい？　ってことは、やっぱり先輩こういうのが好きなんですね？」

　淫いん美びな笑みとともに、藍葉は胸を隠かくしている薄うすい布をくいっと少しだけ下げる。それだけで耳の端はしまで真っ赤にして穴があったら入りたい気分になったが、効果は抜ばつ群ぐんだった。

「お、お前何してんだよ！　やめろよ、そんなことするの！」

　顔の温度が急激に上がったのか、勇也が顔を染めて背そむける。

　その可愛かわいらしい反応に嗜し虐ぎやく心しんが湧わいてしまい、藍葉は更さらにからかいたくなってしまう。

　だが、一ひと先まずそこまでだった。

「お、遅くなってすみませんっ。準備に手間取ってしまいまして」

　そう言いながら、駆け寄ってきたのは夜宵だった。

　夜宵も勝負を仕し掛かけるつもりだったのか、普ふ段だんと異なり闇やみ色のドレスを纏まとっていた。両腕には同色のドレスグローブを嵌はめ、ヒールの高いドレスシューズを履はいている。

　夜宵は藍葉の格好を見ると、一いつ瞬しゆんだけ目を見開く。

　けれども、その格好から藍葉の勝負への覚かく悟ごを感じ取ったらしかった。夜宵が警けい戒かいするようにジッと見つめてくると、藍葉はその視線を真っ向から受け止めて言い放つ。

「藍葉、あなたには負けませんから」

「私だって負けませんよ、蒼宮さん」

　視線が交こう錯さくし、二人は互たがいにむむむっと睨にらみ合う。

　恒こう例れいのやり取りとなってしまったそれに、勇也は息を吐き出すと言う。

「じゃあ、揃そろったし行くぞ。そろそろ競技の開始だからな」




　　　　　　　◇




「……おい、ハーレム専用競技とか聞いてないぞ」

　スピーカーを通して説明されるアナウンサーの声を聞いて、勇也は思わずボヤいた。

　どうやら、このアリーナで行われる競技──〈いちゃいちゃクイズ〉はチェンジシステムを用いずとも、複数人の恋こい人びとが参加できるハーレム専用競技らしい。

　藍葉曰いわく「またチェンジシステムで邪じや魔まされたら嫌いやだ」らしい。

　ちなみに、この競技を選せん択たくした藍葉たちは少し離はなれたところで別の説明を聞いていた。

　どうやら、ハーレムの主あるじとその構成員では同じ競技でも行うことが異なるようだ。

「戸と惑まどっているようですね、黒くろ峰みねさん？」

　勇也が唸うなっていると、一人の美青年が声をかけてきた。

　全体的に「白い」という印象を抱いだく男だった。綺き麗れいな白はく髪はつに加えて、肌はだも血の気が感じられないほど白い。だからだろうか。深い真しん紅くの瞳ひとみは鮮せん烈れつにその存在を刻み込み、視線が惹きつけられてしまう。

　勇也が戸惑っていると、その美青年は微び笑しようを浮うかべる。

「失礼しました。私の名前は、ファリス──いや、それとも〈ハーレム王〉と言った方がわかりやすいでしょうか」

「は、ハーレム王って、もしかしてあの恋愛階級ラブランク・Ｓランクの!?」

「はい、そのハーレム王です。あなたのことは伺うかがっておりますよ、黒峰勇也さん。あの〈幼女聖母バツク・トウ・ザ・マザー〉が話していましたから」

　幼女聖母って誰だれだっけ……と記き憶おくを探さぐると、勇也は思い出す。

　あのロリとロリコンの犯罪カップルである。

　そういえば、あいつらも恋愛階級・Ｓランクの恋愛強者だった。もしかして、恋愛強者同士で交流があったりするのだろうか。

「様子を窺うかがう限り、黒峰さんはこの恋愛祭が初めてのようですね。もし、よろしければ私がこの競技をご説明しますよ？」

「そ、それはありがとうございます。……でも何で僕みたいな奴やつにそんなことを？　僕、言っときますけど恋愛階級低いですよ？」

「恋愛階級は関係ありません。ハーレムの主である時点で、私たちは同じ苦労を持つ者同士。なるべく助け合っていきたいのです。それに、ハーレムの主であると同性と友達になれる機会は少なくなりますからね。こうして、主あるじ友ともをつくっていきたいんです」

「なんでママ友みたいな言い方？　というか、僕、ハーレムの主になった覚えはないんですけど……」

「ご謙けん遜そんを。実際、二人の女性を手玉に取って遊んでいるじゃないですか」

「人聞きが悪いこと言うの、止やめて貰もらえます!?　違ちがうからな、偶ぐう然ぜんそうなってるだけで！」

「それに、一人の女性にはバニーガールの衣装を着させて競技に参加させるとは。中々こだわりが深い方とお見受けしました」

「あれも違うからな！　ただ馬ば鹿かが馬鹿やってるだけで、僕関係ないですから！」

「なんと、既すでに自らに考えさせて行動させる段階に入っていると。私ですら、昨年その領域に入ったばかりだというのに」

「お願いだから、人の話を聞いて！」

　勇也が敬語を捨てて叫ぶも、ハーレム王・ファリスには全く届いていないようだった。

　仕切り直すように咳せき払ばらいをして、ファリスは説明を始める。

「では、競技についてですが……まず一いつ般ぱん的なハーレム専用競技から説明しますね」

「はい、お願いします」

「ハーレム専用競技ですが、これらの競技はポイント倍率が低く設定されており内容も非常に難しいものばかりです。ですが、普ふ通つうの競技でチェンジシステムを利用しても、ハーレム内で割り込んだなどのいざこざを起こすこともありますから。対応措そ置ちとして、このような競技も用意されているのです」

「……まあ、うちもそのパターンですね。でも、それだと、このハーレム専用競技って不利ってことになりませんか？」

「そうとも限りません。ポイント倍率は低いですが、ハーレムが機能すれば恋愛磁場の発生は普通のカップルよりも効率的ですから。もっとも、それが一番難しいんですけどね。それで、この競技──〈いちゃいちゃクイズ〉に関してですが」

　言って、ファリスは別で集められたハーレムの構成員の集団を指差す。

「この競技では、ハーレムの主と構成員がどれだけお互いを知っているかということが問われます。つまり、互いの情報がクイズとして出題され、それを解答するのです。ハーレム主は自身の構成員に関する質問を、構成員は早押しでハーレム主の質問をそれぞれ答えなければならないといった具合に」

「……あー、だからさっき色々と聞かれたんですね」

　競技の説明と同時に運営の人からパソコンを渡わたされて、勇也は色々とアンケートみたいなものを回答させられていたのだった。その質問内容があまりにも多た岐きに亘わたるため、ちゃんと覚えていないが、かなり酷ひどい質問もあったように思える。

「恐おそらく、向こうの構成員も同じことをしているんでしょうね。そうやって、質問リストを作成して──クイズとして出題されるのです。それを解答して、その正答率で他のカップルと競きそうというのがこの競技の主なルールですね。……後、競技の説明と言えば、解答がわからなかった時には色々と取れる手段があるということでしょうか」

「手段、ですか？」

「はい。運営が用意した端たん末まつで連れん絡らくを取ったり、選せん択たく肢しを半分に減らすことができます」

「それどこのクイズ番組!?　大だい丈じよう夫ぶなの、そういうの使っても!?」

　勇也が震ふるえていると、いちゃいちゃクイズの開始を告げるブザーが鳴り響ひびく。

　ファリスは勇也の肩かたを叩たたくと、にっこりと笑う。

「お互い、ハレームの主として頑がん張ばりましょう。上う手まく解答できないと、構成員からネチネチと言われることも多いですし……さて、構成員１００人の質問にちゃんと答えないと」

「それ最初から負け決まってね!?」







　勇也がアリーナに用意されたステージの椅い子すに座ると、対面に藍葉と夜宵が腰こしを下ろした。同じようなハーレムの組がアリーナの至る所にある。ちなみに、ハーレム王・ファリスの目の前には百人の女性が座っており、かなりシュールな光景になっていた。

　勇也たちの目の前には、それぞれモニタと机が設置されていた。

　恐らく、ここに問題が表示されてタッチして答えていくのだろう。

　女性アナウンサーが勇也たちの側に立ち、声を張り上げて実じつ況きようしていく。

《さあ始まりました、いちゃいちゃクイズ大会！　ここでは、黒峰勇也さんのハーレムに挑ちよう戦せんしていただきます！　では、早さつ速そく行きましょう！　第一問、蒼宮選手に関するクイズです！》

　名前を呼ばれると、対面の席で藍葉がビクッと身体からだを震わせる。

　いったい何が来るかわからないが、一問目から落とすわけにはいかなかった。

　だが、夜宵はともかく、藍葉に関しての質問は答えられるだろう。なにせ、数年間は一いつ緒しよに行動しているのだ。だいたいの好みなどは把は握あくしているし、答えられる可能性は高いはずである。

　勇也が身構えていると、タラン！　という効果音とともに問題が読み上げられる。




《さて、問題です。この中で蒼宮選手が現在穿はいているパンツの色はどれでしょう。１　黒色　２　水色　３　白色　４　ピンク色　さあ、どれでしょうか!?》




「そんなもん、わかるかあああああああああああああああああ！」

　とんでもない質問に、勇也は全力で叫さけんだ。

　藍葉が顔を真っ赤にしながら言う。

「な、なんでこんな問題が出るんですか！　そ、そりゃ答えましたけど……あのアンケートってこれに使うためだったんですか!?」

《おーっと、蒼宮選手はよくわからずにアンケートに答えていたようです。しかし、黒峰選手、第一問から大苦戦か。これはハーレムの主としての真価が問われますよ》

「こんなんでハーレムの主の価値が決まるの!?　ハーレムの主って普通に知ってるもんなの、今日のパンツの色って!?」

《そうしている間にも時間は刻々と過ぎていきます！　どうしますか、黒峰選手？　救済措置を使いますか？》

「救済措置……？」

　反復しながらモニタを見ると、そこには四つの救済措置が用意されていた。ハーレム王・ファリスが説明してくれたものである。「50：50」、「通話」、「聴ちよう衆しゆう解答」、「確かく認にん」の四つ。それぞれ何となく意味はわかるが、最後の「確認」だけがちゃんと把握できなかった。……何を確認するのだろうか。

　しかし、最初から間ま違ちがえるのはやはり幸さい先さきが悪いだろう。

　となると、ここで使うべきなのだが──問題は、どの救済措置を使うべきかわからないということだった。

　取り敢あえず、直感で「確認」の方が正解率が高そうという判断で、勇也は「確認」をタッチしながら宣言する。

「ああ、救済措置を使う。『確認』だ！」

《黒峰選手、最初から『確認』を宣言！　これが吉きちと出るか凶きようと出るか！　それでは確認スペースに移動してください！》

「「えっ、移動？」」

　勇也と藍葉が異口同音に言った瞬しゆん間かん、黒服の男たちが唐とう突とつに両りよう脇わきから現れて強制的に引きずられていく。

　二人が連れて行かれたのは、薄うすい布で囲まれただけの円えん筒とう型のスペースだった。その中は、互たがいの身体が触ふれてしまうほど狭せまい。勇也と藍葉が戸惑っていると、女性アナウンサーの声が響く。

《さあ、確認スペースの中で存分に確認してください。もちろん、確認するか否いなかは自由ですが──制限時間があるので、確認する場合は早くしてくださいね》

「『確認』ってマジで直接確認するのかよ！」

　思わず大声を発してしまうが、今いま更さら撤てつ回かいできるはずもない。

　勇也は頭を搔かきながら言う。

「わ、悪い、蒼宮。こういうのだと思わなかったんだ。取り敢えず、制限時間いっぱいに適当にこの中にいて──」

「そ、それは駄だ目めです！」

　勇也は無む為いに使うことを提案するが、意外にもそれに反対したのは藍葉だった。

「先せん輩ぱいは聞かされていないかもしれませんけど……その、ハーレム専用競技っていうのは構成員の優ゆう劣れつが出てしまうんです。例えば、この競技だと、藍葉が先輩に関する問題を間違えたり──藍葉の問題が先輩に答えてもらえないと、白しら石いしさんに負けちゃうかもしれないんです」

「んなこと言われても……」

「それとも、先輩は藍葉の下着の色には興味がないんですか？」

　どこかムッとした表情で言ってくる藍葉に、勇也はたじろいだ。

　藍葉の手がゆっくりと動いて、スカートの生き地じを持ち上げていく。駄目だとわかっていても、勇也の視線は本能的に誘ゆう導どうされて動いてしまう。

　藍葉の服装はバニーガールではあるが、スカートタイプの珍めずらしい形である。そのスカートの丈たけは短く、ちょっと持ち上げるだけで下着が見えそうになっていた。

　耳の端はしまでほんのりと染めながら、藍葉が小こ悪あく魔まめいた視線を向けてくる。

「ほら、ど、どうなんですか？　せ、先輩は藍葉の、見たくないんですか？」

「ど、どうしたんだ？　今日のお前なんか変だぞ!?」

「あ、藍葉は見たいのかどうか聞いてるんですよ？　ほら、どうなんですか？」

　興が乗ってきたのか、藍葉らしくない態度で訊たずねてくる。

　これは答えないと解放されない。そう判断すると、勇也は明後日あさつての方向を見ながら消え入りそうな声で。

「……見たくないか見たいかで言えば、見たいです」

「よ、よくできましたね、先輩。じゃ、じゃあ、先輩にそこまで言われたら断れないですし……先輩はそこに座ってください。ちょ、ちょっとだけ見せてあげますから」

　言って、藍葉はスカートの端を摘つまんでゆるゆると上げていく。

　勇也が座って顔を上げると、徐じよ々じよにそれが姿を現していく。健康的な太ふと腿ももの奥、禁断のデルタゾーンが窺うかがえた瞬間、藍葉は唇くちびるを嚙かんで真っ赤な顔で手を止めた。

　淡あわい青色──クイズの形式で言うならば『水色』。その生地をしっかりと見せつけたところで、藍葉はずばばっと素す早ばやく衣服の乱れを直した。

「は、はいっ、これで終わりですっ。ちゃんと見えましたよね、先輩？」

「ああ！　ばっちり見えたぜ、水色のパンツ！」

「そ、そういうことは言わなくていいですから！　そ、それと、言っておきますけど、ここでの出来事は他の人には秘密ですからねっ」

「ああ、わかってるよ」

　勇也は真しん剣けんな表情で首を縦に振ふる。

　まあ、もっとも。




《黒峰選手『確認』の時間が終わりましたが、答えはどうでしょうか？》

「答えは２の水色だ！」

《解答は２の水色！　──正解です！　答えは２の水色！　水色でした！　黒峰選手、ちゃんと確認したようです！　黒峰選手は10ポイントを獲かく得とく！》

「先輩、何で正解するんですか！　正解したらバレるじゃないですか、ばか！」

「これクイズ大会なんだから仕方ないだろうが！」
















　正解したことで、秘密なんてあっさりとバレてしまったけれど。

　しかし、そうして始まったいちゃいちゃクイズ大会は熾し烈れつを極きわめた。

　例えば、




《では、続いて第二問！　黒峰選手に関するクイズです！　黒峰選手は人に見られたくないものを次のどこに隠かくすでしょうか！　１　ベッドの下　２　本ほん棚だなの裏　３　机の──》

「はい！」

《おーっと、蒼宮選手がここでボタンを押した！　解答をどうぞ！》

「２の本棚の裏です！」

《２の本棚の裏！　正解です！　蒼宮選手、10ポイント獲得！》

「ちょっと待て、蒼宮！　何でお前知ってるんだよ！　見たのか！　もしかして、覗のぞいたことがあるのか！」




《では、第三問！　白石選手に関するクイズです！　白石選手が勝負下着として愛用しているのは次のどれでしょうか！　１　黒のセクシー下着　２　クマのキャラクターがプリントされた下着　３　清せい楚そなレース付きの白の下着　４　何もつけない。さあ、どれでしょうか！》

「なんで、僕のときだけこんなクイズばっかりなんだよ！　もうこれ普ふ通つうにセクハラじゃねーか！　ああ、もう！　じゃあ、１の黒のセクシー下着で！」

「ゆ、勇也さん、私のことそんな風に思っていたんですね……」

「先輩、最っ低ですね」

「蒼宮、何でこういうときだけ普通の反応!?　もうお前がわかんねーよ！」

《解答は１の黒のセクシー下着！　──残念！　答えは４の何もつけないでした！　黒峰選手、ポイント獲得ならず！》

「いや、そっちの方が酷ひどくね！」

「た、ただ、勝負下着がないだけなんです！　勇也さん勘かん違ちがいしないでください！」




　──そのように展開して、ついにクイズは最終問題に突とつ入にゆうしていた。

　最も早はや、いちゃいちゃクイズ大会というか暴ばく露ろ大会になっていた。

　勇也、藍葉、夜宵は全力で答えていたせいか、机に突つっ伏ぷして荒あらい呼吸を繰くり返す。

　だが、その甲か斐いもあってか成績は僅きん差さで一位という最高のものになっていた。

《あとは最終問題のみ！　順位は黒峰ハーレムが一位ですが、その後ろからハーレム王が迫せまっています！　この最終問題を正解することができれば黒峰ハーレムが堂々の一位となりますが、間違えれば勝負はわかりません！　見所はそれだけではありません！　蒼宮さんと夜宵さんの成績も僅差であり、次の問題に正解した方が正妻に一歩近づくことになります！　さて、いったいどうなるのでしょうか！》

　女性アナウンサーの宣言で、藍葉と夜宵の間に視線の火花が散った。

　その光景を満足げに眺ながめて、女性アナウンサーは続ける。

《では、最終問題に行きましょう！　最終問題は黒峰選手に関するクイズです！　黒峰選手が一いつ緒しよにお出かけするなら、次の女性のうちどんな方でしょうか！　１　生意気だが気心知れた後こう輩はい女子　２　モデル体型の残念すぎるお姉さん　３　巨きよ乳にゆうな母性たっぷりの幼女　４　積極的な大和やまと撫子なでしこ的少女　さあ、どれでしょうか！》

「「な……っ！」」

　その質問には、藍葉と夜宵が両方とも息を吞のんだ。

　その表情から察するに、その質問にはそれ以上の意味が孕はらんでいるように見えているようだった。

「先輩の好みを考えると、２番ですけど、ちょっと華恋さんっぽいから有り得ないし。３番は巨乳ですけど、幼女だからなさそうですし……」

「珍しいですね。私も同意見です。つまり、１番か４番ということですね」

　藍葉と夜宵は思い悩なやむが、選せん択たく肢しの削さく除じよまで同じ意見のようだった。

　ここまでに、二人はそれぞれ「確認」以外の救済措そ置ちを全て使用してしまっていた。

　だからか、夜宵と藍葉は同時に最後の救済措置の使用を宣言する。

「私、救済措置──『確認』を使用します！」

「あ、藍葉もです！　『確認』を使います！」

《おおーっと、両選手ともここで最後の救済措置を使用した！　それでは、黒峰選手、白石選手、蒼宮選手の三選手は確認スペースに移動してください！》

　女性のアナウンサーの声で、勇也たちはいっぺんに確認スペースに放ほうり込まれる。

　だが、こんなのどうやって確認するつもりなのか。

　勇也が困こん惑わくしていると、藍葉と夜宵は互いに視線を合わせて意思の確認を行って。

　二人は同時にこちらを向くと、交こう互ごに言ってくる。

「じゃあ、今から先輩に確認しますね？」

「勇也さんが一緒にお出かけするなら、どんな女性がいいですか？」

「もちろん生意気だけど気心知れた後輩女子ですよね、先輩？」

「当然、積極的な大和撫子的少女ですよね、勇也さん？」

　ぴったり身体からだを寄せて左右から挟はさんでくると、藍葉と夜宵は耳元で囁ささやいてきた。

　右には、バニーガール姿できわどい格好をしている藍葉。

　左には、胸むな元もとが大だい胆たんに露ろ出しゆつされている闇やみ色のドレスを纏まとう夜宵。

　両サイドから迫ってくる二人を見て、勇也は唾つばを飲み込んだ。

　つまり、藍葉と夜宵はこう言っているのだ──一緒にお出かけしたい女性をこの中から選ぶなら、どっちがいいかと。

　しかし、そんなこと急に決められるわけがない。

　勇也が逡しゆん巡じゆんしていると、藍葉と夜宵が左右から再び囁いてくる。

「先輩、後輩女子に決まってますよね？　だって、気心知れてるってことはずっと一緒にいたってことですし。好みなんかも把は握あくしてますし、一緒にいて楽しいと思いますよ？」

「いえ、大和撫子的少女に決まってます。だって、勇也さん実は積極的な女の子がとっても好きですよね？　私が勇気を出してアプローチしたときにも凄すごく反応してましたし」

「いやいや、積極的なアプローチぐらい後輩女子にもできますから。となると、付き合いの浅い大和撫子よりも、付き合いの長い後輩女子が選ばれるのはむしろ必然です」

「じ、時間は関係ありませんっ。大事なのは愛の深さです。勇也さん、大和撫子的少女はとっても料理が上手ですよ？　一緒にピクニックに行ったら、きっと美お味いしいお弁当をつくってくれるに決まってます」

「あ、藍葉だって、その……お弁当は難しいですけど、先輩の大好きなおかずをいっぱい買って持って行きますよ！　もう先輩のことなんて手に取るようにわかりますから！　阿あ吽うんの呼こ吸きゆうですからね、どこぞの黒くろ髪かみ女と違って！」

「付き合いの長さだけアピールされても困りますよね、勇也さん？　長年一緒でも付き合ってみたら、上う手まくいかないってパターンはよくありますし。その点、私ならそんなことありません。どんな勇也さんでも受け入れてあげられますよ」

「絶対に藍葉の方がいいに決まってます！」

「いえ、絶対に私ですっ」

「おい、お前ら何の話をしてるんだ！」

　最早、後輩女子でも大和撫子でもなかった。

　藍葉と夜宵が顔を突き合わせて睨にらみ合う。

　次いで、二人が一いつ触しよく即そく発はつな空気をつくってこちらを見つめてきた。早く答えろ。そんな圧力に押し負けて、勇也は困ったように頰ほおを搔かきながら口を開く。

「えーっと、その二択たくなら……どっちかといえば、その……大和撫子の方かな」

「そ、そうですよね、勇也さんっ！　勇也さんならそう言ってくれると思ってました！」

「そ、そんな……」

　その返答に、夜宵が歓かん喜きして、藍葉が裏切られたと言いたげに目を見開いた。

　そこで、ちょうど確かく認にんの時間が終しゆう了りようした。

　夜宵は自分の席に戻もどると、自信満々に解答を口にする。

「答えは４の積極的な大和撫子的少女です！」

　だが、

《解答は４の積極的な大和撫子的少女！　──残念っっっ！　答えは３の巨乳な母性たっぷりの幼女でした！　白石選手ポイント獲得ならず！　よって、いちゃいちゃクイズの優勝はハーレム王に決定です！》

「「………………………………………………………………………………はっ？」」

　間の抜ぬけた声を漏もらしたのは、夜宵だけではなく、藍葉もだった。

　二人は暗い瞳ひとみをつくって、ゆらりと陽かげ炎ろうの如ごとき闇のオーラを纏まといながら立ち上がる。

「……えっ、答えは胸が大きな幼女？　勇也さん、それ本気で言ってるんですか？」

「……そういえば、先せん輩ぱい、どっちかといえばって言ってましたよね。もしかしてそこに大きな差はなくて、幼女がぶっちぎりで一位だったんですか？」

「ふ、二人とも落ち着こう！　なんか雰ふん囲い気きがおかしいぞ！」

　勇也は地面に尻しり餅もちをつきながら慌あわてて後退するが、藍葉と夜宵は足を止めることはなかった。互たがいに仲良く顔を見合わせて、柔やわらかな微び笑しようを浮うかべる。

「先輩、もしかして３番の理由って胸が大きいからじゃないですよね？　もし、そうだったら藍葉たちは何なんですか？　脂し肪ぼうよりも下の存在なんですか？」

「ねぇ、蒼宮さん。これは調教した方がいいんじゃないでしょうか」

「そうですね、白石さん。これは一度、後輩女子の魅み力りよくを刻んだ方がいいです」

「大和撫子の魅力もですよ」

「ち、違うぞ、二人とも！　ただ、３番を選んだのは周りにそんな子がいなかったから出かけてみたいと思っただけで。そりゃもちろん胸が大きいことにもかなり……じゃなくて若じやつ干かん惹ひかれはしたけど。そこにあまり深い意味は……って、二人とも聞いてます？　なんでそんな怖こわい顔で近づいて、や、やめろ！　そこに手を突っ込まないで！　い、いや、いやあああああああああああ！」

　藍葉と夜宵によって、勇也の断だん末まつ魔まの悲鳴がアリーナに響ひびき渡わたる。

　そうして、第二競技は終わりを告げたのだった。
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「……もうお婿むこにいけない」

　第二競技終了後。

　森林公園のベンチで、勇也は顔を両手で覆おおってさめざめと泣いていた。

　藍葉と夜宵の二人の手によって、アリーナで人に言うのも憚はばかられるようなことをされてしまったのだ。ブツブツと呟つぶやきながら、勇也は数十分前の出来事を忘れようと努める。

　隣となりには、夜宵がお行ぎよう儀ぎよく足を揃そろえて座っていた。

　藍葉はバニーガールのコスチュームを着き替がえるために一足早く帰ってしまったのだ。そういうわけで、勇也は夜宵と二人きりで公園のベンチに座っているわけだった。

　己おのれの行こう為いを思い返しているのか、夜宵はやや頰を桜色に染める。

「けど、勇也さんが悪いんですよ。こんなに可愛かわいい子がいるのに別の子を選んだりするんですから」

「……あれはあくまで仮定の話だろ。別に夜宵や蒼宮を選ばなかったって意味じゃ……」

「でも、後輩女子と比べたら大和撫子を選んでくれるんですね」

　夜宵がふんわりと微笑んで顔を覗のぞき込んでくると、勇也は視線を逸そらしながら。

「……まあ、な。夜宵と一緒にいるのは結構楽しかったし。一緒に出かけるのも悪くないんじゃないかなと思っただけだよ」

「そう、ですか」

　勇也の返答に、夜宵は驚おどろいたように僅わずかに目を見開いて。

　すぐさま驚きよう愕がくを消し去ると、悪戯いたずらっ子のような笑えみをつくる。

「ふふっ。勇也さんは色々と言いつつも、私のことを意識してくれてるんですね」

「うっ」

　思わぬカウンターに、勇也は息を詰つまらせてそっぽを向いた。

　しかし、夜宵との時間が楽しいというのは噓うそではなかった。

　積極的に迫せまられて困惑することは多かったものの、その度たびにころころと変わる彼女の表情は見ていてとても楽しかった。だからこそ、一緒に出かけてみたいと思ったのだ。

　でも、

「？」

　勇也に視線を向けられ、夜宵が小首を傾かしげる。

　その表情は可愛らしく、一緒の時間を過ごせば楽しそうだなと思わせる。優やさしく、甘やかしてくれ、こちらのことを概おおむね肯こう定ていしてくれる少女。例えば、そんな少女と付き合うことができれば、世界中の誰だれよりも甘い幸せな時間を過ごすことができるだろう。

　でも、自分がきっと望んでいるのはそれではない。

　自分が欲ほしいのは、優しく甘く自分を肯定してくれる存在ではない。それでは物足りないと思ってしまうのだ。

　白石夜宵は素す敵てきな女の子だろう。

　しかし、勇也はもっと素敵な女の子に既すでに出会ってしまっていて──

「……そろそろ時間切れですね。私はもう行かないと」

　勇也が思考を巡めぐらせていると、夜宵が真しん剣けんな表情で独り言めいたように呟いた。

　その様子に不ふ穏おんな空気を感じて、勇也はそっと声をかける。

「……夜宵？　いったいどうしたん──」

「ねぇ、勇也さん。最後に私のお願い聞いてくれませんか？」

　夜宵は勇也に最後まで言葉を紡つむがせなかった。

　声を上から塗ぬり潰つぶすと、夜宵はこちらにしなだれかかってくる。

　次いで、勇也の膝ひざに手を置いて上うわ目め遣づかいにおずおずと見やってくる。首元からギラギラと輝かがやく黒い宝石が装そう飾しよくされたペンダントが顔を覗かせる。

　それから端たん整せいな顔を近づけてくると、夜宵は蜂はち蜜みつのような甘い声で囁いてきた。

「勇也さん、私と一いつ緒しよに来てくれませんか？」

「……えっ？」

「悪いようにはしません。あなたが望むものを何でも揃えます。だから、私とこれからも一緒にいてくれませんか？」

　あの服従欲求を駆かられる陶とう酔すい感とそれに抗あらがうような頭痛。

　それらが纏めて襲おそいかかってきて、勇也は思わず呻うめいた。

　ぐらぐらと脳みそが揺ゆさぶられ、視界に靄もやがかかる。朦もう朧ろうとした意識の中で、勇也は不思議な力に誘ゆう導どうされるように思わず頷うなずきかけて。

　──先輩。全部終わるまで、藍葉が先輩のバディになってあげますよ。

　うんざりするほど聞き慣れた声。

　だけれど、その声のおかげか陶酔感と頭痛はゆっくりと引いていった。

　ああ、そうだった。かつてあの少女と約束したのだった。全部終わるまでは一緒にいるのだと。その約束はまだ終わっていない。今も尚なお、その約束は生き続けている。

「……ごめん、それは無理だ」

　絞しぼり出すように言うと、勇也は夜宵の顔を優しい手つきで遠ざけた。

「僕にはまだやらなきゃいけないことがあるんだ。恩返しができていないやつが、大事な約束をしたやつがいるんだ。だから、お前とは一緒に行けない」

「そう、ですか……」

　夜宵はどこか悲しそうに言って。

　次の瞬しゆん間かん、表情を一転させると歪いびつな笑みをつくって優しい声こわ音ねで。

「それなら仕方がありません」




「──それなら、実力行使に出るしかないですね」




　ゾクッ、と背筋が震ふるえる。

　本能で身体からだを仰のけ反らせて逃のがれようとするが、夜宵の方が圧あつ倒とう的に早かった。

　勇也が距きよ離りを取るより早く、夜宵は密着してくると細ほそ腕うでを首に絡からめてくる。

　視界の端はしに夜宵の顔が映るが、彼女の瞳は普ふ段だんのそれとは全く違ちがった。時折見せる捕ほ食しよく者のような目だ。再びあの強力な陶酔感と頭痛が戻ってくる。しかも、今回の陶酔感はそれまでの比でなかった。全力で捩ねじ伏ふせるように服従への強制力が襲ってくる。

　勇也が苦く悶もんの表情を浮かべていると、夜宵は今までの優しそうな表情を捨てて舌で唇くちびるを舐なめた。

「駄だ目めじゃないですか、勇也さん。女の子と簡単に二人きりになるなんて。悪い女の子なら取って食べられちゃいますよ」

「……夜宵、お前……いったいどうしたんだ……」

「いったいどうしたって──これが私の素すなんです。おかしいとは思わなかったんですか？　第一競技のときもレストランのときもあれだけ力を使っていたのに。まさか何もなかったなんてことはないですよね？」

「……何か、おかしいとは思ってた……でも……何を、されているのか……わからなかった、から……」

「だから見み逃のがしてたってことですか？　それは甘すぎますよ、勇也さん。でも、まあ、それも仕方がないのかもしれませんけど。だって、この力はこの時代にはないものなんですから」

「……この時代にはない、だと……」

　勇也が声を絞り出しながらこっそりと制服に手を突つっ込むと、夜宵が笑顔で首しゆ肯こうする。

「ええ、これは魔ま力りよくによるものですから。恋愛磁場が普ふ及きゆうする前に使用されていたエネルギー。私はその魔力を体内で生成して使うことで、人間を魅み了りようすることができるんです」

「……なら……もしかして……あの不良たちも…………」

「ええ、そうですよ。そして、勇也さんもです。勇也さんには何な故ぜか魅了の効果が薄うすかったから、いつもより時間がかかっちゃいましたけど」

「……なん、で……僕に……こんなことを……？」

「保険です。私の、私たちの計画の邪じや魔まになりそうな人物を先に排はい除じよしておきたかったんですよ。──じゃあ、まあ、お喋しやべりはここまでにして終わりにしましょうか。いい加減にさっさと身を任せてください。後は、私がちゃんと使ってあげますから」

　とびっきりの笑顔とともに、夜宵は柔らかな肢し体たいを押しつけて抱だきついてきた。

　それに対して、勇也は唇の端を持ち上げて。

「それは……残念、だったな」




「──僕も保険をかけておいたんだ」




　刹せつ那な、夜宵が何かを感じ取ったのかバッと跳とび退のいた。

　勇也の制服のポケットから携けい帯たい端たん末まつが零こぼれ落ちる。それと同時に森林公園の木々の向こうから現れたのは、武装した近この衛え兵だった。恋愛銃を構え、夜宵に銃じゆう口こうを向ける。

　夜宵が大きく目を見開く。

「……もしかして、私の正体がわかっていたんですか？」

「まさか。ちょっと疑っていた程度だよ……当たって欲しくなかったけどな」

　ごほごほと咳せき込んで、勇也はゆったりと顔を上げた。

「だけど、そうもいかなくなった。魔力に、魅了。お前に聞きたいことが山ほど出てきたからな。もちろん、大人しくついて来てくれるよな？」

「はっ、思ってもいないことを言わないでもらえますか？」

　夜宵が指を鳴らすと、森林公園の奥からぞろぞろと多くの人々が現れた。その数、およそ三十。明らかに一いつ般ぱん人であったが、それぞれ手には何らかの武器を握にぎっていた。恐おそらく魅了されているのだろう。

　勇也が驚愕していると、夜宵は背を向けながら冷れい酷こくに命じる。

「さあ、そいつらを殺してください。私は先に行きますので」

「おい、待て！　夜宵！　そう簡単に行かせるとでも──」

　勇也は叫さけぶが、言い終わる前に魅了された人々が襲ってきた。

　近衛兵たちが応戦して何とか収めようとするが、そのときには夜宵は姿を消していた。

「黒峰様！　ここは私たちが押さえておきますから、どうぞ先に！」

「あ、ああ！」

　頷いて、勇也は夜宵の消えた方向へと慌あわてて走り出す。

　しかし、数メートル走ったところで、あちこちから爆ばく音おんが響ひびき始めた。それだけではない。遅おくれて、絹を裂さくような悲鳴や乱らん闘とう騒さわぎのような声も至る所から聞こえてくる。

　森林公園を抜ぬけて街中へと突とつ入にゆうしながら、勇也は呆ぼう然ぜんと独り言を口にする。

「……いったい何が始まったんだ？」
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「計画の首しゆ尾びは？」

《順調です。水神島各地の暴動に対処するように、近衛兵たちが右往左往しています。そちらは？》

「私は失敗しました。だけど、問題ありません。最後に置き土産は残してきたから、脅きよう威いに成り得ることはないと思います」

　走りながら、夜宵は手元のタブレットへと視線を落とす。

　その画面には水神島の地図が表示されていた。その地図上には多数の赤い点──近衛兵を示すマーカーが点てん滅めつしながら動いている。その位置は、夜宵の〈手て駒ごま〉たちがその目で確かく認にんして、絶えず全近衛兵の位置情報を送信してきているからだった。

　大方、近衛兵たちは街中の騒そう動どうを止めようと動いているのだろう。

　だが、そんな緊きん急きゆう事態の最中、たった一つだけ動いていないマーカーの塊かたまりがあった。

　王城。

　何かを守るように、そのマーカーの塊だけ一向に動こうとはしなかった。

　夜宵が大勢の人々を魅了して暴動を起こさせているのは、それが隠かくされている場所を炙あぶり出すためだった。これだけの騒動をあちこちで起こしているにもかかわらず、近衛兵が動かないのは『それ』がある証明だった。

　思えば、水みず神がみ周防すおうも魔王や魔族を復活させた際に王城へと進軍させたらしい。

　恐らく、あの男も『それ』が王城にあると読んでいたのだろう。

《見ておられますか？　おそらく我々の目標は──》

「はい、この恋愛至上都市の生命線。この世界の神様である神託機巧マスターシステム。それと繫つながる恋愛至上都市のみに置かれた唯ゆい一いつのシステム──巫覡機巧スレーブシステム。それが隠されているのは間ま違ちがいなく王城ですね。全軍、王城へと向かってください」

　命じて、夜宵は水神島の中央に聳そびえ立つ王城を見み据すえる。

　この水神島での生活はそれなりに楽しかったが、もう時間切れだ。

　計画のためにはそろそろ始めなければならない。

　全すべての恋愛至上都市を終わらせる計画を。

　夜宵は全身から漆しつ黒こくの瘴しよう気きのようなオーラを溢あふれ出しながら、誰だれもいない空間に向けて告げる。

「さあ、私の〈手駒〉たち。一いつ斉せいにもっともっと狂くるってください」
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《こちら一番隊！　大勢の人々がカフェ街で狂ったように襲いかかってきており、近衛兵の人数が足りません！　至急応おう援えんをお願いします！》

《こちら二番隊！　同じく大勢の人々が暴動を起こしており、第二競技会場が混乱しております！》

《こちら情報部門！　街中の監かん視しカメラからの情報を報告します！　正気を失い、異常性が見られる人間はおよそ五百人！　繰くり返します、突とつ如じよ、五百人の人間が暴挙に出ており──》

「……いったい、何が起こっているのよ」

　次々と飛んでくる報告を脳内で整理しながら、柊華恋は呻うめいた。

　理解不能な状じよう況きようだった。なにせ、水神島のあちこちで多くの人々が突如暴動を起こし始めたのだ。何の理由でそんなことが起こったのかもわからない。その五百人の共通点すら見つけることができなかった。

　華恋は武装車両に寄っかかったまま、辺りを見回す。

　城下町の一角にある高級感溢れる街並みだった。水神島の中でも上流階級が多く訪おとずれる場所であり、外がい賓ひんなどをもてなすときには主にこの周辺のお店が利用されていた。

「柊隊長、いったい何が起きている？」

　異変に気付いたのだろう。

　高級料りよう亭ていから出てきて、若竹が真しん剣けんな面おも持もちで訊たずねてくる。

　その後ろには、外賓らしき世界各国の要人がいた。この恋愛祭に合わせて水神島にやってきた彼らをもてなしていたのだろう。横には純白のドレスに身を包んでいる天音。外賓の子供たちと遊んでいたようで、手には可愛かわいらしい人形が握られている。

　華恋が簡潔に状況を述べると、若竹は考え込むように顎あごに手を当てた。

「……勇也の報告とも一いつ致ちしているな。恐らく、その人々は魅了されているのだろう。それで一斉に暴動を起こすように命令されているのだ。魔王が倒たおされる前、とある国の部隊が魔族の手先になったことがあった。その様子から、その魔族の能力名を〈魅了〉と呼んでいたのだが──多分、敵もその魔族因子を使っているのだろう」

「魔族因子ですか？」

「ああ、先月の魔王戦では多くの魔族が生み出されただろう。あれも魔族因子によるものだ。だが、魔族の固有能力も使えて、人間の形を保てるとなると──夕ゆう日ひより高い練度を持っていることになる。もしかして、あの組織が絡んでいるのか……？」

　若竹が何を考えているかわからず、華恋は閉口した。

　あの組織とはいったい何なのだろうか。

　華恋が眉まゆをひそめていると、若竹が命令する。

「まあ、いい。それは一ひと先まず置いておこう。まずは守らなければいけない場所がある。これだけの騒さわぎを起こして、敵の目的は暴動で終わるはずがないからな。勇也と藍葉をそこに向かわせろ。この件には魔族に慣れているあいつらが最適だ」

「どこへ、ですか？」

　華恋が訊ねると、若竹はその場所を口にする。

「──王城だ。あそこには絶対に奪うばわれてはならないものが置いてある」




　　　　　　　◇




「くそっ、あいついったい何人魅了してんだよ！」

　若竹からの要よう請せいを受け、勇也は水神島の街中を全力で疾しつ走そうしていた。

　街中は混乱に満ちていた。

　あちこちで、カップルが喧けん嘩かして殴なぐり合っている。建物の窓ガラスが割れ、火さえ噴ふき出してるところがあった。美しかった街並みは血で汚よごれている。道路の真ん中で乱闘騒ぎを起こしている人々も多いため、バイクや車も使えなかった。

「ッ！」

　道路の角を曲がると、一人の男が鉄パイプで殴りかかってくるところだった。

　勇也は咄とつ嗟さに半身になって躱かわして反はん撃げきしようとするが、相手はよく見るとただの一般人だった。口の中で舌打ちすると、鉄パイプを蹴けりで弾はじき飛ばして足を払はらう。その男が転んでいる間に、勇也は通り過ぎようとするが他の者がそうはさせなかった。

　背後から、数人の男たちが拳こぶしを振ふり上げて襲おそいかかってきて──

「先せん輩ぱい！」

　その聞き慣れた声に振り向くと、藍葉が制服姿で跳ちよう躍やくして男たちの頭を踏ふみ潰つぶしているところだった。男たちは体勢を崩くずしてその場に倒れる。藍葉はそれを一いち瞥べつすることなく再び走り出すと、恋愛銃や恋愛剣ラブ・ソードなどの武器を放ほうり投げてくる。

「これ、先輩の分です！　さっさと行きますよ！」

　その声こわ音ねはやや硬く、冷たい。

　だが、それも一いつ瞬しゆんのことだった。

　勇也がその背中に追つい随ずいして走っていくと、藍葉がいつも通りの調子で言ってくる。

「というか、いったい何が起こってるんですか？　いきなり、街の人たちが暴動を起こし始めますし！　ここに来るまでも何度か襲われそうになりますし！　しかも、これをやっているのが白石さんって本当なんですか？　いったい何のためにそんなことを？」

「僕だって知らねーよ。でも、詳くわしいことは本人が答えてくれるだろうぜ」

　勇也はゆっくりと減速して足を止める。

　そこは、もう王城の目の前だった。

　白く褪あせた花々──機械花フラワーが辺り一面に広がって、奥には階段が続いている。その向こうには巨きよ大だいな扉とびらがある王城の入り口。

　その扉の前で、白石夜宵が黒いドレス姿で一人で立っていた。

　まるで、それより先には進ませないと宣言するように。

　勇也は挑ちよう戦せん的な笑えみとともに近づきながら、彼女を見上げる。

「よう、夜宵。数十分ぶりだな。どうしたんだ、こんなところで？　王城の中に入らないのか？　それとも、誰か待ってるのか？」

「ええ、あんたたちみたいなのを待ってたの」

　以前の夜宵と比べると、荒あら々あらしさが増した全く異なる口調。

　藍葉が驚おどろいて口をあんぐりと開けるが、勇也は平静を保って話しかける。

「そっちが素すの口調か。だとしたら、相当頑がん張ばって演技してたんだな」

「ええ。だから、抜けないこともあるわ。っていうか、こんなところでどうしたって──あんたはもうわかってるんじゃないの？　私の目的はともかく、私の正体ぐらいは」

「ああ」

　勇也は頷うなずくと、犯人を指差すように手を持ち上げる。

「わかりきってるけど、改めて言ってやるよ。お前の正体は──〈カップル殺し〉だ」







[image: 【第五章】　カップル殺し]




「し、白しら石いしさんの正体がカップル殺し!?　先輩、それ本気で言ってるんですか！」

　辺り一面に白く褪せた花々が咲さいた花畑で。

　王城へと続く階段にいる夜や宵よいを見上げながら、藍あい葉はは信じられないと言いたげに叫さけんだ。

　勇ゆう也やが真剣な顔で同意する。

「ああ、信じられないかもしれないけど事実だ。今、思うと不ふ審しんな点も多かったしな」

「た、確かに。白石さんみたいな可愛い女の子が先輩に惚ほれるなんてまず有り得ないですし。そもそも、大して格好良くもない先輩に一目惚れなんて怪あやしさしかないですし。先輩の言う通りですね。くっ、どうしてこんな当たり前のことに気づかなかったんだろ……」

「いや、そこはいいんじゃないかな。先輩が言ってるのはそこじゃないから。そうじゃなくて、もっと他の──」

「藍葉は馬ば鹿かでした。いくら恋れん愛あい至上都市とはいえ、一目惚れされるのはイケメンだけだっていうのに」

「やかましいわ！」

　反省する様子の藍葉に、勇也は思わず叫んだ。

　夜宵が両りよう腕うでを組んで大おお仰ぎように頷く。

「その通りよ、蒼あお宮みや藍葉。よく気がついたわね。私の好みは紳しん士しなイケメン王子様系。間違っても、おっぱいゴリラ系じゃないわ」

「誰がおっぱいゴリラ系だ！　いい加減にしろよ、お前ら！　僕、泣くからな！　お前らがドン引きするぐらい、みっともなく泣くからな！」

「何でこんなことをするんですか？　いったい何が目的なんですか？」

　勇也が喚わめくがそれは無視されて、藍葉が問いかける。

　それに対して、夜宵は歪いびつな笑みをつくって。

「何でこんなことをするのかって？　そんなの、普ふ通つうに恋こいができているあんたたちカップルが気に入らないから──恋愛至上都市が憎にくいからに決まってるじゃない。私から初恋の人を奪った恋愛至上都市がね」

「恋愛至上都市が、初恋の人を奪っただと……？」

「ええ、そうよ。だから、私は恋愛至上都市を──恋愛で成り立った、この狂くるった世界を終わらせる。そのためにまずはあんたたちの仲を破は壊かいして、黒くろ峰みね勇也を手に入れようとしたけど無む駄だだったわね。まさか、魅み了りようがそこまで効きにくいなんて。先月、魔ま王おうを倒したと言われる二人は邪じや魔まになりそうだから、先に排はい除じよしておきたかったんだけど」

「何で、それを……っ」

　魔王が現れ、この島の近この衛え兵がそれに対処した。その話は世界中に出回っているが、誰だれが倒したかまではわからないはずだった。

　双騎士の話は出さないように、若わか竹たけが配はい慮りよしていたからだ。

　なのに、こいつは何な故ぜそれを？

　勇也が訝いぶかしげに睨にらんでいると、夜宵は小さく笑う。

「こっちの世界では、あんたたちの話は有名よ。突如現れた、恋愛磁場ラブパワーもロクに発生できない二人組。だけど、何故か魔王を倒すことができたカップル。魔王を倒すことができるのは星せい霊れい機装に選ばれた双騎士だけって言われてるのに──あんたたちいったい何者？」

「それに答える義務はないだろ？」

「それもそうね。どっちにしろ、ここで死ぬんだし関係ないわよね。それにここ数日見ていてわかったわ。あんたたちが魔王を倒せたのはただの偶ぐう然ぜん。私に簡単に足並みを乱されるカップルなんて、ただの雑ざ魚こよ」

　夜宵が腕を軽く薙なぐと、王城から続々と魅了されたであろう人々が出てきた。

　だが、その瞳ひとみはゾンビのように生気がない。あの不良少年たちのようだ。

　つまり、この人々も魅了にかかっている可能性が高かった。

　魅了された人々の数は四十人で全員が武装している。対してこちらはたった二人。その人数差を加味すれば、夜宵に辿たどり着くのさえ至難の業わざだった。

　しかし、だからと言って諦あきらめるわけにもいかない。

　夜宵が腕を振り下ろす。それが開戦の合図だった。

「──取り敢あえず、あんたたちはこの辺りで死になさい！」

　その命令に従って、魅了された人々が一いつ斉せいに恋愛磁場の弾だん丸がんを撃うち出した。

　事前に恋愛磁場を補給しておいたものを配給していたのだろう。いちゃいちゃすることなく、続けざまに閃せん光こうが降り注いでくる。

「蒼宮！」

　勇也は藍葉といちゃいちゃしようと、手を差し出す。

　藍葉も同じことを考えていたのか手を伸のばすが、指先が触ふれた瞬間、恋愛磁場の弾丸が足元に炸さく裂れつして、二人は吹ふっ飛ばされて花畑の上をバウンドして転がった。

　それでも、勇也が藍葉を守るために咄嗟に抱だきしめていたことが功を奏したらしい。

　ピピッ。恋愛磁場が装そう塡てんされたことを告げる電子音が響ひびく。

　しかし、




【恋愛磁場装塡率：２％】




「な、なんでっ！」

　あまりにも低いその数値に、勇也は驚きよう愕がくの声を漏もらした。

　確かに、勇也と藍葉が発生させる恋愛磁場はそこまで多くはない。だが、ここまで低いのも初めてだった。

　されど、目の前には追い討うちをかけるように新たな光こう芒ぼうが飛ひ翔しようしてきていた。

　勇也は恋愛銃ラブ・ガンを発はつ砲ぽうするが、明らかな出力不足だった。撃った弾丸は敵のそれと空中で交わると、弾かれ、近くに着弾する。爆ばく発はつ。爆風によって舗ほ装そうされた道の礫つぶてが、勇也と藍葉にぶち当たり、二人は王城の正門に叩たたきつけられた。

「あははっ、なにそれ！　あんたたち本当に近衛兵？　私が小細工してるとはいえ、恋愛磁場の出力低すぎない？」

　高笑いしながら、夜宵は地面に崩れ落ちている藍葉を見下ろす。

「もしかして、私とそいつとの恋愛磁場発生量より低いんじゃない？　演技の私よりも恋愛磁場を生み出せないとか、あんたたちカップル組んでる意味あるの」
















「うる、さい……あなたに言われたくありませんし、糞くそビッチ」

「その糞ビッチよりも駄だ目め駄だ目めだって言ってんのよ、ブス。あー、全部演技だったけど、一個だけ本当のことがあったわ──あんた、あいつのパートナーに相応ふさわしくないよ？」

「うるさいッ！」

「やめろ、蒼宮！　挑ちよう発はつに乗るな！」

　敵の戯たわ言ごとだ。そんなことは藍葉だってわかっているだろう。

　だけれど、勇也の制止を振り切って、藍葉は一人で前に走りだした。

「くそっ！」

　悪態をつくと跳とび起きて、勇也はその背中を追いかける。

　藍葉は魅了された者たちから照準されないようにジグザグに動いていた。続けて予あらかじめ恋愛磁場が補給されてあったのだろう恋愛銃を構え、特とく殊しゆコマンドを呼び出す。

《使用者の要よう請せいにより、ランクＥ・攻撃アサルトプログラム──恋愛銃【火狼スカーレツト】、武装解放を許可します》

　藍葉の恋愛銃に強力な弾丸が装塡され、夜宵へと銃じゆう口こうを向ける。

　だが、銃口を突つきつけられても、夜宵は薄うすい笑みを浮うかべただけだった。

　いつの間に携けい帯たい端たん末まつを起動していたのか、夜宵はどこかへと連れん絡らくしながら誰かに向かって言う。




「あー、聞いてる？　今すぐ近衛兵の武装を全部解除しちゃって」




《巫覡機巧スレーブシステムからの命令を受じゆ諾だくしました。ランクＥ・攻撃プログラム──恋愛銃【火狼】を強制終しゆう了りよう。武装を【初期値】へと変へん更こうします》

　たった一言。それだけで、藍葉の恋愛銃の武装強化が解除された。

　恋愛銃の中から恋愛磁場の波動が搔かき消える。沈ちん黙もく。藍葉が再度要請するような素そ振ぶりを見せるが、恋愛銃は沈黙したままだった。

　──いったい何が起こってる！

　勇也は内心で叫ぶが、解答なんて出るわけがなかった。

　視界の中央では、先さき程ほどの強制的な武装解除によって恋愛磁場がなくなったのか、藍葉が恋愛銃を捨てて突とつ貫かんしていた。近衛兵からの銃弾を躱かわして、瞬またたく間に夜宵へと迫せまる。

　夜宵はさっきから自身で攻撃を全く行っていない。

　だからこそ、藍葉は夜宵には〈魅了〉しかなく、攻撃手段を持っていないと判断したのだろう。

　だが、その読みは甘すぎた。

　藍葉がゼロ距きよ離りで運動エネルギー全すべてを乗せた掌しよう底ていを放つ──が、届くよりも早く、夜宵の身体からだが漆しつ黒こくの結けつ晶しようで覆おおわれた。

　魔族全体の能力──〈結晶化〉。

　漆黒の結晶はドレスのように変化して、藍葉の掌底を弾はじき返すばかりか、その掌てのひらを傷つけた。衝しよう撃げきが跳はね返ってきたのか、藍葉は手から血を零こぼしながらよろめく。その隙すきに付け込むように、夜宵が結晶で覆われた細ほそ腕うでを振ふり上げて。

「──蒼宮！」

　ゾクッ、と神経に冷気を直接浴びせられたような感覚がはしる。

　藍葉に攻撃をさせないように、勇也は夜宵へと恋愛銃を投げて牽けん制せいした。

　夜宵が反射的に腕を薙いで恋愛銃を叩き落とす。

　その間に距離を詰つめると、勇也は同じく恋愛剣ラブ・ソードを起動しようとする。

　だが、それすらも駄だ目めだった。

《巫覡機巧スレーブシステムからの命令により起動できません。巫覡機巧スレーブシステムからの命令により──》

「くそっ！　何なんだよ、これは！」

　勇也は呻うめいて恋愛剣を捨てると、咄とつ嗟さに切り替かえて回し蹴げりを放つ。

　衝撃。

　藍葉との間に割り込んで放ったその一撃は、夜宵の拳こぶしと交こう錯さくした。だけれど、軍配が上がったのは向こうの方だった。呆あつ気けなく叩き落とされて、勇也は前につんのめる。

　顔を上げたときには、夜宵の右ストレートが迫ってきていた。

「ッ！」

　勇也は反射的に顔の前で両腕を交差させるが、その威い力りよくまでは殺せなかった。

　夜宵の拳は防ぼう御ぎよの上から衝撃を伝えると、勇也は藍葉と一いつ緒しよに吹っ飛ばされてしまう。

「これがあなたたちの武器？　相変わらず意味わかんない武器を使ってるわよね」

　夜宵が指を鳴らすと、一人の近衛兵が集団から出てきて跪ひざまずきながら恭うやうやしく己おのれの恋愛銃を渡わたした。その近衛兵もどこかで魅了されてしまったらしい。

　それを受け取ると、夜宵は恋愛銃を弄もてあそびながら。

「私、薬を飲んでないと、これを握にぎってるだけで気分が悪くなるからあんまり使いたくないんだけど──まあ、カップルの最さい期ごとしては中々面おも白しろいでしょ」

　言いながら、夜宵は恋愛銃の銃口を向けてくる。

　本来であれば、近衛兵が持っている恋愛銃はそれ以外の者が使えるはずがない。

　何故なら、システムが全ユーザーを登録して管理しているからだ。

　しかし、

「巫覡機巧スレーブシステムに要請。白石夜宵を認にん証しようしなさい」

《要請受じゆ諾だく。ユーザ：白石夜宵、認証完了。巫覡機巧スレーブシステムの全権限を共有いたします》

「続けて、更さらに要請。一発でいいから、現在装塡されている恋愛磁場で使用できる最も威力のある攻撃プログラムを武装召喚インストールしなさい」

《要請受諾。使用者の要請により、ランクＢ・攻撃プログラム──恋愛銃【炎妖精イフリート】を武装召喚します》

「なっ──」

　何度、この十数分の間で驚愕しただろうか。

　勇也が息を吞のむ目の前で、夜宵が持つ恋愛銃に変化が生じた。

　銃口から炎ほのおが溢あふれ、残存している恋愛磁場がたった一つの弾丸に変えられる。

　絶対に食らってはいけない一撃。本能でそう直感すると、勇也は地面へと倒たおれたままの藍葉へと呼びかける。

「おい、蒼宮！　あれはヤバイ、逃にげるぞ！」

　だけれど、まるで勇也の声が聞こえていないかのように、藍葉は唇くちびるを嚙かんだままで顔を上げなかった。

　そうしている間に武装召喚が終わり、夜宵が引き金に指を添そえる。

　もう待っていられなかった。

　勇也は藍葉を無理矢理立たせると引っ張って、王城の正門から出て、夜宵とは逆方向に走り出す。背後から圧あつ倒とう的な熱量を感じて振り向くと、恋愛銃から視界全てを埋うめ尽つくすほどの炎が迫っているところだった。

「っ！」

　目の前には、川と差異がほとんどない大きな水路。そこまであと数メートル。間に合わない──そう判断すると、勇也は藍葉を前へと突き飛ばし。

「せ、先せん輩ぱい！」

　水路へと落ちて行くまでの空中で、藍葉がハッとこちらを見る。

　直後、炎の塊かたまりが勇也の背中を捉とらえ。

　──苦く悶もんの声すら出せないほどの熱とともに、意識が暗くら闇やみに覆われた。




　　　　　　　◇




　黒峰勇也と蒼宮藍葉はかつてバディではなかった。




「……藍葉、もう戦いたくありません」

　王城の一室。

　真っ暗な部屋で、藍葉が勇也に背中を預けながら床ゆかに座りポツリと呟つぶやいた。

　夕ゆう日ひが死んでから三ヶ月が経過しており、状じよう況きようは日に日に悪くなる一方だった。

　世界各地で魔族の動きが活発化しており、勇也と藍葉が出動する機会はどんどんと増えていた。多い日には一日に二回も出動することすらあった。本職であるはずの学業は手つかずになっており、学校には随ずい分ぶんと通っていない。友達と最後に話した日すら忘れてしまった。

　その一方で、近この衛え兵が死んでいく姿は脳のう裏りに焼きついている。

　瞼まぶたを閉じれば、嫌いやでも鮮せん明めいに思い出す。

　そのせいで夜は満足に眠ねむれていなかった。藍葉もそれは一緒なのか、目の下には薄うっすらとクマができている。不安や不満は溜たまるばかりで、そのせいか、勇也と藍葉の連れん携けいも全くと言っていいほど上う手まくいってなかった。

　藍葉が顔を俯うつむかせて唇を動かす。

「……そもそも、なんで藍葉が戦わないといけないんですかっ。藍葉はついこの間まで普ふ通つうの学園の生徒だったんですよっ」

「そんなの……星せい霊れい機装に選ばれたからだろうが」

「でも、たったそれだけじゃないですか！」

　震ふるえる声で紡つむいで、藍葉は泣きそうな目でこちらを見てきた。

「本当にたったそれだけじゃないですか！　天才的に戦せん闘とうの才能があるわけでもなければ、元から武術の達人ってわけでもないんですっ。ただ凄すごい武器を起動できるだけの才能があるだけっ。それだけなのに、突とつ然ぜん前線に送られてっ──そんなの戦えるわけがないじゃないですか！」

　それは真実だった。

　夕日がいなくなった今、辛かろうじて生きていられるのは天てん賦ぷの才があったからではない。

　ただただ、星霊機装のスペックが高いおかげだった。

　意識があるときに、自動的に反はん撃げきしてくれる機能。

　死に至る傷でも魔ま力りよくさえあれば、自動的に回復してくれる機能。

　そんな星霊機装が持つ、数多くの「使用者を生かす機能」のおかげで──いや「使用者を死なせない機能」のせいで、勇也と藍葉は死ぬことすら許されず戦場に立たされ続けていた。

　藍葉が絶望しきった表情で、疲つかれた笑えみをつくる。

「……ねぇ、教えてください、先輩。あと何回、藍葉は戦場に行けばいいんですか？」

「……知らねぇよ、そんなの」

「……教えてください、先輩。あと何回、藍葉は痛い目に遭あえばいいんですか？」

「……知らねぇよ、そんなの」

「……教えてください、先輩。あと何回──藍葉は藍葉のために皆みんなが死ぬのを見ればいいんですか？」

「……そんなの……そんなの、僕が知りてぇよ！」

　叫さけんで、勇也は藍葉へと向き直った。

　藍葉はぐちゃぐちゃの顔で泣いていた。

　きっと、自分も同じような顔をしているに違ちがいない。

　嗚お咽えつ混じりに、勇也は心の中の苛いら立だちをぶつけるように叫ぶ。

「ああ、そうだよ！　お前が思っている通りだよ！　僕たちは死ぬまで戦場に行かなきゃいけないし、死ぬまで痛い目に遭わないといけないし、死ぬまで皆が死ぬのを見送り続けなきゃいけないんだ！　でも、しょうがないだろうが！　誰だれかがやらないといけないんだよ！　誰かがやらないと全部終わっちまうんだよ！」

「だからって、なんで藍葉がやらなきゃいけないんですか！　藍葉は、先輩は、ただの生徒なんですよ!?」

「今はもうッ──今はもう違うんだよ、蒼宮ッ。終わったんだよ、そんな期間はッ」

　勇也が疲れ切った表情で告げると、藍葉はくしゃくしゃに顔を歪ゆがめた。

　藍葉は勇也の胸むな元もとの服を伸のびるほど力強く引っ張って、顔を押しつける。ぐずっと鼻を鳴らす。藍葉の頰ほおから銀色の雫しずくが落ちて服が湿しめっていくが、勇也はそれを指し摘てきすることはなかった。

　それから何十分経たっただろうか──

　依い然ぜんとして顔を押し付けたまま、藍葉が呟く。

「……先輩、最後にもう一つ教えてください。あと何年したら、藍葉たちは解放されるんですか？」

　知らねぇよ、とは返せなかった。

　それを返してしまっては、目の前の少女が壊こわれてしまう気がした。

　まともに考えるならば、勇也と藍葉が星霊機装に見放されるか、魔族を全ぜん滅めつさせるまで続くはずだった。それが何年後かわからないが、十年かかると言われても不思議だとは思わなかった。

　しかし、勇也はその推測すらも言わず──代わりに荒こう唐とう無む稽けいな数字を口にした。

「二年だ」

「えっ？　二、年……？」

「ああ、二年だ。二年で終わる──いや、僕たちが二年で終わらせるんだ」

　勇也が力強く断言すると、藍葉はゆったりと首を横に振ふった。

「……何言ってるんですか、先輩。馬ば鹿かなんじゃないんですか。だって、藍葉が星霊機装を手にして半年……先輩は一年も経ってるんですよ？　でも、魔族は減るどころか増えてて。なのに、後二年で全部終わらせるなんて無理に決まって──」

「そんなのやってみなきゃわからないだろうが」

　藍葉の声を遮さえぎって、勇也は真しん剣けんな光を宿した瞳ひとみで見つめた。

　ぽろぽろと涙なみだを零こぼしながら、藍葉がぎこちなく笑みをつくる。

「……本気ですか？　本気でそんな馬鹿なことを実現するつもりですか？」

「当たり前だろ。それで全部終わったら、また学校に通おう」

「学校、ですか……？」

「ああ。そのときは、僕もお前も高等部だけど中等部からまたやり直しだな。お前は一年生で、僕は二年生。そうして、普通の生徒がやることは全部やるんだ。運動会に、文化祭に、修学旅行──できなかったことを全部やり直そう。そうやって、僕たちは必ず普通に戻もどるんだ」

　二人はあまりにも弱い少年少女だった。

　聖人でなければ、英えい雄ゆうの素質を持った特別な人間でもない。どこにでもいる普通の少年少女だ。だからこそ、少年が掲かかげるのは『世界の救済』なんて夢ではなく──『日常に戻る』というツマラナイ目標だった。

　たとえ、そのためには世界を救わなければいけないとしても。

　日常に戻る、という目標の方が自分たちにとって遥はるかにわかりやすかった。

　勇也は力強く立ち上がって。

「でも、それを実現するには僕一人の力だけじゃ無理だ。だから、蒼宮。僕のことは嫌きらいかもしれないけど、全部終わらせるまで僕に協力してくれ。二人で共同戦線を張って、普通の学生に戻れるように努力するんだ」

「……それは、つまり藍葉にバディになれってことですか？」

「ああ、いいなそれ。そうだ、普通の学生に戻るまで僕たちはバディだ」

　ニヤッと笑って、勇也は藍葉に手を差し出した。

　藍葉はその手を取って立ち上がると、ようやく小さく笑みをつくった。

「……わかりました、先輩の戯たわ言ごとに乗ってあげます。全部終わるまで、藍葉が先輩のバディになってあげますよ」

「よし、決まりだな」

　今は、連携も何もかもできていない。

　そもそも、連携を取ろうとする意志があるかすら怪あやしかった。

　だけれど、これからは違った。何な故ぜなら二人には同じ目標があるのだから。

　勇也は言う。

　どんな絶望の中でも、前を向いて立ち上がれるように不敵な笑みをつくりながら。

「さあ、蒼宮。──僕と一いつ緒しよに世界を救いに行こうか」
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　バッ、と。

　頭に響ひびく鈍どん痛つうで、勇也はベッドの上から起き上がった。

　荒あらい呼吸を繰くり返しながら、首を動かして辺りを見回す。

　調度品がほとんどない寂さびれた部屋の中だった。明らかに王城の一室ではないし、病室でもなかった。ずきりと痛む背中に苦悶の声を漏もらしながら、勇也は意識を失う前のことを思い出す。

　白石夜宵の本ほん性しよう。恋愛銃の攻撃プログラムが突とつ如じよ使えなくなったこと。その一方で、夜宵が高ランクの攻撃プログラムを武装召喚したこと。そして、その後に強力な一撃を直接浴びてしまったこと。

　しかし、まだ生きているということは、藍葉が勇也を連れて逃にげてくれたのだろう。

　心の中で感謝を言っていると、部屋の扉とびらが開いて若竹と天あま音ねが入ってくる。

「起きたか、勇也。今がどうなっているか、だいたいは覚えているか？」

「ちょうど思い出したところだよ。……で、ここはどこなんだ？」

「水みず神がみ島じまの港周辺にあるただのアパートですわ。ほら、外には海が見えますわよ」

　勇也の疑問に答えたのは、水を載っけたお盆ぼんを持つ天音だった。

　天音の声につられるように窓の外に視線を向けると、確かに暗闇の中に海が見えて波音が聞こえてくる。随ずい分ぶんと長い間、意識を失っていたらしい。部屋に設置された時計が指し示すのは、深夜の三時だった。

　天音が手て渡わたししてきた水を飲んでいると、若竹が手近な椅い子すに腰こしを下ろす。

「勇也、お前は現在の状じよう況きようをどこまで知っている？」

「白石夜宵がカップル殺しってことぐらいだ。後は何故か、恋愛剣や攻撃プログラムが使えなくなったことぐらいだな」

「そうか。ならば、半分程度は把は握あくしているのだな」

　頷うなずくと、若竹は淡たん々たんと告げる。

「では、これから私がもう半分について説明しよう。まず結論から言うと、このままではあと半日もしないうちに──この世界は滅めつ亡ぼうする恐おそれがある」

「はっ……？」

　若竹の言葉に早さつ速そくついていけず、勇也は頰を引きつらせた。

「滅亡って……流石さすがに冗じよう談だんだよな？　あいつらにそんな力があるのか？」

「直接的ではないが、間接的にはある。何故なら、カップル殺したちに巫覡機巧スレーブシステムを掌しよう握あくされてしまったのだからな」

「……巫覡機巧スレーブシステム？　なんだ、それ？」

「簡単に言えば、恋れん愛あい至上都市を管理するシステムだ。攻撃プログラム、恋愛係数、恋愛階級ラブランク、恋愛至上都市に住む人々のパーソナルデータ、とにかくあらゆるデータを管理している。それに加え、恋愛磁場を効率的に運用するために様々な施し設せつと繫つながっている。これを掌握できれば、この恋愛至上都市そのものを手に入れたと言っても過言ではない。敵が恋愛剣や攻撃プログラムを無効化できたのも、それのおかげだ」

「なんで、そんな凄すごい機械が簡単に敵の手に渡わたるんだよ！」

　予想の遥か上を超こえたシステム。

　その杜ず撰さんなセキュリティを非難すると、若竹はムッとした表情をつくる。

「もちろん、最高のセキュリティを施ほどこしていたさ。そもそも場所は私しか知らないし、警備の近衛兵も何を守っているかを把握していなかった。たとえ場所を知られたとしても、そのセキュリティを破るには最低でも一週間はかかるはずだった」

「はずだった？」

「巫覡機巧スレーブシステムを操作できる端たん末まつが置いてある部屋──コントロールルームには、私以外の誰も入れないように様々なセキュリティが施されていた。物理的な破は壊かいを止める結界術式から最新の生体認にん証しようなどのな。だが、それを支えるエネルギーは全すべて恋愛磁場だ。そして恋愛磁場が魔ま力りよくに対して最大の武器であるように、魔力もまた恋愛磁場への最大の武器となってしまう」

「それって、つまり……」

「ああ、強力な魔力で干かん渉しようされて全て無効化されたのだ。恋愛磁場がなければ、コントロールルームはただの箱になる。そこを無理矢理、ぶち破られたのだろう。設計段階では消しよう滅めつした魔力への対たい抗こう策を考えていなかった。完全に裏をかかれたんだ」

「……僕たちはカップル殺しを侮あなどっていたってことか」

　カップル殺しは、ただのカップルを別れさせる迷めい惑わく者。

　そう認識していたが、そうではなかったのだ。今回の恋愛祭だけは、カップル殺しはこの恋愛至上都市そのものを取りに来ていたのだ。

「……でも、ちょっと待て。それが何で世界が滅亡することになるんだ？　言い方は悪いが、まだこの島の巫覡機巧スレーブシステムが掌握された程度なんだろう？」

「問題はそれだけではないのだ。巫覡機巧スレーブシステムは世界恋愛統制機構が持つ〈神託機巧マスターシステム〉と唯ゆい一いつ繫つながっている存在だ。神託機巧マスターシステムは全恋愛至上都市を管理し、恋愛で成り立っているこの世界では非常に重要なシステムとなっている。もし、水神島の巫覡機巧スレーブシステムからウィルスを流し込まれたりすれば、被ひ害がいは全世界に広がり──最悪、世界が滅ほろぶ」

「……随分と大げさな存在なんだな、そいつは。カップル殺したちが神託機巧マスターシステムへの攻撃に移る前に、他国へ現状を知らせることはできないのか？」

「それも無理だな。巫覡機巧スレーブシステムを占せん拠きよされている今、敵にとって不都合な施設は使用不可能だ。言っただろう、私たちはこの恋愛至上都市・水神島そのものを敵に回している状態なのだ。この隠かくれ家がも、あと数時間もしないうちにバレるだろう」

　状況は最悪だった。

　恋愛銃や攻撃プログラムは使えない。カップル殺しは魔族の能力を使い、魅み了りようで大勢の人々を配下にしている。助けはなく、半日しないうちに都市そのものが消滅させられてしまう可能性があり、この恋愛至上都市のあらゆる設備が敵に回るというおまけつき。

　勝てるわけがない。

　どうかしようなんて、考えが間ま違ちがっている。

　だが、それを口にすることなく、勇也は若竹を見つめ返す。

「でも、逃げるつもりはサラサラないんだろ？　どうするつもりだ？」

「半日以内に、巫覡機巧スレーブシステムを取り返す」

　さらっと、若竹は実現可能性が低い案を口にした。

「全て丸く収めるにはそれしかない、この世界を滅亡させないためにはな」

「勝算は？」

「ないな、一ひと桁けた程度だ。だが、それでも私たちは戦わなければならない。それが近衛兵の役目であり、この国の王である私の責任だ」

「恋愛銃や恋愛剣はどうするんだ？　夜宵が何か言ったら使えなくなったぞ？」

　先さき程ほどの戦せん闘とうを思い返しながら言うと、若竹は答える。

「それは近この衛え兵に配給されている武装が、全て巫覡機巧スレーブシステムの管理下にあるからだな。おそらく、武装解除されてしまったのだろう。だが、それは問題ない。王城に残っていた近衛兵が脱だつ出しゆつする際に、武器庫から違い法ほうの恋愛銃や恋愛剣を持ち出してきてもらったからな」

「違法の？」

　勇也が聞き返すと、若竹はどこからか恋愛銃を取り出した。

「ああ。以前聞いたかもしれないが、恋愛磁場を利用した武器はその威い力りよくが強力なために武装数が限定されているのだ。そのため、それらの武装は世界恋愛統制機構が定めた規律により巫覡機巧スレーブシステムの管理下に置かれることになり、許可のない者は使えないようになった」

「……まあ、ちょっと違ちがうけどそんな話は先月聞いたな。それがどうかしたのか？」

「規律があれば、破る者がいるのだ。恋愛銃をバラして、巫覡機巧スレーブシステムの管理下になくても使えるようにした非合法品があるんだよ。お前が知っている範はん囲いだと、二次元嫁よめの騎き士し団が持っている恋愛銃がそれだな」

「……確かにあいつらも持っていたな。攻撃プログラムは使っていなかったようだけど」

「まあ、巫覡機巧スレーブシステムの管理下になければ初期モードしか使えないからな。とにかく、それがあるから問題はない。王城にそいつらから没ぼつ収しゆうしたものが大量にあったおかげで、人数分ぐらいはあるだろう」

「なるほどな」

　勇也は腑ふに落ちて首を縦に振ふった。

　武器はある。まだ戦える身体からだがある。ならば、やることは一つしかなかった。

「じゃあ、僕と蒼宮がお前の勝算を上げてやるよ。お前たちは巫覡機巧スレーブシステムを取り返すことに集中してくれ。その代わり、僕たちが夜宵を相手をする」

「勝算は？」

「あるわけないだろ。でも、僕たちがやらなきゃ誰だれがやる？　多分、近衛兵は高ランクの攻撃プログラムがなければ厳しいんだろ？　それなら、攻撃プログラムを使い慣れていない僕たちの方がいつも通りに戦えるさ」

　勇也はベッドから立ち上がると、全身に走る痛みに顔を歪ゆがめた。

　だが、我が慢まんすれば戦えない程度ではない。

　椅子にかけてあった制服を羽織っていると、天音が決意を固めた表情で。

「勇也さんならそう言うと思ってましたわ。ですが、勝算を少しでも上げるために、わたくしから提案したいことがありますわ」

「提案？」

「ええ」

　小さく首を動かして、天音は告げる。

「勇也さん、藍葉さんとのカップルを解消して別の方と組んでください」
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「……何やってんだろ、藍葉」

　勇也が意識を取り戻もどす数分前。

　顔を俯うつむかせながら、藍葉は港を歩きながら呟つぶやいた。

　辺りは暗くら闇やみに包まれて、頭上では青白い月が皓こう々こうと輝かがやいていた。近衛兵たちは近くのアパートで明朝の決戦のために体力を温存しており、寝ねている者も多いが、藍葉の目は冴さえていく一方であり眠ねむれないため港を歩いているわけだった。

　勇也は今も意識を失ったままだ。

　夜宵から逃げて水路に飛び込んだ後、藍葉は何とか勇也を引きずって対岸に着いて逃げることに成功していた。水路の中で随分と流されてしまったことも、それに寄き与よしたのだろう。対岸には偶ぐう然ぜんにも近衛兵たちがおり、すぐに勇也の治ち療りように取りかかれたのも幸運だったと言えるだろう。

　もっとも、勇也が意識を取り戻すには少し時間が必要だと言われたが。

　……藍葉のせいだ。

　勇也が傷を負ったことに責任を感じて、藍葉は内心で声を漏もらした。

　あんなところで自己喪そう失しつに陥おちいっていなければ、勇也は傷つかなくて済んだのだ。勇也は藍葉を助けるために残ったのだから。

　また繰くり返してしまった。

　前回の魔王戦でも守られて。嫌いやだと思っていたはずなのにまた守られて。藍葉の代わりに、勇也が再び傷ついてしまった。いったい何度、繰り返せば学習するのだろうか。

　ふと、夜宵の声が残ざん響きようのように脳内で繰り返される。

　──あんた、あいつのパートナーに相応ふさわしくないよ？

　そうかもしれない、と藍葉は思った。

　いつも酷ひどいことばっかり言って。暴力を振るってばかりで。足を引っ張って。恋愛磁場もあの糞くそビッチにも劣おとるほど、勇也との間に大して生み出せなくて。藍葉が勇也のパートナーでありたい理由はあっても、パートナーであっていい理由なんて一つもない。

　結局、全部あの糞ビッチの言う通りではないか。

「……もう、やめようかな」

　静かに溢あふれ出した言葉に、藍葉は自身でも予想以上の衝しよう撃げきを受けた。

　嫌だ。隣となりに立ち続けたい。

　心がそう喚わめいて涙なみだを溢れさせそうになり、藍葉は堪こらえるように唇くちびるを嚙かんだ。

　ああ、わかっている。

　自分がどうしたいかなんて、これ以上なく明確にわかっている。

　それでも、そうしていい理由が一つもないことが悔くやしかった。

「……？」

　不意に顔を上げると、藍葉はいつの間にか勇也が眠っている部屋の前まで来ていた。

　今の心境のまま、勇也の顔を見るかどうか迷い、藍葉は部屋に入室することを躊躇ためらう。

　そのとき、天音らしき声が聞こえてきて。

「勝算を少しでも上げるために、わたくしから提案したいことがありますわ──勇也さん、藍葉さんとのカップルを解消して別の方と組んでください」

「ッ」

　藍葉は扉とびらの前で息を吞のんだ。




　　　　　　　◇




「……なんで、だ？」

　天音が提案したことに驚きよう愕がくして、勇也は思わず聞き返した。

　若竹は隣で難しい顔をしているが、止めない。

　まるで、その処置が必要であることがわかっているように。

「理由は大きく分けて二つありますわ。一つ目は、勇也さんと藍葉さんの平均恋愛磁場発生量があまりにも低すぎるからです。わたくしも最初は理想値が桁けた違ちがいに高かったために推すい奨しようしましたし、実際に魔王戦での戦いぶりは見事なものでしたわ。……ですが、ここ最近の発生量は全くと言っていいほど安定しておりません」

「だから、変えた方がいいって？」

「それも一つの手かと。どうしてお二人の恋愛磁場発生量が芳かんばしくないか、わたくしなりに考察しましたが──恐おそらく、その原因は勇也さんが藍葉さんのことを恋愛対象としてあまり見ていないからですわ。長い間ずっとバディとして行動してきたからこそ、無意識に女の子ではなく相棒として見る癖くせがついているのでしょう」

　天音の言葉が全て正しいとは思わない。

　ただ、そんな傾けい向こうがあるのは確かだった。藍葉は女友達よりも気さくに喋しやべりかけられるし、女性として普ふ段だんから意識することはなかった。

　出会った当初こそ、多少なりとも意識していたのだろう。

　しかし、藍葉とは血ち腥なまぐさい戦場を駆かけ巡めぐることが多いせいか、いつしか仕事の同どう僚りようとして見ることが多くなっているように思えた。

「一方で、勇也さんは初対面の女性はちゃんと女性であると認にん識しきしているのですわ。だとすれば、これまで訓練を行っていない相手でも、ある程度の恋愛磁場を生み出すことはできると思われます。少なくとも、ここ最近の藍葉さんのときよりも多いはずですわ」

「……そっか」

　静かに呟いて、勇也は優やさしい目で天音を見やった。

　天音は批判されて、侮ぶ蔑べつされることをも覚かく悟ごしているようだった。

　それだけ真しん剣けんに考えて、提案してくれているのだろう。そのことが嬉うれしくなり、勇也は思わず口元を綻ほころばせた。どこぞの王様とは大違いじゃないか。

「……なんだ勇也、その目は」

「いいや、別に。天音が父親に似なくて良かったなと思っただけだ」

「……どういう意味だ、それは？」

　若竹が訝いぶかしげに見てくるが、それには答えない。

　勇也は天音の頭を撫なでながら、穏おだやかな声音で言う。

「……ありがとな、天音。多分、お前の言うことは正しいんだろうな。お前の言う通り、パートナーを変えるのが最善なんだろう」

「で、では」

「でも、パートナーは変えない」

　勇也がはっきりと宣言すると、天音が悲痛な表情をつくった。

「ど、どうして、わかっていただけないのですか！　わたくしの今の説明に何かおかしいところがありましたか!?」

「いや、何もないよ。天音、お前は正しいんだろう。だから、これは僕のエゴだ。恋愛磁場の発生量で見たら、確かにあいつがパートナーである理由はないのかもしれない。でも僕はあいつにパートナーでいて欲しいんだ」

　勇也が天音に微笑ほほえみかけると、若竹はニヤッと口角を上げた。

「勇也、答えは出たか？」

「まあな。色々と考えてみてようやく出たよ」

　勇也は疲つかれ切った表情で頷うなずく。

　結局、今すぐ安定的に、勇也が藍葉との間に多くの恋愛磁場を発生させるのは難しいのだろう。それは、勇也の根底の認にん識しきを書き換かえるということなのだから。

　でも、それでも、勇也は藍葉がパートナーであって欲しいと思う。

　それは、好意を寄せているからではない。

　藍葉がパートナーでないと、しっくりとこないからだ。

「……あいつとはずっと一いつ緒しよに戦ってきたんだ。だから、僕の隣にあいつ以外の──全く知らない人が立つことが想像できない。その人がどれだけ可愛かわいくても、清せい楚そでも、お淑しとやかでも関係ない。あいつとはそれだけ長い時間一緒だったから」

　そうやって、勇也と藍葉はバディになってきた。

　最初は、連れん携けいが全然駄だ目めで、喧けん嘩かばかりで、最低最悪のバディだっただろう。

　だけれど、そんな時間を一緒に過ごすことで、勇也と藍葉は成長して世界を救い、双騎士になった。藍葉がいたからこそ、夕日を倒たおして元に戻せる可能性を手に入れることができた。

　他の誰かでもそれを成し得たとは、勇也は思わない。

　藍葉だから。蒼宮藍葉がパートナーだからこそ、今までやってこられたのだ。

「そりゃ、今でも連携は上う手まくいかない時はあるさ。喧嘩ばっかりするし、正直あいつが何を考えているかわかんねーよ。突とつ然ぜんバニーガールになったりするし、いきなり機き嫌げんが悪くなったりするしな。それだけならまだしも、意味わからない理由で暴力は振ふるってくるし、銃じゆうで撃うたれることもあるんだぜ？　性格も面めん倒どうで最悪だし、本当に何であいつとバディを組んでるんだろうって考えることも頻ひん繁ぱんにあるしな」

　藍葉の仕打ちを思い出していると、勇也は気分が悪くなってきた。

　今、思い返せば中々酷いことをされている。

　他の人であれば、きっと訴そ訟しようになって慰い謝しや料りようを毟むしり取れるに違いない。

「でも、やっぱり僕はあいつがいいんだ。あいつの隣が心ここ地ち好よいし、逆にあいつ以外じゃ何かが物足りない、何かが違うと思っちゃうんだよ。だから、僕のパートナーは蒼宮のままだ。それにもう面めん倒どう臭くさい性格にも慣れちゃったしな」

「……そう、ですか」

　勇也が微笑んで言うと、天音も口角を持ち上げて、しかし再び厳しい表情をつくった。「……勇也さんの覚悟はわかりましたわ。でも、それでも、わたくしはカップルの解消を提案しなければなりません」

「なんで──」

「何故なら、勇也さんの身体からだには問題があるからですわ」

　勇也の声を押しのけて、天音は厳格な態度で言い放った。

　思わぬ理由に、勇也は目を見開く。

「……僕の身体に問題、だと？」

「はい、それが先程言った二つ目の問題ですわ。いいですか、取り乱さないで聞いてください。勇也さんの身体は、非常に深刻な病やまいに冒おかされているのですわ。これは間違いなんかじゃありません。確定事じ項こうですわ。先程お医者さんに勇也さんの傷を治療していただいているときに、そう診しん断だんされたのです」

「……え？」

　天音のあまりにも深刻な面おも持もちに、勇也は声をこぼした。

　どうやら、冗じよう談だんなんかではないらしい。

　天音と同様に、若竹も真剣そのものの表情で後を引き取って続ける。

「……一いつ般ぱん的にはもうちょっと、年を取って発はつ症しようする病なのだがな。お前は若くしてなってしまったらしい。恐らく、白石夜宵と長時間一緒にいたせいだろう。身体の方も限界だったんだろうな」

「う、噓うそだろ。僕、そんなに重い病なのか!?」

　まるで余命の宣告をする医者のように、重々しく言う天音と若竹。

　勇也が取り乱していると、若竹が無言でこくりと首を縦に振り下ろして。

　そうして、それを告げる。

　その病気の名を。

「ああ、非常に重い病だ」




「──どうやら、お前は〈恋れん愛あい勃ぼつ起き不全〉──通つう称しよう・ＥＤになったらしい」




「ちょっと待てええええええええええええええええええええええええええええええっ！」

　想定の斜ななめ上を超こえた病に、勇也は全力で絶ぜつ叫きようした。

「いや、おかしいだろ！　聞いたことないんだけど、そんな病気！　え、本来のＥＤと同じ意味なの!?　勃たたなくなるの、それ!?」

「ちょっと違うな。恋愛勃起不全とは、恋愛に勃たなくなる病気だ。具体的にはどれだけいちゃいちゃしてもドキドキしなくなる。意味は考えるな、字じ面づらから何となく感じろ」

「もうお前の説明が意味わかんねーよ！　恋愛に勃たなくなるってなんだよ！　いや確かに何となくはわかるけどね！　っていうか、そもそも何でそんな病気になってんだよ！」

「言っただろ、白石夜宵と長時間一緒にいたからだと。前に聞かなかったか？　カップル殺しに別れさせられたカップルは再起不能になり、二度といちゃいちゃできなくなると」

「再起不能って、そういう意味だったの!?　恋愛に嫌いや気けがさしたとかの心の問題じゃなくて、ＥＤ的な身体の問題だったの!?　マジで再び起き上がらなくなるの!?」

「お前はまだ完全なＥＤではないようだが、恋愛でドキドキしない身体に白石夜宵にさせられたようだな。これでは恋愛磁場はほとんど溜ためられないと思った方がいいだろう。今なら、お前の好きな女性の胸部を触さわってもあまりドキドキしないだろうな」

「これ治るんだよな!?　夜宵倒たおしたら治るんだよな!?　お願い、そうだと言って！」

　勇也が涙なみだ目めで叫さけぶが、若竹と天音は視線を逸そらすだけで返答しなかった。

　しかし、これで一つわかったことがあった。

　夜宵との戦せん闘とうをしたときに、藍葉との恋愛磁場が生まれなかったのは恋愛勃起不全のためだったのだ。

「そこで、最初の提案に戻もどるのですわ。勇也さん、ＥＤ解決への一歩を歩むために別の方とカップルになりませんか？」

「マンネリ解消しろってか！　こっちは熟年夫ふう婦ふじゃねぇんだよ！　っていうか、それで解決するもんなの!?」

「わかりません。ただ藍葉さんと組むよりかは恋愛磁場が発生する可能性が若じやつ干かんですが、高いかもしれませんわ」

　カップル解消。そこに問題が帰着して、勇也は黙だまり込んだ。

　ＥＤのことも含ふくめ、冷静に考えると──確かにカップル解消は正しいのだろう。

　けれども、勇也の回答は変わらなかった。

「……ごめん。それでも、僕はパートナーは変えない」

「ど、どうして──」

「やっぱり、僕にはあいつ以外のパートナーが考えられないんだよ。そのハンデを背負った上でも、僕はエゴを貫つらぬきたい。それぐらい、あいつは僕にとって掛かけ替がえのないやつなんだ」

「……死ぬかもしれないのですよ？」

「死にやしないさ。僕たちは世界を救った双騎士なんだぜ。だから、天音。僕たちを信じてくれ。そうすれば、いつも通り世界を救って帰ってくるさ」

　優しく金きん髪ぱつを撫でると、天音は涙目でこちらを見上げてきた。

「分からず屋、ですわね」

「悪いな」

「本当に悪いと思っているのですか？　ええ、でも、わかりましたわ。わたくしはお二人を信じます。だから、約束してください。必ず無事に戻ってくると」

「ああ、約束するよ」

　小指同士を絡からめると、天音は涙を拭ふいて顔を綻ばせた。

「では、わたくしもお二人を生かすために出来る限りの手を打とうと思います。──それでは、わたくしはこれで」

　ぺこりと頭を下げると、天音は扉とびらを猛もう烈れつな勢いで開けパタパタと駆かけ出して行った。

　その際に、わにゃっという謎なぞ言語が聞こえてきたような気もするが空耳だろう。

「……どうしても、天音はお前たちに直接言いたかったらしい」

　天音が出て行ったのを確認して、若竹が呟つぶやくように言った。

「もう関かかわらせるつもりはなかったのだがな。私は普ふ通つうの初等部の生徒のように過ごすのが幸せと思っていたが、天音はそうではなかったらしい」

「天音をあんまり拘こう束そくしてやるなよ。色々と文句言ってたぞ、あいつ。父親が娘むすめの気持ちをわかってやれなくてどうするんだよ」

「そうだな。だが、得てしてそういうものだろう。一番近くにいる者の気持ちが、意外と最もわからないものなのだ。私とお前がそう証明していないか？」

「うるせえよ」

　ぞんざいに返すと、勇也は扉の方へと歩き出そうとして。

「おい、勇也。これを持っていけ」

　その途と中ちゆうで、若竹が何かを放ほうり投げてくる。

　反射的にキャッチすると、それは星せい霊れい機装と同じような剣けんのアクセサリーだった。

「……なんだ、これ？」

「恋れん火か機装だ」

「はっ？　あの頭おかしい服だったやつか？」

「お前たちが変えろ変えろと文句を言ったから、修理の過程でアクセサリーに変えたんだぞ。藍葉にはもう渡わたしてある。今の状じよう況きようでは使えないが、お守りぐらいにはなるだろう」

「……了りよう解かい、サンキューな」

　剣のアクセサリーをポケットに突つっ込こむと、勇也は手を雑に振る。

「それじゃ行ってくるな、若竹」

「ああ、行ってこい。そしていつも通り世界を救ってこい、勇也」







「……お前そんなところで何をしてるんだ？　扉か壁かべとでも結けつ婚こんする気になったのか？」

　部屋の外に出ると、藍葉が部屋の扉と壁の間に挟はさまれていた。

　不ふ審しん者を見るような目つきをしていると、藍葉は壁から離はなれて赤くなった頰ほおを摩さすって唇くちびるを尖とがらせる。

「べっつにー、べっつにー、何でもありませんし。先せん輩ぱいのばーか、ばーか」

「……なんでお前そんなに上じよう機き嫌げんなんだよ」

　相変わらず、機嫌の変わる理由がいまいちわからない奴やつである。

　かつてないほどの上機嫌に困こん惑わくしていると、藍葉は鼻歌を奏でながら嬉うれしそうな声で言ってくる。

「まあ？　藍葉、知ってましたけどね？　藍葉が先輩に愛されているのは」

「はっ？　何言ってんだ、お前？　頭腐くさってんじゃないのか、馬ば鹿かが」

「またまたー、先輩そうやって捻ひねくれちゃって。藍葉知ってるんですから、先輩が藍葉のことをちゃんと見てくれてるって。えへ、えへへへへへへ」

　うぜぇ。

　その感情を隠かくすことなく露あらわにするが、藍葉は気づいていないのか、勇也の肩かたをぱしぱしと叩はたいてくる。

「ほれほれ、先輩。藍葉の良いところとか言ってくれちゃってもいいんですよ？」

「……なんで、僕がそんなこと言わなきゃいけないんだよ」

「言ってくれちゃってもいいんですよー？」

　聞いてないな、こいつ。

　最も早はや酔よっ払ぱらっているかと誤解するほど、藍葉はハイテンションだった。

　いつまでも絡まれるのは面倒なので、勇也は適当に答える。

「はいはい、蒼宮の良いところね。いっぱいあるよな。優やさしいところとか」

「……なんですか、それ。全然考えてなさそうなんですけど？」

「難しいこと言うなよ。お前の面めん倒どうなところはすぐに思いつくんだけどな、そういう質問してくるところとか」

「ふんっ。まあ、先輩はそうですよね。いいですよー、先輩にはそういうの期待してませんから」

　反射的にいつも通りに返してしまうと、藍葉は拗すねてそっぽを向いてしまう。

　と、そこで何かを思い出したらしい。

　可愛かわいらしくムッとした表情をつくると、藍葉が見上げてくる。

「そういえば、藍葉、先輩に聞きたいことがあるんですけど」

「お、おう。なんだ？」

「どうして、先輩はあのとき白石さんを選んだんですか？　そんなに後こう輩はい女子とは一いつ緒しよに出かけたくないんですか？」

「……あー、そのことか」

　何のことかと思いきや、第二いちゃいちゃ競技のことだった。

　特に何でもない理由なので、勇也は大して気負うことなくそれを口にする。

「──だって、お前とはいつも一緒にいるじゃねーか」

「えっ？」

「だから、出かけたいとか思う思わないじゃなくて、どうせ、お前とはこれまでもこれからも一緒に出かけるだろ。あまりにも当たり前だから選ばなかった。ただそれだけだよ」

「……なんですか、それ」

　その返答には一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたように目を見開いて。嬉しそうに口元を綻ほころばせて。藍葉はボソッと呟くと顔をそむけた。

　それから、藍葉は勇也の胸むな元もとへと軽く頭をぶつけてきて小声で囁ささやく。

「────ください、ばか」

　何て言ったんだ、とは聞き返せなかった。

　数秒もしないうちに、藍葉は何事もなかったように勇也から離れる。

　次いで、不敵な笑えみをつくると拳こぶしを突き出してくる。

「さあ、先輩行きますよ。藍葉はもう迷いません。藍葉離ばなれができない先輩のために、藍葉が仕方なく先輩のパートナーでいてあげますよ」

　もしかして聞いていたのか？　そんな台詞せりふが出てきそうになるが、それは口の中で揉もみ消した。藍葉がこう言ってくれるなら大した問題じゃなかった。

「はいはい。頼たのむぜ、相棒」

　代わりにこつんと拳を合わせて、勇也と藍葉は前に向かって歩き出す。

　いつものように、最悪の状況をひっくり返すために。

　隣となりで、藍葉が散歩にでも出かけるような調子で言う。

「さあ、先輩。──藍葉と一緒に世界を救いますよ」







[image: 【第六章】　反撃開始]




　巫覡機巧スレーブシステム・コントロールルーム。

　その部屋は王城の最上階、長い廊ろう下かを一番奥まで進んだところにあった。

　コントロールルームの中で、白しら石いし夜や宵よいは両りよう腕うでを組みながら手下たちの作業を見ていた。

　そう、手下──いや正確に言うならば、ある組織が用意した傭よう兵へいとエンジニアたちだ。

　十数人のエンジニアたちは巫覡機巧スレーブシステムの端たん末まつを触さわりながら、作業していた。

　具体的には何をしているか夜宵にはさっぱりわからないが、神託機巧マスターシステムを破は壊かいするために手を動かしているのだろう。

　コントロールルームには幾いくつものモニタが設置されていた。

　真ん中の巨きよ大だいなモニタには水みず神がみ島じまの地図が表示されており、網あみ目め状の線が刻まれており点てん滅めつしていた。エンジニアたちが言うには、それは恋愛磁場ラブパワーが都市のあらゆる場所を巡めぐっている様子を可視化したものらしい。エンジニアの一人がコンソールに触ふれると、ある施し設せつへの経路が遮しや断だんされて恋愛磁場が一いつ切さい供給されなくなった。これで、じきにあの名前もわからない施設も動かなくなるのだろう。

　神託機巧マスターシステムへの攻こう撃げきが終わるまで、あと六時間。

　それさえ乗り切れば悲願が達成される。世界恋愛統制機構が全力で報復にくるだろうが、関係なかった。夜宵は少なくともこれが終われば死んでもいいと思っていた。

　と、

「夜宵様、近この衛え兵たちを見つけました！　港です！　そこに固まっております！」

　エンジニアの一人が声を上げたのを聞いて、夜宵は命令をする。

「あんたたち暇ひまでしょう。数人は近衛兵を殺しにいきなさい。相手は丸まる腰ごしなんだから余よ裕ゆうでしょ？」

　モニタを見ながら暇そうに欠伸あくびをしていた傭兵に声をかけると、夜宵もコントロールルームから出て行く。

「あれ、夜宵様？　どこに行くんですか？」

「私もここにいてもしょうがないし、王城の正面玄げん関かんで警備をしているわ。神託機巧マスターシステムをぶっ壊こわすまであと六時間、万が一もないように死守しなきゃいけないから」

　夜宵は脳内で魅み了りようされた人々に命令を下しながらも、正門前に歩いていく。

　まさか誰だれも辿たどり着くはずもないが、嫌いやな予感がしてたまらなかった。

　あの少年が再び目の前に現れる気がしてならなかった。

　──夜宵と一緒にいるのは結構楽しかったし。一緒に出かけるのも悪くないんじゃないかなと思っただけだよ。

「……戯たわ言ごとよ」

　脳内で再現される少年の言葉を搔かき消して、夜宵は前へと歩む。

　あの少年は魅了対象。情なんて移っていない。男なんてどいつもこいつも自分にとって手て駒ごまに過ぎないのだから。もう二度と出会うことなんてないはずの少年のことを自身にそう言い聞かせて。

　しかし、何な故ぜか、夜宵はあの二人が再び前に現れるような気がしてならなかった。




　　　　　　　◇




「状況を整理しようか」

　王室の紋もん章しようが刻印されたバイクで市街地を走り抜ぬけながら、勇ゆう也やは腰こしに手を回して後ろに乗っている藍あい葉はへと声をかけた。

　若わか竹たけたちと別れ、二人は港から王城へと向かっている最中だった。

　まだ港からそれほど離れていないせいか、敵には遭そう遇ぐうしていない。

　幸いとばかりに、出発前に若竹たちから教えて貰もらった情報を脳内で纏まとめ上げる。

「これから、僕たちは出来るだけ目立ちながら王城へと向かう。理由は、若竹と近衛兵たちがこっそりと王城に忍しのび込むためだ。だから、僕たちはここから王城の正門までバイクに乗っていくわけだけど、問題がある」

「確か、三つ目のいちゃいちゃ競技──〈障害物競争〉の障害物が街のあちこちに配置されてるんでしたっけ。本来、この時間帯はその障害物競争が行われるはずだったらしいですし」

　障害物競争。

　カップルが添そい遂とげるためには、幾つも乗り越こえなければならない『障害』というものがある。そんな『障害』を擬ぎ似じ的に表現した障害物を、カップルで協力して乗り越えろという競技らしかった。

「ああ。障害は古典的な落とし穴から、〈武装人形〉っていうロボットが実際に障害物として立ちはだかることもあるらしい。でも、敵はそれを利用して通常よりも遥はるかに強化しているはずなんだっけ。殺傷能力を持つほどに」

「それだけじゃありませんよ。向こうには、魅了された人間がおよそ五百人近くいるんですから。今度はその人たちからも切り抜けなきゃいけないんですよ？」

「それに加えて武器も問題だな。今、僕はいちゃいちゃできないから恋愛磁場の補給なしで切り抜ける必要がある。一応、若竹がこれを渡わたしてくれたけど、どれぐらい使えるのかもわかんないしな」

　勇也が制服のポケットから取り出したのは、鈍にび色いろの円形の金属だった。

　何でも恋愛銃ラブ・ガンなどの武装の認にん証しよう機構の一部を破壊するという効果を持ち、これを起動して敵の武器を奪うばえば自分のものとして使えるようになるらしい。これは恋愛祭前日のときに捕つかまえた〈運び屋〉が所持していたようだった。

　若竹の話によると、これで武器の問題は解消されるようだが、このアイテムもいつ使えなくなるかわからないのだ。武装の心配がなくなったわけじゃなかった。

　勇也は先を憂うれいて嘆なげく。

「なんか、これ本当に僕たちだけで何とかできるのか……？」

「泣き言を言っている場合じゃないですよ、先せん輩ぱい。それに藍葉たちなら大だい丈じよう夫ぶです。魔ま王おうを二回も倒たおした藍葉たちなら、何とか出来るに決まってます」

　後ろで力強く言ってくる藍葉に、勇也は目を見開き──笑みを深めた。

　その通りだ。勇也と藍葉は世界を救った双騎士パラデインなのだ。この程度の障害なんて何度も潜くぐり抜けてきた。高々、障害物競争の障害なんてそもそも相手になるわけもない。

　首を前に倒して、勇也は肯こう定ていする。

「ああ、そうだな。藍葉、お前の言う通りだよ。僕たちが一緒で相手取れないものなんてあるわけがない。そうと決まったら、ガンガン行こうか。ほら、障害ども！　僕たち双騎士カツプルがお前らの相手だ！　まとめてかかってきやがれ！」

「かかってきやがれー！」

　加速しながら、勇也と藍葉はバイクの上で拳を掲かかげて挑ちよう発はつする。

　そのとき。

　カチリ。

　バイクがあるところを通ると、何やらスイッチを踏ふんだような音が響ひびいた。

「…………」

「…………」

「…………あの、先輩」

「…………なんだ、蒼あお宮みや？」

「…………あの、今、カチリって音がしたんですけど、あれ何の音ですか？」

「…………そりゃあれだろ、なんかスイッチ的なものを押した音だろ」

「…………いや、スイッチ的なものって何のですか。ここ道路なんですよ。何のスイッチがあるっていうんですか」

「そりゃあれだろ、お前」

　勇也は反射的に思いついた答えを口にする。




「障害物競争の罠わなのスイッチに決まってるだろ」




　ゴウッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ[image: びっくりまーく]

　突とつ如じよ、爆音が響き渡ると、背後の景色が吹ふき飛んだ。

　しかし、爆発は一度だけでは終わらない。バイクを追いかけてくるかのように連続で爆発して、その度たびに街並みが破壊されていく。

　それだけではなかった。

　それに合わせるように、道の両側のビルの屋上には魅了された人々が大量に現れた。その手には恋愛銃。爆発から逃にげる勇也と藍葉を一方的に、頭上から狙そ撃げきしてくる。

　腰に必死に抱だきついて、藍葉が喚わめき立てる。

「せ、先輩！　爆発が後ろから迫せまってるんですけど！　早く前に行ってください！　というか、これカップルの障害を擬似的に表現してるんですよね！　何を表現したら爆発するんですか！」

「そりゃあれだろ！　地じ雷らいスイッチを踏んで、お義と父うさんが怒ど髪はつ天てんを衝ついてるんだよ！」

「お義父さん怒おこりすぎでしょう！　何をしたらこんなになるんですか！　初めての挨あい拶さつでサンダルに短パンで行ったんですか！」

　そう叫さけんでいる間にも、頭上からは恋愛磁場の弾だん丸がんが放たれて車体を掠かすめる。

　バイクを必死に動かして躱かわすが、あまりにも数が多すぎた。幾いく度どか連続で直撃して、爆風によってバイクが大きく揺ゆさぶられてしまう。

　だが、勇也が何とか立て直したときには新たな敵が目の前にいた。

「せ、先輩！　ま、前！　前、見てください！」

　前にいたのは、三メートルはあろうかという自律型機械人形──武装人形だった。

　二十五年前にもあった代しろ物ものであり、そのときには不気味の谷を越こえられず気持ち悪い顔をしていたが、今では中年女性とわかる程度にはしっかりと作られていた。

　振ふり下ろされた機械の拳こぶしはバイクを捉とらえると、搭とう乗じよう者である勇也と藍葉を地面に叩たたき落とした。

　バイクは回転しながら武装人形にぶつかると、盛せい大だいに爆発する。

　勇也は受け身を取りながら地面に転がると、中年女性の武装人形が爆ばく煙えんを切り裂さきながら現れて、喚く。

《もうちょっとお父さん！　娘むすめの彼氏が短パンで挨拶しに来たぐらいで怒らないの！》

「お義か母あさん!?　今度はお義母さんが出てきたぞ！　これ、前のあれと続いてんの!?」

《ウチは子供が娘一人なんだから、あの子たちに私たちの老後がかかってるのよ！　お父さんはちょっとは我が慢まんして！　……でも流石さすが、私の娘。よく次男を捕まえてきたわね》

「面めん倒どう、見させる気ですよ！　お義母さん、老後の面倒を纏めて見てもらう気ですよ！」

《さあ、ウチの家に嫁とつぎなさい！》

　武装人形・お義母さんが鉄てつ拳けんを振り下ろす。

　だが、それには、藍葉が予あらかじめ恋愛磁場が装そう塡てんされた恋愛銃で応じた。弾丸を叩き込んでお義母さんを怯ひるませる。その間に懐ふところまで潜り込むと、勇也は同じく予め恋愛磁場が装塡された恋愛剣ラブ・ソードを起動して。

「じゃあ、お義母さん！　老後は老人ホームにいれてやるよ！」

《知らない人ばっかりの施し設せつは嫌あああああああああっ！》

　勇也が擦すれ違ちがいざまに恋愛剣を振るうと、背後で武装人形が断だん末まつ魔まの叫びとともに爆発した。

　再び前へと走りながら、勇也は制服の袖そでで額を拭ぬぐう。

「よし、一件落着だな。これで家庭の問題は解消された」

「解消されたんですか!?　お義母さん嫌がってましたよ!?　扱あつかい酷ひどくないですか!?」

「大丈夫だよ。どうせ、お義母さんなんてゾンビのように復活して何かにつけて色々と言ってくるんだから。あれぐらいがちょうどいいんだよ。黙だまってると、いずれ財産という名の負ふ債さいを押しつけられることになるぞ」

「先輩はお義母さんにどんな偏へん見けんを持ってるんですか！」

　勇也の酷い暴言に、藍葉が叫んで突つっ込こむ。

　その直後。今度は、黒くろ塗ぬりの車両が何台も道路に滑すべり込んできた。下りてくるのは武装した厳いかつい男たち。隙すきの少ない隊列を組んでいる様子から判断するに、恐おそらく夜宵の手下たちなのだろう。幾いくつもの銃じゆう口こうが向けられ、引き金に指が添えられる。

　しかし、勇也と藍葉は前へと進む足を止めなかった。

　勇也は走りながら恋愛剣を手下たちに向かって投とう擲てきすると、一人に突き刺ささり身体からだをのけぞらせた。敵の味方がぎょっと目を見開く。慌あわてて反はん撃げきしようとするが、藍葉がさせなかった。的確に撃うち抜いて、照準を遅おくらせる。

　その間に彼ひ我がの距きよ離りを詰つめると、勇也は投擲した剣けんを引き抜いて。

　一いつ閃せん。

　明めい滅めつした刀身から恋愛磁場の衝しよう撃げき波はが放たれると、夜宵の手下たちが一台の武装車両ごとまとめて宙に打ち上げられた。隊列が崩くずれ、男たちが狂きよう乱らんしたように滅め茶ちや苦く茶ちやに撃ってくる。その隙にすかさず藍葉が弾丸を叩き込み、勇也が更さらに猛もう攻こうを仕し掛かける。

「ほらほら、どうした！　僕たちはまとめてかかってこいって言ったんだぞ！」

「全然足りませんよ！　藍葉たちを本気で止めたいなら、魔王の一人や二人連れてきてください！　それが無理なら──」




「「──そこをどけえええええええええっ！」」




　轟ごうッッッッ！　勇也と藍葉は各おの々おのの武器を振るって眼前の敵を蹴け散ちらす。

　最早、二人を止められる者はいなかった。

　男たちの武器には高ランクの攻撃アサルトプログラムが武装召喚インストールされているようだったが、撃たせる前に仕留めれば関係なかった。またあちこちから魅み了りようされた敵が集められては攻撃を仕掛けてくるが、勇也と藍葉の前には無意味だった。王城へと駆かけるその足を数秒でさえも止めることができない。

　さあ、前へ進め。その足を止めるな。

　いったい誰だれを敵に回したか、あいつらに思い知らせてやれ──

　そうして、二人は大勢の敵を引き連れたまま市街地を駆け抜ぬけていった。




　　　　　　　◇




「勇也と藍葉はちゃんと仕事をしているようだな」

　市街地。魅了により操あやつられた人々がゾンビのように動いていくのを見ながら、若竹はそれとは少し違う方向に走っていた。

　周囲には完全武装した近この衛え兵が一いつ緒しよに駆けていた。

　その中の一人、近衛兵隊長・柊ひいらぎ華か恋れんが恐る恐る言ってくる。

「……あの、若竹様。これより先は危険です。若竹様は天あま音ね様と一緒に避ひ難なんされてはいかがでしょうか？」

「そうもいかないだろう。これから通る王城への秘密のルートは、私しか知らないのだからな。それにお前たちが戦っているのに、こそこそと逃げるわけにもいかないだろう」

「ですが、若竹様──」

「私のことはお前たちが守ってくれるのだろう？　ならば何も問題ない。……と、そうこう言っている間に着いたぞ」

　若竹が足を止めた先にあったのは、市街地の一角にある古びたバーだった。

　地下にあるのか、薄うす暗ぐらい階段の先に僅わずかにネオンの光が見える。そこを足元に気をつけながら駆け下りていくと、若竹の前に『ブラザー』という名のバーが現れる。

「ここ、は……？」

「私の遠い親族がやっているバーだ。今はとっくに避難しているだろうがな」

　言いながら、若竹は懐から鍵かぎを取り出すと扉とびらを開けた。

　バーの中にはまだ人の気配が残っていた。

　手がつけられた食事に、グラスに残ったままのワイン。きっと営業時間中に避難するように言われて、そのまま出て行ったのだろう。

　若竹はバーの奥へと躊躇ためらいなく進んでいくと、バックヤードにある扉を開け放つ。

　すると、そこの奥に広がっていたのは真まっ暗くら闇やみの通路だった。

　カビの臭においが少しだけ鼻につくが問題ない。相変わらず使えるようだった。

「若竹様、ここはどこに繫つながっているのですか……？」

　華恋が近衛兵を代表して疑問を口にすると、若竹は返答の代わりに聞き返す。

「柊隊長、天音からこんなことを聞いてないか？　私が数年前に失しつ踪そうしたときに、いったいどこから消えたかを」

「それは確か、若竹様の執しつ務む室から忽こつ然ぜんと消えたと……も、もしかして」

「ああ、そういうことだ」

　驚きよう愕がくする華恋に、若竹は答えを口にする。

「ここの通路は、私の執務室に繫がっている。そこから王城へと進しん入にゆうし、巫覡機巧スレーブシステムを取り返すぞ」




　　　　　　　◇




「逃げろ、逃げろ！　武装人形どもが襲おそってきたぞ！」

　数時間前まで、勇也たちがベースキャンプとしていた港。

　金こん剛ごう天音は近衛兵たちがそう叫ぶ声で、宿舎のベッドから飛び起きた。

　宿舎の窓の外には大量の武装人形たち。恐らく、敵に居場所を発見されて送り込まれてきたのだろう。

　天音が顔を青ざめさせていると、近衛兵たちが部屋に駆け込んでくる。

「天音様、ご無事ですか！　たった今、港に避難用の船が一隻せき戻もどってきたみたいです！　すぐにここを出発しましょう！」

「で、ですが、まだ他の方々が──」

「天音様が逃にげれば、我々もすぐに追います！　さあ、早く！」

　必死の形相の近衛兵に手を引かれて、天音は駆け出していく。

　だが、それも宿舎から出るまでだった。

　ゴウッ！　先を走る近衛兵が宿舎から一歩出たところで、突如、進行方向とは真逆に吹っ飛ばされた。天音が顔を上げると、視界に映ったのは鋼鉄の大剣を握にぎる武装人形。上段に大剣を構え、冷れい酷こくな光が天音の姿を捉えている。

「っ」

　悲鳴をあげつつ冷静さを失わなかったことに対しては、自分を褒ほめたいぐらいだった。

　鈍にび色いろの剣閃が放たれるより早く、天音は前へと駆け出して武装人形から一目散に逃げ出した。近衛兵を助けたい気持ちもあったが、自分にそんな能力はない。今はただ逃げて自分を追わせることが、天音に出来る最大限のことだった。

　──港は……駄だ目めですわ。このままだと、武装人形を一緒に連れて行ってしまいますもの。となれば、わたくしが行くべくはその逆。

　背後から追ってくる武装人形を視界の端はしで捉えながら、天音は避難用の船がある港とは真逆に向かって走り始めた。

　狙ねらい通り、武装人形がついてくる。まだまだ避難するべき人間が多くいるなかで、天音が敵を船のもとへと引き連れていくわけにはいかなかった。

　だけれど、

「……はぁ、はぁ、はぁ」

　数百メートルも走らないうちに息が上がり、足元に躓つまずくと、天音はコンクリートの上で盛せい大だいに転げた。膝ひざを擦りむき、血が滲にじみ出てくる。立ち上がって再び走ろうとするが、既すでに武装人形の間合いに入っていた。

　──わたくしは……囮おとりにすらなれないのですかっ。

　自分の運動能力の低さがこれほど恨うらめしいことはなかった。

　脳内では理性が逃げるように喚わめいているが、身体がその命令に追いつかなかった。再び大剣が振ふり上げられる。天音はその運命を受け入れるように、ぎゅっと目を瞑つぶって。

　されど、覚かく悟ごしていた瞬しゆん間かんはいつまで経たっても訪おとずれなかった。

「……？」

　おずおずと天音が瞼まぶたを開くと、武装人形は地に倒たおれ、代わりに目の前には武装した屈くつ強きような男たちが立っていた。

　その数、およそ四十名。

　その前方にはロングスカートのメイド服を纏まとった黒くろ髪かみの女性と、その集団のリーダーのように両りよう腕うでを組んでいる中性的な少女が立っていて。

「……アリス、さんっ」

　天音がその名を呼ぶと、ミニスカートのメイド服を纏まとう銀ぎん髪ぱつ少女──アリスがにやっと口角を上げる。

「よう、天音ちゃん。助けに来たぜ」




　　　　　　　◇




　──よし、決まった！

　天音に手を差し出しながら、夢ゆめ月づきアリスは心の中でガッツポーズをした。

　とはいえ、天音を助けることができたのは全くの偶ぐう然ぜんからだった。

　簡単に言えば、アリスたち二次元嫁よめの騎き士し団は逃げ遅れてしまったのだ。

　当初はこの段階では王城に忍しのび込み、二次元作品を搔かっ攫さらう予定だったが──ここまで大きな事件が起きてしまえば、巻き込まれないようにするのが得策である。それ故ゆえに、水神島から脱だつ出しゆつするために港にやってきて使える船がないか探していたのだが、その途と中ちゆうで武装人形から逃げる天音を見つけて運良く助けられたわけだった。

　天音が己おのれの手を取って立ち上がる一方で、アリスは天音の手のぷにぷに感を堪たん能のうする。

　ふふっ柔やわらかい、あ、やべっ、なんか鼻血出そう……などと思っていると、天音が真しん剣けんな瞳ひとみをこちらに向けてきて。

「あ、あの、アリスさん、本当にありがとうございますわっ」

「えへへっ、いいっていいって。前に約束もしたしな。大事になる前に助けられて良かったぜ。大だい丈じよう夫ぶ、お礼も今受け取ってるし──」

「でも、その上で更にお願いしますわっ。アリスさん、わたくしたちを、この国を救うために力を貸していただけませんかっ」

「…………はっ？」

　その言葉で、急激に興奮が冷めていく。

　アリスが打って変わって感情のない視線を向けるが、天音はそれに負けじと真っ向から見つめ返す。

「む、無理を言っているのはわかっていますわ！　でも、この国を取り返すには今の戦力では足りないのです。父様たちはそれでもやるしかないと覚悟していますが──このままでは非常に困難ですわ！　だ、だから、わたくしたちに力を貸してください！　アリスさんの会社は傭よう兵へいからエンジニアまでいらっしゃるのでしょう！　この国を救うにはその両方が揃そろっていないと難しいのです！　もちろん、賃金は通常の十倍は弾はずみ──」

「天音ちゃん、お金の問題じゃないんだ。これはオレたちのポリシーの問題だ」

　静かにそう遮さえぎって、アリスは依い頼らいを拒きよ絶ぜつした。

「確かに、オレたちはその条件に適しているのかもしれない。だけど、言っただろ。オレたちは世界は救わない。借りでもなければな。だから、天音ちゃんには悪いけど、その依頼は受けられ」

「──わ、わたくしも、なんでもしますから！」

「へっ？」

　ピクリ。

　アリスの耳が動いた。

「……あの、アリス様？」

　雪ゆき姫ひめが嫌いやな予感がするという顔で声をかけてくるが、聞いちゃいなかった。

　興奮が抑おさえられずに、アリスは上うわ擦ずった声で聞き返す。

「え？　い、今、なんでもって言った……？」

「え、ええ、言葉の綾あやですが。でも、わたくしにできることなら出来る限りしますわよ？」

「そ、それならこれを言ってくれないか？」

　アリスが天音の耳元でボソボソと呟つぶやく。

　それを聞き終わると、天音は不思議そうに見つめてきた。

「ほ、本当に、そんなことで良いのですか……？」

「ああ。頰ほおを赤く染めながら、恥はずかしがってる感じで言ってくれれば尚なお良しだ」

「わ、わかりました。で、では……こほん」

　咳せき払ばらいをすると、天音はアリスの注文通り、頰を赤らめて恥ずかしがっているかのように──実際、少し恥ずかしいのだろう。いつもよりちょっぴり高い声で言う。




「──わ、わたくしを助けてください、お兄ちゃん！」




　じ────ん。

　アリスは目を瞑って天音の声を脳内で反はん芻すうさせながら、心を震ふるわせた。

　もう、なんかヤバイ。毛穴という毛穴から、変な液体が噴ふき出そうなくらいだった。

　やがて、ゆっくりと瞼を開く。

　覚悟は決まっていた。アリスの瞳には強固な意志が宿っていた。

「おい、雪姫。天音ちゃんを頼たのむ。保護者のもとへと連れて行ってやってくれ」

「あ、あの、アリス様。アリス様は気づいていないかもしれませんが、この子供は──」

「ああ、わかってるさ、天音ちゃんだろ。だけど今はオレの客だ。だから、丁てい重ちように送り届けろ。余計な真ま似ねはするなよ」

　アリスが鋭するどい視線を向けると、雪姫はそれ以上異を唱えることなく静かに頭を下げた。

　天音が慌あわてて訊たずねてくる。

「あ、あの、さっきのお話は──」

「ああ、引き受けた。だから安心して、天音ちゃんはお仲間のところに戻もどってな。ここから先は、オレたちが引き受ける」

　アリスの宣言に、天音はぺこりと頭を下げると雪姫に連れられて去って行った。

　恐おそらく、あれで安全は確保されただろう。

　一度裏切った雪姫だけれど、アリスの命はちゃんと守ってくれるはずだった。

「さて」

　天音が視界から消えると、アリスは二次元嫁の騎士団の連中に向き直った。

　アリスが何を言い出すのか察しているのか、皆みな、締しまらない笑えみを浮うかべている。

　それを見ながら、アリスも犬歯を剝むき出しにして笑う。

「よく聞け、野や郎ろうども。オレたちはテロリストだ。二次元作品を愛し、三次元のバカップルどもを憎にくむテロリストだ。正直、この恋れん愛あい祭は外の空気を吸うだけで吐はき気けがしそうだった。こんな馬ば鹿かげたお祭りなんて、恋愛至上都市なんて滅ほろびればいいと思った。そういう意味では、この光景は願ったり叶かなったりだ。誰だれだか知らないが、お礼状を送りたいぐらいだ」

　アリスが指差す先には、酷ひどい惨さん状じようの水神島があった。

　武装人形が暴れ、カップルどもが争った形けい跡せきが残っている。

　最高だ。夢にまで描えがいた理想がそこにあるかのようだった。

「だから、オレたちは世界を救わない。邪じや魔ま立だてする理由がないからだ。だが、もし二次元に迫せまるほど可愛かわいい女の子がいて。その女の子が『助けて、お兄ちゃん！』と必死に頼み込んできたらどうする？　──そこまで言われて動かないヘタレは、オレの組織にはいないよな？」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」」

　アリスの問いかけに、二次元嫁の騎士団の団員たちは一いつ斉せいに腕うでを上げて声をあげた。

　携けい帯たい端たん末まつを掲かかげながら、アリスは声を張り上げる。

「よし最高だ、お前ら！　なら、今回の報ほう酬しゆうを教えてやる！　今回の事件の収拾に一役買った者には、先さき程ほど盗とう聴ちようした天音ちゃんの『助けて、お兄ちゃん』ボイスと、前に盗とう撮さつした天音ちゃんのブロマイドを特別にプレゼントしてやる！　もちろん、通常の報酬に上乗せして、だ」

「流石さすが、アリス様！　ちゃんと盗撮盗聴してるなんて、悪の鑑かがみだぜ！」

「よせよせ褒ほめるな、照れるだろうが。それじゃあ行くぜ、野郎ども！　オレたちは世界を救いに行くんじゃない！　超ちよう絶ぜつ可愛い女の子の──『妹』のお願いを叶えるために行くんだ！　わかったな！」

「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」」」

「オーケー。──それなら、オレたちの戦いを始めようか」

　そう言い放って、アリスは一歩前に踏ふみ出す。

　その視線の先には、この都市の中心に聳そびえ立つ建物──王城があった。




　　　　　　　◇




　王城の内部。

　正面玄げん関かんの前で、白石夜宵は魅み了りようされた大勢の手て駒ごまと一いつ緒しよに立っていた。

　床ゆかには顔が反射するほど磨みがかれた大理石。そこに映る己の顔を見ながら、夜宵が考えるのは黒くろ峰みね勇也のことだった。

　どうして、どこにでもいるようなあの少年のことが気になるのだろうか。もちろん魅了の能力にかからなかったのもあるが、それ以外にもあるような気がする。

　そう考えて、ふと思い当たる。

　幼い頃ころに読み耽ふけったあの絵本に出てくる男の子に似ているのだ。世界最高のカップルである双騎士。その二人が恋こいの力で魔ま王おうを倒すという物語の少年に。

　ある少女は初等部の授業でそれを初めて知り、お気に入りの一冊になった。

　平和の象しよう徴ちようであり、恋愛の象徴。そんな彼らのように運命の相手にいつか出会い、素す敵てきで幸せな恋ができると思っていた。

　そして、そんな理想の恋の相手が、幼い頃からずっと一緒の少年だったらいいなと思っていた。

　実際、その当時には、少女はおままごとではあったものの、少年の彼女のように振ふる舞まっていたし、向こうの少年もまんざらではないようだった。

　少女はそんな時間が永遠に続くのだと信じて疑わなかった。

　──けれども、初等部から中等部へと上がるタイミングで、国から届いた一枚の紙で何もかもが壊こわれた。

　それは、恋愛磁場を発生させやすいという観点において、少女がどんな人間と相あい性しようが良いかという報告書だった。巫覡機巧スレーブシステムで主に同じ学校に通う生徒の間におけるマッチングを膨ぼう大だいなパーソナルデータの学習による統計によって測り、解を叩たたき出したのである。

　だが、少女と相性が良い異性の一覧に大好きな少年の名前はなかった。

　何かの間ま違ちがいだと思った。

　ずっと一緒にいたのに。喧けん嘩かもほとんどしなかったのに、こんな結果になるなんて計算間違いだと思った。

　だけれど、いくら抗こう議ぎしてもその結果は覆くつがえることはなかった。

　それでも、少女は少年が否定すれば戦えたはずだった。

　その報告書はあくまで参考程度であり、その一覧の人間とカップルになることを強制されたわけではなかったからだ。

　でも、

　──ごめん、夜宵。俺、恋愛階級ラブランクが悪くなるから相性が悪いお前とは付き合えない。

　たったそれだけの言葉。それで少女は壊れた。

　少女が親に頼み込んで国に再計算をお願いしているときには既すでに、少年は自分の一覧に載のっている別の少女とカップルになっていたのだった。

　しかも、その少年の姿は自分といるときよりも何倍も楽しそうで。

　それを目もく撃げきするたびに、少女は嫉しつ妬との炎ほのおで狂くるいそうだった。

　なんでなんでなんで。そいつよりも、私の方が絶対に相応ふさわしいのに。

　どうして、あなたは私よりそいつを選ぶの。

　そうして何もかもに絶望したある日、少女は魅了の能力を手に入れた。

　後に出会った研究者たちによると、少女には生まれつき特有の因子があって絶望がきっかけとなって発芽したらしかった。

　その能力は非常に強力であり、チョロい男は声をかけるだけで、難なん攻こう不ふ落らくの男でも一日も接せつ触しよくすれば簡単に堕おちて命令を聞くことになった。

　少女は歓かん喜きした。

　これであの少年に振ふり向いて貰もらえ、元の関係に戻ると思った。

　少女はそう願って少年に魅了の能力を使用し──それこそが、少女の最初の過あやまちとなってしまった。

　結果は、ただの従順な駒こまが一つ出来上がっただけだった。

　どれだけ酷いことをしても全すべて肯こう定ていする駒。少女が好きになった少年の姿はもう欠片かけらもなかった。

　それ以来、少女は恋もカップルも嫌きらいになってしまった。

　カップルたちは、自分たちが決して千ち切ぎれることのない運命の糸で繫つながっているのだと宣のたまう。だが、少女にとっては、その運命の糸とやらはカップルに街角でぶつかる程度で容た易やすく千切ることができた。

　何が運命だ、絆きずなだ。

　そんな簡単に壊れる噓うそっぱちの関係なんて、何の意味もないというのに。

　そんな恋は恋じゃない。双騎士たちのような理想の恋ではない。

　そうして、少女が目についたカップルの関係を壊し続けていると、カップル殺しなんて仰ぎよう々ぎようしい名前で呼ばれるようになった。

　そんなとき、少女はある組織から声をかけられたのだ。

　──カップル殺しさん、俺たちと協力して世界を救いませんか？

　不ふ審しんがる少女にそう言って、その組織は接触してきた。

　更さらに、その組織は少女の能力を解明してみせ（結局、少女は微み塵じんも理解できなかったけれども）、仲間にならないかと持ちかけてきたのだ。

　その組織の狙ねらいは「恋愛磁場を基き礎そとしているこの世界の破は壊かい」。

　それは少女の衝しよう動どう的な行動とも合がつ致ちしており、首を縦に振るのにそう長い時間はかからなかった。

　それから一年、少女は様々な準備を行った。

　まず、組織からある魔導機装を貰った。それは初はつ恋こいの少年から貰ったペンダントを加工したものであり、それによって少女は多くの人々を魅了することを可能にした。

　次に計画への戦力を増やすために、少女は密ひそかに手駒を増やし続けた。それらを恋愛祭に潜もぐり込ませることによって、戦力面は圧あつ倒とう的に補強された。

　また王城へと近づくために、少女は白石家の人間を魅了して一人ひとり娘むすめと入れ替かわった。

　白石家は世界恋愛統制機構の幹部クラスの人間で権力を持っており、恋愛階級などの諸データを誤ご魔ま化かすことができた。

　そんな経けい緯いがあって、少女──白石夜宵はこの場に立っている。

　計画は最終段階。あと数時間もすれば全ての恋愛至上都市は終わる。

　しかし、嫌いやな予感がしてならなかった。

　あの黒くろ髪かみの少年だけではない。そんなこと起こり得るわけないのに、あの蒼あお髪がみの少女すらここにやってくるような気がした。

　あいつらの関係は壊して、少年の方はＥＤにしていちゃいちゃできないようにしたつもりだったが、それでも何な故ぜか二人が揃そろってやってくるような予感に囚とらわれて。




　ゴウッッッッッッッッッッッッッッッッ[image: びっくりまーく]




　だからだろうか。正面玄関の扉とびらを蹴けり飛ばして現れた一組の少年少女を見ても、夜宵はさして驚おどろかなかった。

　代わりに、憎にく々にくしげに見つめて。

　もし、もう一度出会うことがあれば訊たずねようと思っていた質問を口にする。

「ねぇ、あんたたち──本当にいったい何者？」

　それに対し、黒峰勇也と蒼宮藍葉はそれぞれの武器をこちらに向け。

　答える。

　夜宵がこの世で最も嫌いな存在の名を。

「なーに」

「ただのカップルですよ」
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「……まさか、あんたたちがここまで来るなんてね」

　藍あい葉はの目の前。

　漆しつ黒こくの結けつ晶しようのドレスを纏まとった状態で、夜や宵よいが鋭するどい視線を向けてきた。

　その周辺には、魅了されて駒となった人々。それぞれが武装しているが誤射で人数を減らすことを避さけているのか、剣けんなどの近接武器を持っている者が圧倒的に多かった。

　藍葉が荒あらい呼吸を繰くり返していると、夜宵はにやりと笑う。

「ここに来るまで大変だったでしょ？　だって、あんたたち近この衛え兵だもんね。ご丁てい寧ねいに危害を加えることなく、私の駒から逃にげてきたんでしょう？　でも、ここでも同じ生なま温ぬるい行動ができるかしら。ちゃんと殺さないと──あんたたちが殺されるわよ！」

　夜宵が叫さけんで腕うでを振り下ろす。

　すると、それが号令代わりだったのか、大勢の人々が一いつ斉せいに襲おそいかかってきた。

　視界が人々で埋うめ尽つくされる。

　だけれど、藍葉はそれを退たい屈くつそうに見やっただけだった。逡しゆん巡じゆんなく引き金をひいて弾だん丸がんを叩き込むと、魅了された人々は大理石の床の上に倒たおれる。

　藍葉が視線を上げると、夜宵は案の定あんぐりと口を半開きにしていた。

　今度は、藍葉が夜宵に嘲ちよう笑しようを向ける。

「どうしたんですか、その顔。もしかして、藍葉たちが此この期ごに及およんで誰だれも傷つけないとか甘っちょろいこと言うと思ってましたか？」

「なるほど、大勢を救うために犠ぎ牲せいにすることを選んだってわけ。……いや、でも、それだとおかしいわ。それならなんで、あんたたちはそんなに疲つかれてるのよっ。魅了された手駒に攻こう撃げきしないで逃げてきたからじゃないのっ」

　ポタッ。止めどもなく汗あせを流ながす二人に、夜宵がわけがわからないとでも言いたげにゆるりと首を横に振った。

　そこで、ようやく何かがおかしいことに気づいたのだろう。

　ハッと顔を上げ、夜宵は唇くちびるを歪ゆがめる。

「この感じ、魅了が解かれてる。あの軽い一いち撃げき程度で死ぬわけもないのに……まさかっ」

「その、まさかですよ」

　藍葉は馬ば鹿かにするような笑えみをつくって、夜宵を挑ちよう発はつした。

「知ってるかもしれませんけど、恋愛磁場ラブパワーは魔力に対して絶大な効力を持つんです。なら魅み了りようされた人たちに恋愛磁場を撃うち込めば、後はどうなるかあなたでもわかりますよね？」

「……つまり、あんたたちは誰も傷つけないことは選ばない代わりに、全員を救うことを選んだってこと？　襲いかかってくる人たち全員の魅了を解きながら、ここまでやってきたの？　恋愛磁場の補給手段もないくせに、馬鹿じゃないの？」

「別にそんな大層なもんじゃねーよ。そっちの方が都合がいいだけだ。お前に操あやつられて殺されても寝覚めが悪いし、魅了を解除しないといつ後ろから刺さされるかわかんないからな」

「馬鹿かどうか試ためしてみますか？　目の前で見せてあげますよ、藍葉たちが全員を救うところを」

　勇ゆう也やが恋愛剣ラブ・ソードを構えるのに合わせて、藍葉も恋愛銃ラブ・ガンの銃じゆう口こうを夜宵へと向ける。

　そこでようやく本気だと悟さとったらしい。

　全身から魔力を放つと、夜宵は片かた腕うでを横に薙ないで命令を下す。

「上っ等！　あと数時間は時間稼かせぎに徹てつしようと思ったけど撤てつ回かいするわ。あんたたちみたいな存在は視界に入れるだけで虫むし酸ずがはしる。ここで絶対に殺すわっ」

「できるもんならやってみてくださいよ、女王様気取りの糞くそビッチ」

「うっさい、パートナー取られてメソメソしてたブスが」

　藍葉と夜宵が互たがいを睨にらみ合い、視線が交こう錯さくする。

　そうして。

　藍葉と勇也が前に駆かけ出すのと、夜宵の手て駒ごまが襲いかかってくるのは同時だった。

「ッ」

　四方八方から、敵が恋愛剣を振り上げて襲いかかってくる。

　藍葉はそれらの人々に対して、敢あえて急所を外して弾丸を叩たたき込んだ。だが、あまりにも数が多すぎる。次し第だいに手が回らなくなると、藍葉は背中を合わせている相棒へと声をかける。

「先せん輩ぱい！」

　その一言で察してくれたらしい。

　藍葉の声に、勇也は振り向きざまに恋愛剣を横薙ぎに振るった。刀身から恋愛磁場の波動が放たれると、魅了された大勢の人々が壁かべに叩きつけられ、糸が切れた操り人形のようにその場に崩くずれる。

　藍葉の視界が開け、視線を辺りに這はわせると、夜宵は他の魅了された人々の壁に紛まぎれ込むように王城の奥へと廊ろう下かを駆けていくところだった。

「くっ、逃げるんですか！」

「逃げてないわよ！」

　藍葉と勇也は分厚い絨じゆう毯たんが敷しかれた廊下を走って、前方にある廊下の角を曲がった夜宵を追いかける。

　曲がった先は、吹ふき抜ぬけになった広場だった。

　真ん中に小さな噴ふん水すいがあり、二階からこちらを見下ろすことができるようになっている。

　夜宵は噴水の向こうで手を振ふり下ろすと、二階の手すりから大勢の人々が降ってきた。

　──誘さそい、込まれた！

　藍葉は胸中で失態を悔くやむが、遅おそい。

　そのときには、魅了された人々が握にぎる恋愛剣の刃やいばが差し迫せまっていた。一斉に振り下ろされ、恋愛磁場の衝しよう撃げき波はが辺りを滅め茶ちや苦く茶ちやに切り裂さく。

　勇也と藍葉は間かん一いつ髪ぱつで躱かわすものの、爆ばく風ふうによって廊下の端はしまで転がっていった。

　追い討うちをかけるように、恋愛剣の刀身を明めい滅めつさせながら走ってくる夜宵の手駒。顔を上げると、もう目の前まで距きよ離りを詰つめられていて。

「──ハァッッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、勇也が再び恋愛磁場の斬ざん撃げきを放った。

　それは狭せまい廊下に衝撃波として波は及きゆうしていくと、敵をまとめて魅了から解放する。

「蒼あお宮みや、前だ！」

「はい、先輩！」

　勇也の声に応じて、藍葉は前へと走りながら恋愛銃を発はつ砲ぽうした。

　堪たまらず、夜宵が眼前に魅了された人々の盾たてを展開するが、その肉にく壁かべも弾丸を食らったことによって地面に崩れ落ちてしまう。

　その隙すきに、藍葉と勇也は更に距離を詰めようとして。

　ガッ！

　床ゆかに転がっていた夜宵の手駒に、藍葉は足首を摑つかまれた。

　先さき程ほどの一撃で魅了が解けて床に転がっていたのだと思っていたが──違ちがう。そう思わせるように床に倒れておいて、絶好の機会を窺うかがっていたのだ。

　藍葉が必死に抜け出そうとしている間に、別の魅了された二人が前方と背後から恋愛剣を握って襲いかかってくる。藍葉は一撃を貰もらう覚かく悟ごをしながらも、恋愛銃を構えて。

「蒼宮！」

　やや前方を走っていた勇也が踵きびすを返してくると、藍葉を蹴り飛ばした。その衝撃で足首を摑んでいた手が離はなれ、藍葉は地面の上を転がっていく。

「先輩！」

　バッと視線を持ち上げると、視界の中央では勇也が武器を取り上げられて三人の魅了された女共に羽は交がい締じめにされていた。

　拘こう束そくされた勇也に悠ゆう々ゆうと近づくと、夜宵はその顎あごを白い指でくすぐる。

「あんたを狙ねらっていたつもりだったけど、まさか捕つかまるのがこっちの方なんて思わなかったわ。まあ、それでもいいか。そっちの方が面おも白しろいことができそうだから」

「せ、先輩を殺す気ですか！　藍葉がそんなことさせるわけ」

「ああ、違う違う。もっと面白いことよ。──こんな風にね」

　そう言うや否いなや、女たちに命令して、夜宵は勇也の顔を自身の胸へとダイブさせた。

　こんな状じよう況きようだというのに、勇也の頰ほおが僅わずかに朱しゆ色いろに染まる。

　次いで、またもや女たちを使って強制的に顔を上げさせて。それと同時に、夜宵の首元にある黒い宝石が装そう飾しよくされたペンダントが鈍にぶい光を放って。

　ちゅっ──夜宵の唇が、勇也のそれへと啄ついばむように触ふれた。

「なっ」

　夜宵が味わうように唇を舐なめる姿を見て、全身の血が沸ふつ騰とうするような感覚に襲われる。

　一気に冷静さが吹き飛んで、藍葉は怒いかり狂くるったように叫ぶ。

「せ、先輩に何するんですか、この糞ビッチ！」

「何って決まってるでしょう──ねぇ、勇也さん？」

「はい」

　夜宵が猫ねこなで声を出すと、勇也は静かに声を発して暗い瞳ひとみをこちらに向けた。

　魅了された三人の女共が手を離すが、暴れることはなかった。それどころか、夜宵は勇也に恋愛剣を返して握らせる。

　そこでやっと、藍葉は何が起こったのか察した。

「ま、まさか──」

「ええ、そうよ。随ずい分ぶんと時間がかかったけど、ようやく魅了できたわ。魅了が無効化されるわけじゃなくて、効きにくい体質のようだったから。長いこと接せつ触しよくしていた甲か斐いがあったわね」

　夜宵は勇也の背中をトンと押すと、藍葉と対たい峙じさせた。

　夜宵は楽しくて堪らないといった表情で宣言する。

「それじゃあ見せてもらいましょうか、カップル同士の殺し合いを。──本気で殺しにこないと、あんた死ぬわよ？」
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　王城の廊下を銃じゆう弾だんが飛び交かい、壁や床を傷つけていく。

　金こん剛ごう若わか竹たけは廊下の角に身を潜ひそませながら、廊下の奥を窺うかがっていた。だが、少しでも顔を出そうものなら、廊下の奥から銃弾が放たれ牽けん制せいされてしまう。

「くそっ、あと少しなのだがな……」

　廊下の奥にある小さな扉とびらを悔くやしげに一いち瞥べつして、若竹は歯は嚙がみした。

　秘密の通路を使い、若竹と近この衛え兵は王城の中に進しん入にゆうすることに成功していた。

　しかし、巫覡機巧スレーブシステムを動かす端たん末まつが置いてある部屋──コントロールルームには夜宵の手駒たちが立て籠こもっており、現在は反撃されているわけだった。

「高ランクの攻撃アサルトプログラムさえなければ、まだ何とかなるんですが……」

　隣となりでそう呻うめくのは、同じく壁に張り付いている華か恋れんだった。

　そう。それさえなければ、まだ希望が見えるはずだった。

　巫覡機巧スレーブシステムに装備を差し押さえられたせいで、若竹たちは初期モードしか使えない非合法の恋愛銃や恋愛剣しかない。

　対して、向こうは巫覡機巧スレーブシステムに許された攻撃プログラムであれば、何でも使用することができる。

　もっとも、高ランクの攻撃プログラムであるほど恋愛磁場の消費量は激しく、夜宵の手駒たちは恋愛磁場の即そく時じ補給手段──いちゃいちゃしないため、それは頻ひん繁ぱんに使われることはなかったけれども。また、向こうの目的が殲せん滅めつではなく時間稼ぎであったのも不幸中の幸いだった。

　それでも、この武装の差は決定的な溝みぞではあるのだが。

「柊ひいらぎ隊長、あいつらの武装を剝はがす方法はないんですか！」

「そ、そんなこと言われても、私にもわかんないわよ！」

　近衛兵の一人が刻々と過ぎていく時間に耐たえられずに叫さけぶが、華恋もパニックに陥おちいっているのか焦あせった声で叫び返す。

　……いや、本当に一つもないわけではない。

　だが、それを実行するにはこの王城の設計図と大規模な破は壊かい手段でも持ち合わせていないと無理だ。

　そんな奴やつらがいるはずもないが──例えばこの王城を攻せめ落とそうとして、手順も段取りも何もかも把は握あくしているような奴らでもいなければ、若竹の案を完かん遂すいするのは不可能だろう。

　やはり、無理にでもこのまま特とつ攻こうするしかないのか。当初の予定通り、何人か犠ぎ牲せいになれば辿たどり着ける可能性もあるだろうが──

　若竹がそう内心で苦く悩のうして命令を下そうとした瞬しゆん間かん。

　軽快な電子音とともに、懐ふところに忍しのばせていた携けい帯たい端たん末まつが震ふるえた。

　恐おそらく、敵が通信を取り合うために王城周辺のみの通信はできるようにしていたのだろうが──しかし、こんなときにいったい誰だれが？

　携帯端末の画面を見やって、若竹は硬こう直ちよくした。

　手に持っている携帯端末は、以前、とある組織に潜せん入にゆうしていた際に使っていたものであり、激務のため替かえるのを忘れていたものだ。

　それ故ゆえに、絶対に来るはずのない相手から連れん絡らくがきていた。

　何な故ぜか無視することができず通信を繫つなげると、向こうから不敵な少年のような声が聞こえてくる。

《よう、あんたがまだその携帯を使ってくれてて良かったぜ。オレの組織を抜けた後、とっくに捨てたかなと思ってたからさ。それで助けは必要か？　生い駒こま彰あきら──いや金剛若竹》

「……夢ゆめ月づきアリス、いったい何のつもりだ？」

《そう怖こわい声出すなって、オレたちが助けてやろうって言ってんだからさ。大だい丈じよう夫ぶ、もう報ほう酬しゆうは貰ってる。後で何かを請せい求きゆうするつもりはないよ》

「報酬だと？　いったい誰に──」

《おっと、それ以上は秘密だな。やっぱ顧こ客きやく情報は守らないと。それで、もう一度聞くが──金剛若竹、助けは必要か？》

「……必要、だ」

　苦く渋じゆうの思いで声を漏もらすと、アリスが携帯端末の向こうでくくくと笑い声を響ひびかせる。

《随分と素す直なおだな。オレの組織にいたときには裏でこそこそ隠かくれてやっていたくせに》

「まさか、お前、私が組織にいたときから気づいて……っ」

《あ、それはない。三分前に気づいた》

「…………」

《あ、噓うそ、やっぱなし！　気づいてた、超ちよう気づいてたぜ！　敢あえてお前を泳がせていたんだ！　うん、忘れてたけど、そうだった気がする！　──それで助けは必要なんだな。じゃあ、オレたちが今から突とつ破ぱ口こうをつくってやるよ》

「……おい、今いま更さら真ま面じ目めぶっても誤ご魔ま化かせないぞ」

《う、うるさい！　空気読めよ、馬ば鹿か！　とにかく、オレたちが突破口をつくってやるから！　具体的には相手の武装を三十秒だけ解除する！　その間に、お前らは勝手に取り返してろ！　オレたちが協力するのはそれだけだからな！　じゃあ、ばいばい！》

　ぷつっ。つーつー。

　一方的に捲まくし立てられて通信が切られた。

　だが、三十秒だけ武装解除を行うということは、もしかしてあいつらは……

「……まさか、あれをやるつもりなのか？」

　アリスたちがしようとしていることを察知して、若竹はその被ひ害がいを想像して呻いた。
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「……協力者からだ。これから三十秒だけ相手の武装解除が行われる。総員、その間に突撃してコントロールルームを取り返すぞ」

　若竹が希望の知らせを口にするが、その表情は言葉とは裏腹に曇くもっていた。

　その表情から、柊華恋はその協力者がしようとしていることを何となく察した。

　華恋は巫覡機巧スレーブシステムが具体的にどんなことをしているかは知らない。

　だが、この時代のどんな機械を動かすにも基本的には恋愛磁場が必要だ。

　それは、巫覡機巧スレーブシステムとて例外ではない。

　だとすれば、王城に恋愛磁場を供給している経路を把握していたとして。その経路を片かたっ端ぱしから破壊することができれば？

　予備の恋愛磁場の経路に切り替わるだろうが、僅かに空白が存在するのも確かだ。

　協力者が言っているのは、その空白の三十秒のことなのでは……

　華恋がそんな想像を脳内で繰くり広げた刹せつ那な。

　あちこちから爆ばく音おんが響き渡わたり、王城が大規模な地じ震しんが起こったが如ごとく震えた。敵も想定外だったのか、コントロールルームから悲鳴があがる。

　次の瞬間、王城内の明かりが全すべて消え去った。

　巫覡機巧スレーブシステムも一時的に停止したらしい。高ランクの攻撃プログラムが使用不可になったのか、敵の武装が解除されて初期モードになる。

　そうして、制限時間の三十秒が始まって。

　──バンッと音を置き去りにして、華恋は前へと駆かけ出した。

　普ふ通つうに考えれば、三十秒で占せん拠きよされた部屋を取り返すなんて不可能だ。何故なら、敵の武装は初期モードに戻もどっただけで失われたわけではないのだから。だが、華恋にとってはそれだけで十分だった。

　廊ろう下かにいた敵たちは武装の優位を失って慌あわてていた。

　華恋に気づいて銃じゆう口こうを向ける──が、遅おそい。

　恋愛剣の一太刀で三人ほど斬きり伏ふせ、壁かべを蹴けり、華恋は屍しかばねの小山を越こえていく。

　残り二十秒。

　余談だが、柊華恋という人間は恋愛係数が低く──本来であれば、近衛兵になれるような人間ではない。

　基本的には、近衛兵はいちゃいちゃして戦うものだからだ。

　それでも、華恋が近衛兵どころか、その隊長にまでなっているのはそれだけのハンデを負っていても十分に活かつ躍やくできるからである。

　つまり、何かしらが原因となって、互たがいに高ランク攻撃プログラムを使えず、いちゃいちゃしないという状じよう況きようになってしまえば。

　そこは、柊華恋の領域であり。

　──彼女の右に出る者は誰一人としていない。

「ハッ！」

　鋭するどく息を発して、華恋は更さらに前へと駆け出す。

　敵が視界を埋うめ尽つくすほどの弾丸を放つが、華恋が足を止める理由にはならなかった。瞬時にどれに対処すべきか判断すると、自分に直ちよく撃げきする弾丸のみ、華恋は手を閃ひらめかせ剣けんで叩たたき落とした。

　敵の目が見開き、口が何かの文字列を刻む。多分「化け物め」だろうが、さして興味は湧わかなかった。擦すれ違ちがいざまに剣閃を叩き込んで、華恋は廊下を駆ける。

　残り十秒。

　部屋の入り口に近づくにつれて銃撃が激しくなってくるが、それでも速度を緩ゆるめるどころか益ます々ます加速させていく。

　華恋は廊下を縦じゆう横おう無む尽じんに動きながら、ちょうど斬きった敵の一人を扉に向かって蹴り上げて放ほうり込んだ。瞬またたく間に銃弾が叩き込まれ、その敵が肉にく壁かべとなる。その間に最後の距きよ離りを走り抜ぬけると、華恋は扉の向こうのコントロールルームへと突つっ込んだ。

　残り三秒。

　床ゆかにブレーキの靴くつ跡あとを残しながら部屋に滑すべり込むと、華恋は一息のうちに恋愛剣を振ふるって周囲の敵の武装を破壊した。その勢いのまま床に転がり、華恋は敵のリーダーらしき人間の喉のど元もとに恋愛剣の切っ先を突きつける。

「動かないで」

　残りゼロ。

　巫覡機巧スレーブシステムが復旧するが、もう意味はなかった。

　部屋に単独で突入してきた華恋に対して、敵は畏い怖ふの視線を向けるだけで動こうとはしなかった。あるいは動いても無む駄だであることを、先さき程ほどの光景から理解しているのかもしれなかった。

　息を落ち着かせて、華恋は告げる。

「この部屋にいる全員、私の間合いにいるわ。今から変な動きをしたら、容よう赦しやなく斬きるから。命が惜おしいなら動くのは止めることね」

　この三十秒間の化け物っぷりを見ていたせいか、華恋の言葉を守らない者はこの部屋にいない。

　小さく息を吐はき出すと、華恋は捕ほ食しよく者の目でエンジニアたちに命じる。

「それなら、今からさっさと全て元に戻してもらいましょうか。もし、やらないなら、私が片っ端から襲おそうわよ。性的にね」
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「先せん輩ぱい、しっかりしてください！」

　王城の廊下を駆けながら、藍葉は勇也から逃にげていた。

　一瞬でも気を抜けば、首が落とされそうだ。迫せまりくる刃やいばをステップを踏ふんで何とか躱かわしながら、藍葉は正気が戻るように訴うつたえかける。

　だが、魅み了りようされた勇也はそれが聞こえていないかのように全く応じなかった。

　──いったい、どうすればいい!?

　藍葉は内心で叫さけぶが、その方法が一つしかないことはわかっていた。魅了を解くために恋愛磁場をぶつける。藍葉が取れる手段はそれしかない。

　それは理解しているが──

「ッ！」

　勇也との距離を取りながら、藍葉は恋愛銃の引き金をひくが、その全てを最小限の動きで避よけられた。

　それどころか一息の間に距離を潰つぶされると、恋愛銃を真っ二つに斬られてしまう。

「くっ──」

　手首を返され、二の太た刀ちが迫る。藍葉は身体からだを反らすと、刃が触ふれるかどうかの距離で何とか躱した。ズバンッと耳元で剣が通過する音が響き、髪かみを一ひと房ふさ持っていかれる。そのままバク転を数回して再び距離を取ると、藍葉は肩かたを上下させて息を整えた。

　恋愛銃を失ったため、残る武装は恋愛剣しかなかった。

　勇也から視線を離はなさないように注意しながら、藍葉は恋愛剣を起動させる。

　未来に来る前──藍葉と勇也は一いつ緒しよに訓練を行うことが多かった。

　そこでわかったのは、勇也は剣などの近接戦せん闘とうが得意であり、藍葉は銃じゆうなどを使う中～遠えん距きよ離りが得意であるということだった。正直、勇也との剣での勝負は分が悪すぎる。勝負にならないとまでは言わないが、一本取るのは過去の世界でもあまりできていなかった。

　加えて、

「このタイミングで来ますか！」

　勇也と距離を取った瞬しゆん間かんを狙ねらっていたのか、夜宵の手て駒ごまが襲いかかってきた。

　藍葉は反射的に斬り伏せ、魅了から解放する。

　だが、その僅わずかな間に、勇也はこちらに駆け出していた。反応する間もなく、強きよう烈れつな突きが藍葉の右みぎ肩かたを穿うがち、廊下の反対側まで吹ふっ飛ばされてバルコニーへと放ほうり出される。

「……はぁ、はぁ」

　鮮せん血けつが溢あふれ出る右肩を押さえながら、藍葉は足に力をこめて立ち上がった。

　藍葉の利きき腕うでは右だ。その肩を潰されたことは、痛みもあってかなり辛つらかった。

　これでは、長い時間、剣を振るのは難しいだろう。

　あと少しで、限界が来るのは明白だった。

　藍葉が吹っ飛ばされたのは、廊下の奥にある広々としたバルコニーだった。

　あちこちに置かれた花か壇だんによって彩いろどりが華はなやかにされており、空中庭園のようになっている。手すりの向こうでは王城の正門前に広がる花畑が一望でき、無残な姿になっている水みず神がみ島じまも眺ながめられるようになっていた。

　ゆったりと歩きながら、勇也がバルコニーに現れる。

　恐おそらく、この攻こう防ぼうが最後のチャンスだろう。ここで恋愛磁場をぶつけられなければ藍葉は死ぬ。勇也との技量の差を考えると、それが最も正しい予測だった。

　ならば、この一回で決める。

　藍葉が覚かく悟ごを決めると、勇也は剣の切っ先を持ち上げてこちらに向けてきた。

　同じようにして、藍葉も剣を構える。

　空くう隙げき。

　次の瞬間、バンッと風を叩くと、藍葉と勇也は地を蹴って彼ひ我がの距離を殺した。

　身体が悲鳴をあげるが、藍葉は敢あえてそれを無視して全ぜん霊れいの攻こう撃げきを繰り出した。目ではなく感覚で、勇也がどこを攻撃してくるか予測して対処する。脳をフル回転させているからか頭の中が熱くなっていく。次し第だいに速度が上がり剣は閃せん光こうとなっていくが、藍葉は吼ほえながらそれでも食らいついていく。

　しかし、最初に限界がきたのは身体の方だった。

　周囲に衝しよう撃げき波はを放つほど強烈に打ち合うと、藍葉の手から離れて剣は空中を舞まった。

　武器を失ってしまい、藍葉は堪たまらず後方へと跳とぶ。しかし、それも身体がついてこなかった。足を縺もつれさせてしまい、藍葉は地面の上に転がって。

「ッ！」

　慌てて起き上がろうとするが、そのときには鋭い剣けん先さきが眼前に突きつけられていた。

「どう、最愛の恋こい人びとに殺される気分は？」

　廊下に護衛の三人の女性を置いてきて。夜宵が一人で靴くつ音おとを鳴らしてバルコニーへと歩いてきながら、勇也の側に寄り添そった。

　夜宵は艶なまめかしく勇也の顔を触さわる。優やさしい手つきで、勇也に剣を上段に構えさせる。それらを行って、夜宵は嘲ちよう笑しようを藍葉へと向けた。

「結局、あんたは最後まで弱かったわね。無様に足あ搔がいたようだけど、私に何もかも奪うばわれちゃって。最高に惨みじめよね、あんた」

「うるさいッ！　藍葉はまだ何も奪われてなんか──」

　反射的に言い返しかけて。

　藍葉の脳のう裏りに、夜宵のある言葉が引っかかった。

　そうだ。藍葉は弱い。勇也と剣の勝負をすれば、絶対に勝てないほどには。良い勝負はできるかもしれないが、一本取るには到とう底てい届かない。

　だけれど、それも全快だった場合だ。

　ならば、どうして負傷している今の状態で、藍葉は勇也との攻防に辛かろうじてでもついていけたのだ？

「……そうですね、藍葉は無様かもしれません」

　そっと囁ささやくように言って、藍葉は夜宵を真正面から見み据すえた。

「あなたの言う通り、藍葉は弱いです。みっともなく足搔いて。最高に惨めですよ」

「あら、なに？　自分で認めるの、あんた？」

「ええ、認めますよ。でも、それがどうしたって言うんですか？　弱かろうが、無様だろうが、惨めだろうが──その程度、藍葉が何かを諦あきらめる理由にはなりませんよ。本気で欲ほしいものなら泥どろ水みず啜すすってでも、藍葉は全力で取りに行きます。あなたみたいに早々に諦めたりはしませんから」

「…………あんたにっ。あんたなんかに私の何がわかんのよっ」

「さあ？　何もわかりませんし、何も知りもしません。でも、想像は出来ます。その力で他人の男を取るのはそんなに楽しかったですか、糞くそビッチ？」

　藍葉が嘲あざ笑わらうと、夜宵は顔を歪ゆがめて頰ほおを引きつらせた。

「あんたは絶対に殺すッ。もうあんたの顔なんて一秒だって見たくないッ。さあ、黒くろ峰みね勇也──こいつを終わらせなさいッ」

　夜宵の命令に応じて、勇也は上段に構えて剣を横に薙ないで。




「──ああ。終わりだ、夜宵」




　その刃は斬り裂さく。

　藍葉の首──ではなく、背後の夜宵の黒の宝石が装そう飾しよくされたペンダントを。
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　勇也は夜宵のペンダントを斬り裂きながら、夜宵の驚おどろく顔を見ていた。

　それこそが、勇也の狙いだった。

　五百人の人間を魅了し続けた状態でいる。思えば、それを行うのは並なみ大たい抵ていのことではない。カップル殺しは、毎年平均で二百のカップルを別れさせたと言っていたが──それだって、魅了してしまえばそれで終わりだろう。魅了を維い持じしていたわけではない。夜宵の本来のスペックはそれが限界なのだ。

　だというのに、今回の恋れん愛あい祭に限ってはその能力が底上げされている。

　ならば、何かしらの道具で──魔ま導どう機装で強化されていると考えるのが自然だった。

　思い返せば、夜宵が魅了するときにはあの黒の宝石が装飾されたペンダントが光り輝かがやいていた。だから、勇也はペンダントが魔導機装だと踏んだのだ。

　だが、夜宵の周辺にはいつも魅了された護衛がおり、また油断もしていなかった。

　──だからこそ、勇也が選せん択たくしたのは、魅了されたフリをして藍葉と戦いながら一瞬の隙すきを突つくという作戦だった。

　夜宵は魅了に絶対的な自信を持っている。それ故ゆえに、勇也が魅了されたフリをすれば無防備に近づいてくると読んでいたのだった。

　眼前では、ペンダントを破は壊かいした効果が早さつ速そく表れていた。

　夜宵から溢れ出していた魔力が一気に縮小する。魅了の効果も同時に切れたのか、遠くの廊ろう下かにいた魅了された人々がその場に崩くずれた。

　夜宵が壊こわれたペンダントを握にぎり締しめて叫ぶ。
















「なん、で……なんで魅了が効いていないのよ！　あれだけの魔力をぶつけたのよ！」

「生あい憎にく、こっちは子供の頃ころから身体を弄いじくり回されて魔力には耐たい性せいができてるんだ。魅了したかったら、最初から全部の魔力をぶつけてくるべきだったな」

「っ！」

　夜宵は口の中で舌打ちすると、背後に跳んで後退した。入れ替かわるように護衛の三人の女性が前に出てくる。その女性三人の魅了はまだ解けてないらしかった。

　勇也は応戦しようと前に駆かけ出しながら、振ふり向くことなく相棒へと叫ぶ。

「蒼宮！」

「はい、先せん輩ぱい！」

　勇也の思考を読んでいたように声をかけたときには、藍葉が足元の剣けんを拾って地を蹴けりつけていた。護衛三人が立ちはだかるが、勇也がそうはさせない。勇也が恋愛剣で敵の攻撃を受け止めると、藍葉は勇也の背中を蹴りつけて。

　跳ちよう躍やく。

　勇也も、女性の護衛三人も跳び越こえて、藍葉は夜宵へと一気に接近した。

「蒼宮──藍葉ッ！」

　夜宵が結けつ晶しようを身に纏まとって戦おうとするが、藍葉の方が早かった。

　唇くちびるを嚙かみ締め、揺ゆるぎない光を瞳ひとみに宿し、藍葉は剣を構え。

「──藍葉の勝ちです、糞ビッチ」

　藍葉の全力の突きが、夜宵の体たい軀くを穿った。

　轟ごう音おん。夜宵が凄すさまじい勢いで廊下の上をボールのようにバウンドしていくと、反対側の壁かべに激げき突とつした。壁が放射状にひび割れ、力を失ったかのように崩れ落ちる。

　それを見送って、藍葉が今度は目の前で倒たおれた。

「大だい丈じよう夫ぶか、蒼宮！」

　夜宵自身が倒れたせいか、護衛の女性三人も魅み了りようが切れてその場に倒れた。

　勇也が慌あわてて駆け寄って助け起こすと、藍葉は腕の中でぎこちなく笑う。

「もう、先輩……本気で魅了されたと思ったじゃないですか。藍葉の利き腕を潰つぶそうとしますし」

「わ、悪かったよ。一応、手は抜ぬいていたけど……お前が本気だったから、つい」

「なにが、つい、ですか。藍葉、超ちよう頑がん張ばったんですから。悪かったと思うなら、藍葉を抱だっこしてください。もう一歩だって歩きたくありません」

「はいはい、わかりましたよ」

　勇也はぞんざいに頷うなずきながらも、要望通り抱っこをしようとして。

　──直後、廊下の奥から溢れ出た強烈な魔力の波動に硬こう直ちよくした。

　ゾクッ。神経に直接冷気をぶっかけられたような感覚。

　終わっていない。まだ、夜宵は戦せん闘とう不能になんかになっていなかった。

　それを本能で察知すると、勇也は声を張り上げる。

「蒼宮、逃にげるぞ！」

　勇也はすぐさま藍葉を抱っこして、一メートルでも遠くに逃げようと地を駆ける。

　しかし、何もかも遅おそすぎた。

　夜宵の怒いかりに満ちた声が静かに響ひびく。

「──〈因子解放〉」

　次の瞬しゆん間かん。身に覚えのある魔力とともに、廊下から凄まじい暴風が吹ふき荒あれ。

　王城の四分の一が消しよう滅めつした。
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　カツカツと音を立てて歩きながら、白しら石いし夜宵は周囲の惨さん状じようを確かく認にんした。

　まるで巨きよ大だいな刀で斬きられたように、王城は綺き麗れいな切断面を残して四分の一ほど消え去っていた。その瓦が礫れきが正門前の花畑に降り注がれ、見るも無残な光景と化していた。その奥に勇也と藍葉が転がっていた。魔力の暴風を直接食らったのか、ピクリとも動かない。

　カップルの残ざん骸がいを見て、夜宵は無意識のうちに笑みを深める。

　一年前。ある組織に接せつ触しよくされて、夜宵は黒い宝石が装飾されたペンダントを魔導機装にしてもらった。

　その組織の名前は、神しん前ぜん塾じゆく。

　そいつらが言うには、何でもかつて魔族の研究を行っていた組織らしい。

　そうして、そいつらが夜宵に渡わたしたのは魅了を強化する魔導機装だけではない。

　新たな力をも植えつけたのだ。

　神かみ代しろ夕ゆう日ひ。その少女が宿している因子。

　もし、夜宵が己おのれの身に宿す魔族因子を〈夢む魔まの因子〉とするならば、彼女の因子は全すべての魔族の頂点に立つ〈魔王の因子〉らしい。

　その組織・神前塾は、夜宵にその因子の力の一部を受け継つがせた。

　夜宵はその力を十全に振るうことはできず、制限時間も非常に短い。

　だけれど、その力は絶大であり、王城のような巨大な建物すら四分の一も破壊できた。

　神前塾の研究者の言葉を借りるならば、夜宵は〈複合因子〉に適応した非常に珍めずらしい個体らしい。それが何を意味するかよくわからなかったが、こうしてカップルを殺せるならば何も問題はなかった。

　花を靴くつ裏うらで踏ふみ潰して歩きながら、夜宵は憎にく々にくしげに花畑に倒れている二人を見た。

　どちらも限界が来ているようだった。

　片方は相方の魅了を解こうと身体からだを酷こく使しして。もう片方は相方を守ろうと先の一いち撃げきから身体を張ったために傷だらけになっているようだった。

　最も早はや、その二人に意識があるかはわからないが生きてはいた。

　夜宵はその事実がどうしようもなく気に入らなくて。

　だから、ここで終わらせようとしていた。

「……本当に不ふ愉ゆ快かいだわ。虫むし酸ずがはしる。お互たがいを救うために、命まで懸かけちゃって馬ばっ鹿かじゃないの。自分が死んだら意味ないじゃない。その程度のことがわからないなんて、やっぱりあんたたちカップルってどうしようもないわね」

　夜宵は暴言を吐はき捨てるが、返答は来ない。

　結局そんなものか。脳内でそう囁いて、夜宵は二人にトドメを刺さそうと拳こぶしを握る。

　これで終わる。もう二度とこんな醜みにくいカップルを見なくて済む。

　そうして、拳を振り下ろそうとした瞬間。




「なんだ、お前たちは失敗したのか。見損なったぞ、勇也、藍葉」




　背後からの声。

　夜宵がバッと振り向くと、王城からこちらを見下ろしていたのは金剛若竹だった。

　それだけではない。近この衛え兵たちも続々と現れる。その一方で、神前塾が雇やとって渡してきた傭よう兵へいやエンジニアたちは一向に姿が見えなかった。

「……失敗、したの？」

　信じられないという思いを込めて、夜宵は声を漏もらした。

　だが、そんなの有り得ない。あれだけの武装と人数の差があったのだ。どうしてひっくり返されたのだ。夜宵は脳内で魅了された人間に命令しようとして──既すでに、手て駒ごまが一人もいないことを悟さとった。

　確かにペンダントを破壊されたことで、魅了の力は低減されてしまった。

　だが、一人もいないなんて有り得ない。そんなはずは……

　夜宵は答えを探すように王城の外に視線をやって──固まった。

　若竹も同じ光景を見ているのか、苦く笑しようしながら言う。

「お前たちは私たちの戦力を見誤ったわけではなかった。そこをひっくり返せたのはただの偶ぐう然ぜんだ。だが、お前たちは──いや、私たちは、恋愛祭に訪おとずれたカップルの力を見誤っていたようだな」

　王城の正門前。

　そこには大勢のカップルが集合していた。ハーレム王、リリィガーデン、先生君主、幼女聖母バツク・トウ・ザ・マザーなどの恋愛階級ラブランクＳランクのカップルたちから、魅了された者までいる。

　恐おそらく、この街を守るために激げき闘とうを繰くり広げていたのだろう。

　皆みな、傷ついており満まん身しん創そう痍いではあるが、口元に笑みを浮うかべていた。

　誰だれが気づいたかは知らないが、恋愛磁場が魅了を解く鍵かぎだと分ぶん析せきして王城の外の手駒全てを解放したのだ。

　首を横に振って、夜宵は叫さけぶ。

「そんな有り得ない。だって、あいつらの絆きずななんて簡単に壊れるのよ！　なのに、なんで助けるのよ！　なんで自分を好きでもない人間を助けるのよ！」




「そん、なの……」

「相手が、好きだから……に決まってるじゃないですか」




「────」

　何度、驚おどろいただろう。

　目の前で、ゆっくりと、ボロボロの身体で、互いを支え合いながら立ち上がるそのカップルの姿に、夜宵は思わず後退した。

　何回も、その繫つながりは切ったはずだった。

　積極的にアプローチしてみせて。二人の間に不和が生まれるように行動して。パートナーに相応ふさわしくないと言い放って。

　だが、そのどれでも、二人の間に決定的な亀き裂れつが入ることはなかった。

　それどころか千ち切ぎれそうになる度たびに、関係が、想おもいが、強くなって戻もどってくる。

　そんなの、夜宵の知っているカップルとは違ちがう。

　そんな関係なんて見たことがない。

　カップルなんて関係は、もっと壊こわれやすくて、脆もろくて、崩くずれやすいはずなのに。

「さあ、終わらせようか、夜宵」

　勇也の宣言によって、夜宵を取り囲む人々が身構えた。

　柊華恋が、近衛兵たちが、Ｓランクのカップルたちが、この恋れん愛あい祭に参加している大勢のカップルたちが。

　そして、黒峰勇也と蒼宮藍葉のカップルが。

　藍葉は不敵な笑みとともに言う。




「さあ、皆さん。──いちゃいちゃして世界を救いますよ！」




　直後、数え切れないほどのカップルたちが一いつ斉せいに夜宵に向かってきて。

　最後の戦いが始まった。




　　　　　　　◇




　手繫ぎ、ハグ、耳の甘あま嚙がみ、だいちゅきホールド、肩かた車ぐるま、お姫ひめ様さま抱っこ、壁ドン、バックハグ、フレンチキス、耳みみ舐なめ、指でキス、腕うで組ぐみ、頭撫なで撫で、おでここっつん、啄ついばみキス、膝ひざ枕まくら、頰ほおをぷにぷに、恋こい人びと繫ぎ。

　ザッと確認できるだけでも多種多様のいちゃいちゃと一いつ緒しよに、カップルたちによる恋愛磁場攻こう撃げきが一斉に放たれる。

　しかし、夜宵にはそのどれもがあまり効かなかった。

　漆しつ黒こくのドレスには届かず、夜宵が足元から生み出す結けつ晶しようの雪崩なだれに全て叩たたき落とされていく。それを擦すり抜ぬけて恋愛磁場が直撃しようとも、夜宵には半減以下の効果になっているようだった。

　勇也は声を張り上げる。

「無む闇やみに攻撃しても効かないぞ！　夜宵からは夕日の魔ま力りよくが感じられる！　もし魔王の力を少しでも持っているなら、夜宵に僕たち以外の攻撃は半減だ！　致命打にはならないぞ！」

「なら、どうすればいいのよ！」

　迫せまってくる結晶の雪崩を高速の斬ざん撃げきで対処しながら、華恋が叫んだ。

　若竹が同じく声を張り上げる。

「決まっているだろう！　勇也、藍葉、お前たちがいちゃいちゃして倒たおすんだ！」

「でも、僕はＥＤで──」

「ならば、何とかしてさっさと治せ！　それまでの時間なら稼かせいでやる！」

「そんなこと言われても、どうすればいいんだよ！　バイ◯グラか！　バイア◯ラでも服用すればいいのか！」

　ＥＤを治せなんて急に言われても、対処法なんてわかるわけがない！

　と、そのとき。

　藍葉がハッと目を見開いて、意気込んで言ってくる。

「先せん輩ぱい！　その病気も、元はと言えば魅み了りようのせい──魔力のせいです！　ならば、いちゃいちゃして恋愛磁場をぶつければどうですか？」

「でも、そもそも、僕はドキドキしなくていちゃいちゃしても意味がないんだぞ！」

「だけど、完全に駄だ目めだってわけじゃないんですよね？　ならば、強きよう烈れつないちゃいちゃをすればいいんじゃないですか？」

「た、確かに……」

　数値こそ低いものの、藍葉と手を繫いだときに恋愛磁場は生まれたのだ。

　ならば、もっと強烈ないちゃいちゃならば、多くの恋愛磁場が生まれても不思議ではなかった。

「そうと決まれば、先輩。藍葉と早さつ速そくいちゃいちゃしますよ。ハグです、先輩！」

「ああ！」

　藍葉が両りよう腕うでを広げるのに合わせて、勇也も藍葉を抱だき寄せてハグする。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が響ひびく。




【恋愛磁場装そう塡てん率：５％】




「だ、駄目だ……」

　勇也はあまりにも低い数値に呻うめく。

　だけれど、藍葉は諦あきらめなかった。すぐさま、次のいちゃいちゃを提案してくる。

「じゃあ、先輩。次はお姫様だっこです！　先輩のＥＤが治るまで片かたっ端ぱしからいちゃいちゃして試ためしますよ！」

　それから、勇也と藍葉は思いつくいちゃいちゃをするがどれも意味がなかった。

　これだけ、藍葉が積極的にいちゃいちゃしてくれるというのに──一いつ切さい、ドキドキすることはない。恋愛磁場の発生量は少ないままだった。

　くそっ、立ち上がれ！　男を見せるんだ、黒峰勇也！

　さっさと勃たち上がれ、もう一人の僕……っ！

　しかし、その間にも、夜宵によってカップルが次々と薙なぎ倒されていく。

　もう華恋やＳランクカップルしか残っていなかった。あと数分もすれば、夜宵の手が自分たちに及およぶのは明白だった。

「くそっ、どうすれば治るんだよっ！」

　もう、この病気は一生治らないのではないか。

　勇也は絶望して声を漏らすと、藍葉が恥はずかしそうに上うわ目め遣づかいで。

「……せ、先輩。な、なるべくやりたくなかったですけど……こ、こうなったら、あれしかないかもしれません。あれをやりましょう」

「あれ、だと？　何かまだ秘策があるのか？」

「ひ、秘策っていうか……えーっと、その……」

　もじもじと内うち股またを擦り合わせると、藍葉は頰を熟うれたリンゴ色にして耳元で囁ささやく。




「……あの、先輩。藍葉の、む、胸を……触さわってもいいですよ？」




「なん、だと……っ」

　あまりにも素す晴ばらしく魅み惑わく的な行こう為いの誘いに、勇也は驚きよう愕がくして声をこぼした。

「あ、蒼宮、お前正気か？　だ、だって、お前、それ──おっぱいだぞ！」

　確かく認にんしようとして言葉を探すが、最終的に口から零こぼれ出たのは『おっぱい』だった。

　それぐらい混乱していたのだ。自分から冗じよう談だんで言ったこともあったが、それは冗談であり本気ではない。触っていいと言われれば、全力で戸と惑まどうに決まっていた。

　藍葉は何かを覚かく悟ごしたような瞳ひとみとともに頷うなずく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですっ。そ、それに、今回は服の上からじゃありませんっ。な、生でいいですからっ」

「なま、おっぱい……？」

　あまりの衝しよう撃げきに、一時的に言語機能が喪そう失しつした。

　だが、もう時間はほとんど残されていない。

　それに気づくと、藍葉は勇也の手を取って服の下に潜もぐり込ませて。

「ほ、ほら、先輩は胸が大好きなんですよね？　こ、これは先輩の病気を治すためですから。今回だけ、特別で、その……さ、触ってもいいですから。だから、先輩早く！」

　藍葉の声に誘ゆう導どうされて、勇也はゆっくりと手を動かして。

　ふにょっ。指が生おっぱいに触ふれた。

「んっ」

　藍葉が小さく喘あえぐが、勇也の視線はおっぱいにしか注がれていなかった。

　服の下で、いつの間にかブラも外していたらしい。

　五本の指が到とう達たつしたのは吸い付くような瑞みず々みずしい肌はだだった。以前、服の上から触ったそれとは柔やわらかさが段違いだった。夢中になって、けれど慎しん重ちような手つきで揉もむと、おっぱいは服の下でむにゅっと形を変える。

　それを見て、触って、感じて。ドキドキしないはずがなかった。

　ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が響──

「先輩」

　それより早く声をかけられて顔を上げると、藍葉の顔が目の前にあって。

　不意打ちで、唇くちびると唇が重ねられた。

「────ッ」

　何が起こっているかわからず、勇也は驚愕の表情とともに息を吞のんだ。

　藍葉はゆっくりと唇を離はなすと、熱っぽい視線を向けてきて。

　それから、あはっと照れ臭くさそうに笑って。

　夜宵よりも遥はるかに甘い、砂糖をふんだんにまぶした声で囁く。

「──今度はなかったことになんてしませんから」




「藍葉は先輩が大好きです。世界で一番大好きですよ、先輩」




　ピピッ。今度こそ恋愛磁場の発生を感知して電子音が響く。




【恋愛磁場装塡率：92％】




　魔王戦で発揮した自分たちの最大出力。だが、それだけでは終わらなかった。

　転てん瞬しゆん、水神島中に鐘かねの音が鳴り響く。

　それは、第三いちゃいちゃ競技の──恋れん愛あい祭の終しゆう了りようを告げる鐘の音だった。

　そして、世界最高のカップルが決まった瞬間でもあった。

　勇也と藍葉のそばで、不意に電子の声が祝福を謳うたう。

《──ポイント集計、終了しました。恋愛祭の最高得点につき、黒峰勇也と蒼宮藍葉の恋愛階級の昇しよう格かくを承認。〈Ｅランク〉から〈Ｃランク〉へ移行します。また、恋愛階級の昇格により、使用者の攻撃プログラム権限を拡大します》

　恋愛階級の上じよう昇しようと攻撃プログラム権限の拡大。

　勇也と藍葉の腕うでに取り付けられている白銀の腕うで輪わのランクが書き換かわる。

　だが、それだけでは終わらない。

　最後のいちゃいちゃによってか、電子の声は祝福を重ねる。

《恋愛祭の最高得点につき、称しよう号ごう〈双騎士パラデイン〉を贈ぞう呈てい。使用者の攻撃プログラム権限を一時的に更さらに拡大します。──武装召喚インストールしますか？》

「先輩、行きますよ」

　藍葉が隣となりで立ち上がって、微び笑しようとともに手を差し出してきた。

　眼前では、夜宵によって最後の一人が倒されるところだった。後はもう自分たちしかいない。だが、それで十分だった。

　蒼宮藍葉さえいれば、黒峰勇也は戦うことができるのだから。

　勇也は藍葉の手を取り立ち上がると、夜宵へと向き直って。

　宣言する。

「要よう請せい──武装召喚だ！」

《要請受じゆ諾だく。使用者の要請により、特とく殊しゆ攻撃プログラム──恋れん火か機装【双騎士パラデイン】、武装召喚します》

　それを聞き届けると、二人は各おの々おののアクセサリーを握にぎって目をカッと見開いて告げる。




「恋火機装【黒剣士グラデイエーター】──起動ッ！」

「恋火機装【蒼銃士ガンナー】──起動ッ！」




　魔王戦で見せたその武装は、今度は自ら獲かく得とくした称号によって再度その姿を現す。

　二人の手に握られたのは、業ごう火かの如ごときオーラを纏まとう黒こく剣けんと蒼銃だった。

　次いで、二人の服が真しん紅くの粒りゆう子しによって書き換わっていくと、鋭するどく洗練されたフォルムへと変化していく。

　ちらっとこちらを一いち瞥べつして、藍葉が改めて言う。

「さあ、先せん輩ぱい。藍葉といちゃいちゃして世界を救いますよ！」

「ああ！　行くぞ、蒼宮！」

　刹せつ那な。二人は前へと駆かけ出して、夜宵へと突とつ撃げきしていった。




　　　　　　　◇




　王城正門前。

　そこは、さながら天変地異が起きたような有様だった。

　夜宵が足を踏ふみ鳴らして漆しつ黒こくの結けつ晶しようの津つ波なみを引き起こすが、勇也と藍葉の前には無意味だった。全すべての攻こう撃げきが、二人のいちゃいちゃの前に消しよう滅めつしてしまう。

「き……えろ。消えろ。消えろ消えろ消えろっ！」

　狂くるったように叫さけんで、夜宵は足元から結晶の槍やりを創成して射出させた。

　だが、それは、勇也の黒剣の一いつ閃せんで全て弾はじき飛ばされてしまう。

　夜宵は吼ほえる。

「あんたたちみたいな存在、あっていいわけないでしょう！　あんたたちみたいな可能性があるなら──私の恋はいったい何だったのよ！　魅み了りようを使って無理矢理自分のものにした私が馬ば鹿かみたいじゃない！」

　夜宵が諦めなければ、魅了に頼たよらなければ──もしかして、あの二人のようになれたのだろうか。

　そんな可能性が頭に過よぎるが、そんなことが認められるわけはなかった。

　それを認めてしまえば、自分の今までの行動はいったい何だったのだというのだ。

　所しよ詮せん、物語の中の双騎士のような理想の恋なんて存在しない。

　この世の恋なんて全て偽にせ物ものだ。

　そう思わなければ、自分という存在が否定されるような気がして。

　だからこそ、今までずっとカップルを別れさせてきたというのに。

「壊こわれろ、壊し尽つくしてやる！　私はあんたたちなんて認めない！」

　夜宵は怒いかり狂って足を踏み鳴らした。

　途と端たんに魔ま力りよくが全身から溢あふれ出て、周囲の結晶化が始まった。夜宵を囲みこむように結晶の世界が出来上がると、結晶の津波が花畑に広がっていく。花畑の花々が漆黒の結晶に包まれ、ガラス細工のように変化する。それに混じって、数え切れないほどの大剣やら槍がつくられて一いつ斉せいに射出される。

　だけれど、それを切り裂さいて迫せまってくる影かげがあった。

　勇也と藍葉、だ。

　戦場にもかかわらず、二人は全力でいちゃいちゃしていた。頰ほおにキスをして、恋こい人びと繫つなぎをして、バックハグをして、恋愛磁場を溜ためると強力な一撃を放つ。

　その二人は一言も発することなく、互たがいの範はん囲いを割り振ふっていた。

　夜宵が間かん髪ぱつ入れずにぶつける結晶攻撃を、二人は黒剣と蒼銃で吹ふき飛ばしていた。まるでお互いの思考が読めるかのように、その動きに一いつ切さいの無む駄だがない。

「……う……おおおおおおおおっ！」

　勇也の黒剣の刀身が明めい滅めつして閃ひらめくと、強力な恋愛磁場が放たれて結晶の世界に一筋の道をつくった。すぐさま流動的な結晶が流れ込んで修復しようとするが、それよりも早く走り抜ぬける少女が一人いた。

　藍葉は夜宵よりも傷だらけの姿で、恋愛剣を起動しながら駆けていた。

　とっくに限界なんてきているはずなのに。とっくに足を止めても何もおかしいなんてことないのに。それでも、何も捨てることなく、何も諦あきらめることなく、藍葉は前へと走り続ける。

「そんな叫ぶぐらい欲ほしいものがあるなら、魅み了りようなんてくだらない力に頼らなきゃいいじゃないですか！　頼っているうちには、一生手に入りはしませんよ！」

「うるさい、あんたに何がわかるのよ！」

　藍葉が恋愛剣を振るうのに合わせて、夜宵も漆黒の結晶から巨きよ大だいな〈鋏はさみ〉をつくりだして応戦した。鍔つば迫ぜり合いしながら、夜宵は藍葉と顔を突き合わせる。

「誰だれだって、あんたみたいに真まっ直すぐいられるわけじゃないのよ！　こんな力を使わなければいけないほど絶望的になるの！　絶対に勝てなくて！　絶対に振り向いてもらえなくて！　それでも、諦められないから使うんじゃない！」

「なんで一度負けた程度で戦うことを諦めるんですか！　一度駄だ目めだったら、二度勝負すればいいじゃないですか！　二度が駄目なら三度！　百回やっても駄目なら百一回、アプローチすればいいじゃないですか！　それぐらい──魅了を使って無理矢理自分のものにしたいぐらい、あなたは好きだったんでしょう！」

「うるさいッ！　壊れて！　いい加減に壊れてよっ！」

　その絶ぜつ叫きように共起するように、夜宵の足元が隆りゆう起きして新たな結晶の壁かべが広がった。

　鍔迫り合いをしていた藍葉はそれに吞のみ込まれて消えてしまう。

　周囲に結晶しか見えない光景に、夜宵は無意識のうちにホッと息を吐はき出して。




「何度、壊そうとしたって無駄ですよ」




　藍葉は背後で等身大の銃を構えていた。

　何な故ぜそこにいる、とは聞けなかった。それより早く、藍葉の鋭い視線に射い竦すくめられて全身が硬こう直ちよくして。

「──藍葉は絶対に先輩のこと諦めませんから」

　次の瞬間、銃じゆう口こうから強きよう烈れつな火が噴ふいて直撃した。




　　　　　　　◇




　藍葉が恋火機装から顕けん現げんさせた等身大の銃が、連続で火を噴いて夜宵へと殺さつ到とうする。

　夜宵は咄とつ嗟さに全身を漆黒の結晶で覆おおったようだった。だが、その全てを受け止められるわけではない。恋愛磁場の弾だん丸がんが夜宵に直撃する度たびに、夜宵は靴くつ跡あとを地面に残して後退していく。

　でも──それでも足りない。

　夜宵にトドメを刺さすにはあと一歩足りない。あれだけあった恋愛磁場が徐じよ々じよに消費されていき、枯こ渇かつしかけていた。

「先輩、いちゃいちゃしますよ！　ハグです！」

　弾丸を撃うち込みながら、藍葉は勇也を呼んでいちゃいちゃしようとする。しかし、勇也が後ろからハグしてくれるものの恋愛磁場はそれほど生まれなかった。あっという間に弾丸として放たれ、再び恋愛磁場のゲージが減っていく。

　なんで──そう考えて、藍葉は気づいた。

　今ばっかりは、藍葉がドキドキしていないからだ。先さき程ほど、胸を触さわられてキスまでしたのだ。変態の勇也ならば持続するかもしれないが、藍葉自身はその衝しよう撃げきがあまりにも凄すごすぎてハグでは刺し激げきが少ないと感じてしまったのだろう。

　これでは駄目だ。

　もっと、キュンキュンするいちゃいちゃではないと恋愛磁場は生まれない。

　勇也も同じ思考に至ったのか、ハグをしながら叫んでくる。

「おい、どうすればいいんだ！　僕は何をすればいい!?」

「少しは自分で考えてください！　藍葉は撃つことに忙いそがしいんですから！」

「そんなこと言われても──」

「ああ、もう！　じゃあ、ここ最近で最高に先輩がドキドキしたいちゃいちゃでいいですから！　だから、早く！　もう恋愛磁場が切れます！」

「わ、わかった！　けど、後でどうなっても知らないからな！　じゃあ、行くぞ！」

　言うや否いなや、勇也は藍葉の耳元へ顔を寄せてきた。

　何をするつもりなのだろうか。

　一いつ瞬しゆんだけ眉まゆをひそめると、勇也は耳元で囁ささやいてくる。

　とびっきり甘い──藍葉にとっては魂たましいに響ひびくような最高の声で。




「──いい加減さっさと僕に惚ほれろよ、藍葉」




　えっ？

　え、えっ？　え、え、えっ？

　えええええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?

　い、今、先輩が惚れろって！

　しかも！　藍葉って！　藍葉って言った！　初めての名前呼び！

　こんなの──こんなの、こんなの、こんなの、こんなの！

　キュンキュンしないはずがない！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　今まで人生の中で発したこともないような雄お叫たけびとともに、藍葉は全身から恋愛感情を爆ばく発はつ的に発した。

　その反応に、勇也がビクッと身体を震ふるわせる。

「わ、悪い、蒼宮。前のやつを参考にしろって言ったから思わず。こんなんじゃ恋愛磁場が出るわけ──」

　ピピッ、ピピッ、ピピッ。恋愛磁場の発生を感知して電子音が連続で響く。




【恋愛磁場装そう塡てん率：[image: 100]％limit break】




「いや、いくら何でも上がりすぎだろうが！」

　勇也が叫ぶが、藍葉も武装もそれどころではなかった。

　それまでに装塡されていた恋愛磁場と合わせたからなのか、あるいは単純にその恋愛磁場発生量が桁けた違ちがいに多かったからか。恐おそらく前者だろうが、その恋愛磁場は限界値を超こえて武装から溢れ始めた。

　砲ほう口こうから莫ばく大だいな恋愛磁場を圧縮した弾丸が次々と撃ち込まれて、夜宵の絶対防ぼう御ぎよである漆しつ黒こくの結けつ晶しようのドレスが破は壊かいされ、地面に叩たたきつけられる。

　その隙すきを見み逃のがすはずもなかった。

　銃口から恋愛磁場の業ごう火かを噴ふん出しゆつさせながら、藍葉は宣言する。

「──これで終わりです、夜宵さん」

　次の瞬間、銃口から目の眩くらむような閃せん光こうが放たれ。

　その恋愛磁場の奔ほん流りゆうは、夜宵を轟ごう然ぜんと吞み込むと、花畑の中を何度もバウンドして王城へと叩きつけ──王城の半分をその衝撃でひび割れさせた。

　パッ、と。

　結晶の世界が跡あと形かたもなく破は砕さいされると、その細かい破は片へんが雫しずくのように降り注ぐ。

　その結晶の雨の中、夜宵が力ちから尽つきて立ち上がることはもうなかった。

　頭上には、雲ひとつない蒼そう穹きゆうが広がっていた。




　　　　　　　◇




「えへ、えへへ、先せん輩ぱいが惚れろって、惚れろって言ったー。しかも、藍葉だって。えへ、えへへへ、えへへへへへへ」

　勇也の隣となりでは、藍葉が壊こわれていた。

　しかも、腕うでに引っ付いて離はなれない。どれだけ引き剝はがそうとしても、藍葉はぴったりと寄り添そったままだった。

　その状態で夜宵を見下ろすと、夜宵はジト目で。

「……なにそれ、私に対する嫌いやみ？　あんたら頭おかしいんじゃないの？」

「今だけは全面的に同意しよう」

　最も早はや、言い逃のがれできなかった。

　勇也が藍葉を引き剝がそうと躍やつ起きになっていると、夜宵は自分の顔を両腕で隠かくしながらボソッと呟つぶやく。

「……私、皆みんなが羨うらやましかったんだと思う」

「…………」
















「私より上う手まく恋こいをするカップルが羨ましくて。それが認められなくて。だから、カップルを別れさせてきたんだと思う」

　それは告解のようでもあった。

　相変わらず腕で顔を隠しながら、夜宵は口元に自じ虐ぎやく的な笑えみをつくる。

「私、今まで何やってきたんだろ。本当に馬ばっ鹿かみたい。魅み了りようなんかで他人の恋人ばっかり奪うばい取って。確かに、こんなんじゃ本当に欲ほしいものなんて手に入るわけがないわよね。あー、全部無む駄だだったな……」

「無駄なんかじゃないだろ」

　それだけは違うと伝えたくて。

　勇也はそっと囁くような声で応じた。

「確かに魅了を使うのは駄目だったかもしれないけど、お前のその時間や努力は無駄なんかじゃねーよ。本当に魅了だけだったら、僕にあそこまで積極的にアプローチは仕し掛かけられないだろ。あれは、きっと、お前がどうやったら人に喜ばれるか必死に考えた結果なんだろ。僕はその努力は否定しないよ」

　隣ではいつの間にか、藍葉が腕から離れて真しん剣けんな表情をつくっていた。

　勇也は夜宵のそばに膝ひざをついてしゃがみこむ。

「少なくとも、僕はお前と一いつ緒しよに過ごした時間は無駄だとは思わない。少なくとも、僕はお前と一緒にいて楽しかったぜ。だからさ。ありがとな、夜宵」

「……なによ、あんた」

　勇也が優やさしい笑みを浮うかべると、夜宵は声を震わせて目元に腕を擦こすりつけた。

「……ねぇ、黒峰勇也」

「ん、なんだ？」

「私、今からでも遅おそくないかな。今からでも、諦あきらめなければ……戦い続ければ、私にもあの双騎士伝説のような理想の恋ができるようになるかな？」

「そんなもんに拘こだわる必要ないだろ」

　勇也は立ち上がって、花畑に倒たおれて笑い声を響かせるカップルたちを見つめた。

　多種多様のカップル。そこには考えうる限りの組み合わせのカップルたちがいて、幸せで堪たまらないという表情をつくっていた。

　勇也は両腕を広げて語りかける。

「見てみろよ、この国を。いっつも喧けん嘩かばっかりしてる奴やつらもいれば、親子でカップルしてるやつもいる。ロリもロリコンも、ハーレムも、教師も生徒も、王女様も、痴ち女じよも、みんな好き勝手に恋をしている。百人いれば百通りの恋があるんだ。それが許されるのが恋愛至上都市なんだ。だからさ、お前も自分なりの理想の恋を見つけていけばいいんだよ」

　言って、勇也は夜宵へと手を差し出した。

　夜宵が目を丸くして、ぎこちなく小さく──初めて本物の笑みを見せた。

「……あんたって本当に馬ば鹿かよね」

「よく言われる。学校じゃ成績は下から数えた方が早かったからな」

　反射的に言い返すと、夜宵が顔を綻ほころばせてその手を取って。

　それを視し認にんすると、勇也は口角を上げて告げる。

「それじゃ、夜宵。改めてようこそ──恋愛至上都市・水神島へ」
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「あー、はい、そうです。白しら石いし夜や宵よいは失敗しました。恋愛終末戦争への一歩には惜おしかったんですけどね。もしかしたら、この都市に双騎士パラデインが再び戻もどってきたっていう噂うわさは本当かもしれません」

　水みず神がみ島じま・城下町。

　昨日の事件によって無残な姿となった街並みを眺ながめながら、赤あか髪がみの少年は携けい帯たい端たん末まつで通話をして歩いていた。

　予定通りであれば恋愛祭は昨日で終わっているはずだったが、水神島にはまだまだ多くのカップルが残っていた。何でも、舞ぶ踏とう会と閉会式は翌日に持ち越こされたらしい。

　にこにこと笑いながら、赤髪の少年は喋しやべり続ける。

「俺たち〈神しん前ぜん塾じゆく〉が貸し出した傭よう兵へいたちやエンジニアも含ふくめ、白石夜宵は捕つかまってしまったらしいです。あの金こん剛ごう若わか竹たけのことですから、そこから俺たちの動向を摑つかんでくるかもしれません。取り敢あえず警けい戒かいしてください」

　それだけ言って、赤髪の少年は水神島の中央に聳そびえ立つ王城を見やった。

　もしかして、あそこに本当に双騎士がいるのだろうか。

　それを想像して、赤髪の少年は口元を綻ばせる。

「あー、そうだったらいいですね。そうすれば黒くろ峰みね先せん輩ぱい、あなたに会えますから」




　　　　　　　◇




　勇ゆう也やが王城の大広間に足を踏ふみ入れると、そこは着き飾かざった人々でいっぱいだった。

　恋れん愛あい祭の最後のプログラム──舞踏会がここで行われるからだ。

　幸い、先の戦いではこの大広間に被ひ害がいはなかったらしい。

　頭上には炎ほのおの如ごとく燃え盛さかる白いシャンデリアが飾かざられ、立食形式なのか大広間の壁かべ沿いには豪ごう華かな食べ物が並んでいた。

　勇也が大広間に入ると、ボーイから飲み物を渡わたされて少しだけ口をつける。

　舞踏会に相応ふさわしく、勇也は燕えん尾び服ふくをきっちりと着込んでいた。

　このような格好は本当は好まないのだが、天あま音ねにしつこく言われて仕方なく着ていたのだ。白の蝶ちようネクタイなど一刻も早く外したかったが、恋愛祭限定だけと言えども〈世界最高のカップル〉なのだ。そのようなことが許されるはずもなかった。

　勇也が窓ガラスから外を眺めると、空には真まっ暗くら闇やみに皓こう々こうと輝かがやく月があった。

　あれから、丸一日が経過していた。

　水神島のあちこちでは修復作業が進んでいたが、若竹は先に恋愛祭を終わらせることを決めたらしい。そのため、翌日の夜に舞踏会が行われることが決まったのだ。自由参加らしかったが、意外にも会場にやってきているカップルは多かった。リリィガーデン、ハーレム王、幼女聖母バツク・トウ・ザ・マザー、先生君主などのＳランクカップルも会場の端はし々ばしで見受けられた。

　一方で、夜宵は水神島の牢ろう獄ごくに囚とらわれることになった。

　若竹も聞きたいことがあるらしい。どうやら、若竹は夜宵が夕ゆう日ひと同じ魔ま力りよくを使っていたことから神前塾との関係を疑っているようだった。

　そこの詳しよう細さいな話を聞くことができれば、神前塾が何をしようとしているか──恋愛終末戦争とは何かがわかるかもしれない。若竹がそう意気込んでいたのを覚えている。

　兎とにも角にも、今回の騒そう動どうは終わりを告げた。

　そうして、

「先輩」

　聞き慣れた声。振ふり向くと、しかし、そこにいたのは見慣れないドレスを身に纏まとった藍あい葉はだった。

　光こう沢たくを持つ蒼あお色いろを基調としたロングドレス。制服ほどではないが胸を強調するようなデザインになっており、一転して腰こしのあたりはきゅっと絞しぼられている。そのまま、すっきりとしたラインを描えがいてスカートが伸のびていた。腕にはレースがあしらわれた蒼色のグローブが肘ひじの手前まで嵌はめられている。

　まるで、その姿はどこかのお姫ひめ様さまのようだ。

　カツカツと音を立てながら、藍葉が近づいてくると上うわ目め遣づかいに覗のぞき込んでくる。

「？　どうしたんですか、先輩？　変な顔をしてますけど？」

　……見み惚とれていた、とは言えなかった。

　照れ隠しにか、勇也は思わずからかう。

「そういや、お前あの発作は治ったのか？　随ずい分ぶんと、えへえへ言ってたけど」

「あ、あれは違うんです！　ちょっと意識が飛んでいただけで、あんなの藍葉じゃありません！　さ、さっさと忘れてください！」

「あんなの、中々忘れられないけどな」

　それぐらいインパクトが強い変へん貌ぼうぶりだった。

　しかし、昨日散々からかったのでそこで止めると、勇也は改めて藍葉を眺める。

　いつもよりヒールが高いドレスシューズを履はいているせいか、藍葉の顔は普ふ段だんよりもずっと近い場所にあった。

　藍葉もそれに気づいたのか、にっと笑う。

「先輩、背が小さくなりましたね」

「背が小さくなったとか言うな。お前がヒールの高い靴くつを履いてるからだよ」

「ふふっ、悔くやしそうですね。それなら、ちょっと歩きにくいですけど履いた甲か斐いがありました。それに、ほら、ちょっと背せ伸のびすればキスができそう──」

　言いかけて。藍葉がいつもの感覚で見上げて、勇也の顔が想定以上に近いところにあることにびっくりしたのだろう。至近距きよ離りで視線を交こう錯さくして、藍葉と勇也は息を吞のむ。

　バッと顔を背そむけて、二人は僅わずかに距離を取った。

　藍葉が温度を下げるようにぱたぱたと手で扇あおぐが、勇也の身体からだも今まで感じたこともない熱で火ほ照てっていた。……空調が効きいていないんじゃないだろうか。

　と、直後。

　勇也と藍葉が微び妙みような空気でいると、携帯端末が連続で振しん動どうした。

　幸いとばかりに携帯端末をタップすると、若竹の声が響ひびいてくる。

《勇也か。舞踏会がもうすぐ始まるところだというのに、悪いな。どうしても、お前と喋りたいという奴がいてな》

「僕と喋りたい奴？　いったい誰だれだ？」

《私よ、黒峰勇也》

「や、夜宵か？」

　携帯端末から聞こえてきた声に驚きよう愕がくして勇也がその名を呼ぶと、藍葉が隣となりでぴくりと反応した。すすすっと、話の内容を聞こうと擦すり寄ってくる。

《そう、あんたにお礼が言いたくてね。これからは近この衛え兵の監かん視し下に置かれて、あんたとは当分会える機会がなさそうだから》

「僕はそんなに大したことはしてないよ」

《そうね、あんたはほとんど何にもしてないわ》

「そう言われると、それはそれでムカッてするな」

《でも、それでも、あんたのおかげで新しい目標が決まったから》

　全く媚こびていない刺とげ々とげしい、されど照れ臭くさそうな彼女自身の声で、夜宵は言った。

《あれから色々と考えて決めたの、私が目指す理想の恋こいってやつを。いつになるかわからないけど、自由になれたときに全力でやってみるつもり。その前に、これから近衛兵に協力して罪つみ滅ほろぼしをしなきゃいけないけどね》

「そっか」

《そのときには、あんたに第一号のお客さんになってもらうから。だから、覚かく悟ごしておきなさい。今度は必ず、私に惚ほれさせてみせるから》

「ああ、十分に心構えをつくっておくよ。……っていうか、お客さん第一号って何かお店でも開くつもりなのか？」

《ええ》

　同意の声を発して、夜宵は携帯端末の向こう側で言う。




《私、レンタル彼女を始めるつもりなの。だから宜よろしくね、私の王子様》




　ぷつっ。つーつー。

　通話が切れる。勇也が反応できずに絶句していると、藍葉がボソッと呟つぶやく。

「良かったですね、天職見つけたじゃないですか」

「いいの!?　天職でいいの!?　あいつ、とんでもない方向に歩み始めたぞ！」

「先輩が無む駄だじゃないとか、自分なりの恋を見つけろとか言うからですよ」

「確かに言ったけども！　最初より噓うそまみれになってんじゃねーか！　趣しゆ味みならともかく商売にしたら駄だ目めだろ、なんか！」

「いや、でも儲もうかりそうですよね。あれぐらい演技できるなら」

「そういう問題じゃねーだろ！」

　勇也は叫さけんで、呆あきれたような表情をつくった。

　だが、考えてみればそれもありなのかもしれなかった。ここは恋愛至上都市。どんな恋愛の形でも許容してくれる国なのだ。レンタル彼女も迷めい惑わくをかけなければ、アリなのかもしれなかった。

　舞踏会の始まりを知らせる音楽が鳴り響く。

　それによって、カップルたちが大広間の中央に集まり始めた。

　その光景を端はしで見ながら、勇也は藍葉に言わなければいけないことを思い出した。

　バクバクと鼓こ動どうする心臓を服の上から押さえて、勇也は藍葉に向き直る。

「な、なあ、蒼あお宮みや。き、昨日の返事だけど──」

「先輩」

　しかし、藍葉がそれを言わせなかった。

　上から声を被かぶせて途と中ちゆうで打ち切ると、藍葉は舞踏会を一いち瞥べつする。

「この舞踏会で一いつ緒しよに踊おどったカップルは永遠に添そい遂とげられるらしいです。誰がつくったかもわからない噂ですけど」

「あ、ああ。そういえばそういう話だったな」

「だから、先輩。藍葉と踊ってくれますか？」

　藍葉は微笑ほほえみながら、蒼色のグローブを嵌めた手を差し出してきた。

　勇也は藍葉の瞳ひとみを見つめ返した。

　不意に、若竹の言葉が脳内で甦よみがえる。

　──まあ、今はそれでいいかもな。だが、いずれは答えを出すんだぞ。

　──そして、その答えを出したときには必ず言葉にすることだ。

　以前、勇也は藍葉への好意がないと言った。

　だけれど、本当に一ひと欠片かけらもないわけがない。これまで一緒にいちゃいちゃしてきて。これまで同じ時間を過ごしてきて、本当に好意がないなら一緒にいたりしない。

　きっと無意識のうちにでも、自分はこの蒼宮藍葉という少女に──

　勇也は手を持ち上げる。

　言葉にするのは難しかった。

　だから、せめて行動で示す。

「ああ、よろしくな」

　微笑んで、勇也は蒼色のグローブが嵌められたその手に触ふれる。

　藍葉は口元を綻ほころばせて、指を絡からめてぎゅっと手を繫つなぐ。

　まるで、固い絆きずなで結ばれた恋こい人びとのように。

　そうして、二人は流れてくる音楽に合わせて互たがいの顔を見つめて踊り始める。

　その姿は紛まぎれもなく世界最高のカップルそのものだった。




　　　　　　　◇




「……お前が育てた二人は、本当に最高のバディになったぞ」

　夕日の病室。

　月明かりのみしか光源がない薄うす暗ぐらい部屋の中で、金剛若竹は舞ぶ踏とう会用にライトアップされた王城を眺ながめていた。

　その手には、双騎士伝説という書しよ籍せき。

　それは世界最高のカップルが魔ま王おうを倒たおして、この世界に平和をもたらすという筋書きの物語だ。若竹は、あの二人がこの未来に来たときにそうなればよいという願いも込こめて編へん纂さんした。だけれど、あの二人はこの物語の双騎士すら超こえてしまったかもしれなかった。

「いつも置いていかれるな、あの二人には……私たちの予測なんて吹ふっ飛ばして、常にその上を超こえていく。本当は十代の少年少女に重荷は背負わせたくないのだがな……どうしても期待してしまう。なあ、夕日。お前が今のあいつらを見たらどう思うだろな？」

　だが、そんなことを言っても返答なんてあるわけがない。

　らしくないことをしてしまった、と苦く笑しようして、若竹は立ち上がる。

　それから、病室から出て行こうとして。




「……若竹、様？」




　聞こえるはずのない声。

　若竹はバッと振ふり向いて──

　窓から、青白い月光をたっぷりと浴びた風が吹き込んでくる。

　彼女はベッドで上体を起こしていた。微び風ふうによって夕焼け色の髪かみが靡なびき、白い肌はだが露あらわになる。長い睫まつ毛げのついた瞼まぶたをそっと持ち上げると、彼女は柔やわらかく微笑む。

　鼻の奥につーんという感覚が表れ、目め頭がしらが熱くなる。

　だけれど、若竹はありたっけの精神力でそれを抑おさえ込むと微笑み返した。

「おかえり、夕日」




　神かみ代しろ夕日。

　それは、黒峰勇也が初めて憧あこがれた女性であり。

　蒼宮藍葉に完かん膚ぷなきまでの敗北感を与あたえた女性。

　そして、水神島の最高戦力であり、蒼宮藍葉の最大の味方であり敵。

　そんな彼女を交えた、双騎士カツプルの新たな恋れん愛あい至上都市での生活が始まろうとしていた。










　　　あとがき




　初めまして、あるいはお久しぶりです。篠しの宮みや夕ゆうです。

『恋れん愛あい至し上じよう都と市しの双騎士カツプル２』、お楽しみいただけたでしょうか。

　本作のくだらなさで、少しでも皆みな様さまの心の安らぎに貢こう献けんできれば幸いです。

　さて。本シリーズを二巻を通して、勇ゆう也やと一いつ緒しよにこの世界を俯ふ瞰かんして思ったことが一つあります。

　それは、恋愛至上都市はなんちゃって管理社会なのかなということです。

　一部の二次元作品が規制されたり、個人情報が収集されていたり。水みず神がみ島じまはまだまだ不完全ですが、もしかしたらビッグ・ブラザーならぬリトル・シスターがいる完全管理された恋愛至上都市もあるかもしれません。登場人物たちによって語られる世界観や衝しよう撃げきの事実には、勇也と一緒にいつも驚おどろくばかりです……特に、勇也がかかったあの病気とか。

　もし貴重なお時間をいただけるなら、皆様もこの世界がどうなっているか想像してみてはいかがでしょうか。下地がコレなので想像も何もないかもしれませんが。でも、人口爆ばく発はつとか起こってそうですよね。いちゃいちゃしてますし。

　では、謝辞を。

　まずは、けこちゃ様。スーパー可愛かわいいイラスト、本当にありがとうございます。表紙の絵を拝見させていただいたとき、あまりの素晴らしさに言語機能が喪そう失しつしました。もう凄すごいとかヤベェしか言ってなかった気がします。特に塗ぬりとかヤベェ。後光が差して見えました。あと、何と言ってもお尻しり。眺ながめてみて美お味いしい、近くでみて二度美味しい状態になっていました。本当は小説一本分ぐらい素晴らしさについて語りたいのですが、残念なことにページ数が少ないので割愛させていただきます。今後ともよろしくお願いします。

　次に、担当編集のＴさん。今回は前回以上にご迷めい惑わくをおかけしました。感謝しても感謝しきれません。本当は小説一本分ぐらい感謝について語りたいのですが、残念なことにページ数が少ないので割愛させていただきます。今後ともよろしくお願いします。

　それから、いつも応おう援えんしてくれている友人たちへ。特に何もないので割愛します。

　そして、何よりもこの作品を手に取ってくださった皆様へ多大なる感謝を。

　おかげさまで第30回ファンタジア大賞において読者賞をいただくことができました。本当にありがとうございます。

　それでは、本作が皆様の頭の片かた隅すみに置いていただけることを祈いのって。


篠宮　夕　










篠宮夕

●しのみやゆう



第30回ファンタジア大賞〈金賞＆審査員特別賞〉受賞でデビュー。１巻のあとがきにて「賞金の札束で引っ叩きたいのでご飯を食べに行きましょう」と友人に向けて書いたところ、一人から連絡が。高級焼肉を奢らされ、見たこともない値段に。引っ叩く札束が消えました。こわい。でも、一番怖いのは悪びれず高額のお肉を次々と頼むあなたとその胃袋です。どれだけ食べるんだ。
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カバーデザイン／伸童舎










恋れん愛あい至し上じよう都と市しの双騎士カツプル２
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